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第１８０回鳥取県医師会（臨時）代議員会 議事録

１．開 催 の 期 日
平成２２年２月１８日（木）

午後６時４０分～午後７時

２．開 催 の 場 所
ホテルニューオータニ鳥取 鳥取市今町

３．代議員の総数
４８名

４．出席代議員数
４４名

５．出席の役員等
岡本会長、富長副会長

宮�・渡辺・天野・神鳥各常任理事

武田・吉中・吉田・明穂・井庭・笠木・

米川各理事

清水・笠置両監事

入江・長田両顧問

６．役 員 選 挙
３月３１日任期満了に伴う次期役員の選挙を

行い、無投票にて次の通り選出した。（届出

順）

◇会 長 岡本公男（再）

◇副 会 長 富長将人（再） 天野道麿（新）

◇理 事 魚谷 純（新） 井庭信幸（再）

笠木正明（再） 米川正夫（再）

村脇義和（新） 渡辺 憲（再）

武田 倬（再） 吉田眞人（再）

明穂政裕（再） 岡田克夫（新）

吉中正人（再） 清水正人（新）

◇監 事 石井敏雄（新） 新田辰雄（新）

◇裁定委員 門脇和範（再） 木村禎宏（再）

佐々木博史（再） 花木啓一（新）

芦川 喬（再） 中尾政和（再）

岸 良尚（再） 山本 栄（新）

増田 昇（新）

７．会 議 の 状 況
〈魚谷議長〉

定刻になりましたので、ただいまから第

１８０回鳥取県医師会臨時代議員会を開会致し

ます。まず、事務局より資格確認をお願い致

します。

〈谷口事務局長〉

資格確認のご報告を致します。代議員総数

は４８名でございます。これに対しまして、本

日、受付されました代議員の先生は４４名で、

過半数の出席でございます。以上、ご報告致

します。

〈魚谷議長〉

過半数の出席ですので、会議は成立致しま

す。

次に議事録署名人の選出でございますが、

これまでの慣例にならって議長に一任願えま

すでしょうか。

［「異議なし」と言う声あり］

では、２６番・湯川喜美代議員、３６番・飛田

義信代議員のお二方にお願い致します。

それでは、日程に従いまして、「会長挨拶」

をお願い致します。

〈岡本会長〉

会長の岡本でございます。本日は、第１８０

回鳥取県医師会臨時代議員会を開催致しまし

たところ、代議員の皆様には、大変お忙しい

なかご出席いただきまして誠に有難うござい

ます。ご案内のとおり、本日の主な議事は、

任期満了に伴う役員選挙です。よろしくお願

い致します。

さて、折角の機会ですので、最近の動向に

ついて２点ほど触れておきます。

皆様が非常に興味といいますか、注目して

おられると思いますが、２月１４日、大阪府医

師会の会長選挙が挙行され、新人の伯井先生

が２３票差で現職を破り当選されました。御存

知のとおり、伯井先生は、民主党を推され、

今度の日医会長選挙に立候補されている茨城

県医師会の原中会長と非常に近く、一方、京

都府医師会から立候補された森会長に近い現

職が敗れたものですから、近畿の図が少し

変ってきています。現職の唐澤会長、原中先

生、森先生のしのぎあいが非常に厳しくなっ

ているということで、私にもいろいろと働き

かけがございます。どういうふうにするのか

悩んでいるところですが、皆さんのご意見を

承りながら決めていきたいと思います。最新

の動きを申し上げると、以前にもあったよう

に大同団結がないとも限らないという動向が

みられます。ただ３人がそのまま選挙に入る

かもしれませんし、２対１になるかもしれま

せんが、的確に対応していきたいと考えてお

ります。
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もう１点は、我々にとって非常に興味があ

り、皆様怒っておられると思いますが、診療

報酬の改定があり、診療所の外来再診料が引

き下げられました。外来の再診料というのは、

開業医にとって慢性疾患の患者さんの健康を

保持するために、かかりつけ医の責務で働い

ている代償として再診料が位置づけられてお

り、このような観点から少し上乗せされてい

ると思っておりましたが、一切関係なしに病

院と診療所の外来再診料が同じにされたこと

自体は非常に腹立たしく思います。この前兆

は中医協の委員から日医が外されたというこ

とからも充分予測は出来ましたが、あまりに

も呆気ないということで憤りを感じており、

皆様同じではないかと思います。ただ、救わ

れることは、深夜帯での電話対応が地域医療

貢献として３点プラスになることです。これ

は前から巻頭言で何度も書きましたし、代議

員会でもお話ししたことがありますが、疲弊

している勤務医の方々を手助けしていく意味

からも開業医は準夜帯でもきちんとして対応

していくことを申し上げてきましたが、それ

に対する点数が少しプラスになりました。不

十分でありますが、現時点では頑張っていく

しかないかなと思っております。

何かと大変な時期に差しかかっております

ので、本日の選挙もよろしくお願いしたいと

思います。今日は有難うございました。

〈魚谷議長〉

どうも有難うございました。ただいまの会

長挨拶につきまして、本来ですと代議員から

発言を求めるところでございますが、本日は

選挙の代議員会でございます。また、来る３

月６日（土）に第１８１回定例代議員会が開催

されますので、そちらの方でご質問をお願い

致します。

それでは、選挙に移ります。

今回選挙致します役員等の任期は、平成２２

年４月１日から平成２４年３月３１日までの２年

間であります。

会長以下役員等の候補者の氏名は、お手元

の候補者名簿及びただいま議長席後方の議場

に受付順に掲示している通りでございます。

それでは、まずは会長の選挙に入ります。

会長の定員は１名でございます。これに対し

まして届出の候補者は１名でございますので、

定款施行細則第２３条の規定によりまして、投

票を行わず、岡本公男君を会長当選人と決定

してよろしいでしょうか。

［「異議なし」「拍手」］

有難うございます。それでは、岡本公男君

を会長当選人と決定致します。

続きまして、副会長の選挙を行います。副

会長の定員は２名以内でございます。これに

対しまして届出の候補者は２名でございます

ので、定款施行細則第２３条の規定によりまし

て、投票を行わず、富長将人君、天野道麿君

のお２人を副会長当選人と決定してよろしい

でしょうか。

［「異議なし」「拍手」］

有難うございます。それでは、富長将人君

及び天野道麿君を副会長当選人と決定致しま

す。

次に、理事の選挙を行いますが、ここで議

長を池田副議長と交代致します。よろしくお

願い致します。

〈池田副議長〉

副議長の池田です。初仕事です。よろしく

お願い致します。

それでは、引き続きまして、理事の選挙を

行います。理事の定員は１２名以内でございま

す。これに対しまして届出の候補者は１２名で

ございますので、定款施行細則第２３条の規定

によりまして、投票を行わず、魚谷 純君、

井庭信幸君、笠木正明君、米川正夫君、村脇

義和君、渡辺 憲君、武田 倬君、吉田眞人

君、明穂政裕君、岡田克夫君、吉中正人君、

清水正人君、以上１２名を理事当選人と決定し

てよろしいでしょうか。

［「異議なし」「拍手」］

有難うございました。それではそのように

決定致します。

続きまして、監事の選挙を行います。監事

の定員は２名でございます。これに対しまし

て届出の候補者は２名でございますので、定

款施行細則第２３条の規定によりまして、投票

を行わず、石井敏雄君、新田辰雄君を監事当

選人と決定してよろしいでしょうか。

［「異議なし」「拍手」］

有難うございました。それではそのように

決定致します。

続きまして、裁定委員の選挙を行います。
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裁定委員の定員は９名でございます。これに

対しまして届出の候補者は９名でございます

ので、投票を行わず、門脇和範君、木村禎宏

君、佐々木博史君、花木啓一君、芦川 喬君、

中尾政和君、岸 良尚君、山本 栄君、増田

昇君、以上９名を裁定委員当選人と決定し

てよろしいでしょうか。

［「異議なし」「拍手」］

有難うございました。それではそのように

決定致します。

続きまして、日本医師会代議員の選挙を行

います。日本医師会代議員の定員は２名でご

ざいます。これに対しまして届出の候補者は

２名でございますので、投票を行わず、岡本

公男君、不肖、私、池田宣之を日本医師会代

議員当選人と決定してよろしいでしょうか。

［「異議なし」「拍手」］

有難うございました。それではそのように

決定致します。

引き続きまして、日本医師会予備代議員の

選挙を行います。日本医師会予備代議員の定

員は２名でございます。これに対しまして届

出の候補者は２名でございますので、投票を

行わず、富長将人君、魚谷 純君を日本医師

会予備代議員当選人と決定してよろしいで

しょうか。

［「異議なし」「拍手」］

有難うござました。それではそのように決

定致します。

以上で予定された議事は終了しましたが、

特別に何かご発言のある方はございませんか。

ないようでございますので、それでは選挙

におきまして当選された役員のうち、本日ご

出席の方を紹介しますので、新役員に当選さ

れた方は前にお並び下さい。

この方々が、４月１日から２年間、鳥取県

医師会の執行部として頑張られる方々でござ

います。

それでは、ここで、当選人を代表して岡本

会長からご挨拶をお願い致します。

〈岡本会長〉

岡本でございます。先程の選挙におきまし

て、三度目の会長に推挙いただき、誠に有難

うございます。何回やっても身の引き締まる

思いがしております。

この度ご勇退になられた方が数人いらっ

しゃいますが、顧みますと、中部の野島副会

長は平成６年からずっとご一緒させていただ

いて、この度はご勇退ということで大変残念

に思っておりますが、救急医療、看護、介護

保険を中心に一生懸命やっていただきました。

そして東部の方では宮�常任理事ですが、ど

ちらかというと常務理事というか専務理事と

いう形で非常に卓越した手腕がございまして、

引っ張っていただいたのですが、忙しいとい

うことで退かれたということです。そして西

部の神鳥常任理事ですが、先程の医師国保組

合の方で理事に選ばれており、引き続き大事

なところをやっていただくわけですが、医師

会との両方は大変お忙しいということでこの

度は退かれました。それから大学の重政教授

がおそらく来年の春、退官ということで任期

もあり退かれます。そして笠置監事は１期だ

けですが、大変お世話になりました。

ご勇退される皆様には大変お世話になり、

私自身感謝を申し上げているところですが、

これからは新しく選ばれたもので、非常に波

の荒いところをゆられていくわけです。先生

方はご存知のように我々は自由民主党を推し

ました。政権政党が完全に代わってしまい、

どうしていいのかよく分からないところもあ

りますが、それはそれで、毅然として我々の

考え方を推し進めていこうと考えていますし、

また苦言を頂戴しながら私の考え方がすべて

ではございませんので、皆で話し合いながら

やっていこうと思いますので、よろしくお願

い致します。

また、今回特筆すべきことは、宮�常任理

事の代わりに理事になっていただきました岡

田先生ですが、特にお若いので多方面にご活

躍していただけるものと期待しております。

それからもうひとつ大きな戦力として西部医

師会長の魚谷 純先生が理事に加わっていた

だいたことは非常に心強く思っており、東・

中・西部のパイプが前より大きくなっていく

のではないかと考えております。

これからも役員一丸となって一生懸命やっ

ていきますので、どうかよろしくお願い致し

ます。

［拍手］

〈池田副議長〉

どうも有難うございました。みなさまお席
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の方にお戻りください。本当に日本医師会、

鳥取県医師会と大変だと思いますけれど、向

こう２年間頑張っていただきたいと思います。

それでは、以上をもちまして、第１８０回鳥

取県医師会臨時代議員会を閉会致します。本

日は誠に有難うございました。

［拍手］

［午後７時閉会］

［理事（会長）］ 岡 本 公 男 印

［議 長］ 魚 谷 純 印

［署名人］ 湯 川 喜 美 印

［署名人］ 飛 田 義 信 印

鳥取県医師会報 １０．８ 臨時号

5



第１８０回鳥取県医師会（臨時）代議員会次第

と き 平成２２年２月１８日（木） 午後６時４０分

ところ ホテルニューオータニ鳥取 鳥取市今町

１．開 会
２．資 格 確 認
３．議事録署名人選出
４．会 長 挨 拶
５．選 挙
会 長 １人 副 会 長 ２人以内

理 事 １２人以内 監 事 ２人

裁定委員 ９人

日本医師会代議員 ２人

日本医師会予備代議員 ２人

６．閉 会

第１８０回鳥取県医師会（臨時）代議員会名簿

平成２２年２月１８日

番号 地区 氏 名 番号 地区 氏 名 番号 地区 氏 名

１ 東部 板 倉 和 資 １７ 東部 山 下 裕 ３３ 西部 小 林 哲

２ 〃 谷 口 玲 子 １８ 〃 吉 田 泰 之 ３４ 〃 左 野 喜 實

３ 〃 福 島 明 １９ 中部 池 田 宣 之 ３５ 〃 辻 田 哲 朗

４ 〃 渡 邉 賢 司 ２０ 〃 松 田 隆 ３６ 〃 飛 田 義 信

５ 〃 安 陪 隆 明 ２１ 〃 引 田 亨 ３７ 〃 宝 意 規 嗣

６ 〃 石 谷 暢 男 ２２ 〃 安 梅 正 則 ３８ 〃 木 村 秀一朗

７ 〃 乾 俊 彦 ２３ 〃 新 田 辰 雄 ３９ 〃 中 曽 庸 博

８ 〃 大 津 千 晴 ２４ 〃 大 石 一 康 ４０ 〃 石 井 敏 雄

９ 〃 尾 � 眞 人 ２５ 〃 青 木 哲 哉 ４１ 〃 稲 賀 潔

１０ 〃 加 藤 大 司 ２６ 〃 湯 川 喜 美 ４２ 〃 小 酒 浩

１１ 〃 小 林 恭一郎 ２７ 西部 魚 谷 純 ４３ 〃 岡 空 輝 夫

１２ 〃 杉 山 長 毅 ２８ 〃 野 坂 美 仁 ４４ 大学 井 上 貴 央

１３ 〃 中 島 公 和 ２９ 〃 作 野 嘉 信 ４５ 〃 長谷川 純 一

１４ 〃 松 浦 喜 房 ３０ 〃 永 井 小 夜 ４６ 〃 中 島 健 二

１５ 〃 三 宅 茂 樹 ３１ 〃 安 達 敏 明 ４７ 〃 渡 邊 高 志

１６ 〃 森 英 俊 ３２ 〃 國 頭 七 重 ４８ 〃 西 村 元 延
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鳥取県医師会役員・裁定委員選挙 候補者一覧

（任期：平成２２年４月１日～平成２４年３月３１日）

【順序は受付順による】

◇会長候補者 １人（定数１人）

１．岡 本 公 男（東部：鳥取市）

◇副会長候補者 ２人（定数２人以内）

１．富 長 将 人（西部：米子市）

２．天 野 道 麿（中部：北栄町）

◇理事候補者 １２人（定数１２人以内）

１．魚 谷 純（西部：米子市）

２．井 庭 信 幸（西部：米子市）

３．笠 木 正 明（西部：米子市）

４．米 川 正 夫（西部：米子市）

５．村 脇 義 和（大学：米子市）

６．渡 辺 憲（東部：鳥取市）

７．武 田 倬（東部：鳥取市）

８．吉 田 眞 人（東部：鳥取市）

９．明 穂 政 裕（東部：鳥取市）

１０．岡 田 克 夫（東部：鳥取市）

１１．吉 中 正 人（中部：琴浦町）

１２．清 水 正 人（中部：倉吉市）

◇監事候補者 ２人（定数２人）

１．石 井 敏 雄（西部：米子市）

２．新 田 辰 雄（中部：倉吉市）

◇裁定委員候補者 ９人（定数９人）

１．門 脇 和 範（西部：境港市）

２．木 村 禎 宏（西部：米子市）

３．佐々木 博 史（西部：大山町）

４．花 木 啓 一（大学：米子市）

５．芦 川 喬（東部：鳥取市）

６．中 尾 政 和（東部：鳥取市）

７．岸 良 尚（東部：鳥取市）

８．山 本 栄（中部：倉吉市）

９．増 田 昇（中部：倉吉市）

【会 長 候 補 者】

順位 氏 名 所属医師会 住 所 主な診療科

１ 岡 本 公 男 東部医師会
鳥取市津ノ井２５８―２
岡本医院

内 科

【副会長候補者】

順位 氏 名 所属医師会 住 所 主な診療科

１ 富 長 将 人 西部医師会
米子市東福原５丁目１２―１９
富長内科眼科クリニック

内 科

２ 天 野 道 麿 中部医師会
東伯郡北栄町由良宿２―５
天野医院

内 科

【理 事 候 補 者】

順位 氏 名 所属医師会 住 所 主な診療科

１ 魚 谷 純 西部医師会
米子市上後藤２丁目３―３
魚谷眼科医院

眼 科

２ 井 庭 信 幸 西部医師会
米子市彦名町２８５６―３
彦名クリニック

産 婦 人 科

３ 笠 木 正 明 西部医師会
米子市中町７６―２
こどもクリニックかさぎ

小 児 科

４ 米 川 正 夫 西部医師会
米子市両三柳８８０―１
消化器クリニック米川医院

消 化 器 科

５ 村 脇 義 和 大学医師会
（勤務）米子市西町３６―１

鳥取大学医学部附属病院
内 科
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順位 氏 名 所属医師会 住 所 主な診療科

６ 渡 辺 憲 東部医師会
鳥取市東町３丁目３０７
渡辺病院

精 神 科

７ 武 田 倬 東部医師会
（勤務）鳥取市江津７３０

鳥取県立中央病院
内 科

８ 吉 田 眞 人 東部医師会
鳥取市湖山町北６丁目４４８―１
よしだ内科医院

内 科

９ 明 穂 政 裕 東部医師会
鳥取市扇町１１―３
明穂整形外科

整 形 外 科

１０ 岡 田 克 夫 東部医師会
鳥取市富安２丁目１４９
おかだ内科

内 科

１１ 吉 中 正 人 中部医師会
東伯郡琴浦町丸尾１０２―１
吉中胃腸科医院

内 科

１２ 清 水 正 人 中部医師会
倉吉市宮川町１２９
清水病院

整 形 外 科

【監 事 候 補 者】

順位 氏 名 所属医師会 住 所 主な診療科

１ 石 井 敏 雄 西部医師会
米子市旗ケ崎９丁目１４―２９
旗ケ崎内科クリニック

内 科

２ 新 田 辰 雄 中部医師会
倉吉市生田３６０―１
新田内科クリニック

内 科

【裁定委員候補者】

順位 氏 名 所属医師会 住 所

１ 門 脇 和 範 西部医師会
境港市明治町１７０
小林外科内科医院

２ 木 村 禎 宏 西部医師会
米子市天神町２丁目３５
木村内科医院

３ 佐々木 博 史 西部医師会
西伯郡大山町田中６４６―１
佐々木医院

４ 花 木 啓 一 大学医師会
（勤務）米子市西町３６―１

鳥取大学医学部附属病院

５ 芦 川 喬 東部医師会
鳥取市田園町４丁目３８７
芦川外科医院

６ 中 尾 政 和 東部医師会
鳥取市鹿野町今市１０４０―１
中尾医院

７ 岸 良 尚 東部医師会
鳥取市河原町河原４８
岸医院

８ 山 本 栄 中部医師会
倉吉市宮川町２丁目７６
山本内科医院

９ 増 田 昇 中部医師会
倉吉市駄経寺町２４５
ますだ耳鼻いんこう科
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日本医師会代議員・同予備代議員選挙 候補者一覧

（任期：平成２２年４月１日～平成２４年３月３１日）

【順序は受付順による】

◇日本医師会代議員候補者 ２人（定数２人）

１．岡 本 公 男（東部：鳥取市）

２．池 田 宣 之（中部：倉吉市）

◇日本医師会予備代議員候補者 ２人（定数２人）

１．富 長 将 人（西部：米子市）

２．魚 谷 純（西部：米子市）
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第１８１回鳥取県医師会（定例）代議員会 議事録

１．開 催 の 期 日
平成２２年３月６日（土）

午後４時～午後５時２０分

２．開 催 の 場 所
鳥取県医師会館 鳥取市戎町

３．代 議 員 総 数
４８名

４．出席代議員数
３８名

５．出席の役員等
岡本会長、富長副会長

宮�・渡辺・天野・神鳥各常任理事

武田・吉中・吉田・明穂・井庭・米川各理事

入江・長田両顧問

６．議 決 事 項
次の８議案について原案通り可決、承認し

た。

第１号議案 平成２１年度鳥取県医師会会費

減免申請承認について

第２号議案 平成２２年度鳥取県医師会事業

計画（案）について

第３号議案 平成２２年度鳥取県医師会会費

減免申請承認について

第４号議案 平成２２年度鳥取県医師会一般

会計収支予算（案）について

第５号議案 鳥取県医師会共済会の解散に

ついて

第６号議案 平成２２年度鳥取県医師会共済

会収支予算（案）について

第７号議案 平成２２年度鳥取県医師会生命

保険取扱特別会計収支予算

（案）について

第８号議案 平成２２年度鳥取県医師会会館

修繕積立金会計収支予算（案）

について

７．顧 問 委 嘱
入江宏一先生（元会長）、長田昭夫先生（前

会長）

８．会 議 の 状 況
〈魚谷議長〉

それでは、定刻になりましたので、ただい

まから第１８１回鳥取県医師会定例代議員会を

開会致します。まず、事務局より資格確認を

お願い致します。

〈谷口事務局長〉

資格確認のご報告を致します。代議員総数

は４８名でございます。これに対しまして、本

日、受付された代議員の先生は３８名で、過半

数の出席でございます。以上、ご報告致しま

す。

〈魚谷議長〉

過半数の出席ですので、会議は成立致しま

す。

最初に議事録署名人の選出でございますが、

これまでの慣例にならって議長に一任願えま

すか。

［「異議なし」と言う声あり］

それでは、２番・谷口玲子代議員、２０番・

松田 隆代議員のお二方にお願い致します。

では、日程に従いまして、「会長挨拶」を

お願い致します。岡本会長、よろしくお願い

致します。

〈岡本会長〉

会長の岡本でございます。本日は、第１８１

回鳥取県医師会定例代議員会を開催致しまし

たところ、大変お忙しい中、ご出席を賜りま

して誠に有難うございます。

本日の議題ですが、平成２２年度事業計画案

とそれに伴います収支予算案のご審議、そし

て、もう一つ大事な議案である鳥取県医師会

共済会の解散に係る議決をいただくことも入

れておりますので、よろしくお願い致します。

折角の機会ですので、最近の動向等につき

まして１～２お話しさせていただきます。

まず、皆様にお配りしている資料の中に、

日医からのアンケート調査に対する鳥取県の

回答を一つ入れさせていただいています。と

申しますのが、平成２２年２月１２日に日医会館

において、地域産業保健センター事業の見直

しについて協議と意見交換がありましたが、

あらかじめアンケートがまいりましたので、

私の方で書かせていただきました。地産保に

つきましては、３地区の医師会さんがそれぞ

れ非常に熱心に取り組んでいただき、成果を

上げているところでございます。他県におい

てはかなり問題があったとかいろいろなこと

がございまして、政権交代に伴います事業の

見直し等により、今後は、できれば県医師会
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一本でやって欲しいということです。我々も、

それは難しいことであろうし、３地区の先生

方が一生懸命なさったお仕事を横取りするよ

うな格好で、県医師会がそこの上に乗るとい

うことは本意ではございません。まず無理な

話ではないかということで、３月２日に鳥取

労働局において公募の締め切りがありました

が、手を挙げませんでした。３地区の医師会

長さん方とご相談の上で、きちんとした方向

性が出来れば、我々も受けることにやぶさか

ではありません。ただ、事務局ともいろいろ

相談しましたが、事業が非常に多くなってき

て無理だということです。私の一存では何と

もなりませんので、これから先、もう少し検

討していかなくてはならないと思います。し

かし、鳥取県はご存知のように小さい事業所

が多く、約９５％が大体５０人以下の事業所です。

その方々のための地産保ですので、何とかし

てあげなくてはいけないという思いは十分に

ございます。ただ、今まで一生懸命なさって、

それでもだめだと言われた先生方には非常に

お気の毒でありますし、我々が乗り出してい

くということは、それほど褒められたことで

もございませんので、もう少し皆さんとご相

談しながら次のステップを踏んでいこうと考

えております。

もう１点は、この前の会の時にも少し触れ

たのですが、診療所は再診料が下がり、そし

て地域医療貢献加算が３点つきました。です

から、これでお茶を濁したと考えていたので

すが、最近の情報を見ていますと、電話の対

診はもちろんのこと、なるべく診てくれとか、

場合によっては診てくれ、そして連絡をとっ

てきちんとやりなさい、などとかなりきつい

ことを言ってきています。それは当然な部分

もありますが、点数を算定するのであればそ

うしなくてはいけない。こうしないと点数を

あげないとか、違反しては困るなど、いろん

な方向で締めつけています。これに関しては、

厚労省と我々がすぐに向き合うことは出来ま

せんが、厚生局と向き合っていきたいと考え

ております。今日、国保審査員の先生も２人

おられますが、ご相談しながらやっていきた

いと思っております。

もう１点は、一昨日、鳥取県支払基金の方

と本部の専務理事が挨拶に来られ、鳥取県に

は幹事長を置かないということでした。小さ

いところからだんだん引き揚げていき、鳥取

県に関しては幹事長を置かずに岡山との兼務

とし、幹事会の時に出向して、後は部長を置

く体制でやっていくということです。ただ、

これは国の体制でなく、支払基金の体制です

ので、文句を言う筋合いのものでもありませ

んので了承致しました。いいことは、岡山と

一緒に審査するのでしたら、点数も岡山並み

にして、上から順番とかいろんなことを言う

のでしたら、その上から順番は鳥取県も岡山

県も一緒の範疇でやって欲しいということを

言っておきました。これに対しては、地域主

権と申しますか、なかなか難しいかもしれな

いとあいまいなお答えをいただきました。し

かし、きちんと追及していく必要があるので

はないかなと考えております。

まだまだお話しすることもたくさんござい

ますが、インフルエンザに関して等、加藤代

議員の方から縷々ご質問をいただいておりま

すので、その時にお答えしたいと思っており

ます。今日はよろしくお願い致します。

〈魚谷議長〉

有難うございました。ただいまの会長挨拶

につきまして、ご発言がありましたら挙手を

お願い致します。

それでは、ないようですので、５番の議事

に移ります。

第１号議案「平成２１年度鳥取県医師会会費

減免申請承認について」を上程致します。執

行部のご説明をお願い致します。明穂理事、

よろしくお願い致します。

〈明穂理事〉

会計担当の明穂でございます。ご説明致し

ます。お手元の議案書３頁をご覧下さい。第

１号議案「平成２１年度鳥取県医師会会費減免

申請承認について（追加分）」でございます。

一覧が載っています。大学の研修医から２名

で、１８，０００円の減免申請です。よろしくお願

い致します。

〈魚谷議長〉

ただいまのご説明につきまして、何かご質

問はございませんでしょうか。

ないようですので、採決に移ります。

第１号議案を原案通り可決することに賛成

の方の挙手を求めます。
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［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。よって、第１号

議案は原案通り可決されました。

続いて、第２号議案「平成２２年度鳥取県医

師会事業計画案について」を上程致します。

執行部のご説明をお願い致します。富長副会

長、よろしくお願い致します。

〈富長副会長〉

副会長の富長でございます。事業計画につ

いて説明させていただきます。議案書４頁を

ご覧下さい。

［以下、議案書により説明］

〈魚谷議長〉

有難うございました。この事業計画案に関

しまして、本日受付で配付した資料にありま

すように１０番・加藤代議員より、あらかじめ

質問が提出されております。加藤代議員、質

問�から�をお願い致します。

〈１０番・加藤代議員〉

１０番の加藤でございます。事前の質問表で

４つほど質問を提出しております。

まず、第１の質問ですが、「４．地域社会活

動対策�感染症対策」の中のインフルエンザ、

特に新型インフルエンザのワクチンの供給と

需要ということに関して、ひとつご意見を承

りたいと思います。

ご存知のように、インフルエンザの供給と

ワクチンというのは、特に供給に関して一般

基幹病院と診療所とでは性質が違います。一

般病院に関しては、事前に特定の予約者数を

把握するのは難しいので、発注は一応接種見

込数ということになると思います。診療所で

は一応事前の予約の実数に応じた発注で、そ

れに即した供給ということです。接種の最優

先順位の第１段階から一般市民に対する接種

の段階を通じても、その方針は変わりません

でした。

ちなみに、私は岩美町ですが、私が担当し

た接種者というのは、岩美町民と特別養護老

人ホーム岩井あすなろの入所者とそれから従

業員、あと校医をしております小学校が１つ

ありますのでその小学生、合わせて６回か７

回接種を行ったと思います。１回の接種者の

人数は大体６０人から７０人です。平均７０人とし

て７回としても、私がやったのは５００人前後

ということです。

これも当たり前のことですが、予約してお

りましても当日病気とか発熱とかがあります

ので、皆さんもご経験の通り、必ずキャンセ

ル分のマイナスは出てくると思います。私の

ところでは、トータルしてマイナス分は３人

か４人分しかありませんので、これは１０�バ

イアルにしても１�にしてもマイナスになる

分がありますので、そういう意味もございま

す。

私が問題にしましたのは、皆さんご存知の

ように、鳥取市内の某診療所の先生のところ

で、テレビにも新聞にも出ましたけれども、

あれは確か一般高齢者を対象にした段階で

あったと思いますが、２００人以上分が余って

いるから需要に幾らでも応じられるという報

道がありました。なぜそれだけ残っているか

という説明は、どうもキャンセル分だという

説明が新聞記事にあったと思いますが、どう

考えても今言ったような診療所における発注

と供給の体制からいうと、２００人分のキャン

セル分が出るというのは常識では考えられな

いと思います。それが何回かの接種分がた

まってとしても、この数はちょっと常識を外

れると思いますので、なぜだろうかなという

ことでございます。これは下司の勘ぐりとい

いますか、１つ考えられるには、その先生が

ある程度サバを読んで、うちはこれだけ来る

だろうということで発注されたけれども、実

際にはそれだけ来られなかったから残ってし

まったということだとしたら、これは１つ問

題であると思いますし、この事例について、

県医師会としてはどのようにその状況を把握

して理解しておられるのか、それをお尋ねし

たいと思います。

〈魚谷議長〉

それでは、この件に関しまして、執行部の

ご説明をお願い致します。

〈天野常任理事〉

県医師会で感染症を担当しております天野

でございます。完全なお答えになるかどうか

はわかりませんが、知り得る範囲でのお答え

とさせていただきます。

先程、加藤代議員が言われたように、この

新型インフルエンザに関しましては都道府県

の管理になっており、受託医療機関がきちん

と予約をとられた上でワクチンの数を納入さ
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れ、それを希望された方に予防注射をすると

いうシステムになっております。ただ、一般

的には２００人分残るというのは、私もこんな

にたくさん残るものかなと思いました。

それで、新型インフルエンザで、このワク

チン接種とその流行した時期がちょうど重

なったというのが１つあって、本当であれば

もう少し早くワクチンが出来て、流行前に予

防接種が完全に出来ていれば、こういうこと

はまず起こらなかったのではなかろうかと思

います。やはりワクチンを予約しておられて

も、数はちょっと把握しておりませんが、そ

の間に罹ってしまわれた方が、相当おられた

のではなかろうかという気もしております。

それともう１点、最初は新型が出たという

ことで皆さんがパニック状態になられて、

次々と予約、予防接種を希望されたのですが、

予防接種がすぐ出来るわけでもないですし、

順番や優先順位が決まっておりましたので、

そのうち感染力は強いけれども毒性はそう強

くないということで、一般の市民の方の中に

は接種意欲が低下して、予約したが受けな

かったという方も出てきていると思います。

それから、これは悪質なのですが、１人の

方が複数の医療機関で接種を予約されていて、

とにかく早くしたいということで、一番早く

出来るところで受け、予約した他の医療機関

に全くキャンセルの電話も入れずにそのまま

に放置しておられると、医療機関サイドはき

ちんとその分は用意しておられたけれどもと

いう事情もあると思います。

あと、大分後半になってからですが、高校

生や児童生徒は集団接種が出来るようになり

ました。そういうことが開始されまして、個

別接種で医療機関サイドに予約しておられて

も集団接種の方で受けてしまわれたという方

も中にはあるようです。集団接種でやってし

まったがキャンセルの電話はなしといった、

いろいろ複合的なことがあって、善意に解釈

しますとそれだけ残ったのかなという気もし

ます。先程加藤代議員がおっしゃったように、

これだけたくさん残っているというのは、最

初から余分に見込んでされたのかどうか、そ

の辺は私もよくわかりません。とにかく開業

医の場合、きちんと必要な予約数を確認の上、

注文しておりますので、一般的にはたくさん

残るということは考えられません。一応予防

接種を希望されたけれども、その間に感染を

起こしてしまわれたといったのが多かったの

ではなかろうかと思います。これは推論でご

ざいますが、今知り得る範囲での回答とさせ

ていただきます。

〈魚谷議長〉

よろしいでしょうか。岡本会長、どうぞ。

〈岡本会長〉

大体そういうことでございます。新聞に出

た段階では、確かに医療機関は非常に少な

かったのですが、後で県から情報をもらいま

したら、結構多くの医療機関がございまして、

先程天野常任理事から説明がありましたよう

に、集団接種をされた時も非常にたくさんの

キャンセルが出たということがありました。

それと、医師会はどう考えるかというご質

問ですが、今回の新型に関しましては、国が

順次出してきた、そして県がきちんと責任を

持って配ったということで、医師会は全く

タッチできなかったというのが流れでござい

ます。季節性のインフルエンザのワクチンに

関しましては、返品なしにしてくれというこ

とをお願いしたり、余っているかどうかお聞

きしたりしながら、しつこいと言ってしから

れながらもコントロールしていたのが我々の

仕事だったのですが、今回全く出来ていませ

ん。反省はしますが、なかなか難しかったか

なと思います。

もう１点、先日日医会館で開催された、都

道府県感染症担当理事連絡協議会の時に、こ

の度は医療機関での過剰在庫もやむを得な

かったと言っていただきました。ですから、

鳥取県としては季節性のものは努力すればき

ちんと出来ることと、今回の新型インフルエ

ンザワクチンに関しては返品可能にしろとい

うことを申し出ました。そのことも相まって、

後で医療機関同士の取引はいけませんが、卸

さんを通しての融通はしてもいいという方向

で今動いているところです。以上でございま

す。

〈魚谷議長〉

よろしいでしょうか。

〈１０番・加藤代議員〉

今、岡本会長がおっしゃったように、供給

の面に関して、行政が決定権を握っていたと
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いうのは、要するに当初は供給ワクチン量の

絶対数が不足するという見込みがありました

が、途中から成人が２回から１回になったり

して最終的には余ることになったので、その

分については行政に主導権があったというこ

とでやむを得ないと思います。

また、２００人分の件に関しては、天野常任

理事の善意説ですが、よくわかりますけれど

も、ちょっと善意が過ぎるような感じがする

と思います。どうもおかしいと思う場合は、

医師会として事情聴取というか、それなりの

ことはされるべきではないでしょうか。新聞

報道の通りだというのでは、ちょっと何か足

りないような感じがします。それだけでござ

います。有難うございました。

それから、�鍼治療院に於ける感染症予防

の現状についてです。鍼治療に関しては各種

関連団体との協議がありますが、医師会と鍼

治療団体との接点がおありになるのか、私は

よく存じません。当然エイズとか肝炎に対す

る予防から言えば、行政から、鍼治療の施療

院に対しては、乾熱滅菌をするようにきちん

とした勧告が言っているはずです。私の家内

が、時々背中が痛い、首が痛いとひどい症状

が出て、私も何かやってみるけれどもさっぱ

り効かないから、鳥取市内の同じ鍼治療院に

行くことがあるのです。数年前にそういうこ

とがありまして、その時に話を聞くと、鍼治

療というのはアルコール綿でするだけだと言

います。どうもおかしいなと。もし乾熱滅菌

していれば、特定の容器なり乾熱袋から取り

出して、使ったら別のところに入れるので、

アルコール綿など使う必要はないと思うので

すが、それを聞いて、どうかなという感じが

致しました。やはり医師会としては、その感

染症対策ということで、ある程度監督の立場

がありますので、行政との接点で把握してい

ただいて、必要があれば行政に対して勧告が

あってもいいのではないかなという気が致し

ましたので申し上げました。

〈魚谷議長〉

この件に関しましてはいかがでしょうか。

〈明穂理事〉

お答え致します。これは先生のご指摘どお

り、昭和６２年３月２０日に厚生省の健康政策局

医事課長の通知で、鍼灸の団体に、県の衛生

主幹部局長あての通知が出ております。先程

ご指摘ありました中で、Ｂ型肝炎ですとかエ

イズの問題があるので、ディスポーザブルが

望ましいということと、それから滅菌につき

ましては、�オートクレーブ１２０℃２０分以上、

煮沸２０分以上。�２％グルタールアルデヒド

１０～３０分。�０．５％次亜鉛素酸ナトリウム１

時間。ただし、これらについては腐食性があ

るので、繰返し用いる金属性のものには適さ

ないことがある。�また、７０％エタノール１０

～３０分による方法も知られているが、これは

肝炎ウイルスには適切でないといわれている。

ということがうたってあります。このような

通知が既に昭和６２年の段階で県の衛生主幹部

局長あてに出ております。その後については

把握しておりません。

〈魚谷議長〉

よろしいでしょうか。

〈１０番・加藤代議員〉

有難うございました。要は、それがきちっ

とされているかチェックするというのは医師

会の役目ではありませんし、当然行政の役目

ですが、行政が果たしてそういうことをき

ちっとしているかということを医師会もある

程度チェックされていいのではないでしょう

かということでございます。

３番目に行きます。これは地域医療対策の

項目に入るのかどうかわかりませんが、整骨

師の問題です。以前の代議員会で整骨師の協

議が何かあったような感じがするのですが、

最近はちょっとないので質問しました。何で

これを言ったかというと、例の民主党の事業

仕分けでも取り上げられたみたいですが、整

骨師は実際の診療内容が、本来は治療対象と

いうのは脱臼とか捻挫とか、そういう外傷に

伴う疾患に限られているはずなのです。どう

もそれから外れて一般的な整形外科的な疾患

も対象にしているらしく、しかも治療場所が

３カ所以上で、４カ所５カ所にもなったりす

ることが問題になっているみたいで、しかも

この整骨師は自由診療です。医師会と整骨師

というのは直接の関連はないのですが、ただ、

整骨師が診療をする場合に医師の診断書があ

ればある程度の余裕を持っての疾患の治療は

していいということになっていると思います。

私も１回患者さんから頼まれてそういう診断
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書を書いた覚えはありますが、そういう点で

多少医師会とも接点がありますので、整骨師

との接点が今どうなっているのだろうかなと

いうことでございます。以上です。

〈魚谷議長〉

よろしいでしょうか。執行部の回答をお願

い致します。

〈明穂理事〉

お答え致します。先程加藤代議員がおっ

しゃったように、接骨院などにいる柔道整復

師には、急性期の打撲や捻挫、応急手当てと

しての骨折や脱臼への施術は保険請求が認め

られております。しかし、通常の診療報酬請

求手続きとは別ルートの、問題になっており

ます受領委任払い制度という手続で、それ以

外の疾患の治療にいわゆる自由診療のような

形で当たっているということでございます。

その一方で、いわゆるあん摩、マッサージ、

指圧師、鍼師、灸師などは、医師の同意書が

あれば慢性疾患などに対する施術を行うこと

が出来て、この施術は健康保険の対象になり

ます。この辺でやはり同じ国家資格でござい

ますが、急性期に限られる柔道整復師と、そ

れから医師の同意書があれば慢性疾患でも診

療が出来るあん摩、鍼、灸の人達というのが

仕分け出来ているはずです。ただ、時々報道

に出てくる不正だとか、あるいは名前だけを

変えて、右を左に変えてまだ急性期が連続し

ているというようなことも時々指摘されてい

ますが、大筋ではこういった形ですみ分けが

出来ているということです。

〈魚谷議長〉

よろしいでしょうか。追加をお願い致しま

す。岡本会長、お願い致します。

〈岡本会長〉

加藤代議員、この問題は、中四国の委員会

とかいろいろなところでいつも問題になって

いることです。鳥取県はあまり取り上げない

のですが、非常にきついところもありまして、

絶対そうならないということです。例えば、

我々も医師国保を持っていますが、そこにお

いてどういうふうな支払いをするのかとか、

許すなというような意見も結構ありますので、

気をつけていく必要はあります。ただ、昔か

ら一緒にやってきたということがありまして、

なかなか一方的にこれはいけない、あれはい

けないということが言えなかったというのが

現状でございますが、是々非々でやっていく

必要があろうかと思います。以上です。

〈魚谷議長〉

よろしいでしょうか。それでは、ただいま

の加藤代議員のご質問に関連したご発言、あ

るいは事業計画案全般に対しまして、ご質問、

ご発言等がございましたら挙手をお願い致し

ます。

ないようでございますので、採決に移りま

す。

第２号議案を原案通り可決することに賛成

の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。よって、第２号

議案は原案通り可決されました。

続きまして、第３号議案「平成２２年度鳥取

県医師会会費減免申請承認について」を上程

致します。執行部のご説明をお願い致します。

明穂理事、よろしくお願い致します。

〈明穂理事〉

ご説明致します。お手元の議案書１９頁「平

成２２年度鳥取県医師会会費減免申請一覧」を

ご覧下さい。上の段に総括表が、以下詳細が

掲載されています。

東部が高齢会員３６名、傷病２名、中部が高

齢会員２１名、西部が高齢会員３７名、傷病１名、

研修医は東部が中央病院２名、市立病院と生

協病院がそれぞれ１名、鳥大医学部附属病院

が１０名です。１９頁上段にございます通り、高

齢９４名、傷病３名、研修医１４名、計１１１名、

合わせまして減免総額４，２１２，０００円です。ご

審議をお願い致します。

〈魚谷議長〉

有難うございました。ただいまのご説明に

ついて、何かご質問はございませんでしょう

か。

ないようでございますので、採決に移りま

す。

第３号議案を原案通り可決することに賛成

の方の挙手を求めます。

「挙手多数」と認めます。よって、第３号

議案は原案通り可決されました。

次に、第４号議案「平成２２年度鳥取県医師

会一般会計収支予算案について」を上程致し

ます。執行部のご説明をお願い致します。明
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穂理事、よろしくお願い致します。

〈明穂理事〉

ご説明致します。議案書２５頁をご覧下さい。

［以下、議案書について説明］

〈魚谷議長〉

有難うございました。ここで、予算案に対

する質問の他に、会務全般にわたっての質疑

を行います。

昨日までにあらかじめ届いた質問はござい

ませんので、ご質問、ご発言のある方は、こ

の場で挙手をお願い致します。

〈岡本会長〉

１点、追加させていただきます。３０頁の情

報システム対策費で、テレビ会議システム調

査費として非常に少ない金額をあげています

が、まずは調べるということでこの金額に

なっております。今、県庁の担当課と折衝し

ていますが、地域医療再生基金の方から、あ

る程度の金額をお願いしておりますので、少

し早く出来るのではないかと思っています。

かなりのことが出来るのではないかと期待は

しておりますが、まだ確定はしておりません。

以上でございます。

〈魚谷議長〉

有難うございました。何か会務全般にわ

たってのご質問、ご発言等はございませんで

しょうか。１０番・加藤代議員、どうぞ。

〈１０番・加藤代議員〉

１０番、加藤です。簡単な質問ですので事前

の質問は提出しておりませんが、今ご説明の

中で、３４頁の管理費の４．一般事務費の中で法

人会計システムのリース料ということをおっ

しゃいました。これはシステムの変更に伴う

としておられましたが、具体的にはどういう

変更なのでしょうか。その点だけ教えていた

だきたいと思います。

〈魚谷議長〉

それでは、ご回答をお願い致します。

〈明穂理事〉

２０年度から法人会計のシステムが変わると

いうことによる税理士さんからの進言でござ

います。

〈岡本会長〉

今までは会計システムそのものが平成１６年

版でやっていたわけですが、新しく２０年版と

いうのが出まして、これで会計をするように

なりましたので、少しその入れ替えに費用が

かかるということでございます。

〈魚谷議長〉

よろしいでしょうか。

〈１０番・加藤代議員〉

要は、システムは行政からこれでやれとい

うことなのでしょうか。

〈岡本会長〉

お答えします。今度、公益法人等いろんな

ことを考えていく上で、２０年の会計のシステ

ムでないとだめだということで、先取りして

やっていこうということです。

〈１０番・加藤代議員〉

わかりました。有難うございました。

〈魚谷議長〉

よろしいでしょうか。他にご質問、ご発言

はございませんでしょうか。それでは、ない

ようでございますので、採決に移ります。

第４号議案を原案通り可決することに賛成

の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。よって、第４号

議案は原案通り可決されました。

次に、第５号議案「鳥取県医師会共済会の

解散について」と第６号議案「平成２２年度鳥

取県医師会共済会収支予算（案）について」

を一括上程致します。執行部のご説明をお願

い致します。明穂理事、よろしくお願い致し

ます。

〈明穂理事〉

ご説明致します。議案書の３９頁をご覧下さ

い。

［以下、議案書及び配付資料について説明］

〈魚谷議長〉

有難うございました。本件については、１０

番・加藤代議員より、あらかじめ質問が提出

されております。加藤代議員、質問をお願い

致します。

〈１０番・加藤代議員〉

１０番の加藤です。私がお尋ねしたかったの

は、還付完了の時期がどのような見込みだろ

うかということですが、添付していただいた

行程表では本年の１２月から送金開始というこ

とですので、大体年度内ということでよろし

いでしょうか。有難うございました。
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〈魚谷議長〉

よろしいでしょうか。特にご回答よろしい

ですね。

〈１０番・加藤代議員〉

結構です。

〈魚谷議長〉

他にどなたかご質問はございませんでしょ

うか。

ないようでございますので、採決に移ります。

第５号議案と第６号議案までの２議案につ

いて、いずれも原案通り可決することに賛成

の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。よって、第５号

議案及び第６号議案の２議案はいずれも原案

通り可決されました。

次に、第７号議案「平成２２年度鳥取県医師

会生命保険取扱特別会計収支予算（案）につ

いて」と第８号議案「平成２２年度鳥取県医師

会会館修繕積立金会計収支予算（案）につい

て」の２議案を一括上程致します。執行部の

ご説明をお願い致します。明穂理事、よろし

くお願い致します。

〈明穂理事〉

ご説明致します。議案書の４２頁をご覧下さ

い。

［以下、議案書について説明］

〈魚谷議長〉

有難うございました。ただいまのご説明に

ついて、何かご質問はございませんか。

ないようでございますので、採決に移りま

す。

第７号議案から第８号議案までの２議案に

ついて、いずれも原案通り可決することに賛

成の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。よって、第７号

議案から第８号議案までの２議案はいずれも

原案通り可決されました。

続きまして、６番の「顧問委嘱」に入りま

す。執行部からのご提案をお願いします。岡

本会長、よろしくお願い致します。

〈岡本会長〉

岡本でございます。定款第１８条によります

と、「顧問は代議員会の議決を経て、会長が

委嘱する」と規定されています。そう致しま

すと、元会長の入江宏一先生、それから前会

長の長田昭夫先生を顧問としてご委嘱申し上

げたいと思います。以上、ご提案致しますの

で、よろしく、ご審議をお願い致します。

〈魚谷議長〉

ただいまのご提案につきまして、何かご意

見はございませんか。

［「異議なし」という声多数あり］

ないようでございますので、ご提案の通り、

入江宏一先生、長田昭夫先生を顧問としてご

委嘱申し上げることに決定致します。

これで、本日の議案はすべて終了致しまし

た。ここで閉会にあたりまして、岡本会長か

ら一言ご挨拶をお願い致します。

〈岡本会長〉

本日はお忙しい中、ご出席いただきまして

誠に有難うございました。そして、平成２２年

度事業計画及び予算案等の８議案すべて慎重

ご審議いただき、いずれも原案通りご承認を

賜りまして誠に有難うございました。非常に

財政も厳しくなってきており、どこかの党で

はございませんが、なるべく無駄をしないよ

うに、無駄を見つけて省くということを努力

しながら、役員一同頑張ってまいりますので、

今後ともご理解、ご支援の程をお願い致しま

して、御礼のご挨拶と致します。どうも有難

うございました。

［拍手］

〈魚谷議長〉

有難うございました。本日は、長時間にわ

たりご審議をいただき、しかも円滑な議事運

営ができました。代議員各位のご理解ご協力

に感謝申し上げます。

それでは、以上をもちまして、第１８１回鳥

取県医師会定例代議員会を閉会致します。有

難うございました。

［拍手］

［午後５時２０分閉会］

第１８１回鳥取県医師会定例代議員会

［議 長］ 魚 谷 純 印

［署名人］ 谷 口 玲 子 印

［署名人］ 松 田 隆 印
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第１８１回鳥取県医師会（定例）代議員会次第

と き 平成２２年３月６日（土） 午後４時

ところ 鳥取県医師会館 鳥取市戎町

１．開 会
２．資 格 確 認
３．議事録署名人選出
４．会 長 挨 拶
５．議 事
第１号議案 平成２１年度鳥取県医師会会費減

免申請承認について

第２号議案 平成２２年度鳥取県医師会事業計

画（案）について

第３号議案 平成２２年度鳥取県医師会会費減

免申請承認について

第４号議案 平成２２年度鳥取県医師会一般会

計収支予算（案）について

第５号議案 鳥取県医師会共済会の解散につ

いて

第６号議案 平成２２年度鳥取県医師会共済会

収支予算（案）について

第７号議案 平成２２年度鳥取県医師会生命保

険取扱特別会計収支予算（案）

について

第８号議案 平成２２年度鳥取県医師会会館修

繕積立金会計収支予算（案）に

ついて

６．顧 問 委 嘱
７．閉 会

第１８１回鳥取県医師会（定例）代議員会名簿

平成２２年３月６日

番号 地区 氏 名 番号 地区 氏 名 番号 地区 氏 名

１ 東部 板 倉 和 資 １７ 東部 山 下 裕 ３３ 西部 小 林 哲

２ 〃 谷 口 玲 子 １８ 〃 吉 田 泰 之 ３４ 〃 左 野 喜 實

３ 〃 福 島 明 １９ 中部 池 田 宣 之 ３５ 〃 永 井 小 夜

４ 〃 渡 邉 賢 司 ２０ 〃 松 田 隆 ３６ 〃 飛 田 義 信

５ 〃 安 陪 隆 明 ２１ 〃 引 田 亨 ３７ 〃 宝 意 規 嗣

６ 〃 石 谷 暢 男 ２２ 〃 安 梅 正 則 ３８ 〃 山 本 仁

７ 〃 乾 俊 彦 ２３ 〃 新 田 辰 雄 ３９ 〃 中 曽 庸 博

８ 〃 大 津 千 晴 ２４ 〃 伊 藤 文 利 ４０ 〃 長谷川 真 弓

９ 〃 尾 � 眞 人 ２５ 〃 石 田 浩 司 ４１ 〃 稲 賀 潔

１０ 〃 加 藤 大 司 ２６ 〃 湯 川 喜 美 ４２ 〃 小 酒 浩

１１ 〃 小 林 恭一郎 ２７ 西部 魚 谷 純 ４３ 〃 岡 空 輝 夫

１２ 〃 杉 山 長 毅 ２８ 〃 野 坂 美 仁 ４４ 大学 井 上 貴 央

１３ 〃 中 島 公 和 ２９ 〃 作 野 嘉 信 ４５ 〃 長谷川 純 一

１４ 〃 松 浦 喜 房 ３０ 〃 高 見 徹 ４６ 〃 中 島 健 二

１５ 〃 三 宅 茂 樹 ３１ 〃 安 達 敏 明 ４７ 〃 渡 邊 高 志

１６ 〃 森 英 俊 ３２ 〃 國 頭 七 重 ４８ 〃 西 村 元 延
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第１号議案 平成２１年度鳥取県医師会会費減免申請承認について

平成２１年度鳥取県医師会会費減免申請一覧（追加分）

申請理由

地 区
高 齢 傷 病 研 修 医 不慮の災害 そ の 他

特別の事由 計 減 免 総 額

東 部 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

中 部 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

西 部 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

大 学 ０ ０ ２ ０ ０ ２ １８，０００

計 ０ ０ ２ ０ ０ ２ １８，０００

会費減免申請の詳細

【研修医】

所 属
医師会

会員
種別 氏 名 所 属 病 院 所 属

医師会
会員
種別 氏 名 所 属 病 院

鳥取大学 Ｂ 阪 本 智 宏 鳥取大学医学部附属病院 鳥取大学 Ｂ 阪 本 綾 子 鳥取大学医学部附属病院
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１．医の倫理の高揚

２．医療安全対策・自浄

作用活性化対策、診療

情報提供の推進

� 医療安全対策

＊地区医師会との緊密な連携のもと、医師の良識と

社会的使命を基盤として医の倫理の高揚に努める。

＊聖職の自覚、医師相互間の社会性の確立、医師会

団体秩序の維持に努める。

＊日医提唱の「医師の職業倫理指針（改訂版）」の

普及促進を図る。

＊「ピア・レヴュー」（同一専門家による評価）を

行い、保険診療のみならず、医療全般に対する県

民からの更なる信頼の確立に努める。

＊医療安全対策の検証と啓発を行う。 ○ 医療安全対策委員会

第２号議案 平成２２年度鳥取県医師会事業計画（案）について

平成２２年度鳥取県医師会事業計画

〈基本方針〉

昨年８月の衆議院総選挙により民主党が政権を担当することとなり、社会保障分野においては後

期高齢者医療制度の見直し、中央社会保険医療協議会委員の人選で日本医師会役員の排除など、従

前とは異なる政策運営が行なわれている。

国の平成２１年度補正予算により鳥取県では「地域医療再生基金５０億円」が積み立てられ、今後５

年間かけて地域医療再生計画に基づき、順次、取り崩して事業が展開されていくこととなった。こ

の計画の策定にあたって鳥取県医師会では、各地区医師会との連携を密にして、二次医療圏におけ

る諸問題、諸課題について医療審議会あるいは地域医療対策協議会等において積極的に関与し、計

画を取りまとめた。今後、この再生計画の確実な実施により医師不足あるいは看護師不足の解消な

ど地域医療推進に寄与し、円滑に推移していくものと期待するとともに、積極的に協力していく。

日本医師会では、新たに「日本医師会生涯教育カリキュラム〈２００９〉」を策定し、８４のカリキュ

ラムコードに分けて３年間に必要な学習単位とカリキュラムコードの取得を定め、この新たな生涯

教育制度について会員への周知を図っており、本会としてもこれに沿った生涯教育の企画をすすめ

ることとする。

このような社会情勢、医療環境の中にあって、本会は、安心で安全な医療を県民へ提供すること

とし、更には行政と連携して県民の保健、医療、福祉、健康保持・増進など各分野におけるあらゆ

る行政施策に対しては積極的に関わっていくこととする。そして、社会福祉の増進に寄与すること

が社会における医師会の使命と考える。

以上のような状況を踏まえ平成２２年度事業を展開していくにあたり、下記６項目を重点的に実施

することとする。

記

１．医の倫理の高揚

２．医療安全対策

３．会員への生涯教育及び県民への健康教育の推進

４．勤務医不足対策及び男女共同参画の取り組み

５．特定健診・特定保健指導の推進

６．公益法人改革への対応

事 業 項 目 具 体 的 事 項 会議・委員会等
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� 自浄作用活性化対

策

� 診療情報提供の推

進

� 個人情報保護法対

策

３．医学医術の研究奨励

及び生涯教育の推進

� 定例総会の開催

� 医学会の開催

� 日本医師会生涯教

育制度の推進

� 鳥取大学及び医学

諸団体との連絡協調

� 医学研究の奨励

＊医療安全対策の経験交流研修会を開催する。

＊日本医師会「医療従事者のための医療安全対策マ

ニュアル」を周知するとともに、実践の推進を図

る。

＊「産科医療補償制度」の周知及び参加を推奨する。

＊自浄作用活性化の推進を図る。

＊日本医師会「自浄作用活性化推進に向けて」を周

知するともに、実践の推進を図る。

＊診療情報提供の推進を図る。

＊日本医師会「診療情報の提供に関する指針（第２

版）」を周知するとともに実践の推進を図る。

＊医療相談窓口を設置し、県民からの相談にあたる

とともに地区医師会相談窓口との連携を図る。

＊県の医療相談窓口「医療安全支援センター」との

情報交換、連携を図る。

＊法の規定により遵守すべき事項の周知を図り、個

人情報の適正な取扱いに努める。

＊永年在任役職員表彰、医業５０年会員表彰、米寿・

喜寿祝贈呈、鳥取医学賞の授与、特別講演などを

行う。

＊春季医学会、秋季医学会を開催し、会員の研究発

表を行うことにより、医学・医術の向上を図る。

＊新たな「日本医師会生涯教育制度」実施要綱に基

づき、生涯教育の推進を図る。

＊日本医師会生涯教育講座を開催する。

＊インターネット活用による生涯教育（ｅ―ラーニ

ング）の推進を図る。

＊会員に対し、指導医としての必要な知識・技能の

習得を図る。

＊国立大学法人鳥取大学（医学部及び附属病院）を

はじめ医学諸団体との連携を強化する。

＊鳥取医学賞の選定を行う。

○ 職業倫理・自浄作用

活性化委員会

○ 診療情報提供推進委

員会

○ 定例総会

○ 春季医学会

（倉吉市 ２２．６．６）

○ 秋季医学会

（鳥取市 ２２．００．００）

○ 中国四国医師会連合

医学会

（高知市 ２２．１１．６―７）

○ 生涯教育委員会

○ 指導医のための教育

ワークショップ

（県医 ２２．１０．１６―１７）

�外 鳥取大学経営協議会

�外 鳥取大学関連管理型

病院協議会

�外 鳥取大学医学部附属

病院 研修管理委員会

�外 県立病院運営評議会

○ 鳥取医学雑誌編集委

員会

事 業 項 目 具 体 的 事 項 会議・委員会等
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� 鳥取医学雑誌の発

行

４．地域社会活動対策

� 健康診査管理指導

事業

� 特定健診・保健指

導への対応

� 地域保健活動の推

進

� 糖尿病対策

� 情報ネットワーク

の推進

＊会員研究発表を鳥取医学雑誌へ掲載する。

＊春秋医学会での会員研究発表の他、積極的な投稿

を呼びかける。

＊鳥取大学の各医局及び主な病院へ論文の投稿を依

頼する。

＊鳥取県健康対策協議会と共同で下記事業を実施す

る。
�
��
�
�
�
��
��
�

がん登録事業の継続、追跡調査の継続、調査結

果の報告、がん検診従事者講習会、読影委員会

及び細胞診判定委員会との連絡強化、がん検診

精密検査医療機関登録

（胃がん、肺がん、乳がん、子宮がん、大腸が

ん、肝がん）

＊臨床検査精度管理事業の推進を図る。

＊鳥取県が実施する衛生検査所の立入検査、精度管

理に協力する。

＊妊婦健康診査の検診回数の拡充（公費負担）に協

力する。

＊電子化の代行、集合契約の締結、情報の伝達など

行う。

＊母子保健・医療、少子化対策事業などに協力する。

＊「総合周産期母子医療センター」の運営に協力す

る。

＊疾病構造の地域特性に関する調査、乳幼児・児童

生徒の心臓検診を推進する。

＊「生活習慣病」対策の推進を図る。

＊在宅医療の推進のための実地研修事業を実施する。

＊禁煙指導医、禁煙講演医養成のための研修会の開

催及びニコチン依存症治療に関する情報提供を行

うなど、禁煙指導を推進する。

＊がん撲滅をめざす�がん征圧運動�に協力する。
＊糖尿病の発症予防、合併症予防等の対策を推進す

る。

＊糖尿病専門医以外の医師のレベルアップを目指し

て「糖尿病診療一口メモ」を会報に掲載するとと

もに、研修会開催し、治療の標準化を図る。

＊世界糖尿病デーにおける「ブルーライトアップ」

に呼応し、県民向けの啓発活動を展開する。

＊鳥取県医師会IT化を推進する。

＊地域医療情報ネットワークの構築を推進する。

＊情報システムに関する講演会を開催する。

○ 臨床検査精度管理委

員会

�外 鳥取県精度管理専門

委員会

�外 鳥取県地域・職域連

携推進協議会

�外 鳥取県保険者協議会

�外 鳥取県母子保健協議

会

�外 若年者心疾患対策協

議会

［総 会：山 口 市 ２３．

０１．３０］

○ 禁煙指導対策委員会

�外 鳥取県がん征圧大会

○ 糖尿病対策推進会議

○ 糖尿病対策推進会議

従事者講習会

○ 仁風閣ブルーライト

アップ

（２２．１１．１４）

○ 情報システム運営委

員会

○ 鳥取県医療情報研究
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� 環境対策

� 救急医療・防災対

策

	 メンタルヘルス・

自殺対策


 犯罪被害者支援対

策

� 麻薬対策

＊日本医師会テレビ会議システムへ参加するととも

に、県内でのテレビ会議システム構築について調

査する。

＊環境保全対策、医療廃棄物対策、地球温暖化防止

対策を図る。

＊在宅医療廃棄物処理ガイドラインを周知する。

＊県立中央病院及び鳥取大学医学部付属病院の「救

命救急センター」の運営に協力し、救急医療体制

の確保・充実に努める。

＊ACLS、JPTECの研修会を開催する。

＊救急告示医療機関、平日夜間及び休日急患診療所、

病院群輪番制の連携により救急医療体制の充実を

図る。

＊救命救急医療体制、へき地医療対策、空港におけ

る救急医療体制の整備を検討する。

＊国民保護法による指定地方公共機関として国民保

護業務計画を策定し、武力攻撃やテロ発生時の国

民保護医療に努める。

＊防災体制に協力する。

＊ドクターヘリコプター、消防防災ヘリコプター体

制に協力する。

＊中国四国医師会の緊急連絡体制の整備を検討する。

＊メディカルコントロール体制に協力する。

＊県内でNBCR災害が発生した場合に備え、平素か

ら関係機関相互の連携を図る。
�
�
�
�
�

「NBCR災害」とは、核（Nuclear）、生物剤（Bio-

logical）、化学剤（Chemical）及び放射能（Ra-

diological）による災害をいう。

�
�
�
�
�

＊地域におけるうつ病並びに自殺対策について、鳥

取県並びに鳥取大学医学部が行なう事業に積極的

に協力する。

＊産業医研修会等を通じて、会員へ周知する。

＊冊子「かかりつけ医と精神科医との連携マニュア

ル」を会員へ配布・周知し、うつ病の早期診断、

専門医への紹介など日常診療の一助とする。

＊とっとり被害者支援センターの運営に協力する。

＊麻薬事故防止対策、麻薬・覚せい剤乱用防止運動

（麻薬・向精神薬の説明会、新入会員の指導）を

展開する。

＊麻薬の適正使用の促進を図る。

会

○ 日医医療情報システ

ム協議会

�外 鳥取県環境管理事業

センター参与会

○ ACLS委員会

�外 鳥取県防災会議

�外 ドクターヘリ運航調

整委員会

�外 ドクターヘリ運航に

係る関係者会議

○ 救急医療担当理事連

絡協議会

�外 鳥取県メディカルコ

ントロール協議会

�外 鳥取県NBCR災害対

処現地関係機関連絡会

議

�外 鳥取県心といのちを

守る県民運動

○ かかりつけ医と精神

科医との連携会議

�外 鳥取県犯罪被害者連

絡協議会

�外 薬物乱用防止推進本

部会議
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� 感染症対策


 県及び関係諸団体

の公衆衛生活動への

協力

� 共同利用施設対策

� 健康づくり文化の

創造推進

５．地域医療対策

� 医師確保対策・男

女共同参画

� 地域医療計画対策

� 地域医療連携推進

対策

� 老人保健福祉対策

� 医療法改正対策

＊新型インフルエンザ、高病原性鳥インフルエンザ

を始めとする各種感染症対策について県と連携し

て「発熱外来」、「入院対応医療機関」の設置など

に協力し、対策の充実を図る。

＊感染症サーベイランス、Ｂ型及びＣ型肝炎対策、

MRSA対策、院内感染対策の充実を図る。

＊各種予防接種医療機関を登録する。

＊感染症予防法及び県予防計画の周知と協力を行う。

＊県との連携によりインフルエンザワクチンの安定

供給に努める。

＊麻しん等集団発生時の対応についてのマニュアル

システムの構築に向けて検討する。

＊麻疹、風疹患者の発生状況報告制度を周知し、協

力する。

＊関係団体等との連携を図る。
�
�
�
�
�
�
�

公衆衛生協会、保健事業団、社会福祉協議会、

社会福祉審議会、献血推進協議会、交通対策協

議会、環境審議会、医療情報研究会、山陰地区

感染症懇話会、臓器バンク

＊中国四国医師会共同利用施設等連絡協議会（平成

２３年度）の開催準備に向けて企画等について検討

する。

＊県が進める健康づくり文化創造推進事業に協力す

る。

＊日本医師会女性医師バンク事業等と連携し、地域

医療体制安定化のため医師確保対策に取り組む。

＊「女性医師の懇談会（仮称）」を開催し、女性医

師に鳥取県医師会会務へ積極的に提言、参画して

いただく。

＊講演会時の託児・保育システムなど女性医師対策

を推進する。

＊「鳥取県地域医療再生計画」の事業推進に協力す

る。

＊改定保健医療計画の周知及び推進を図る。

＊地域医療体制の安定化を推進する。

＊在宅療養支援診療所の普及を推進する。

＊診診連携、病診連携、病病連携の推進を図る。

＊保健・医療・福祉の連携充実を図る。

＊老人保健福祉計画の見直しへの対応を図る。

＊老人福祉施設対策を図る。

＊老人訪問看護制度の対応を検討する。

＊改正医療法への対応を検討する。

○ 感染症危機管理対策

委員会

○ 日医感染症危機管理

対策会議

�外 エイズ対策専門家会

議

�外 エイズ対策委員会

�外 鳥取県感染症危機管

理対策協議会

�外 鳥取県インフルエン

ザワクチン対策委員会

�外 鳥取県抗インフルエ

ンザウイルス薬対策委

員会

○ 全国医師会共同利用

施設総会

○ 中国四国医師会共同

利用施設等連絡協議会

�外 鳥取県健康づくり文

化創造推進県民会議

�外 鳥取県医療審議会

�外 鳥取県地域医療対策

協議会

�外 保健医療推進会議

�外 老人保健福祉計画推

進委員会

�外 介護実習普及セン

ター運営委員会
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� 有床診療所対策

６．社会保障医療対策

� 医療保険制度対策

� 介護保険制度対策

� 社会保障医療対策

� 県及び関係団体と

の連絡協調

� 医療保険情報の周

知徹底

＊医療特区、混合診療導入反対、国民皆保険制度堅

持の運動を引き続き展開する。

＊有床診療所機能を有効に発揮し、地域のニーズに

応える医療提供に努めるため、鳥取県有床診療所

協議会を設立する。

＊全国有床診療所連絡協議会との連携を図る。

＊社会保障制度の抜本的改正対策を検討する。

＊医療保険制度改革対策を図る。

＊特別医療制度・障害者自立支援制度改革への協力

を図る。

＊薬剤定価・給付基準額制への対策を図る。

＊社会保険診療報酬改定への対応を推進する。

＊後期高齢者医療制度の問題点などを検討する。

＊在宅療養支援診療所の推進を図る。

＊介護保険の運営、介護保険報酬改訂の周知を図る。

＊介護支援専門員組織との連携を推進する。

＊介護保険事業計画の改正に伴う対策を図る。

＊地域支援事業（介護予防事業）に協力する。

＊療養病床再編計画の周知、推進を図る。

＊適正な保険請求に関する疑義等について検討を行

なう。

＊社会保障部委員会の構成、運営を見直す。

＊請求事務適正化対策等の調査検討を行う。

＊健保・生保・国保の指導、監査、集団指導、自主

的指導計画を検討し、適正な保険診療の推進を図

る。

＊関係法令の周知と地区医師会との連絡強化を図る。

＊新規開業医療機関の医事研修を行う。

＊中国四国厚生局鳥取事務所、基金、国保連合会等

との連絡強化を図る。（地方社会保険医療協議会

鳥取部会、基金幹事会、国保連業務運営委員会、

基金・国保審査委員会など）

＊県などの各種委員会ヘ委員等を派遣する。（鳥取

県医療審議会、社会福祉審議会など）

＊健保、国保、生保、結核予防、特別医療など医療

保険関係情報を随時、医師会報に掲載し、周知徹

底を図る。

＊新入会員への啓発研修を行う。

○ 鳥取県有床診療所協

議会

（設立総会：鳥取市

２２．５．９）

�外 全国有床診療所連絡

協議会

（岡 山 市 ２２．７．３１～

８．１）

○ 介護保険対策委員会

�外 地域ケア整備構想検

討委員会

○ 医療保険委員会

○ 社会保障部委員会

○ 社会保険指導者講習

会

○ 中国四国厚生局との

打合会

○ 福祉保健課との打合

会

○ 支払基金との懇談会

○ 国保連合会との懇談

会
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７．医政対策

� 日本医師会との連

携

� 中国四国医師会連

合との連携

� 県及び関係団体と

の連携

� 三師会との連携

� 国際交流の推進

� 日医連及び県医連

との連携

� 国民のための医療

推進協議会とっとり

の推進

８．医療経済対策

� 医業経営対策

＊日医での諸会議へ役員を派遣し、情報収集、連携

強化を図る。

＊中国四国医師会連合各県との連携強化を図る。

＊県及び関係団体の諸事業についての意見交換、事

業協力する。

＊県教育委員会との連携を推進する。

＊県警察本部との連携を図る。（猟銃等の所持許可

にかかる診断書交付医療機関の登録、認知症疑い

高齢者の運転免許証更新時における診断の協力な

ど）

＊県人権文化センターとの連携を図り、人権擁護活

動を推進する。

＊三師会の連携強化を図る。（当番：医師会）

＊医療保険対策の連携を図る。

＊国際交流事業に協力し、外国人バリアフリーの推

進、外国人の診療対応医療機関登録制度に協力す

る。

＊医師会の目的を達成するため医師連盟との適切な

連携を図る。

＊協議会の構成団体の連携により国民のための医療

を守るため、講演会等を開催する。

＊医業経営に関する情報提供を行う。（麻薬、保険、

協力貯蓄、共済会、医師年金、日本医師従業員国

民年金基金、医療機関厚生年金基金、調査統計

等）

＊各種の税制対策に関する情報収集に努める。

＊控除対象外消費税の解消に努める。

＊社会保険診療報酬に対する事業税非課税存続を求

○ 日医代議員会

○ 都道府県医師会長協

議会

○ 日医の各担当理事連

絡協議会

○ 日医の各種委員会

○ 日医医療政策シンポ

ジウム

○ 中国四国医師会連合

総会

（高知市 ２２．５．２９―３０）

○ 中国四国医師会連合

各分科会

○ 中国四国医師会連合

常任委員会

○ 中国四国医師会連合

各種研究会

○ 医療懇話会

○ 県教育委員会との連

絡協議会

�外 鳥取県人権文化セン

ター理事会

�外 鳥取県国際交流財団

理事会

○ 医師会活動説明会

○ 広島国税局との懇談

会
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� 看護職員対策

� 地域社会に対する

協力制度の確立

９．広報活動の充実

� 医師会報の発行

� 広報の強化

� 報道機関など対外

広報との連絡

� 県民健康教育

１０．部会活動の強化

� 母体保護法指定医

部会

� 学校医部会

め、関係各方面への働きかけを強化する。

＊看護職員養成対策の強化を図る。

＊看護高等専修学校との連携強化、情報交換を図る。

＊訪問看護ステーション、ナースセンター運営事業

へ協力する。

＊各種検診料、検査料等医師報酬の適正化、事故対

策を検討する。

＊取材活動の拡充、編集方針の検討、会報の充実を

図る。

＊医師会サーバによる情報発信の充実を図る。

＊会員向けの広報を徹底する。

＊県民向けの広報活動を強化する。

＊ホームページコンテンツの充実を図る。

＊報道関係との連絡、各種団体対外広報との連携を

図る。

（医師会報、日医ニュース、その他各種資料の配

布）

＊県政記者クラブとの懇談会を開催し、医師会活動

のPR及び国民皆保険制度など医療制度の諸問題

について理解していただく。

＊公開健康講座、健康フォーラムの開催、「保健の

窓」「健康なんでも相談室」を日本海新聞に掲載

し県民健康教育の充実を図る。

＊生活習慣病対策セミナーを地区医師会の協力のも

と開催する。

＊健康医療相談（毎週木曜日）を継続運営する。

＊県民カレッジ事業へ協力する。

＊県立図書館の出張貸し出しサービスに協力する。

＊母体保護法指定医師の指定審査を行う。

＊学校医活動の強化を図る。

＊学校医研修会を開催し、学校医の資質向上を図る。

＊学校保健会報等広報の充実を図る。

＊鳥取県学校保健会との連携強化を図る。

＊日医学校医講習会、全国及び中国地区学校医大会

への出席と伝達講習を行う。

○ 日医医療関係者担当

理事連絡協議会

○ 看護高等専修学校連

絡協議会

�外 准看護師試験委員会

�外 看護職員確保対策協

議会

�外 ナースセンター事業

運営委員会

○ 広報委員会

○ 会報編集委員会

○ 土曜会との懇談会

○健康フォーラム（米子

市）

○ 公開健康講座１２回

（２回程度は出張講座

とする）

○ 母体保護法指定医師

審査委員会

○ 家族計画母体保護法

指導者講習会

○ 学校医部会運営委員

会

○ 学校医・学校保健研

修会

○ 日医学校医講習会

○ 日医母子保健講習会

事 業 項 目 具 体 的 事 項 会議・委員会等
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� 健康スポーツ医部

会

� 労災指定医部会

� 産業医部会

� 病院部会

� 勤務医部会

	 自賠責部会

１１．会員福祉対策

� 医師国保組合との

＊「小児メタボリック症候群診断基準」の周知を図

るとともに、学校現場での実践に向けて、具体的

方策について検討する。

＊「日医認定健康スポーツ医」の認定審査、申請を

行う。

＊健康スポーツ医学再研修会を開催し、健康スポー

ツ医の資質向上を図る。

＊鳥取労働局との連絡協調を図る。

＊労災保険情報センター（RIC）との連携強化を図

る。

＊労災保険診療指定医療機関研修会を開催する。

＊産業医活動の強化を図る。

＊産業医研修会を開催し、産業医の資質向上を図る。

＊日医認定産業医の審査、申請を行う。

＊各地域産業保健センターの活動を支援する。

＊鳥取産業保健推進センターの活動に協力する。

＊医療業務の向上、病院経営の改善を支援する。

＊鳥取県病院協会との連携強化を図る。

＊勤務医の入会を促進し、会員増強対策、部会活動

の充実を図る。

＊医師会活動説明会を開催し、加入促進を図る。

＊過重労働、医療安全など勤務医の諸問題解決に向

けて協議するとともに、勤務医部会総会、講演会

等を開催する。

＊自賠責保険診療費算定基準の推進を図る。

＊自賠責保険研修会を開催する。

＊自賠責保険診療費におけるトラブルの解決処理に

あたる。

＊医師国保組合への加入推奨など、医師国保組合事

○ 全国学校保健・学校

医大会

（前橋市 ２２．１１．２０）

○ 中国地区学校医大会

（山口市 ２２．８．２２）

○ 中国四国医師会学校

保健担当理事連絡協議

会（山口市 ２２．８．２２）

○ 健康スポーツ医委員

会

○ 日医健康スポーツ医

学講習会

○ 健康スポーツ医学再

研修会

�外 日体協スポーツ医学

講習会

�外 労災保険運営協議会

�外 労災保険診療費審査

委員会

�外 労災診療協議会

○ 産業医部会運営委員

会

○ 産業医研修会

○ 産業保健活動推進全

国会議

�外 鳥取県産業保健協議

会

�外 産業保健推進セン

ター運営協議会

�外 鳥取県産業安全衛生

大会

○ 全国医師会勤務医部

会連絡協議会

（宇都宮市 ２２．１０．９）

○ 鳥取県自動車保険医

療連絡協議会

事 業 項 目 具 体 的 事 項 会議・委員会等
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連絡提携

� 生命保険、損害保

険団体業務の継続

� 協力貯蓄の推進

� 勤務医協力貯蓄の

推進

� 独立行政法人福祉

医療機構の業務の周

知

� 共済制度の見直し

� 医事紛争対策

	 医師賠償責任保険

の継続


 日医医師年金等へ

の加入促進

� 鳥取県医療機関厚

生年金基金への対応

� その他の会員福祉

１２．地区医師会との連絡

強化

� 地区医師会との連

携

� 地区医師会事務局

との連携

１３．定款・諸規程改正の

検討

� 定款改正の検討

業に協力する。

＊医師賠償責任保険、所得補償保険の募集を行う。

（損保ジャパン）

＊Ｂグループ生命保険の募集を行う。（幹事会社：

明治安田生命）

＊第９次協力貯蓄を推進する。（銀行の指定制等）

＊第９次勤務医協力貯蓄を推進する。（２２．０５～５年

間積み立て）

＊施設整備資金融資の制度内容、融資利率などの情

報提供を行う。

＊公益法人改革に伴い、共済会の廃止に向けて具体

的処理方針を検討する。

＊日本医師会との連携を図り、医事紛争の解決処理

にあたる。

＊医事紛争に関する研修会を開催する。

＊医師賠償責任保険、施設賠償責任保険への加入を

推奨する。

＊勤務医会員の加入を推奨する。

＊日医特約保険（２億円補償）への加入を推奨する。

＊日医年金、日本医師・従業員国民年金基金への加

入を推奨する。

＊運営等現状の分析を図る。

＊表彰弔慰を行う。

＊各種の担当理事連絡協議会を開催し、諸問題への

対応、連携強化を図る。

＊各医師会事務局間相互の連携強化を図る。

＊公益法人改革関連整備法の施行に伴い、定款、諸

規程の見直しを始め、公益認定に向けた諸課題に

ついて検討を行う。

○ 共済会運営委員会

○ 医事紛争処理委員会

○ 中国四国医師会医事

紛争研究会

（担当：高知県）

○ 各地区医師会との懇

談会

○ 地区医師会長協議会

○ 地区医師会各担当理

事連絡協議会

○ 事務局職員連絡協議

会

○ 定款・諸規程改正検

討委員会

事 業 項 目 具 体 的 事 項 会議・委員会等
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会費減免申請の詳細

【高齢・傷病】

所 属
医師会

会 員
種 別 氏 名 住 所 申 請 理 由

東 部 Ｂ 渡 辺 元 鳥取市東町 老齢会員（明治４４年２月１２日生）

〃 A１ 西 尾 吉兵衛 〃 富安 〃 （大正７年１２月２５日生）

〃 A１ 桑 田 岩 雄 八頭郡智頭町智頭 〃 （大正８年１２月１日生）

〃 Ｂ 松 岡 京 子 鳥取市行徳 〃 （大正９年６月１８日生）

〃 Ｂ 縄 田 隆 淑 〃 元町 〃 （大正１２年３月３１日生）

〃 Ｂ 坂 本 紀美子 〃 〃 〃 （大正１２年４月９日生）

〃 Ｂ 井 � 成 子 〃 吉方温泉 〃 （大正１２年１２月７日生）

〃 Ｂ 巨 島 怜 子 岩美郡岩美町浦富 〃 （大正１３年１月１日生）

〃 Ｂ 森 田 昌 功 鳥取市吉成南町 〃 （大正１３年１月３日生）

〃 Ｂ 村 尾 ちさと 〃 二階町 〃 （大正１３年３月１１日生）

〃 Ｂ 早 川 慶 子 〃 行徳 〃 （大正１３年４月２２日生）

〃 Ｂ 野 津 登志子 〃 卯垣 〃 （大正１４年７月２０日生）

〃 Ｂ 谷 本 泰 夫 〃 青葉町 〃 （大正１５年２月２４日生）

〃 Ｂ 村 江 正 名 〃 吉方温泉 〃 （大正１５年６月２日生）

〃 Ｂ 岸 良 尚 〃 河原町河原 〃 （大正１５年７月７日生）

〃 Ｂ 大 谷 伯 八頭郡八頭町宮谷 〃 （大正１５年１２月１３日生）

〃 Ｂ 西 本 徹 郎 〃 〃 見槻中 〃 （昭和２年４月１２日生）

〃 A１ 福 田 源次郎 鳥取市瓦町 〃 （昭和２年４月２３日生）

〃 A１ 北 村 正 彦 〃 湯所町 〃 （昭和２年７月１日生）

〃 Ｂ 岡 本 孝 夫 〃 寺町 〃 （昭和２年７月２５日生）

〃 Ｂ 樋 口 實 〃 野坂 〃 （昭和２年９月１９日生）

〃 Ｂ 山 本 穣 〃 末広温泉町 〃 （昭和２年１０月１３日生）

第３号議案 平成２２年度鳥取県医師会会費減免申請承認について

平成２２年度鳥取県医師会会費減免申請一覧

申請理由

地 区
高 齢 傷 病 研 修 医 不慮の災害 そ の 他

特別の事由 計 減 免 総 額

東 部 ３６ ２ ４ ０ ０ ４２ １，９４４，０００

中 部 ２１ ０ ０ ０ ０ ２１ ９７２，０００

西 部 ３７ １ ０ ０ ０ ３８ １，１７６，０００

大 学 ０ ０ １０ ０ ０ １０ １２０，０００

計 ９４ ３ １４ ０ ０ １１１ ４，２１２，０００
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所 属
医師会

会 員
種 別 氏 名 住 所 申 請 理 由

東 部 Ｂ 面 谷 幹 夫 鳥取市吉方温泉 老齢会員（昭和２年１１月１９日生）

〃 Ｂ 深 澤 義 明 〃 湯所町 〃 （昭和２年１２月１日生）

〃 A１ 岩 井 博 〃 朝月 〃 （昭和３年１月３日生）

〃 Ｂ 早 瀬 啓 〃 川端 〃 （昭和３年２月２６日生）

〃 Ｂ 飯 塚 幹 夫 〃 美萩野 〃 （昭和３年３月７日生）

〃 A１ 入 江 宏 一 〃 西町 〃 （昭和３年４月２日生）

〃 Ｂ 安 田 稔 〃 湯所町 〃 （昭和３年５月１８日生）

〃 A１ 岡 田 不二雄 八頭郡八頭町花 〃 （昭和３年６月１０日生）

〃 A１ 中 尾 政 和 鳥取市鹿野町今市 〃 （昭和３年６月１１日生）

〃 Ｂ 森 納 〃 国府町糸谷 〃 （昭和３年９月１日生）

〃 A１ 田 村 昭 子 〃 掛出町 〃 （昭和３年１２月８日生）

〃 A１ 北 室 文 昭 〃 西町 〃 （昭和４年３月１日生）

〃 Ｂ 谷 口 公 子 〃 南町 〃 （昭和４年３月２２日生）

〃 Ｂ 加 藤 一 吉 〃 湖山町南 〃 （昭和５年３月１２日生）

〃 Ｂ 大 石 徹 〃 鍛冶町 病気療養中

〃 Ｂ 津 田 一 男 〃 栗谷町 〃

中 部 Ｂ 松 田 伸 倉吉市新町 老齢会員（大正９年４月２１日生）

〃 Ｂ 安 梅 みどり 〃 関金町大鳥居 〃 （大正１１年７月１６日生）

〃 Ｂ 佐々木 安 夫 〃 〃 関金宿 〃 （大正１１年８月７日生）

〃 Ｂ 徳 岡 淳 一 〃 東巌城町 〃 （大正１１年９月２０日生）

〃 Ｂ 宮 川 鉄 男 東伯郡北栄町瀬戸 〃 （大正１２年３月２８日生）

〃 Ｂ 大 石 恒 善 倉吉市西仲町 〃 （大正１３年６月９日生）

〃 Ｂ 垣 田 堅二郎 〃 東岩倉町 〃 （大正１４年１１月１８日生）

〃 A１ 門 脇 好 登 〃 瀬崎町 〃 （大正１５年１月１１日生）

〃 Ｂ 岸 田 専 蔵 〃 清谷町 〃 （大正１５年７月３０日生）

〃 A１ 音 田 誠 介 東伯郡湯梨浜町田後 〃 （大正１５年８月５日生）

〃 Ｂ 森 脇 良 省 倉吉市新町 〃 （昭和２年１月２２日生）

〃 Ｂ 谷 口 充 〃 上井町 〃 （昭和２年５月１９日生）

〃 A１ 中 野 治 東伯郡琴浦町保 〃 （昭和２年７月９日生）

〃 A１ 入 江 正 昭 〃 〃 下伊勢 〃 （昭和２年１０月１９日生）

〃 Ｂ 中 村 克 己 米子市西福原 〃 （昭和２年１１月１５日生）

〃 Ｂ 西 田 龍之介 倉吉市上井町 〃 （昭和３年１月１８日生）

〃 Ｂ 林 原 不二夫 東伯郡琴浦町赤碕 〃 （昭和３年６月２８日生）

〃 Ｂ 尾 西 賢 治 倉吉市上井町 〃 （昭和３年８月１日生）
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所 属
医師会

会 員
種 別 氏 名 住 所 申 請 理 由

中 部 Ｂ 土 井 学 東伯郡湯梨浜町旭 老齢会員（昭和３年１０月２５日生）

〃 A１ 上 原 崇 義 倉吉市堺町 〃 （昭和３年１２月６日生）

〃 Ｂ 北 岡 宇 一 鳥取市東今在家 〃 （昭和４年１月１７日生）

西 部 Ｂ 田 中 喜美恵 米子市錦町 〃 （大正４年５月１６日生）

〃 A１ 板 倉 奨 日野郡日南町多里 〃 （大正６年１１月１５日生）

〃 Ｂ 渡 邉 豊 米子市観音寺 〃 （大正７年１０月１８日生）

〃 A１ 入 沢 俊 夫 日野郡日南町矢戸 〃 （大正８年６月１８日生）

〃 Ｂ 中 下 静 夫 境港市朝日町 〃 （大正９年６月２４日生）

〃 Ｂ 笠 木 慶 治 米子市中町 〃 （大正１０年１月２日生）

〃 Ｂ 木 下 準 四 郎 〃 皆生温泉 〃 （大正１１年７月３０日生）

〃 Ｂ 都 田 治 〃 紺屋町 〃 （大正１２年１１月２４日生）

〃 Ｂ 木 下 干 城 〃 角盤町 〃 （大正１３年２月２６日生）

〃 Ｂ 佐 古 恒 徳 〃 加茂町 〃 （大正１３年５月２２日生）

〃 A１ 花 園 直 人 〃 東福原 〃 （大正１４年２月５日生）

〃 Ｂ 福 島 武 彦 境港市元町 〃 （大正１４年１１月５日生）

〃 Ｂ 本 田 恭 治 米子市昭和町 〃 （大正１５年４月２２日生）

〃 Ｂ 吹 野 淳 平 〃 米原 〃 （大正１５年５月２４日生）

〃 Ｂ 仲 村 民 広 西伯郡伯耆町大殿 〃 （大正１５年７月３０日生）

〃 Ｂ 安 達 厚 米子市両三柳 〃 （大正１５年８月６日生）

〃 A１ 三 好 三七夫 〃 道笑町 〃 （大正１５年９月３０日生）

〃 Ｂ 松 野 昭 市 境港市京町 〃 （大正１５年１２月１０日生）

〃 Ｂ 薬師寺 廓 磨 米子市東福原 〃 （昭和２年２月７日生）

〃 Ｂ 小 坂 博 〃 糀町 〃 （昭和２年３月２０日生）

〃 A１ 足 立 史 郎 〃 淀江町淀江 〃 （昭和２年３月２４日生）

〃 Ｂ 佐 伯 良 人 日野郡江府町江尾 〃 （昭和２年４月１１日生）

〃 Ｂ 中 尾 徳 明 米子市角盤町 〃 （昭和２年５月１０日生）

〃 Ｂ 松 田 泰 彦 日野郡日野町根雨 〃 （昭和２年８月２２日生）

〃 Ｂ 近 藤 務 米子市新開 〃 （昭和３年１月１８日生）

〃 Ｂ 立 川 武 境港市湊町 〃 （昭和３年１月２８日生）

〃 Ｂ 高 野 正 明 米子市博労町 〃 （昭和３年３月３１日生）

〃 Ｂ 辻 谷 賢 三 〃 観音寺 〃 （昭和３年４月２８日生）

〃 Ｂ 井 上 � 〃 日野町 〃 （昭和３年５月４日生）

〃 Ｂ 足 立 光 三 境港市幸神町 〃 （昭和３年６月１日生）

〃 Ｂ 本 多 和 雄 米子市新開 〃 （昭和３年６月２３日生）

鳥取県医師会報 １０．８ 臨時号

32



所 属
医師会

会 員
種 別 氏 名 住 所 申 請 理 由

西 部 Ｂ � 田 貢太郎 境港市東雲町 老齢会員（昭和３年８月５日生）

〃 Ｂ 瀧 川 一 尚 〃 日ノ出町 〃 （昭和３年８月２１日生）

〃 Ｂ 門 脇 和 範 〃 明治町 〃 （昭和３年８月２８日生）

〃 Ｂ 中 村 哲 朗 米子市上後藤 〃 （昭和３年１２月５日生）

〃 Ｂ � 田 允 克 〃 福万 〃 （昭和５年２月７日生）

〃 Ｂ 渡 辺 俊 一 〃 皆生新田 〃 （昭和５年３月２日生）

〃 Ｂ 山 名 忠 己 〃 東福原 病気療養中

【研修医】

所 属
医師会

会員
種別 氏 名 所 属 病 院 所 属

医師会
会員
種別 氏 名 所 属 病 院

東 部 Ｂ 鈴 木 智 鳥取県立中央病院 鳥取大学 Ｂ 岡 本 陽 子 鳥取大学医学部附属病院

〃 Ｂ 米 田 尚 弘 〃 〃 Ｂ 武 信 二三枝 〃

〃 Ｂ 竹 内 有 樹 鳥 取 市 立 病 院 〃 Ｂ 谷 本 匡 史 〃

〃 Ｂ 甲 斐 弦 鳥 取 生 協 病 院 〃 Ｂ 宮 谷 幸 造 〃

鳥取大学 Ｂ 天 野 晶 文 鳥取大学医学部附属病院 〃 Ｂ 渡 部 友 視 〃

〃 Ｂ 上 枝 弘 雄 〃 〃 Ｂ 阪 本 智 宏 〃

〃 Ｂ 岡 本 敏 明 〃 〃 Ｂ 阪 本 綾 子 〃
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平成２２年度鳥取県医師会一般会計収支予算

（単位：千円）

科 目 当 初
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較
増 減 額 摘 要

�� 事業活動収支の部
１．事業活動収入

１．会 費（５０．９８％） ８０，４４２ ８０，８６５ －４２３

１．会 費 収 入 ８０，４４２ ８０，８６５ －４２３

１．会 費 収 入 ７８，０６８ ７８，４５４ －３８６

� 均等割会費収入 ７８，０６８ ７８，４５４ －３８６

A１���
��

＠１５６，０００×４０３人＝６２，８６８，０００円
＠７２，０００× ５人＝ ３６０，０００円
＠１２０，０００× ８人＝ ９６０，０００円

A２ ２１人＝４，２８０，０００円
B ＠１２，０００×８００人＝９，６００，０００円

２．特別会費収入 ２，３７４ ２，４１１ －３７

� 医事紛争処理委員会会費 ７８４ ７９５ －１１ ＠１，８００×４３６人

� 学校医部会会費 ６６０ ６８４ －２４ ＠３，０００×２２０人

� 産業医部会会費 ９３０ ９３２ －２ ＠２，０００×４６５人

２．入 会 金（３．１７％） ５，０００ ５，０００ ０

１．入会金収入 ５，０００ ５，０００ ０

１．入会金収入 ５，０００ ５，０００ ０ ＠５００，０００×１０人

３．負 担 金（１．１８％） １，８６０ ２，３１１ －４５１

１．負担金収入 １，８６０ ２，３１１ －４５１

１．社会保険通信負担金 ０ ４５１ －４５１

２．会館維持負担金 １，８６０ １，８６０ ０ 医師国保組合、損保ジャパン代理店北
陽サービス

４．補 助 金（８．５０％） １３，４０６ １２，４０３ １，００３

１．補助金等収入 １３，４０６ １２，４０３ １，００３

１．日医補助金 ５，７９２ ５，８３１ －３９

都道府県医師会助成費 ２，７００，０００円
生涯教育助成費 １，１８２，２５０円
勤務医活動助成費 ５００，０００円
年金普及推進運動助成費 １００，０００円
医賠責特約保険制度運営経費他

５６０，０００円
医師会立准看護師養成所助成金

４５０，０００円
指導医のための教育ワークショップ補助金

３００，０００円

２．県委託金・補助金 ５，２００ ４，１００ １，１００

特別医療協力費（障がい者自立支援協力費含む）
２，５００，０００円

臨床検査精度管理補助金 ６００，０００円
高度救命処置研修事業補助金 ５００，０００円
小児救急医師確保等調整事業委託金

２５０，０００円
うつ病予防対策事業委託金２５０，０００円
臨床研修指導医講習会開催事業委託金

１，１００，０００円
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科 目 当 初
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較
増 減 額 摘 要

３．産業医研修委託金 ２，４１４ ２，４７２ －５８
産業医研修委託金 ２，２１４，０００円
産業医研修連絡協議会委託金

２００，０００円

５．寄 付 金（０．０１％） １０ １０ ０

１．寄 付 金 １０ １０ ０

１．寄 付 金 １０ １０ ０

６．雑 収 入（５．７５％） ９，０７６ ８，７２６ ３５０

１．雑 収 入 ９，０７６ ８，７２６ ３５０

１．受 取 利 息 １００ １２０ －２０ 普通預金利息・積立金利息

２．雑 収 入 ６，８７６ ６，６７６ ２００

医師賠償保険人件費負担金（北陽サービスより）
１，９２０，０００円

健対協人件費負担金（県より）
２，３１６，０００円

健対協消耗品費等負担金１，０００，０００円
医学雑誌別刷個人負担分等２５０，０００円
労災保険情報センター協力費 ６９０，０００円
労災保険診療指定医療機関研修会助成金

４００，０００円
有床診療所協議会会費 ２００，０００円
その他 １００，０００円

３．広告・手数料他収入 ２，１００ １，９３０ １７０

会報・医学雑誌・会員名簿広告料等
１，４９０，０００円

会場使用料 １００，０００円
日医認定産業医・スポーツ医申請手数料

３００，０００円
母体保護法指定医指定手数料 ２１０，０００円

７．繰 入 金（８．２１％） １２，９６０ １２，６００ ３６０

１．繰 入 金 １２，９６０ １２，６００ ３６０

１．生命保険取扱特別会計繰入金収入 １２，９６０ １２，６００ ３６０

事業活動収入計 １２２，７５４ １２１，９１５ ８３９
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科 目 当 初
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較
増 減 額 摘 要

２．事業活動支出

１．事 業 費（３８．９９％） ６１，５２２ ６４，０００ －２，４７８

１．医学向上費（６．１１％） ９，６４０ １０，３００ －６６０

１．医 学 会 費 ３，９４０ ３，９５０ －１０

医学会費（２回） １，２００，０００円
生涯教育講座地区委託金１，０００，０００円
生涯教育委員会（１回） ３００，０００円
鳥取医学賞 １００，０００円
指導医のための教育ワークショップ開催経費

１，２００，０００円
生涯教育システム変更料 １４０，７００円

２．中国四国医師会医学会費 １，９００ １，９５０ －５０ 旅費（高知） １，４５０，０００円
諸費・負担金 ４５０，０００円

３．鳥取医学雑誌発行費 ３，８００ ４，４００ －６００
印刷費・送料（年４回）３，０００，０００円
委員会費 ６００，０００円
編集費 ２００，０００円

２．地域社会活動費
（７．５９％） １１，９７９ １２，４７９ －５００

１．地域社会対策費 ２，４００ ２，２５０ １５０

健康対策協議会補助金 １，３００，０００円
禁煙指導対策委員会 ３００，０００円
禁煙指導対策地区医師会補助金

３００，０００円
メンタルヘルス・自殺対策費 ３５０，０００円
その他 １５０，０００円

２．調査研究費 ２，１０５ ２，４０５ －３００

臨床検査精度管理委員会（２回）
２５０，０００円

臨床検査精度管理費・報告書他
１，２００，０００円

メディファックス購読料 ５５５，０００円
資料整備費 １００，０００円

３．糖尿病対策費 ６００ ６００ ０

糖尿病対策推進会議 １５０，０００円
糖尿病対策費 ２００，０００円
糖尿病対策推進会議従事者講習会

２５０，０００円

４．救急・防災対策費 １，５７２ １，５７２ ０

防災・救急医療担当理事連絡協議会
２００，０００円

救急医療・麻薬対策費 １６０，０００円
ACLS委員会 ２００，０００円
高度救命処置研修事業費 ７００，０００円
小児救急医師確保等調整事業費

２５０，０００円
衛星携帯電話使用料 ６２，０００円

５．情報システム対策費 ４，０５２ ４，２０２ －１５０

情報システム運営管理費２，６００，０００円
ホームページ管理ソフトサポート料

２５２，０００円
情報システム運営委員会（１回）

２５０，０００円
情報システム整備費 ２００，０００円
日医医療情報システム協議会 １５０，０００円
情報システムに関する講演会・会議費

５００，０００円
テレビ会議システム調査費１００，０００円

６．感染症対策費 ８５０ ６５０ ２００
感染症危機管理対策委員会３００，０００円
感染症対策費 １５０，０００円
新型インフルエンザ対策費他 ４００，０００円
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前 年 度
予 算 額

比 較
増 減 額 摘 要

７．特定健診・保健指導対策費 ４００ ８００ －４００ 特定健診・特定保健指導対策費他

３．社会保障対策費
（２．５６％） ４，０４０ ５，３４０ －１，３００

１．社会保障医療対策費 ２４０ ２４０ ０ 健保・生保立会旅費

２．社会保障部費 ３，５００ ３，５００ ０

社会保障部委員会 １，０００，０００円
医療保険委員会 ３５０，０００円
社会保険指導者講習会 ３００，０００円
支払基金・国保連合会との懇談会

３５０，０００円
保険対策費他（印刷費・送料）

１，５００，０００円

３．介護保険対策費 ３００ ３００ ０ 介護保険対策委員会（２回）２００，０００円
介護保険対策費 １００，０００円

４．社会保険通信発行費 ０ １，３００ －１，３００

４．医政対策費（２．８２％） ４，４５０ ４，７５０ －３００

１．医政関係費 １，４００ １，４００ ０

医療懇話会 ３００，０００円
三師会 ３００，０００円
県教育委員会連絡協議会 １００，０００円
医政活動費 ７００，０００円

２．
診療情報提供・自浄
作用活性化・医療安
全対策費

９５０ １，２５０ －３００

診療情報提供推進委員会 ２００，０００円
診療情報提供対策費他 １００，０００円
医療安全対策委員会 ２００，０００円
医療安全対策費他 ２００，０００円
職業倫理・自浄作用活性化委員会

１５０，０００円
自浄作用活性化対策費 １００，０００円

３．個人情報保護対策費 １００ １００ ０ 資料作成費他

４．会長交際費 ８００ ８００ ０

５．県医交際費 １，２００ １，２００ ０

５．医療経済対策費
（１．６０％） ２，５２０ ２，０７０ ４５０

１．経営対策費 １，１５０ ６００ ５５０

医師会活動説明会 ２００，０００円
有床診療所協議会設立総会５００，０００円
有床診療所対策費 ２００，０００円
共同利用施設対策費 １５０，０００円
経営対策費 １００，０００円

２．医事紛争対策費 １，３７０ １，４７０ －１００

医事紛争処理委員会（１回）２００，０００円
医事紛争研修会 ２００，０００円
旅費・調査費他 ３００，０００円
弁護士顧問料（２名） ６７０，０００円

６．広報活動費（６．９１％） １０，９００ １０，９００ ０

１．会 報 費 ９，９００ ９，９００ ０

印刷費（月１回）・臨時号（年１回）
８，３００，０００円

送料 １，４５０，０００円
編集費他 １５０，０００円

２．広報宣伝費 １，０００ １，０００ ０
対内・対外広報活動費 ４５０，０００円
委員会 １５０，０００円
健康フォーラム経費 ４００，０００円

７．部 会 費（４．９９％） ７，８７３ ７，４９１ ３８２
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１．母体保護法指定医部会 ３００ ３００ ０
母体保護法指定助成金 １００，０００円
母体保護法指定医師審査委員会

２００，０００円

２．学校医部会 ２，４２３ ２，０４１ ３８２

全国・中国地区学校医大会５００，０００円
日医学校医講習会 １５０，０００円
日本学校保健会々報 ２４０，０００円
学校保健会拠出金 ８０，０００円
地区医師会補助金（３地区）７０３，５００円
学校医部会運営委員会・研修会他

７５０，０００円

３．健康スポーツ医部会 ３００ ３００ ０ 研修会他

４．労災・自賠責部会 ８００ ８００ ０

労災・自賠責部会 ２００，０００円
労災保険診療指定医療機関研修会

４００，０００円
印刷費他 ２００，０００円

５．産業医部会 ３，１５０ ３，１５０ ０

産業医研修会（４回） ２，０００，０００円
産業医部会運営委員会（１回）２５０，０００円
産業保健協議会（１回） ３５０，０００円
産業安全衛生大会 １１０，０００円
産業保健活動全国会議他 １００，０００円
産業保健推進センター対策費 １００，０００円
送料他 ２４０，０００円

６．病院連絡会議 ２００ ２００ ０ 病院協会補助金他

７．勤務医部会 ７００ ７００ ０

全国医師会勤務医部会連絡協議会
２００，０００円

勤務医部会委員会 １００，０００円
勤務医部会総会・講演会 ４００，０００円

８．福祉対策費（２．００％） ３，１５０ ３，２００ －５０

１．福祉事業費 １，９００ １，９００ ０ 女性医師の懇談会他 ５００，０００円
会員名簿印刷費他 １，４００，０００円

２．表彰弔慰費 １，０５０ １，１００ －５０ 表彰費（喜寿米寿白寿祝含）６５０，０００円
弔慰費 ４００，０００円

３．協力貯蓄運営費 ２００ ２００ ０ 印刷費、送料他

９．地区医師会連絡費
（３．７８％） ５，９７０ ５，９７０ ０

１．連絡協議会費 １，６００ １，６００ ０

地区医師会長協議会 ２００，０００円
地区医師会との懇談会（４回）８００，０００円
看護高等専修学校連絡協議会他

４００，０００円
地区連絡費 ２００，０００円

２．地区医師会補助金 １，８５０ １，８５０ ０

各看護高等専修学校補助金６００，０００円
医師会立准看護師養成所助成金（日医分）

４５０，０００円
健康教育活動補助金（東・中・西・大学）

８００，０００円

３．地区医師会交付金 １，２８０ １，２８０ ０ 東部 ４５０，０００円、 中部 ２５０，０００円
西部 ４５０，０００円、 大学 １３０，０００円

４．事務費交付金 １，２４０ １，２４０ ０ 東部 ４８０，０００円、 中部 ２００，０００円
西部 ５００，０００円、 大学 ６０，０００円

１０．諸 支 出 金（０．６３％） １，０００ １，５００ －５００
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予 算 額

比 較
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１．特別事業費 ５００ １，０００ －５００

２．その他支出金 ５００ ５００ ０

２．管 理 費（５６．８７％） ８９，７２６ ８９，０２４ ７０２

１．事 務 費
（４７．２４％） ７４，５３９ ７３，１３７ １，４０２

１．報 酬 ８，２３６ ８，２３６ ０

� 役 員 報 酬 ８，２２６ ８，２２６ ０

役員報酬 ７，６９０，０００円
・会長１人 ・副会長２人
・理事１２人 ・監事２人
・議長１人 ・副議長１人
税理士報酬 ５３６，０００円

� 退任役員慰労金 １０ １０ ０

２．給 与 ３７，５７９ ３６，８７３ ７０６

� 給 料 ２４，７０７ ２４，３５７ ３５０ 職員８名 基本給

� 職 員 手 当 １２，８６２ １２，５０６ ３５６

期末勤勉手当 ９，６００，０００円
管理職・職務手当 １，００９，０００円
時間外手当 １，５００，０００円
通勤手当 ２２５，６００円
扶養・住居手当 ５２８，０００円

� 退 職 金 １０ １０ ０

３．旅 費 ６，０００ ６，０００ ０ 役員旅費 ３，３００，０００円
職員旅費 ２，７００，０００円

４．一般事務費 ４，８８８ ４，１９２ ６９６

役務費 １，０００，０００円
需要費 ２，６００，０００円
会計事務管理費 １５２，０００円
会費等領収書送料他 ４４０，０００円
法人会計システムリース料６９６，０００円

５．交 通 費 １，３００ １，３００ ０

６．共 済 費 ７，０８６ ６，８８６ ２００

健保厚生年金保険料 ５，２００，０００円
労働保険料 ７００，０００円
中小企業退職金共済掛金 ５７６，０００円
役員傷害保険料 ６１０，０００円

７．福利厚生費 ５５０ ５５０ ０ 職員健康診断費用 ５０，０００円
職員福利費 ５００，０００円

８．光 熱 水 費 ３，１００ ３，０００ １００
電気代 ２，２００，０００円
水道・ガス代 ３００，０００円
灯油代 ６００，０００円

９．公 課 費 ５，８００ ６，１００ －３００ 固定資産税 ４，７００，０００円
収益事業に係る税金 １，１００，０００円

２．会 議 費（５．９７％） ９，４２０ ９，４２０ ０

１．総 会 費 ８００ ８００ ０

２．代議員会費 ２，５００ ２，５００ ０ 旅費（３回） １，５００，０００円
諸費・資料等 １，０００，０００円

３．理 事 会 費 ５，４７０ ５，４７０ ０ 常任理事会（１２回） １，５６０，０００円
理事会（１２回） ３，９１０，０００円
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４．監 事 会 費 ２００ ２００ ０ 旅費・諸費

５．委 員 会 費 ４５０ ４５０ ０ 裁定委員会費 ２５０，０００円
諸規程改正検討委員会費 ２００，０００円

３．負 担 金（０．７５％） １，１８５ １，１８５ ０

１．中国四国医師会連合負担金 ９８５ ９８５ ０
中国四国医師会連合総会（高知）

８６０，０００円
関係費負担金 １２５，０００円

２．関係団体負担金 ２００ ２００ ０ 公衆衛生協会費等

４．会館管理運営費
（２．９１％） ４，５８２ ５，２８２ －７００

１．維持管理費 ４，２８２ ４，２８２ ０

会館清掃料 １，３００，０００円
エレベーター保守料 ７５６，０００円
警備保障料 ５０４，０００円
空調設備保守点検料 ９１０，０００円
電気関係保安監理手数料 ２００，０００円
自動火災報知設備保守料 １６０，０００円
火災保険料 １７２，０００円
オイルタンク管理料 ８０，０００円
その他の管理料 ２００，０００円

２．管理運営費 ３００ １，０００ －７００ 営繕関係諸費

事業活動支出計 １５１，２４８ １５３，０２４ －１，７７６

事業活動収支差額 －２８，４９４ －３１，１０９ ２，６１５

�� 投資活動収支の部
１．投資活動収入

１．特定預金取崩収入
（０．０２％） ３０ ４２，６８１ －４２，６５１

１．特定預金取崩収入 ３０ ４２，６８１ －４２，６５１

１．緊急事業積立金取崩収入 ０ ４２，６５１ －４２，６５１

２．役員退職慰労金積立金取崩収入 １０ １０ ０

３．職員退職積立金取崩収入 １０ １０ ０

４．医事紛争処理積立金取崩収入 １０ １０ ０

投資活動収入計 ３０ ４２，６８１ －４２，６５１

２．投資活動支出

１．特定資産支出（２．８４％） ４，４８０ ４，４９０ －１０

１．特定預金支出 ４，４８０ ４，４９０ －１０

１．緊急事業積立金 ０ ０ ０

２．役員退職慰労金積立金 ７１０ ７１０ ０ 別途積立金 ５，０６０，０００円
（２２．１．３１現在）
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科 目 当 初
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較
増 減 額 摘 要

３．職員退職給与積立金 ３，７６０ ３，７７０ －１０

２３年３月末必要額（８名分）
８６，２４８，５６０円

中小企業退職金共済積立額
（２３．３．３１見込 ８名分）

２１，３３４，５４９円
別途積立金 ６１，１５９，１７９円

（２２．３．３１見込）

４．医事紛争処理積立金 １０ １０ ０ 別途積立金 ４，８００，０００円
（２２．１．３１現在）

投資活動支出計 ４，４８０ ４，４９０ －１０

投資活動収支差額 －４，４５０ ３８，１９１ －４２，６４１

�� 財務活動収支の部
１．財務活動収入

財務活動収入計 ０ ０ ０

２．財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０

�� 予備費支出

１．予 備 費（１．３０％） ２，０５６ ２３，０８２ －２１，０２６

１．予 備 費 ２，０５６ ２３，０８２ －２１，０２６

１．予 備 費 ２，０５６ ２３，０８２ －２１，０２６

当期収支差額 －３５，０００ －１６，０００ －１９，０００

前期繰越収支差額（２２．１８％） ３５，０００ １６，０００ １９，０００

次期繰越収支差額 ０ ０ ０

（注）１．借入金限度額 ０円 該当なし
２．債務負担額 ０円 該当なし
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第５号議案 鳥取県医師会共済会の解散について

鳥取県医師会共済会は、会員の福祉事業として昭和４８年１０月に発足し、会員福祉事業の中核として約３７

年にわたり、主に会員の病気療養見舞い、弔慰金、災害見舞いなどの給付金を給付してまいりました。

平成１２年１０月に発生した鳥取県西部地震では、多くの会員の自宅や診療所が損傷を受けたことから、損

害の程度により２万円～５０万円の４段階に分けて、８１件、総額１，２６２万円の災害見舞金を給付するなど、

会員福祉に大きく寄与してまいりました。

しかし、平成１７年の保険業法の改正により、無届けでの共済事業が禁止されたことや、平成２０年の公益

法人改革関連法の施行により、「新法人への移行にあたっては一定の遊休財産を持たないこと」の制約が

課せられることとなり、共済会積立金が遊休財産とみなされる恐れがあることなどから、全国的に共済事

業の見直しや廃止を決定する医師会が出てまいりました。

そこで、本会においてもここ数年、共済会運営委員会において、その存廃について議論してまいりまし

たが、去る１月３０日開催の共済会運営委員会で「共済会廃止」を決定し、続いて２月１８日開催の第１１回理

事会においても廃止を決定致しました。

今後の対応としましては、

� 会費徴収は平成２２年３月分までとする

� 給付対象は３月３１日までとする

ただし、３月３１日現在入院中の会員であって、引き続き入院又は自宅療養の場合は、規定のとおり

病気療養見舞金を給付します。また、申請期限は９月末日とします。

残余の財産については、会員の掛け金総額に係数を乗じた金額を還付することと致します。（ただし、

個々の会員がすでに給付を受けた金額を控除します。）

今回、鳥取県医師会共済会規約第１９条の規定に基づき、鳥取県医師会共済会は平成２２年３月３１日をもっ

て廃止することを提案するものであります。
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第６号議案 平成２２年度鳥取県医師会共済会収支予算（案）について

平成２２年度鳥取県医師会共済会収支予算

（単位：千円）

科 目 当初予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

�� 事業活動収支の部

１．事業活動収入

１．会 費 収 入

１．会 費 ０ １３，８０６ －１３，８０６

２．基本財産運用収入

１．財 産 収 入 ５ ５ ０ 積立金利息

３．雑 収 入

１．雑 収 入 １２７，０７１ ３，５０１ １２３，５７０ 普通預金利息 １，０００円

積立金取崩金 １２７，０７０，０００円

事業活動収入計 １２７，０７６ １７，３１２ １０９，７６４

２．事業活動支出

１．事業費支出 １２７，５３６ １８，１７０ １０９，３６６

１．病気療養見舞金 ７，６５０ １２，２４０ －４，５９０

入院

１５，０００円×９０日×５人＝６，７５０，０００円

居宅

３，０００円×６０日×５人＝９００，０００円

２．弔 慰 金 ０ ５，０００ －５，０００

３．配偶者弔慰金 ０ １００ －１００

４．退会慰労金 ０ ３３０ －３３０

５．災害見舞金 ０ ５００ －５００

６．還 付 金 １１９，８８６ ０ １１９，８８６
解散に伴う分配金

（２２．１．３１現在会員数 ５１７名）

２．管理費支出 １，０４０ ４３０ ６１０

１．一般事務費 ６４０ ３０ ６１０
振込手数料 ４４０，０００円

送料他 ２００，０００円

２．委 員 会 費 ４００ ４００ ０

事業活動支出計 １２８，５７６ １８，６００ １０９，９７６

事業活動収支差額 －１，５００ －１，２８８ －２１２

�� 投資活動収支の部

１．投資活動収入

投資活動収入計 ０ ０ ０

２．投資活動支出

１．特定資産取得支出

１．積 立 金 ０ １ －１ 別途積立金 １２７，０７０，０００円

（２２．１．３１現在）
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科 目 当初予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

投資活動支出計 ０ １ －１

投資活動収支差額 ０ －１ １

�� 財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計 ０ ０ ０

２．財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０

�� 予備費支出

１．予 備 費

１．予 備 費 ５００ ７１１ －２１１

当期収支差額 －２，０００ －２，０００ ０

前期繰越収支差額 ２，０００ ２，０００ ０

次期繰越収支差額 ０ ０ ０
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第７号議案 平成２２年度鳥取県医師会生命保険取扱特別会計収支予算（案）について

平成２２年度鳥取県医師会生命保険取扱特別会計収支予算

（単位：千円）

科 目 当初予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

�� 事業活動収支の部

１．事業活動収入

１．事 業 収 入

１．団体事務費
１３，２００ １２，９６０ ２４０

団体事務取扱手数料 ９社分

１，１００，０００円×１２か月

２．雑 収 入

１．雑 収 入 １０ ３０ －２０ 普通預金利息

事業活動収入計 １３，２１０ １２，９９０ ２２０

２．事業活動支出

１．事業費支出

１．一般事務費 ４００ ４００ ０ 口座振替・振込手数料、通信費

２．他会計への繰入金支出

１．繰 出 金 １２，９６０ １２，６００ ３６０ 一般会計へ

事業活動支出計 １３，３６０ １３，０００ ３６０

事業活動収支差額 －１５０ －１０ －１４０

�� 投資活動収支の部

１．投資活動収入

投資活動収入計 ０ ０ ０

２．投資活動支出

投資活動支出計 ０ ０ ０

投資活動収支差額 ０ ０ ０

�� 財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計 ０ ０ ０

２．財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０

�� 予備費支出

１．予 備 費

１．予 備 費 ２００ ２２０ －２０

当期収支差額 －３５０ －２３０ －１２０

前期繰越収支差額 ３５０ ２３０ １２０

次期繰越収支差額 ０ ０ ０

※配当金については、毎年かなりの変動があるが、全額会員への配当金となるため、計上していない。
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第８号議案 平成２２年度鳥取県医師会会館修繕積立金会計収支予算（案）について

平成２２年度鳥取県医師会会館修繕積立金会計収支予算

（単位：千円）

科 目 当初予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

�� 事業活動収支の部

１．事業活動収入

１．会 費 収 入

１．積 立 金 ９，９８４ １０，０５６ －７２ A１ ２，０００円×１２か月×４１６人＝９，９８４，０００円

２．雑 収 入

１．雑 収 入 １ １ ０ 普通預金利息

事業活動収入計 ９，９８５ １０，０５７ －７２

２．事業活動支出

１．管理費支出

１．諸 経 費 １０ １０ ０

２．修 繕 費 ６６，０５０ ５６，７０６ ９，３４４ 大規模修繕等

事業活動支出計 ６６，０６０ ５６，７１６ ９，３４４

事業活動収支差額 －５６，０７５ －４６，６５９ －９，４１６

�� 投資活動収支の部

１．投資活動収入

投資活動収入計 ０ ０ ０

２．投資活動支出

投資活動支出計 ０ ０ ０

投資活動収支差額 ０ ０ ０

�� 財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計 ０ ０ ０

２．財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０

�� 予備費支出 ０ ０ ０

当期収支差額 －５６，０７５ －４６，６５９ －９，４１６

前期繰越収支差額 ５６，０７５ ４６，６５９ ９，４１６

次期繰越収支差額 ０ ０ ０

鳥取県医師会報 １０．８ 臨時号

47



参
考

平
成
２２
年
度
鳥
取
県
医
師
会
（
一
般
・
特
別
会
計
）
収
支
予
算
総
括
表

（
単
位
：
千
円
）

科
目

一
般
会
計

特
別

会
計

内
部
取
引
消
去

合
計

共
済

会
会
館
修
繕
積
立
金

生
命
保
険

��
事
業
活
動
収
支
の
部

１
．
事
業
活
動
収
入

１
．
会
費
収
入

８０
，４
４２

０
９
，９
８４

９０
，４
２６

２
．
入
会
金
収
入

５
，０
００

５
，０
００

３
．
負
担
金
収
入

１
，８
６０

１
，８
６０

４
．
補
助
金
等
収
入

１３
，４
０６

１３
，４
０６

５
．
寄
付
金

１０
１０

６
．
雑
収
入

９
，０
７６

１２
７
，０
７１

１
１０

１３
６
，１
５８

７
．
繰
入
金

１２
，９
６０

－
１２
，９
６０

０
８
．
財
産
収
入

５
５

９
．
団
体
事
務
費

１３
，２
００

１３
，２
００

事
業
活
動
収
入
計

１２
２
，７
５４

１２
７
，０
７６

９
，９
８５

１３
，２
１０

－
１２
，９
６０

２６
０
，０
６５

２
．
事
業
活
動
支
出

１
．
医
学
向
上
費

９
，６
４０

９
，６
４０

２
．
地
域
社
会
活
動
費

１１
，９
７９

１１
，９
７９

３
．
社
会
保
障
対
策
費

４
，０
４０

４
，０
４０

４
．
医
政
対
策
費

４
，４
５０

４
，４
５０

５
．
医
療
経
済
対
策
費

２
，５
２０

２
，５
２０

６
．
広
報
活
動
費

１０
，９
００

１０
，９
００

７
．
部
会
費

７
，８
７３

７
，８
７３

８
．
福
祉
対
策
費

３
，１
５０

３
，１
５０

９
．
地
区
医
師
会
連
絡
費

５
，９
７０

５
，９
７０

１０
．
諸
支
出
金

１
，０
００

１
，０
００

１１
．
事
務
費

７４
，５
３９

７４
，５
３９

１２
．
会
議
費

９
，４
２０

９
，４
２０

１３
．
負
担
金

１
，１
８５

１
，１
８５

１４
．
会
館
管
理
運
営
費

４
，５
８２

４
，５
８２

１５
．
病
気
療
養
見
舞
金

７
，６
５０

７
，６
５０

鳥取県医師会報 １０．８ 臨時号

48



科
目

一
般
会
計

特
別

会
計

内
部
取
引
消
去

合
計

共
済

会
会
館
修
繕
積
立
金

生
命
保
険

１６
．
弔
慰
金

０
０

１７
．
配
偶
者
弔
慰
金

０
０

１８
．
退
会
慰
労
金

０
０

１９
．
災
害
見
舞
金

０
０

２０
．
還
付
金

１１
９
，８
８６

１１
９
，８
８６

２１
．
一
般
事
務
費

６４
０

４０
０

１
，０
４０

２２
．
委
員
会
費

４０
０

４０
０

２３
．
繰
出
金

１２
，９
６０

－
１２
，９
６０

０
２４
．
諸
経
費

１０
１０

２５
．
修
繕
費

６６
，０
５０

６６
，０
５０

事
業
活
動
支
出
計

１５
１
，２
４８

１２
８
，５
７６

６６
，０
６０

１３
，３
６０

－
１２
，９
６０

３４
６
，２
８４

事
業
活
動
収
支
差
額

－
２８
，４
９４

－
１
，５
００

－
５６
，０
７５

－
１５
０

０
－
８６
，２
１９

��
投
資
活
動
収
支
の
部

１
．
投
資
活
動
収
入

１
．
特
定
預
金
取
崩
収
入

３０
３０

投
資
活
動
収
入
計

３０
０

０
０

０
３０

２
．
投
資
活
動
支
出

１
．
特
定
預
金
支
出

４
，４
８０

４
，４
８０

２
．
積
立
金

０
０

投
資
活
動
支
出
計

４
，４
８０

０
０

０
０

４
，４
８０

投
資
活
動
収
支
差
額

－
４
，４
５０

０
０

０
０

－
４
，４
５０

��
財
務
活
動
収
支
の
部

１
．
財
務
活
動
収
入

財
務
活
動
収
入
計

０
０

０
０

０
０

２
．
財
務
活
動
支
出

財
務
活
動
支
出
計

０
０

０
０

０
０

財
務
活
動
収
支
差
額

０
０

０
０

０
０

��
予
備
費
支
出

１
．
予
備
費

２
，０
５６

５０
０

０
２０
０

２
，７
５６

当
期
収
支
差
額

－
３５
，０
００

－
２
，０
００

－
５６
，０
７５

－
３５
０

－
９３
，４
２５

前
期
繰
越
収
支
差
額

３５
，０
００

２
，０
００

５６
，０
７５

３５
０

９３
，４
２５

次
期
繰
越
収
支
差
額

０
０

０
０

０

鳥取県医師会報 １０．８ 臨時号

49



第１８２回鳥取県医師会（臨時）代議員会 議事録

１．開 催 の 期 日
平成２２年７月３日（土）

午後３時～午後４時３８分

２．開 催 の 場 所
鳥取県医師会館 鳥取市戎町

３．代議員の総数
４６名

４．出席代議員数
３８名

５．出席の役員等
岡本会長、富長・天野両副会長

渡辺・吉中・明穂・笠木・魚谷各常任理事

武田・吉田・井庭・米川・清水・岡田各理事、

新田・石井両監事

入江・長田両顧問

６．報 告 事 項
平成２１年度鳥取県医師会会務報告

７．議 決 事 項
以下の６議案についていずれも原案通り可

決承認した。

第１号議案 平成２１年度鳥取県医師会一般会

計収支決算承認について

第２号議案 平成２１年度鳥取県医師会共済会

収支決算承認について

第３号議案 平成２１年度鳥取県医師会会館修

繕積立金会計収支決算承認につ

いて

第４号議案 平成２１年度鳥取県医師会生命保

険取扱特別会計収支決算承認に

ついて

第５号議案 平成２２年度鳥取県医師会会費減

免申請承認について

第６号議案 平成２２年度鳥取県地域産業保健

センター収支予算（案）につい

て

８．会 議 の 状 況
〈明穂常任理事〉

失礼致します。私、総務担当常任理事の明

穂でございます。

本日の代議員会は、代議員の改選後、初め

ての代議員会でございますので、議長及び副

議長が決まっておりません。定款施行細則第

３１条第２項によりますと、代議員の年長者の

中から仮議長を選任することとなっておりま

す。従いまして、２２番・湯川喜美代議員に仮

議長をお願いしたいと思いますが、いかがで

ございましょうか。

［「異議なし」「拍手」］

有難うございます。それでは、湯川代議員、

議長席へご登壇願います。

〈湯川仮議長〉

中部医師会の湯川でございます。仮議長と

いうことでございますので、議長が決まるま

でしばらくの間、仮議長を務めさせていただ

きます。皆様方の御協力をよろしくお願い致

します。

それでは、ただいまから第１８２回鳥取県医

師会臨時代議員会を開会致します。まず、事

務局より資格確認をお願い致します。

〈谷口事務局長〉

資格確認のご報告を致します。代議員総数

は４６名でございます。これに対しまして、本

日、受付されました代議員の先生は３８名で、

過半数の出席でございます。以上、ご報告致

します。

〈湯川仮議長〉

有難うございました。ご報告のとおり、過

半数のご出席ですので、本会議は成立致しま

す。

次に議事録署名人の選出でございますが、

慣例により、議長にご一任願えますでしょう

か。

［「異議なし」］

それでは、１３番・福永康作代議員、３０番・

安達敏明代議員のお二方にお願い致します。

続きまして、議長及び副議長の選挙を行い

ます。定款施行細則第３１条の規定によります

と、代議員会の議長及び副議長は、代議員の

選挙後、最初に開かれる代議員会において代

議員の互選によることになっております。

ただいままでに文書等をもちまして立候補

を表明された代議員の方はございません。こ

こで、立候補される方はございませんでしょ

うか。

〈１８番・池田代議員〉

１８番、中部医師会の池田ですが、私が議長

に立候補致します。よろしくお願い致します。
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〈湯川仮議長〉

ただいま１８番、池田宣之代議員から立候補

の表明がございました。その他に立候補を表

明される方はございませんか。

ないようですので、池田宣之代議員を議長

当選人と決定することにご異議ございません

でしょうか。

［「異議なし」「拍手」］

有難うございました。ご異議がないものと

認めまして、池田宣之代議員を議長当選人と

決定致します。

議長が決まりましたので、以上をもちまし

て、仮議長の任務を終わることと致します。

ご協力大変有難うございました。

それでは、池田宣之代議員、議長席へご登

壇願います。

［「湯川仮議長、退席」］［「池田議長、議長席

へ」］

〈池田議長〉

中部医師会の池田です。ただいま代議員会

議長に選任していただきました。その任では

ないと考えますが、３地区医師会長の中では

一番年長者であるということで選任されたも

のと思います。鳥取県医師会代議員会が有意

義な議論の場になることを期待しながら、皆

さんの協力を得て２年間の任を果たしたいと

思いますので、よろしくお願い致します。湯

川仮議長様、本当に有難うございました。

それでは、引き続きまして、副議長の選挙

を行います。

ただいままでに文書等をもちまして副議長

の立候補を表明された代議員の方はございま

せん。ここで立候補される方はございません

でしょうか。

〈１番・板倉代議員〉

１番、東部医師会の板倉です。副議長に立

候補致します。よろしくお願い致します。

〈池田議長〉

ただいま１番、板倉和資代議員から立候補

の表明がございました。その他に立候補を表

明される方はございませんでしょうか。

ないようですので、板倉和資代議員を副議

長当選人と決定することにご意義ございませ

んでしょうか。

［「異議なし」「拍手」］

ご異議がないものと認めまして、板倉和資

代議員を副議長当選人と決定致します。

それでは、板倉副議長、一言ご挨拶をお願

い致します。

〈板倉副議長〉

当選させていただきまして有難うございま

した。月並みではございますけれども、議長

を助けて会の発展に努力したいと思います。

よろしくお願い致します。

〈池田議長〉

どうも有難うございました。

それでは、日程に従いまして、議事を進め

たいと思います。まず、「会長挨拶」をよろ

しくお願い致します。

〈岡本会長〉

会長の岡本でございます。本日は第１８２回

鳥取県医師会臨時代議員会を開催致しました

ところ、足元の悪い中、ご出席いただきまし

て誠に有難うございます。

本日の代議員会の主な議事は、先程決定し

ていただきました代議員会議長及び副議長の

選任、平成２１年度会務報告並びに収支決算の

承認、平成２２年度会費減免申請の承認でござ

います。今までなかったことですが、今年度

から追加となりました平成２２年度鳥取県地域

産業保健センター収支予算案でございます。

慎重審議をお願い致しまして、ご承認を賜り

ますようお願い致します。

さて、平成２２年度事業につきましては、前

執行部で作成して、３月の代議員会でご承認

を得まして既に４月からスタートして進んで

おりますが、この機会に少し追加するような

ことを申し上げておきたいと思います。

皆様ご承知のとおり、今、医療を取り巻く

環境は非常に厳しくなってきております。昨

年８月の衆議院選挙で民主党が政権を担当す

ることとなり、マニフェストでは診療報酬２

割アップを謳っていましたが、４月からの診

療報酬改定ではわずか０．１９％の伸びにとどま

りました。本日は病院の先生方もいらっしゃ

いますが、診療所においては、むしろかなり

のマイナス改定であったのではないかと思っ

ております。これについては、財源の確保の

あてもないマニフェストで、空約束をすると

いうことは誠にけしからんことであったので

はないかと私は思っていますが、先生方はい

かがでございましょうか。
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続きまして、社会保障の問題があります。

「社会保障の充実した国の国民は幸せであ

る」とよく言われていますが、今の日本の現

実を見ますと、医療だけとってみても全国的

に産科や小児科医などの医師不足・看護師不

足、ひいては地域医療崩壊が叫ばれており、

理由はたくさんありますが、低医療費にみら

れる現在の社会保障では、日本国民は決して

幸せとは言えない状況にあります。是非とも

社会保障を充実させていくために我々が提言

していくことは当然のことですが、与党とパ

イプを持たないとなかなか難しい面もござい

ます。日本医師会では現在パイプを持って進

めている状況でありますが、県医師会は残念

ながらパイプを持っておりません。これから

構築していくわけですが、むやみやたらとパ

イプを引けば何かが言えて国民が幸せになる

というわけでもないので、国民が幸せになる

ような医療政策をいつの時代でも提言してい

ますが、そのような姿勢で進んでいきたいと

思っております。

先程、勤務医と開業医でねじれがあるよう

な話をしました。こういうことを申し上げる

のは真意ではございませんが、とにかく我々

医師会員すべてがどっちの方向に向いていく

かというと、それは勤務医も開業医も皆同じ

ように国民の幸せを考えながらやっていくこ

とが一番大事です。ぜひ充実した社会保障制

度を勝ち取っていきたいと思います。

医療ひとつをとっても、高齢者が多くなる

と、医療費が少しずつ上がっていくことはし

ようがないことでございます。医療費が上が

ると何らかの手当てがないと回転しません。

これは国がきちんと出してくれるか、保険料

を上げるか、自己負担を増やすか、三者択一

でして、どれが一番いいかということになり

ますが、今の経済状態ではかなり厳しいもの

がございます。その中で、我々が選択できる

のは、国がもう少し頑張れと申し上げていか

ないといけないのではないかと思っておりま

す。そのためには、私、３年ぐらい前から

ずっと消費税推進論者でして、消費税は避け

て通れないのではないかなと思っております。

ただ、今の消費税論議を聞いていると、還付

する案が言われていますが、全くナンセンス

でして、やはり生活必需品に関してはパーセ

ントを下げるとか、医師会ですので甘いこと

を申しますと、医療費はゼロ税率でいこうで

はないかと。そういうことを一生懸命議論し

ながら、担保した上で、ぜひ消費税の話を進

めていきたいと思っております。

次に、菅総理になってから耳に優しいとい

いますか、最近、国際医療交流という言葉が

よく使われるようになってきました。誠に耳

障りの反対のいい言葉ですが、よく考えてみ

ると、自由診療を一緒にやっていこうという

方向になっています。今の世界に冠たる日本

の医療制度が本当にこのまま続いていくのか

と感じます。もう一方は、金持ちの外国人を

招聘して医療ツーリズム、これも何か難しい

言葉ですが、非常に耳には優しい言葉です。

何かいいなあという感覚を国民皆持つのでは

ないかなと心配しておりますが、医療崩壊に

つながらないように危惧を持って私は今眺め

ているところです。

さて、ご案内のとおり、地域医療再生計画

として鳥取県内では５０億円の予算として今後

５年間、医師や看護師確保対策事業など各種

の事業が行われていきます。ITといえばお

金をいくらでも出していいのではないかとい

うことがありますが、電子カルテ等無用の長

物にならないように我々はしっかり見ていく

必要があり、広く皆で使えるものを進めてい

きたいと思っております。この前の代議員会

の時に、野坂代議員から質問いただきました

が、ぜひ医師会としては良好なテレビ会議シ

ステムの完備を要請していると申し上げまし

た。ところがそれは非常に安い金額で見積も

られておりますので、ぜひいいものをつくっ

ていきたいと思っていますが、これから予算

をいかに使っていくかというのは、３地区医

師会の委員会にかかっています。県医師会で

はあまり審議はされないような気がしますの

で、私も知っていることはご相談にのります

ので、進めていっていただきたいと思います。

先日も笠木常任理事より県庁の会議がテレビ

会議で行われたという報告がありましたが、

音声等あまりよくなかったということでした。

県庁の光ファイバーはそれほどいいものでは

ございません。ですから、ぜひいいものをつ

くっていただきたいと思っております。

先日の新聞にも出ていましたが、県議会か
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らの発案で、がん対策推進条例が可決され施

行されました。この条例につきまして、医師

会の立場で申し上げると、いささか文句がご

ざいまして、医師会が一生懸命しているのに

揚げ足をとられるのではないかという思いが

しないでもありません。先日、健対協理事会

がございまして、私は挨拶でも申し上げたの

ですが、その会には県、大学も出席していま

すので、よく理解して一生懸命すると申した

のですが、健対協というのは、主に健診、２

次予防です。１次予防の食育などは余りしま

せん。

ただ、医師会が今一生懸命取り組んでいる

ことは、渡辺常任理事が中心になって実施し

ている禁煙問題ですが、笛吹けど踊らずとい

うこともございます。この問題についてパブ

リックコメントを要請したところ、１０くらい

あったそうです。７つまではたばこ関係の

方々からのコメントであったということで、

どっちがどうだということは申しませんが、

生活に支障を来すような場合もあるので、無

理やり取り上げるというのは我々の真意では

ございません。ただ、たばこ産業を守ってい

くべきであるということを言いながら、健康、

健康と言うのもチグハグな感じがします。医

師会は前から敷地内禁煙をしておりますし、

いかなる会議やパーティにおいても灰皿を置

いていません。禁煙問題というのは、禁煙を

指導する医師を育てるというより、もう少し

世間に向かっての広報が必要なのではないか

なと常日頃私は申し上げているところです。

がん治療については、もう少しきちんとし

なさいと言われていますが、もちろんそれは

東京と鳥取では違います。専門治療をするに

しても放射線治療をするにしても高い金額が

必要であり、費用対効果のこともありますの

で、何でも大きなところと一緒には出来ない

わけです。そういうことは一切お構いなしに

どんどん言ってくるというのが現状です。す

べて網羅して我々は努力していく所存でござ

いますので、どうかご助力の程、よろしくお

願い致します。

いろいろと長く述べてまいりましたが、以

上をもちまして挨拶とさせていただきます。

本日は、ありがとうございました。

〈池田議長〉

どうも有難うございました。続きまして、

「報告」に移ります。「平成２１年度鳥取県医

師会会務報告」につきまして天野副会長、よ

ろしくお願い致します。

〈天野副会長〉

副会長の天野でございます。それでは平成

２１年度鳥取県医師会会務報告をさせていただ

きます。皆様のお手元に会務報告がいってい

ると思いますので、そちらをご覧ください。

まず１頁です。

平成２２年３月末日現在の会員数は１，３３８名

であります。地区別では、東部５０８名、中部

２２１名、西部４９３名、大学１１６名となっており

ます。昨年の同期に比べて２５名減という状況

でございます。

次に、物故会員についてでございます。平

成２１年４月１日より本年３月末日に至る間、

物故されました先生は、１、２頁に記載のと

おりであります。その後、本日までに、井�

成子先生がお亡くなりになっておられます。

黙祷は、後程の総会の席上で行いたいと思い

ます。それでは、引き続き、会務報告を続け

ます。

〔以下、会務報告に基づき説明〕

〈池田議長〉

詳細なご報告を有難うございました。以上

で会務報告は終了しました。

それでは、ただいままでの会長挨拶と会務

報告に関してご発言がありましたら、挙手を

していただき、議席番号とお名前を名乗られ

てから発言をお願いします。

〈７番・加藤代議員〉

７番の加藤です。規則では事前に質問を提

出するようにということですが、提出してお

りません。申し訳ありませんが、簡単な質問

ですので、お許し願いたいと思います。

質問事項というのは、会務報告のなかで子

宮がん対策について５３～５５頁まで記載されて

おります。私は産婦人科ではありませんので、

門外漢でありますが、５５頁の６に女性特有の

がん検診推進事業ということがございます。

確かに検診の推進というのも大事ですが、皆

さんご承知のように、今、子宮頸部がんでは

予防ワクチンが話題になっております。その

実施については、その接種料の問題からなか
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なか進まないというのも現実でしょうし、私

の記憶では、県内でも確か１ヶ所、実際に取

り組まれているところがあると記憶しており

ます。この問題は、基本的には厚労省が方針

を策定されて公費での施行というのが本来の

方針であって、各地区医師会が主体的に実費

を出して取り組める問題ではないですし、実

際に県内で実施するにしても各市町村が主体

となってやるべきことですが、やはりこれは

基本的には金のかかる問題ですから、行政と

してもおいそれとは取り組めないと思います。

実際に発がん予防のあるワクチンというのは、

私の知る限りではやはり子宮頸部のワクチン

ぐらいしかないので、これも詳細なデータを

私は知りませんが、その予防効果というのは

７０～８０％ぐらいあるようでございます。それ

と、発がん年齢からいえばかなり若い女性の

方に発がんするということであれば、検診事

業の推進も大事でしょうが、やはり予防とい

う事業の推進も大事だと思いますので、この

辺、県医師会としては今後どのように取り組

まれるのか、ご意見をお聞かせ願えればと思

います。

〈岡本会長〉

会長の岡本でございます。お答え致します。

ご追加は、後程井庭理事からしていただき

ますが、ヒトパピローマウイルスにつきまし

ては、加藤代議員がおっしゃるとおり、大変

大事な問題でございます。ただ、３回接種と

いうことで、保険がきかないので、大体個人

負担が５万円ぐらいになります。そのため、

なかなか市町村で確実に取り組んでいただく

とか、また全額補助するというのは難しい問

題かもしれません。今１つの町が、中学３年

生だったと思いますが、始めています。私も

不確定情報しか入っておりませんので、ぜひ

県とも相談しながら、加藤代議員がおっしゃ

るようになるべくその補助を出していただけ

るような施策をお願いしていこうと思ってお

ります。ありがとうございました。

〈井庭理事〉

先生から突然の子宮がんのお話が出まして、

びっくりしているところですが、先生が言わ

れますように、HPVワクチンは昨年の１２月

に発売されまして、ウイルスの中でも１６と１８

に特化したワクチンでございます。子宮頸部

がんに関しては、HPVに感染すると数十年

後になりますが、感染した人の極く一部の方

が、がんになるという統計的なデータがござ

います。本ワクチンは、そういう人達を救う

ことになります。

私は、県医師会の理事もしていますが、産

婦人科医会の鳥取県支部長という肩書もあり

ます。数日前に鳥取市長さん、倉吉市長さん、

米子市長さん、境港市長さんあてに、助成要

望書を出したところでございますが、まだ反

応はありません。また、知り合いの県議会議

員の方にも要望書を出したところです。私と

しては、県にも早くHPVワクチン助成対策

を進めていただければありがたいと思ってい

るところです。

〈池田議長〉

加藤代議員、よろしいですか。

〈７番・加藤代議員〉

産婦人科部会というか支部という立場での

ご要望も大事でしょうが、県も医師会として

の行政にやはりそういう働きかけは積極的に

機能していただいたらよろしいのではないで

しょうか。

〈池田議長〉

その他にはございませんか。ないようです

ので、８番の「議事」に移ります。

第１号議案『平成２１年度鳥取県医師会一般

会計収支決算承認について』を上程致します。

執行部のご説明をお願い致します。魚谷常任

理事、よろしくお願い致します。

〈魚谷常任理事〉

会計担当の魚谷でございます。ご説明致し

ます。

［資料「議案書」を説明］

〈池田議長〉

有難うございました。ここで監事から監査

報告をお願い致します。新田監事、よろしく

お願い致します。

〈新田監事〉

監事の新田でございます。去る６月１７日、

石井監事と共に県医師会館におきまして、会

計監査を行いましたので、その結果をご報告

致します。

平成２１年度一般会計収支決算書につきまし

て、関係諸帳簿並びに証憑書類等を照合し、

慎重に監査致しました結果、適正であること
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を認めましたので、ご報告致します。以上で

ございます。

〈池田議長〉

有難うございました。それではここで、決

算に関する質問の他、会務全般にわたっての

質疑を行います。今日までに執行部に届いて

いる質問はありますか。

ないようですので、この場でご発言、質問

のある方は挙手の上、議席番号とお名前を名

乗ってご発言等をよろしくお願い致します

ではないようですので、議案に対する採決

を行います。

第１号議案を原案通り承認・可決すること

に賛成の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。従いまして、第

１号議案は原案通り承認・可決されました。

続きまして、第２号議案『平成２１年度鳥取

県医師会共済会収支決算承認について』、第

３号議案『平成２１年度鳥取県医師会会館修繕

積立金会計収支決算承認について』、第４号

議案『平成２１年度鳥取県医師会生命保険取扱

特別会計収支決算承認について』以上３議案

の特別会計を一括上程致します。執行部のご

説明をお願い致します。魚谷常任理事、お願

い致します。

〈魚谷常任理事〉

それでは特別会計３議案を一括してご説明

致します。

［資料「議案書」を説明］

〈池田議長〉

有難うございました。ここで、第２号議案

から第４号議案までの特別会計３議案の決算

について、新田監事から監査報告をお願い致

します。

〈新田監事〉

監事の新田です。先程の一般会計と合わせ

まして、特別会計分を同じく６月１７日、石井

監事と共に県医師会館におきまして会計監査

を行いましたので、ご報告を申し上げます。

平成２１年度特別会計収支決算書並びに財産

目録につきまして、関係諸帳簿並びに証憑書

類等を照合し、慎重に監査を致しました結果、

適正であることを認めましたのでご報告致し

ます。以上でございます。

〈池田議長〉

有難うございました。それでは、ただいま

ご説明のありました、第２号議案から第４号

議案の３議案に対しまして、どなたかご質問、

ご意見はございませんか。

ないようですので、議案に対する採決を行

います。

第２号議案から第４号議案までの３議案を

原案通り承認・可決することに賛成の方の挙

手を求めます。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。従いまして、第

２号議案から第４号議案までの３議案は原案

通り承認・可決されました。

続きまして、第５号議案『平成２２年度鳥取

県医師会会費減免申請承認について』を上程

致します。執行部のご説明をお願い致します。

魚谷常任理事、お願い致します。

〈魚谷常任理事〉

ご説明致します。

［資料「議案書」を説明］

〈池田議長〉

有難うございました。ただいまのご説明に

ついて、何かご質問はございませんか。

ないようでございますので、採決に移りま

す。第５号議案を原案通り承認・可決するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。よって、第５号

議案は原案通り承認・可決されました。

続きまして、第６号議案『平成２２年度鳥取

県地域産業保健センター収支予算（案）につ

いて』を上程致します。執行部のご説明をお

願い致します。魚谷常任理事、お願い致しま

す。

〈魚谷常任理事〉

ご説明致します。

［資料「議案書」を説明］

〈池田議長〉

有難うございました。ただいまのご説明に

ついて、何かご質問はございませんか。

ないようでございますので、採決に移りま

す。第６号議案を原案通り承認・可決するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。よって、第６号
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議案は原案通り承認・可決されました。

以上をもちまして、本日の議事はすべて終

了致しました。閉会にあたりまして、岡本会

長からご挨拶をお願い致します。

〈岡本会長〉

本日は、平成２１年度の決算等６議案につき

まして、すべて原案通りご承認を賜りまして

誠に有難うございました。

我々は今後とも経費節減に努めるとともに、

医療改革等の諸問題について役員一丸となっ

て取り組んでまいりますので、代議員の先生

方におかれましても、今後ともご理解、ご支

援をお願い申し上げまして御礼の挨拶と致し

ます。どうも有難うございました。

［拍手］

〈池田議長〉

どうも有難うございました。

以上をもちまして、第１８２回鳥取県医師会

臨時代議員会を閉会致します。本日は、長時

間にわたりまして有難うございました。

［拍手］

［午後４時３８分閉会］

第１８２回鳥取県医師会臨時代議員会

［議 長］ 池 田 宣 之 印

［署名人］ 福 永 康 作 印

［署名人］ 安 達 敏 明 印
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第１８２回鳥取県医師会（臨時）代議員会次第

と き 平成２２年７月３日（土） 午後３時

ところ 鳥取県医師会館 鳥取市戎町

１．開 会
２．仮 議 長 選 出
３．資 格 確 認
４．議事録署名人選出
５．選 挙
� 議 長 � 副 議 長

６．会 長 挨 拶
７．報 告
平成２１年度鳥取県医師会会務報告

８．議 事
第１号議案 平成２１年度鳥取県医師会一般会

計収支決算承認について

第２号議案 平成２１年度鳥取県医師会共済会

収支決算承認について

第３号議案 平成２１年度鳥取県医師会会館修

繕積立金会計収支決算承認につ

いて

第４号議案 平成２１年度鳥取県医師会生命保

険取扱特別会計収支決算承認に

ついて

第５号議案 平成２２年度鳥取県医師会会費減

免申請承認について

第６号議案 平成２２年度鳥取県地域産業保健

センター収支予算（案）につい

て

９ 閉 会

第１８２回鳥取県医師会（臨時）代議員会名簿

平成２２年７月３日

番号 地区 氏 名 番号 地区 氏 名 番号 地区 氏 名

１ 東部 板 倉 和 資 １７ 東部 吉 田 泰 之 ３３ 西部 左 野 喜 實

２ 〃 福 島 明 １８ 中部 池 田 宣 之 ３４ 〃 角 賢 一

３ 〃 松 浦 喜 房 １９ 〃 松 田 隆 ３５ 〃 中 曽 庸 博

４ 〃 川 口 俊 夫 ２０ 〃 安 梅 正 則 ３６ 〃 長谷川 真 弓

５ 〃 石 谷 暢 男 ２１ 〃 石 田 浩 司 ３７ 〃 木 村 秀一朗

６ 〃 尾 � 眞 人 ２２ 〃 湯 川 喜 美 ３８ 〃 永 井 小 夜

７ 〃 加 藤 大 司 ２３ 〃 大 津 敬 一 ３９ 〃 藤 瀬 雅 史

８ 〃 小 林 恭一郎 ２４ 〃 西 田 法 孝 ４０ 〃 稲 賀 潔

９ 〃 杉 山 長 毅 ２５ 〃 石 津 吉 彦 ４１ 〃 小 酒 浩

１０ 〃 下 田 光太郎 ２６ 西部 野 坂 美 仁 ４２ 〃 松 野 充 孝

１１ 〃 竹 内 勤 ２７ 〃 神 鳥 高 世 ４３ 大学 井 上 貴 央

１２ 〃 杉 本 勇 二 ２８ 〃 作 野 嘉 信 ４４ 〃 長谷川 純 一

１３ 〃 福 永 康 作 ２９ 〃 飛 田 義 信 ４５ 〃 小 川 敏 英

１４ 〃 松 田 裕 之 ３０ 〃 安 達 敏 明 ４６ 〃 岸 本 拓 治

１５ 〃 三 宅 茂 樹 ３１ 〃 辻 田 哲 朗

１６ 〃 森 英 俊 ３２ 〃 小 林 哲
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平成２１年度鳥取県医師会会務報告

［２１．４．１～２２．３．３１］

庶 務 関 係

１．会員数について
平成２２年３月末日現在、本会会員数は１，３３８

名にして、A１会員４３７名、A２会員２１名、Ｂ会

員８８０名となっており、このうち、会費免除会

員は１２４名である。

更に、これを地区別に示せば次のとおりであ

る。

東部５０８名、中部２２１名、西部４９３名、

大学１１６名 計１，３３８名

２．物故会員について
平成２１年４月１日より、本年３月末日に至る

間の物故会員は次のとおりである。

脇 田 收 吉 先生（８４歳）

米子市中町（２１．４．３逝去）

〔略歴〕

昭和２４年３月 京都府立医科大学卒業

昭和２７年２月 開業

昭和５１年４月 西部医師会代議員

昭和５３年４月 日本母性保護医協会鳥取県支部

監事

新 宮 彦 助 先生（８１歳）

米子市米原（２１．４．９逝去）

〔略歴〕

昭和２８年３月 九州大学医学部卒業

昭和３８年６月 山陰労災病院

昭和４９年４月 西部医師会代議員

平成１５年４月 米子東病院

石 川 好 明 先生（８１歳）

米子市義方町（２１．４．２４逝去）

〔略歴〕

昭和２７年３月 京都府立医科大学卒業

昭和３９年４月 開業

昭和５９年４月 西部医師会代議員

川 西 基 次 先生（８６歳）

西伯郡南部町（２１．５．２５逝去）

〔略歴〕

昭和２６年３月 米子医学専門学校卒業

昭和２８年１月 鳥取診療所

昭和３０年４月 米子医療生活協同組合米子診療

所

平成７年５月 おおたか診療所

平成１５年４月 自宅会員

松 本 安 博 先生（８９歳）

八頭郡智頭町（２１．６．７逝去）

〔略歴〕

昭和１８年９月 満州医科大学卒業

昭和３０年５月 智頭町立病院院長

昭和４７年４月 鳥取県医師会予備代議員

昭和５８年５月 鳥取県社会保険診療報酬支払基

金

平成１３年６月 自宅会員

金 澤 泰 久 先生（６０歳）

鳥取赤十字病院（２１．６．７逝去）

〔略歴〕

昭和４９年３月 京都府立医科大学卒業

昭和５７年３月 鳥取赤十字病院

平成８年４月 東部医師会代議員

向 栄 二 先生（５７歳）

鳥取医療生協鹿野温泉病院（２１．７．１４逝去）

〔略歴〕

昭和５２年３月 鳥取大学医学卒業

平成６年１０月 わかさ生協診療所

平成１１年５月 東部医師会代議員

平成１４年４月 鹿野温泉病院

千 代 庸一郎 先生（８２歳）

西伯郡南部町（２１．７．１７逝去）

〔略歴〕

昭和２８年３月 米子医科大学卒業

昭和４０年３月 開業

昭和４９年４月 西部医師会代議員

平成１８年４月 自宅会員

上 田 治 先生（８２歳）

鳥取市西町（２１．７．２３逝去）

〔略歴〕

昭和２５年３月 米子医学専門学校卒業

昭和３４年４月 開業
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齋 藤 鈴 子 先生（８９歳）

東伯郡湯梨浜町（２１．９．２１逝去）

〔略歴〕

昭和１８年９月 大阪女子高等医学専門学校卒業

昭和２４年６月 開業

昭和６１年４月 中部医師会裁定委員

村 岡 淨 明 先生（６１歳）

皆生温泉病院（２１．１０．３１逝去）

〔略歴〕

昭和５０年３月 鳥取大学医学卒業

平成３年１０月 皆生温泉病院

平成１３年１２月 同 副院長

大 槻 正 巳 先生（８５歳）

八頭郡智頭町（２１．１１．５逝去）

〔略歴〕

昭和２５年３月 慶應義塾大学医学部卒業

昭和３８年９月 開業

昭和４３年９月 鳥取県医師会裁定委員

昭和５１年４月 東部医師会代議員

田 中 禾 一 先生（８８歳）

米子市彦名町（２１．１１．１７逝去）

〔略歴〕

昭和１８年９月 京城医学専門学校卒業

昭和３０年２月 開業

平成２年４月 西部医師会裁定委員

星 野 信 敏 先生（９０歳）

鳥取市青葉町（２１．１２．１０逝去）

〔略歴〕

昭和１７年９月 九州医学専門学校卒業

昭和２８年４月 開業

昭和５９年４月 東部医師会裁定委員

平成１６年２月 自宅会員

豊 田 昭 先生（８２歳）

倉吉市東町（２１．１２．２３逝去）

〔略歴〕

昭和２６年３月 米子医学専門学校卒業

昭和３２年３月 開業

昭和４４年４月 中部医師会理事

笠 木 慶 治 先生（８９歳）

米子市中町（２２．３．３逝去）

〔略歴〕

昭和１６年１２月 大邱医学専門学校卒業

昭和３１年３月 開業

昭和５３年４月 鳥取県医師会理事

昭和５７年４月 鳥取県医師会副会長

昭和５９年４月 鳥取県医師会会長

昭和６２年４月 鳥取県小児科医会会長

大 石 恒 善 先生（８５歳）

倉吉市西仲町（２２．３．２８逝去）

〔略歴〕

昭和２０年１１月 青島医学専門学校卒業

昭和３２年１月 開業

昭和４５年４月 鳥取県医師会常任理事

昭和５５年４月 鳥取県医師会監事

昭和６０年９月 鳥取県中部医師会長

３．代議員について
平成２２年３月末日現在の代議員、予備代議員

は次のとおりである。

〔代議員〕

東部 板 倉 和 資 谷 口 玲 子

福 島 明 渡 邉 賢 司

安 陪 隆 明 石 谷 暢 男

乾 俊 彦 大 津 千 晴

尾 � 眞 人 加 藤 大 司

小 林 恭一郎 杉 山 長 毅

中 島 公 和 松 浦 喜 房

三 宅 茂 樹 森 英 俊

山 下 裕 吉 田 泰 之

中部 ○池 田 宣 之 松 田 隆

引 田 亨 安 梅 正 則

新 田 辰 雄 大 石 一 康

青 木 哲 哉 湯 川 喜 美

西部 ◎魚 谷 純 野 坂 美 仁

作 野 嘉 信 高 見 徹

安 達 敏 明 國 頭 七 重

小 林 哲 左 野 喜 實

辻 田 哲 朗 飛 田 義 信

宝 意 規 嗣 山 本 仁

中 曽 庸 博 長谷川 真 弓

稲 賀 潔 小 酒 浩

岡 空 輝 夫

鳥大 井 上 貴 央 長谷川 純 一

中 島 健 二 渡 邊 高 志

西 村 元 延

〔予備代議員〕

東部 麻 木 宏 栄 石 河 利一郎

石 丸 昌 宏 岩 下 和 人

川 口 俊 夫 神 戸 直 登
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小 濱 美 昭 斎 藤 基

竹 内 勤 中 山 裕 雄

西土井 英 昭 花 木 正 史

濱 � 尚 文 深 澤 哲

藤 田 直 樹 松 下 公 紀

水 本 清

中部 阿 藤 孝二郎 森 尾 泰 夫

伊 藤 文 利 松 田 哲 郎

井 東 弘 子 石 田 浩 司

西 田 法 孝 石 津 吉 彦

西部 石 井 敏 雄 伊 藤 慎 哉

遠 藤 秀 之 越 智 寛

面 谷 博 紀 木 村 秀一朗

瀧 田 寿 彦 野 坂 康 雄

吹 野 陽 一 中 尾 圭 介

下 山 晶 樹 永 井 小 夜

藤 瀬 雅 史 高 田 照 男

山 崎 純 一 門 脇 敬 一

南 崎 剛

鳥大 岡 野 徹 加 藤 信 介

長 田 郁 夫 古 和 久 典

紙 谷 秀 規

◎議長 ○副議長

４．役員について
平成２２年３月末日現在の役員は次のとおりで

ある。

会 長 岡本 公男

副 会 長 野島 丈夫 富長 将人

理 事 ＊宮� 博実 ＊渡辺 憲

＊天野 道麿 ＊神鳥 高世

武田 倬 吉中 正人

吉田 眞人 明穂 政裕

井庭 信幸 重政 千秋

笠木 正明 米川 正夫

監 事 清水 正人 笠置 綱清

裁 定 委 員 芦川 喬 中尾 政和

岸 良尚 野口 誠

福嶋 泰夫 門脇 和範

木村 禎宏 佐々木博史

周防武昭

顧 問 入江 宏一 長田 昭夫

日医代議員 岡本 公男 魚谷 純
日 医
予備代議員 宮� 博実 富長 将人

＊常任理事

５．理事会務分担について
平成２２年３月末日現在、役員業務分担は次の

とおりである。

役 員 の 会 務 分 担

会 務 主担当 副担当
庶 務 宮 � 明穂
会 計 明 穂 宮�
生涯教育、学術、卒後臨床研修医 武 田 渡辺・重政
医療保険 富 長 天野・吉田
介護保険、高齢者福祉、障害者福祉 渡 辺 野島・米川
労災保険、自賠責保険 野 島 明穂・米川
健康対策協議会 吉 中 宮�・井庭
感染症 天 野 笠木
医療安全、診療情報開示（個人情報保護）、職
業倫理、自浄作用 宮 � 野島・富長

医事紛争 井 庭 野島・宮�
救急医療、災害対策、ACLS 野 島 武田・米川
広報、会報編集 神 鳥 渡辺・吉中
情報システム 米 川 野島・渡辺
臨床検査 吉 田 富長
会員福祉 天 野 神鳥・吉田
学校保健、少子化対策 笠 木 天野・米川
産業保健 吉 田 富長・吉中
健康スポーツ医 明 穂 米川
医療関係職種、共同利用施設 明 穂 野島・神鳥
勤務医（女性医師対策を含む） 重 政 渡辺・武田
医療政策・環境対策 富 長 野島・明穂
糖尿病対策 武 田 富長・天野
メンタルヘルス、自殺対策 渡 辺 野島・吉田
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６．各種委員会委員の委嘱について
平成２２年３月末日現在、本会内委員会委員・

部会委員は次のとおりである。なお、各委員会

においては、それぞれ所管事項について審議を

行った。

１ 社会保障部委員会委員（担当：富長副会長）

〔県役員・地区会長・地区推薦・基金・国保・

労災〕

委 員 長 ※岡本 公男

副委員長 ※長谷川晴己 ※福島 明

※富長 将人

委 員 ※野島 丈夫 ※宮� 博実

渡辺 憲 ※天野 道麿

※神鳥 高世 武田 倬

吉中 正人 ※吉田 眞人

明穂 政裕 井庭 信幸

重政 千秋 笠木 正明

米川 正夫 清水 正人

笠置 綱清 板倉 和資

池田 宣之 魚谷 純

豊島 良太 ※谷口 玲子

※三宅 茂樹 ※森尾 泰夫

※湯川 喜美 ※飛田 義信

※細田 明秀 ※浦上 克哉

宮本 二郎 谷口 昌弘

生駒 義人 吉田 明雄

庄司 公平 横濱 雄介

梅澤 潤一 助川 鶴平

松浦 順子 麻木 宏栄

森下 嗣威 村上 敏

井上 明道 鰤岡 直人

中岡 明久 山� 厚志

中安 弘幸 田中 孝幸

松木 勉 竹内 薫

鱸 俊朗 光延 文裕

小田 大 尾� 眞人

濱崎 尚文 奈良井 栄

吉津 法爾 山家 武

坂本 雅彦 竹内 裕美

江川 尚男 恩田 健史

松田 裕之 ※阿藤孝二郎

工藤 浩史 池田 茂之

福永 康作 田村 公平

林 裕史 浪花 紳悟

白石 眞博 葉狩 良孝

伊藤久太朗 紀川 純三

下田光太郎 古城 治彦

藤田 和寿 田中 潔

川上 伸 金藤 英二

吉田 泰之 植木 壽一

早田 俊司 ※渡辺 賢司

谷田 理 平尾 正人

田村 矩章 高須 宣行

那須 吉郎 石田 浩司

大月 健朗 山本 仁

※常任委員会委員

２ 医療安全対策委員会委員（担当：宮崎常任

理事）《診療情報提供推進委員会を含む》

委 員 長 ※岡本 公男

副委員長 虎井佐恵子（県立中央病院副院

長兼看護局長）

委 員 ※野島 丈夫 ※富長 将人

※宮� 博実

藤原 和男（弁護士）

岩垣 宝祥（県医療指導課長）

田中松市郎（鳥取赤十字病院薬

剤部長）

露木 節子（県看護協会長）

板倉 和資 池田 宣之

魚谷 純 豊島 良太

※常任委員会委員

３ 職業倫理・自浄作用活性化委員会委員（担

当：宮�常任理事）

委 員 長 岡本 公男

委 員 野島 丈夫 富長 将人

宮� 博実 天野 道麿

井庭 信幸 板倉 和資

池田 宣之 魚谷 純

４ 医事紛争処理委員会委員（担当：井庭理事）

委 員 長 岡本 公男

副委員長 野島 丈夫

委 員 富長 将人 宮� 博実

渡辺 憲 天野 道麿

井庭 信幸 板倉 和資

谷口 玲子 三宅 茂樹

池田 宣之 松田 隆

魚谷 純 野坂 美仁

辻田 哲朗

５ 生涯教育委員会委員（担当：武田理事）

委 員 長 武田 倬

委 員 渡辺 憲 重政 千秋

安陪 隆明 福島 明
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安梅 正則 阿藤孝二郎

都田 裕之 阿部 博章

北野 博也 福本 宗嗣

６ 広報委員会委員（担当：神鳥常任理事）

委 員 長 神鳥 高世

委 員 渡辺 憲 吉中 正人

米川 正夫 大津 千晴

小林恭一郎 井東 弘子

石津 吉彦 阿部 博章

岩本 好吉 豊島 良太

７ 会報編集委員会委員（担当：神鳥常任理事）

委 員 渡辺 憲 天野 道麿

神鳥 高世 山家 武

秋藤 洋一 中安 弘幸

山口 由美

８ 情報システム運営委員会委員（担当：米川

理事）

委 員 長 野島 丈夫

副委員長 渡辺 憲

委 員 米川 正夫 安陪 隆明

石津 吉彦 左野 喜實

近藤 博史

９ 感染症危機管理対策委員会委員（担当：天

野常任理事）

委 員 長 天野 道麿

委 員 宮� 博実 笠木 正明

石谷 暢男 引田 亨

山崎 純一 堀井 俊伸

１０ 臨床検査精度管理委員会委員（担当：吉田

理事）

委 員 長 富長 将人

副委員長 吉田 眞人

委 員 吉中 正人 米川 正夫

松浦 喜房 西田 法孝

安達 敏明

野上 智（鳥取大学医学部附

属病院検査部）

谷本 綾子（鳥取県臨床検査技

師会長）

１１ 介護保険対策委員会委員（担当：渡辺常任

理事）

委 員 長 渡辺 憲

委 員 野島 丈夫 富長 将人

米川 正夫 杉山 長毅

新田 辰雄 宝意 規嗣

浦上 克哉

１３ 鳥取県自動車保険医療指導委員会委員（担

当：野島副会長）

委 員 野島 丈夫 明穂 政裕

米川 正夫 福島 明

阿藤孝二郎 瀧田 寿彦

１４ 鳥取医学雑誌編集委員会委員（担当：富長

副会長）

委 員 長 富長 将人

副委員長 西土井英昭

委 員 秋藤 洋一 阿藤孝二郎

神鳥 高世 木村 章彦

杉本 勇二 助川 鶴平

西村 元延 根本 良介

花木 啓一 濱本 哲郎

山根 哲実 吉田 明雄

吉田 泰之

１５ 共済会運営委員会委員（担当：天野常任理

事）

委 員 長 岡本 公男

副委員長 野島 丈夫

委 員 富長 将人 天野 道麿

明穂 政裕 井庭 信幸

板倉 和資 谷口 玲子

池田 宣之 松田 隆

魚谷 純 野坂 美仁

豊島 良太 池田 匡

監 事 清水 正人 笠置 綱清

１６ 定款・諸規程改正検討委員会委員（担当：

宮�常任理事）

委 員 長 富長 将人

委 員 宮� 博実 天野 道麿

神鳥 高世 明穂 政裕

三宅 茂樹 小林恭一郎

引田 亨 安梅 正則

辻田 哲朗 小林 哲

西村 元延

１７ 母体保護法指定医師審査委員会委員（担

当：井庭理事）

委 員 長 井庭 信幸

委 員 梅澤 潤一 皆川 幸久

井奥 郁雄 中曽 庸博

伊藤 隆志 原田 省

１８ 母体保護法指定医師不服審査委員会委員

（担当：井庭理事）

委 員 藤原 和男（弁護士）

露木 節子（県看護協会長）
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板倉 和資 池田 宣之

魚谷 純

１９ 学校医部会運営委員会委員（担当：笠木理

事）

委 員 長 笠木 正明

副委員長 天野 道麿

委 員 神鳥 高世 明穂 政裕

井庭 信幸 石谷 暢男

松浦 喜房 青木 哲哉

妹尾 磯範 瀬口 正史

中尾 圭介

◎学校医部会役員（部会長・副部会長・委員）

も上記と同じ

２０ 健康スポーツ医委員会委員（担当：明穂理

事）

委 員 長 野島 丈夫

副委員長 吉田 眞人 米川 正夫

委 員 明穂 政裕 福島 明

青木 哲哉 山本 仁

豊島 良太

２１ 産業医部会運営委員会委員（担当：吉田理

事）

委 員 長 岸本 拓治

副委員長 宮� 博実

委 員 富長 将人 渡辺 憲

吉中 正人 吉田 眞人

黒沢 洋一 森 英俊

杉山 長毅 大石 一康

湯川 喜美 山本 仁

門脇 敬一

◎産業医部会役員（部会長・副部会長・委員）

も上記と同じ

２２ 勤務医委員会委員（担当：重政理事）

委 員 長 重政 千秋

副委員長 渡辺 憲 武田 倬

〔地区推薦〕

委 員 吉田 泰之 森尾 泰夫

高田 照男 村脇 義和

〔県医推薦〕

委 員 下田光太郎 山本 敏雄

高見 徹 山代 豊

鍔木 紀子 角田 直子

三浦さおり 大谷 恭一

阿藤孝二郎 野坂 仁愛

松永 佳子 村田 裕彦

２３ 労災保険委員会委員・自賠責保険委員会委

員（担当：野島副会長）

委 員 長 野島 丈夫

委 員 明穂 政裕 米川 正夫

福島 明 石田 浩司

山本 仁

２４ 卒後臨床研修委員会委員（担当：武田理事）

委 員 長 富長 将人

委 員 宮� 博実 渡辺 憲

武田 倬 重政 千秋

福島 明 阿藤孝二郎

門脇 敬一 小川 敏英

２５ 禁煙指導対策委員会委員（担当：渡辺常任

理事）

委 員 長 渡辺 憲

委 員 天野 道麿 笠木 正明

松浦 喜房 松田 隆

飛田 義信 長谷川純一

２６ ACLS委員会委員（担当：野島副会長）

委 員 長 野島 丈夫

委 員 武田 倬 米川 正夫

山下 裕 宇奈手一司

面谷 博紀

２７ 鳥取県糖尿病対策推進会議委員（担当：武

田理事）

委 員 長 岡本 公男

副委員長 武田 倬（日本糖尿病協会鳥

取県支部）

委 員 富長 将人 天野 道麿

松浦 喜房 湯川 喜美

越智 寛

池田 匡（日本糖尿病学会中

四国支部）

藤井 秀樹（県福祉保健部次長

兼健康政策課長）

村山 洋子（県教育委員会体育

保健課長）

２８ 特定健診・特定保健指導対策委員会（担

当：吉中理事）

委 員 長 宮� 博実

副委員長 吉中 正人

委 員 富長 将人 天野 道麿

吉田 眞人 松浦 喜房

大津 千晴 青木 哲哉

引田 亨 野坂 美仁

越智 寛
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７．顧問弁護士・顧問税理士について
平成２２年３月末日現在、本会顧問弁護士・顧

問税理士は次の通りである。〔敬称略〕

顧問弁護士 藤原 和男（鳥取市）

川中 修一（米子市）

顧問税理士 岸本 信一（鳥取市）

８．会員表彰について
本年度、一般表彰並びに会長表彰は次のとお

りであった。

＊他団体推薦による受賞

１ 叙位・叙勲

２１．４．２９ 旭日双光章：門脇 好登

（倉吉市）保健衛生功労者

２１．１１．３ 旭日双光章：伊藤 文利

（倉吉市）保健衛生功労者

２２．３．３ 従 五 位：故笠木慶治

（米子市）

２２．３．２８ 正 六 位：故大石恒善

（倉吉市）

２ 一般表彰

厚生労働大臣表彰

２１．１０．２２ ＊加藤 大司（岩美町）

国民健康保険関係功績者

＊平尾 正人（鳥取市）

国民健康保険関係功績者

２２．２．１５ 井奥 郁雄（倉吉市）

産科医療功労者

２２．３．２ 渡辺 憲（鳥取市）

公衆衛生事業功労者

文部科学大臣表彰

２１．１１．１０ ＊岡本 博文（倉吉市）

学校医・学校保健功労者

日本医師会長表彰

２１．１１．１４ 立川 武（境港市）

学校医・学校保健功労者

日本公衆衛生協会長表彰

２２．３．２ 天野 道麿（北栄町）

公衆衛生事業功労者

岡� 幸男（米子市）

公衆衛生事業功労者

神鳥 高世（米子市）

公衆衛生事業功労者

鳥取県国民健康保険団体連合会理事長表彰

（国保事業功労者）

２１．８．５ 鳥取県国民健康保険団体連合

会総会席上

＊久野 宣年（大山町）

＊伊藤久太朗（鳥取市）

国保中央会表彰

２１．１０．６ ＊伊藤久太朗（鳥取市）

永年国保診療報酬審査委員功

績者

鳥取県知事表彰

２１．９．３０ 中久喜克子（米子市）

結核予防事業功労者

鳥取県教育委員会表彰

２１．１１．１２ 井田 拓夫（境港市）

学校医・学校保健功労者

＊清水 正人（倉吉市）

倉吉養護学校への専門家派遣

と教職員の専門性の向上に寄

与

鳥取県文化功労賞

２１．１２．２５ ＊森 納（鳥取市）

郷土民俗学研究功労者

鳥取県学校保健会長表彰（学校保健功労者）

２２．２．１１ 鳥取県学校保健会研修会席上

恩田 健史（鳥取市）

石丸 昌弘（鳥取市）

宝意 規嗣（米子市）

竹内 裕美（米子市）

読売新聞社医療功労賞〔第３８回都道府県医療

功労賞〕

２２．１．２９ 篠原顕一郎（伯耆町）

鳥取県健康対策協議会長表彰；第４０回理事会

席上

２１．６．４ 福井 甫（米子市）

谷口 昌弘（鳥取市）

日本対がん協会賞

２１．９．１１ 中村 良文（鳥取市）

対がん功労者

鳥取県保健事業団理事長感謝状

２１．９．８ 音田 正樹（倉吉市）

対がん運動功労者

田村 矩章（南部町）

対がん運動功労者

松木 勉（鳥取市）

結核予防事業功労者

３ 鳥取県医師会長表彰

２１．７．４定例総会席上

上田 治（鳥取市）開業５０年以上

小林 昭弘（県医師会）永年勤続職員
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２１．７．２鳥取県産業安全衛生大会席上

花園 直人（米子市）

三好三七夫（米子市）

４ 第１８回鳥取医学賞；２１．７．４定例総会席上

大谷 眞二（日野病院）

５ 白寿御祝；２１．７．４定例総会席上

渡辺 元（鳥取市）

６ 米寿御祝；２１．７．４定例総会席上

安梅みどり（倉吉市）

木下準四郎（米子市）

佐々木安夫（倉吉市）

徳岡 淳一（倉吉市）

７ 喜寿御祝；２１．７．４定例総会席上

藤瀬 秀親（境港市）

祝部 紀穂（鳥取市）

安部 喬樹（米子市）

永見 実（米子市）

山藤 輝彦（鳥取市）

永井 睦悌（米子市）

山本 洋之（鳥取市）

井奥 郁雄（倉吉市）

山本 吉藏（米子市）

松田 琢磨（鳥取市）

武田 英雄（鳥取市）

林 義晃（鳥取市）

木村 禎宏（米子市）

本田 一郎（倉吉市）

９．県及び関係団体委員会委員の推薦について
平成２２年３月末日現在、本会から推薦した県

及び関係団体委員会委員は次のとおりである。

委員会の審議に当っては本会方針の反映に努め

た。（一部本会推薦以外も含む）

〔鳥取県福祉保健部：医療政策課〕

１ 鳥取県准看護師試験委員（至Ｈ２２．９．２９）

天野道麿 明穂政裕 米川正夫

２ 鳥取県医療審議会委員（至Ｈ２３．７．１５）

岡本公男 井庭信幸 宮�博実

３ 鳥取県精度管理専門委員（至Ｈ２４．２．１４）

中井一仁 吉田眞人

４ 鳥取県インフルエンザワクチン対策委員会

委員（任期：未定）

天野道麿

５ 鳥取県地域医療対策協議会委員（至Ｈ２３．

１．１８）

岡本公男

６ 鳥取県がん診療連携連携拠点病院推薦検討

委員会委員（至Ｈ２２．６．４）

岡本公男 野島丈夫 富長将人

７ 鳥取県看護師養成のあり方に関する懇話会

委員（至Ｈ２２．３．３１）

渡辺 憲

８ ドクターヘリ運航調整委員（至Ｈ２２．３．３１）

野島丈夫

〔鳥取県福祉保健部：健康政策課〕

１ 鳥取県感染症危機管理対策協議会情報解析

部会委員（任期：未定）

田中 清 笠木正明

２ 鳥取県感染症危機管理対策協議会委員（至

Ｈ２５．３．３１）

笠木正明

３ 鳥取県小児慢性特定疾患診査会委員（任

期：未定）

笠木正明

４ 鳥取県結核対策推進協議会委員（任期：未

定）

天野道麿

５ 鳥取県がん対策推進協議会委員（至Ｈ２３．

３．３１）

岡本公男

６ 鳥取県自殺対策連絡協議会委員（至Ｈ２１．

１０．１８終了）

渡辺 憲

７ 鳥取県健康づくり文化創造推進県民会議委

員

神鳥高世（至Ｈ２２．３．３１終了）

→天野道麿（至Ｈ２３．１０．２４）

８ 鳥取県麻しん対策会議委員（至Ｈ２３．１２．２１）

笠木正明

９ 鳥取県８０２０運動推進協議会委員（至Ｈ２２．

１１．１７）

杉山長毅

１０ 鳥取県心といのちを守る県民運動委員（至

Ｈ２４．１０．１５）

渡辺 憲

１１ ウォーキング立県１９のまちを歩こう事業実

行委員会委員（至Ｈ２３．３．３１）

松田 隆

〔鳥取県福祉保健部：長寿社会課〕

１ 鳥取県介護保険審査会委員

鎌田 修 田中敬子

湯川喜美（至Ｈ２２．５．２３終了）

日笠親績 新田辰雄
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高見 徹（至Ｈ２５．６．１０）

２ 鳥取県国民健康保険審査会委員（至Ｈ２３．

９．２０）

板倉和資

３ 鳥取県介護保険事業支援計画及び老人福祉

計画策定・推進委員会委員（至Ｈ２３．３．３１）

渡辺 憲

〔鳥取県福祉保健部：福祉保健課〕

１ 鳥取県社会福祉審議会委員

吉田眞人 林 裕人（至Ｈ２４．９．１）

柏木 徹（至Ｈ２１．８．２２終了）

２ 鳥取県社会福祉審議会心身障害福祉専門分

科会（臨時委員）

藤田和寿 倉信耕爾 大源和彦（至

Ｈ２１．８．２２終了）

山家 武 村田雅明 桶川了二

鈴木健男 小坂博基 工藤浩史

松田裕之（至Ｈ２４．９．１）

３ 鳥取県社会福祉審議会児童福祉専門分科会

（臨時委員）（至Ｈ２４．９．１）

中野英二

〔鳥取県福祉保健部：医療指導課〕

１ 鳥取県医療安全推進協議会委員（至Ｈ２４．

３．１４）

富長将人

２ 鳥取県後期高齢者医療審査会委員（至Ｈ２３．

４．３０）

吉田眞人

３ 鳥取県国民健康保険診療報酬請求書審査会

委員（至Ｈ２３．５．３１）

「公益代表」

◎福島 明 吉田泰之 植木壽一

田村矩章 早田俊司 平尾正人

○渡邉賢司 谷田 理

「保険者代表」

伊藤久太朗 紀川純三 下田光太郎

古城治彦 藤田和寿 田中 潔

川上 伸 金藤英二

「保険医代表」

池田茂之 田村公平 林 裕史

福永康作 浪花紳悟 高須宣行

白石眞博 葉狩良孝

◎会長 ○副会長

４ 社会保険医療担当者指導員（至Ｈ２３．５．３１）

内 科：長谷川晴己 坂本雅彦

吉田明雄 古城治彦

下田光太郎 田村矩章

外 科：谷田 理 岸 清志

渡邉賢司

整形外科：福島 明 阿藤孝二郎

鱸 俊朗

小 児 科：白石眞博 奈良井栄

耳鼻咽喉科：藤田和寿 竹内裕美

精 神 科：田中 潔

眼 科：伊藤久太朗 山�厚志

皮膚泌尿器科：葉狩良孝 江川尚男

泌尿器科：井上明道

〔鳥取県福祉保健部：障がい福祉課〕

１ 鳥取県障害者介護給付費等不服審査会委員

明穂政裕（至Ｈ２２．３．３１終了）

→田中宏和 幡 碩之（至Ｈ２５．４．３０）

〔鳥取県企画部：青少年・文教課〕

１ 鳥取県青少年問題協議会委員（至Ｈ２２．６．

２３）

岡本博文

〔鳥取県企画部：男女共同参画推進課〕

１ 鳥取県男女共同参画審議会委員（至Ｈ２１．

１０．４終了）

大畠順恵

〔鳥取県防災局：消防チーム〕

１ 鳥取県メディカルコントロール協議会委員

（至Ｈ２２．３．３１終了）

野島丈夫

２ 鳥取県防災会議委員（至Ｈ２２．６．９）

野島丈夫

３ 鳥取県救急搬送高度化推進協議会委員（至

Ｈ２４．３．３１）

清水正人 吉田泰之 山本敏雄

面谷博紀

〔鳥取県総務部：人権推進課〕

１ 鳥取県人権尊重の社会づくり協議会委員

（至Ｈ２３．１．８）

下田光太郎

〔鳥取県総務部：福利厚生室〕

１ 鳥取県公務災害補償等審査会委員（至Ｈ２２．

１１．１８）

西垣隆志

２ 鳥取県公務災害補償等認定委員（至Ｈ２２．

１１．１８）

田中香寿子

３ 地方公務員災害補償基金鳥取県支部審査会

委員（至Ｈ２２．１１．１８）
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西垣隆志

〔鳥取県病院局：総務課〕

１ 鳥取県立病院運営評議会委員（至Ｈ２２．７．

３１）

岡本公男

〔鳥取県教育委員会：福利室〕

１ 鳥取県教育委員会職員神経・精神障害健康

管理審査会委員（至Ｈ２２．３．３１）

柏木 徹 田中 潔 鎌田 修

〔鳥取県教育委員会：体育保健課〕

１ 鳥取県結核対策委員会委員（任期：未定）

天野道麿

２ 鳥取県性教育推進委員会委員

長田昭夫（至Ｈ２２．３．３１終了）

→井庭信幸（至Ｈ２３．３．３１）

〔鳥取労働局〕

１ 労災保険診療費審査委員（至Ｈ２３．３．３１）

大月健朗（至Ｈ２２．３．３１終了）

鱸 俊朗 那須吉郎 明穂政裕

石田浩司 山本 仁 石井博之

２ 地方労災医員

山本哲章 阿藤孝二郎 那須吉郎

沼田秀治 林 永祥（至Ｈ２３．３．３１）

西田政弘（至Ｈ２２．３．３１終了）

柏木 徹 幡 碩之

塩�かおる（至Ｈ２４．３．３１）

３ 労災協力医：公的病院等勤務医（至Ｈ２３．

３．３１）

坂本雅彦 中安弘幸 吉田泰之

日笠親績 藤田和寿 倉信耕爾

恩田健史 頼田孝男 藤原義夫

４ 母性健康管理指導医（至Ｈ２２．６．３０）

竹内 薫

〔厚生労働省中国四国厚生局〕

１ 中国地方社会保険医療協議会委員（至Ｈ２３．

９．３０）

岡本公男

〔中国四国厚生局鳥取事務所〕

１ 保険指導医（至Ｈ２３．３．３１）

内 科：長谷川晴己 坂本雅彦

吉田明雄 古城治彦

下田光太郎 田村矩章

外 科：谷田 理 岸 清志

渡辺賢司

整形外科：福島 明 阿藤孝二郎

鱸 俊朗

小 児 科：白石眞博 奈良井栄

耳鼻咽喉科：藤田和寿 竹内裕美

精 神 科：田中 潔

眼 科：伊藤久太朗 山�厚志

皮膚泌尿器科：葉狩良孝 江川尚男

泌尿器科：井上明道

〔鳥取大学〕

１ 鳥取大学地域学部倫理審査委員会委員（至

Ｈ２２．１１．３０）

岡本公男

２ 国立大学法人鳥取大学経営協議会委員（至

Ｈ２３．３．３１）

岡本公男

〔鳥取大学医学部附属病院〕

１ 鳥取県がん診療連携協議会委員（任期：未

定）

岡本公男 吉中正人

〔鳥取県警察本部：警務課〕

１ 鳥取県留置施設視察委員会委員

松浦喜房（至Ｈ２２．５．３１終了）

→瀧田親友朗（至Ｈ２３．５．３１）

〔鳥取県警察本部：警察県民課〕

１ 鳥取県犯罪被害者支援連絡協議会副会長

（任期：未定）

谷口直樹（事務局長）

〔鳥取刑務所〕

１ 視察委員会委員（至Ｈ２３．３．３１）

谷口昌弘

各種団体

〔鳥取県社会保険診療報酬支払基金〕

１ 鳥取県社会保険診療報酬支払基金幹事会幹

事（至Ｈ２２．８．３１）

岡本公男

２ 鳥取県社会保険診療報酬請求書審査会委員

（至Ｈ２３．５．３１）

「学識経験者」

◎長谷川晴己 小田 大 坂本雅彦

濱崎尚文 奈良井栄 吉津法爾

山家 武 田中孝幸 ○阿藤孝二郎

村上 敏 竹内裕美 恩田健史

「保険者代表」

鰤岡直人 中安弘幸 工藤浩史

光延文裕 中岡明久 助川鶴平

江川尚男 森下嗣威 鱸 俊朗

井上明道 山�厚志 竹内 薫

松木 勉
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「診療担当者代表」

横濱雄介 横濱雄介 生駒義人

吉田明雄 宮本二郎 谷口昌弘

松浦順子 尾�眞人 米川正夫

梅澤潤一 麻木宏栄 庄司公平

◎委員長 〇副委員長

〔社会福祉法人恩賜財団済生会支部鳥取県済生

会〕

１ 鳥取県済生会境港総合病院評議員（至Ｈ２３．

１１．１７）

野坂美仁

〔鳥取県看護協会〕

１ 鳥取県看護職員確保対策連絡協議会委員

（至Ｈ２３．３．３１）

明穂政裕

〔鳥取県公衆衛生協会〕

１ 鳥取県公衆衛生協会理事（至Ｈ２４．６．８）

岡本公男 渡辺 憲 天野道麿

〔鳥取県社会福祉協議会〕

１ 鳥取県社会福祉協議会介護実習普及セン

ター運営委員会委員

野島丈夫（至Ｈ２２．３．３１終了）

２ 福祉サービス運営適正化委員会委員（至Ｈ

２２．８．３１）

柏木 徹

３ 生活福祉資金貸付審査等運営委員会委員

谷口昌弘（至Ｈ２２．３．３１終了）

→谷口玲子（至Ｈ２４．３．３１）

４ 地域福祉権利擁護事業・契約締結審査会委

員（至Ｈ２３．１０．３１）

高田耕吉

〔鳥取県町村職員退職手当組合〕

１ 鳥取県町村非常勤職員公務災害補償等審査

会委員（至Ｈ２３．３．３１）

岡本公男

〔鳥取県保健事業団〕

１ 役員（至Ｈ２３．３．３１）

理事長 岡本公男

理 事 宮�博実（至Ｈ２２．３．３１終了）

→岡田克夫

〔財団法人結核予防会鳥取県支部〕

１ 財団法人結核予防会鳥取県支部支部長（至

Ｈ２３．３．３１）

岡本公男

〔鳥取県学校保健会〕

１ 学校保健会評議員（至Ｈ２２．３．３１）

会 長 岡本公男

理 事 天野道麿 笠木正明

２ 学校安全表彰審査会委員（至Ｈ２２．３．３１）

岡本公男（学校保健会長） 笠木正明

〔独立行政法人日本スポーツ振興センター〕

１ 独立行政法人日本スポーツ振興センター広

島支所業務運営委員会委員（至Ｈ２３．３．３１）

明穂政裕

〔鳥取県国民健康保険団体連合会〕

１ 鳥取県国民健康保険団体連合会理事（至Ｈ

２３．６．９）

岡本公男

２ 鳥取県国民健康保険団体連合会介護給付費

審査委員会委員

谷口玲子（至Ｈ２２．４．３０終了）

神谷 剛 杉山長毅（至Ｈ２４．４．３０）

３ 鳥取県国民健康保険団体連合会介護サービ

ス苦情処理委員会委員（至Ｈ２４．３．３１）

吉田眞人

４ 常務処理審査委員（至Ｈ２３．５．３１）

植木壽一

〔財団法人鳥取県国際交流財団〕

１ 財団法人鳥取県国際交流財団理事（至Ｈ２４．

３．３１）

神鳥高世（至Ｈ２２．３．３１終了）

→岡田克夫

〔財団法人暴力追放鳥取県民会議〕

１ 財団法人暴力追放鳥取県民会議理事（至Ｈ

２４．３．３１）

岡本公男

〔財団法人鳥取県環境管理事業センター〕

１ 財団法人鳥取県環境管理事業センター参与

（至Ｈ２３．５．３１）

岡本公男

〔財団法人鳥取県臓器バンク〕

１ 財団法人鳥取県臓器バンク副理事長（至Ｈ

２３．３．３１）

岡本公男

〔鳥取県人権文化センター〕

１ 鳥取県人権文化センター理事（至Ｈ２３．３．

３１）

岡本公男

〔鳥取県薬剤師会〕

１ 鳥取県薬剤師会薬事情報センター運営委員

（至Ｈ２４．３．３１）

富長将人
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〔鳥取県精神保健福祉協会〕

１ 鳥取県精神保健福祉協会理事（至Ｈ２３．３．

３１）

岡本公男

〔鳥取産業保健推進センター〕

１ 鳥取産業保健推進センター運営協議会会長

（至Ｈ２３．３．３１）

岡本公男

〔鳥取県後期高齢者医療広域連合〕

１ 鳥取県後期高齢者医療懇話会委員（至Ｈ２３．

３．３１）

天野道麿

〔鳥取県立図書館〕

１ 県民のための健康情報サービス委員会委員

明穂政裕（至Ｈ２２．３．３１終了）

→岡田克夫（至Ｈ２３．３．３１）

〔日本医師会〕

１ 日本医師会定款・諸規程検討委員会副委員

長（至Ｈ２２．３．３１）

岡本公男

２ 日本医師会勤務医委員会副委員長（至Ｈ２２．

３．３１）

渡辺 憲

３ 日本医師会救急災害医療対策委員会委員

（至Ｈ２２．３．３１）

野島丈夫

４ 日本医師会社会保険診療報酬検討委員会委

員（至Ｈ２２．３．３１）

富長将人

５ 日本医師会基本診療科のあり方に関するプ

ロジェクト委員会委員（至Ｈ２２．３．３１）

富長将人

６ 日本医師会地域医療対策委員会委員（至Ｈ

２２．３．３１）

宮�博実

７ 日本医師会学校保健委員会委員（至Ｈ２２．

３．３１）

笠木正明

８ 日本医師・従業員国民年金基金第７期代議

員（至Ｈ２２．３．３１）

瀬川謙一

〔その他〕

１ 山陰救急医学会幹事（任期：未定）

野島丈夫

２ 日本救急医学会中国四国地方会評議員（至

Ｈ２２．３．３１）

野島丈夫

３ 若年者心疾患対策協議会役員（任期：未定）

顧 問 岡本公男

理 事 坂本雅彦

評議員 西村元延 奈良井栄

星加忠孝

４ 鳥取県柔道整復師会顧問

岡本公男

５ 鳥取県鍼灸師会顧問

岡本公男

６ 鳥取県難病医療連絡協議会委員（至Ｈ２２．

３．３１）

安部喬樹

１０．各種会合について
本年３月末日までに開催された総会、代議員

会、その他各種会合は次のとおりである。

１ 総 会（１回）

平成２１年度定例総会は、平成２１年７月４日

（土）、午後４時３０分から鳥取県医師会館に

おいて開催し、平成２０年度庶務、事業概況に

関する報告並びに平成２０年度決算について、

これを承認された。

また、鳥取県医師会長表彰、鳥取医学賞並

びに特別講演「社会保障の課題」（講師：参

議院議員 西島英利先生）を行い盛会であっ

た。詳細は、会報第６４９号へ掲載した。

２ 代議員会（３回）

１）第１７９回（臨時）代議員会 平成２１年７

月４日、県医師会館において開催し、平成

２０年度鳥取県医師会収入支出決算５議案等

について承認した。詳細は、会報第６５０号

へ掲載した。

２）第１８０回（臨時）代議員会 平成２２年２

月１８日、ホテルニューオータニ鳥取におい

て開催し、任期満了に伴う役員選挙を行っ

た。詳細は、会報第６５７号へ掲載した。

３）第１８１回（定例）代議員会 平成２２年３

月６日、県医師会館において開催し、平成

２２年度鳥取県医師会事業計画、予算等８議

案について原案どおり承認可決した。詳細

は、会報第６５８号へ掲載した。

３ 常任理事会及び理事会

本年３月までに開催した常任理事会は１１回、

理事会は１２回、日常会務の処理及び当面の重

要問題の執行について協議を行った。

なお、緊急を要する問題については、必要
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により担当理事打合会を開催し、会務運営に

万全を期した。また、理事会会議記録等につ

いては、県医師会報及び県医師会メーリング

リスト並びにホームページ（会員用）への掲

載を以て、概要の周知を図った。

４ 会議メモ

４月９日 第１回理事会

〃 三師会主催観桜会

１１日 日本消化器がん検診学会中国四国

地方会・中国四国地方胃集検の会

準備打合会

１６日 生涯教育委員会

〃 女性医師懇談会

１９日 鳥取県鍼灸マッサージ師会通常総

会

２２日 日本消化器がん検診学会中国四国

地方会・中国四国地方胃集検の会

準備打合会

２３日 若年者心臓検診対策専門委員会

２５日 第２０８回鳥取健医師会公開健康講

座

２８日 豚インフルエンザに対応する医療

体制検討会

３０日 第１回常任理事会

〃 健保指導計画打合会

５月７日 産業医部会運営委員会

〃 平成２１年度日本産婦人科医会鳥取

県支部総会

１２日 鳥取県後期高齢者医療懇話会

１４日 鳥取県臓器バンク理事会

〃 学校医部会運営委員会

１６日 平成２１年度全国国民健康保険組合

協会中国・四国支部総会、委託研

修会

１７日 新型インフルエンザ対策に関する

県との打合せ会

〃 日本産婦人科医会鳥取県支部理事

会

２１日 第２０９回鳥取県医師会公開健康講

座

〃 第２回理事会

〃 生活保護法による指定医療機関個

別指導計画打合せ会

２６日 鳥取県保健事業団理事会

〃 犯罪被害者支援連絡協議会総会

２８日 第３回都道府県医師会公益法人制

度改革担当理事連絡協議会

３０日 日本医師会女性医師支援セン

ター・シンポジウム

６月４日 第２回常任理事会

〃 第４０回鳥取県健康対策協議会理事

会

６日 中国四国医師会長会議

〃 中国四国医師会連合常任委員会

〃 中国四国医師会連合分科会

７日 中国四国医師会連合総会

９日 鳥取大学関連管理型病院協議会

１３日 春季医学会

〃 世界禁煙デー記念講演会

１６日 都道府県医師会長協議会

〃 養護教諭研修

１７日 鳥取県病院協会定期総会

１８日 第３回理事会

〃 鳥取産業保健推進センター運営協

議会

〃 鳥取県がん診療連携拠点病院推薦

検討委員会

〃 第２１０回鳥取県医師会公開健康講

座

１９日 鳥取大学経営協議会

〃 鳥取大学学長選考会議

２５日 広報委員会・会報編集委員会合同

委員会

〃 鳥取県矯正事業後援会役員総会

２８日 鳥取外傷セミナー

〃 鳥取県看護協会通常総会

７月２日 第３回常任理事会

〃 鳥取県産業安全衛生大会

〃 国保連合会との懇談会

４日 第１７９回鳥取県医師会（臨時）代

議員会

〃 鳥取県医師会定例総会

９日 鳥取県健康対策協議会胃がん対策

専門委員会

〃 第４０回日本消化器がん検診学会中

国四国地方会・第４０回中国四国地

方胃集検の実行委員会

〃 薬事情報センター運営委員会

１１日 医師国保監事会

〃 医師国保理事会

１２日 医師会活動説明会

〃 第１回産業医研修会
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１２日 日本医師会がん対策推進協議会

１３日 鳥取県がん診療連携協議会

１６日 第４回理事会

〃 鳥取県看護師養成のあり方に関す

る懇話会

〃 鳥取県学校保健会定例理事会・評

議員会

〃 第２１１回鳥取県医師会公開健康講

座

１７日 鳥取県自殺対策協議会

１８日 鳥取県健康対策協議会がん登録対

策専門委員会

２３日 鳥取県医療審議会

〃 かかりつけ医と精神科医との連携

会議

２４日 県民のための健康情報サービス委

員会

２５日 第５回男女共同参画フォーラム

〃 中国四国医師国保組合連絡協議会

２６日 地域医療再生基金に係る協議会

２８日 鳥取県公衆衛生協会理事会

３０日 鳥取県健康対策協議会生活習慣病

対策専門委員会

〃 鳥取県地域医療対策協議会

８月１・２日 第２２回全国有床診療所連絡協

議会総会

〃 医師会活動説明会

６日 第４回常任理事会

〃 医師国保組合会

９日 鳥取県公衆衛生学会

１０日 鳥取県防災関係機関情報交換会

１１日 鳥取県立病院運営評議会

１９日 都道府県医師会有床診療所担当理

事連絡協議会

２０日 第５回理事会

〃 第２１２回鳥取県医師会公開健康講

座

２０・２１日 第５３回社会保険指導者講習会

２２日 鳥取県健康対策協議会乳がん対策

専門委員会

２３日 医療情報研究会

２５日 鳥取県がん診療連携拠点病院推薦

検討委員会

〃 感染症危機管理対策委員会実務者

会議

２７日 鳥取県健康対策協議会肺がん対策

専門委員会

２７日 鳥取県医療機関厚生年金基金理事

会・代議員会

２９日 鳥取県健康対策協議会大腸がん対

策専門委員会

〃 中国四国医師会共同利用施設連絡

協議会

３０日 鳥取県糖尿病推進会議従事者講習

会

９月１日 鳥取県がん対策推進協議会

３日 第５回常任理事会

〃 鳥取県健康対策協議会子宮がん対

策専門委員会

５日 山陰救急医学会評議員会

〃 鳥取県肝炎対策協議会・鳥取県健

康対策協議会肝臓がん対策専門委

員会

８日 鳥取県がん征圧大会

１０日 第３１回産業保健活動推進全国会議

〃 結核予防全国大会運営委員会

〃 鳥取県准看護師試験委員会

〃 鳥取県生活習慣病検診等管理指導

協議会総合部会

〃 鳥取県健康づくり文化創造推進県

民会議

〃 第２１２回鳥取県医師会公開健康講

座

１１日 鳥取県健康づくり文化創造推進県

民会議の健康栄養専門会議

〃 鳥取県医療安全推進協議会

〃 中国四国医師会事務局長会議

１４日 医療と医政研究会

１５日 都道府県医師会長協議会

〃 鳥取県インフルエンザワクチン対

策委員会・鳥取県抗インフルエン

ザウイルス薬対策委員会

１７日 第６回理事会

〃 第２１３回鳥取県医師会公開健康講

座

２４日 鳥取県健康対策協議会日本消化器

がん検診学会中国四国地方会実行

委員会

２６日 健康フォーラム２００９

２７日 第２回産業医研修会

２９日 鳥取県地域医療対策協議会

３０日 女性医師等相談事業連絡協議会
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１０月１日 第６回常任理事会

〃 土曜会（報道各社支局長）との懇

談会

３日 中国四国医師会連合常任委員会

〃 中国四国医師会連合各種研究会

４日 中国四国医師会連合医学会

６日 第３回鳥取大学経営協議会

〃 鳥取県医療審議会

７日 鳥取県看護師養成のあり方に関す

る懇話会

８日 鳥取県社会福祉審議会

〃 鳥取県産業保健協議会

〃 鳥取医学雑誌編集委員会

１５日 第７回理事会

〃 第２１３回鳥取県医師会公開健康講

座

２０日 中国四国医師会連合常任委員会

２１日 地方社会保険医療協議会

２２日 ドクターヘリ運行に係る関係者会

議

〃 社会保障部常任委員会

２３日 第２回鳥取県後期高齢者医療懇話

会

２４・２５日 指導医のためのワークショッ

プ

２５日 中国四国医師会連合連絡会

〃 日本医師会臨時代議員会

２８日 鳥取県心といのちを守る県民運動

会議

２９日 鳥取県自動車保険医療連絡協議会

１１月１日 鳥取県健康対策協議会心臓疾患精

密検査従事者講習会

〃 第１回学校医・学校保健研修会

５日 第７回常任理事会

〃 鳥取県糖尿病対策推進会議

８日 第３回産業医研修会

１２日 都道府県医師会税制担当理事連絡

協議会

〃 鳥取県教育委員会との連絡協議会

〃 鳥取大学医学部附属病院がんセン

ター改修竣工記念式典

〃 鳥取大学関連管理型病院協議会

１３日 中国四国学校保健担当理事連絡会

議

１４日 全国学校保健・学校医大会

〃 「世界糖尿病デー」in鳥取・仁風

閣ブルーライトアップ点灯式

１５日 秋季医学会

１９日 第８回理事会

〃 第２１４回鳥取県医師会公開健康講

座

〃 都道府県医師会生涯教育担当理事

連絡協議会

２０日 鳥取県メディカルコントロール協

議会

〃 鳥取大学創立６０周年記念式典

２１日 全国医師会事務局連絡会

２６日 武見セミナー帰国報告会

〃 伊藤文利先生叙勲祝賀会

２７日 全国メディカルコントロール協議

会連絡会

２８日 全国医師会勤務医部会連絡協議会

〃 有床診療所協議会設立発起人会

１２月３日 感染症危機管理対策委員会

〃 第８回常任理事会

４日 都道府県医師会勤務医担当理事連

絡協議会

５日 平成２１年度家族計画・母体保護法

指導者講習会

６日 臨床検査精度管理調査報告会

〃 メンタルヘルス対策及び過重労働

による健康障害防止対策に係る研

修会

８日 鳥取大学経営協議会

１０日 健対協疾病構造の地域特性対策専

門委員会

〃 かかりつけ医と精神科医との連絡

会議

〃 日本消化器がん検診学会中国四国

地方会実行委員会

１３日 日本医師会医療事故防止研修会

１７日 第９回理事会

〃 第２１５回鳥取県医師会公開健康講

座

〃 都道府県医師会医事紛争担当理事

連絡協議会

〃 鳥取県がん診療連携協議会

１９日 鳥取県健康対策協議会乳がん対策

専門委員会

２０日 全国医師会共同利用施設臨時総会

２１日 鳥取県健康づくり文化創造推進県

民会議
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２３日 中国四国医師会救急担当理事連絡

協議会

２４日 生涯教育委員会

〃 医師会立看護高等専修学校連絡協

議会

１月５日 心といのちを守る県民運動

７日 第１０回理事会

〃 第６１回医療懇話会

１４日 鳥取県臨床検査精度管理委員会

１７日 全国有床診療所協議会中国四国ブ

ロック会役員会

１８日 鳥取県後期高齢者医療懇話会

〃 鳥取県看護師養成のあり方に関す

る懇話会

１９日 第３回都道府県医師会長協議会

〃 日本医師連盟執行委員会

〃 県民のための健康情報サービス委

員会

２１日 第９回常任理事会

〃 鳥取県健康対策協議会公衆衛生活

動対策専門委員会

〃 鳥取県学校保健会学校保健及び学

校安全表彰審査会

〃 第２１６回鳥取県医師会公開健康講

座

２２日 結核予防全国大会第２回運営委員

会

２３日 鳥取県健康対策協議会母子保健対

策専門委員会

〃 女性医師支援センター事業ブロッ

ク別会議

２４日 中国四国医師会長会議

２６日 第２回県立病院運営評議員会

３０日 共済会運営委員会

〃 社会保障部委員会総会

２月４日 第１０回理事会

〃 鳥取県健康対策協議会胃がん対策

専門委員会

５日 医療政策シンポジウム

〃 日本消化器がん検診学会中国四国

地方会幹事会

６・７日 日本消化器がん検診学会中国

四国地方会、中国・四国地方胃集

検の会

〃 日本糖尿病対策推進会議

９日 ドクターヘリ運航に係る県内関係

者会議

１１日 学校医・学校保健研修会

１２日 都道府県医師会産業保健担当理事

連絡協議会

１３日 鳥取県健康対策協議会肝臓がん対

策専門委員会

１３・１４日 平成２１年度日本医師会医療情

報システム協議会

１４日 鳥取県健康対策協議会子宮がん対

策専門委員会

１８日 第１１回理事会

〃 第１８０回臨時代議員会

〃 第１２３回鳥取県医師国保組合臨時

組合会

〃 第２１７回鳥取県医師会公開健康講

座

２０日 鳥取県健康対策協議会肺がん対策

専門委員会

〃 学校保健講習会

２１日 母子保健講習会

２３日 新型インフルエンザ医療対応連絡

会議（TV会議）

〃 第４期鳥取県介護保険事業支援計

画及び老人福祉計画策定・推進委

員会

２５日 鳥取県健康対策協議会大腸がん対

策専門委員会

〃 第２回鳥取県医師国保組合監事会

〃 第３回鳥取県医師国保組合理事会

２６日 都道府県医師会事務局長連絡会

２７日 鳥取県健康対策協議会生活習慣病

対策専門委員会

３月２日 鳥取県保健事業団理事会

４日 第１１回常任理事会

〃 禁煙指導対策委員会

〃 鳥取県准看護師試験委員会

〃 看護職員確保対策連絡協議会

〃 都道府県医師会社会保険担当理事

連絡協議会

６日 第１８１回定例代議員会

１０日 鳥取県麻しん対策会議（TV会議）

１１日 鳥取産業保健推進センター運営協

議会

〃 感染症危機管理対策協議会

〃 鳥取県生活習慣病検診管理指導協

議会総合部会
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１１日 点数改正打合せ会

１３日 医師国保組合会

１８日 鳥取県医療機関厚生年金基金理事

会・代議員会

〃 第２１８回鳥取県医師会公開健康講

座

〃 結核予防全国大会（１９日まで）

２０日 医事紛争処理委員会

〃 医療安全対策委員会

２３日 鳥取県臓器バンク理事会

２５日 第１２回理事会

〃 鳥取県国際交流財団理事会

〃 鳥取県結核対策委員会

〃 鳥取県健康づくり文化創造推進県

民会議

〃 鳥取県健康対策協議会地域医療研

修及び健康情報対策専門委員会

２６日 鳥取大学経営協議会

〃 鳥取大学学長選考会議

２７日 労災保険診療指定医療機関研修会

〃 次期日本医師会会長選挙立候補予

定者政策演説会

２９日 鳥取県DMAT連絡協議会

３１日 中国四国医師会連合常任委員会並

びに連絡会

１１．公益法人
１ 都道府県医師会公益法人制度改革担当理事

連絡協議会

平成２１年５月２８日、日医会館において開催

され、岡本会長、明穂理事、辻田西部理事、

谷口事務局長、地区医師会事務局担当者が出

席した。

手塚一男弁護士（日医参与）より、「新公

益法人制度対応の日本医師会定款変更案」に

ついて各条文の変更内容やその意義などにつ

いて解説がなされた後、事前に寄せられてい

た質問に対して回答があった。また、日本医

師会における今後の作業予定と新公益法人制

度説明等について報告があった。

現行の日医の定款と大きな変更はないが、

一番のポイントは代議員を法人法上の「社員」

とし、代議員会を「社員総会」とすることで、

現在の総会は廃止となることである（一般も

同様）。予算・事業計画は理事会で承認を経

た後に３月頃の臨時代議員会に報告する。ま

た、現在１０月末に開催されている定例代議員

会は、事業終了後３か月以内に開催しなけれ

ばならないため、６月末に開催して決算承

認・事業報告、役員選任（２年に１回）を行

う。

なお、前回理事会で保留事項となっていた、

新公益法人制度に関する日医の出前説明会は

鳥取県では開催しないこととした。

詳細は、会報第６４８号に掲載した。

１２．会員名簿発行について
平成２１年６月１日現在にて１，７００部発行、全

会員並びに関係諸方面に配付した。

なお、平成１７年４月１日より個人情報保護法

が施行されたことにより、個人情報の不正な流

出を防ぐため、配布時に文書で会員名簿の取り

扱いについて厳重に管理（処分を含む）してい

ただくようお願いした。

経 理 関 係

１．平成２０年度歳入・歳出決算について
平成２０年度一般会計及び特別会計決算並びに

財産目録等について、平成２１年６月１８日、県医

師会館において清水、笠置両監事によって厳正

なる監査が行われ、いずれも適正妥当であった

ことが認められた。

次いで、７月４日開催の第１７９回（臨時）代

議員会において承認された。

２．平成２１年度会費減免について
平成２１年度会費減免については、第１７８回（定

例）代議員会、第１７９回（臨時）代議員会［追

加分］及び第１８１回（定例）代議員会［追加分］

において申請どおり承認になった。減免申請の

内訳は次のとおりである。

会費免除会員……１５１名（高齢１０４名、傷病４

名、研修医４３名）

３．平成２２年度歳入・歳出予算について
平成２２年度予算については、平成２２年３月６

日開催の第１８１回（定例）代議員会において原

案どおり可決され、４月１日から施行する。

また、本会特別会計については下記の如く認

められており、各予算はそれぞれの事業推進の
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費途に充てられている。

１ 共済会

２ 鳥取県医師会会館修繕積立金会計

３ 生命保険取扱特別会計

医療安全対策・自浄作用活性化対策、診療情報提供の推進

１．医療安全対策
１ 医療安全対策委員会

平成２２年３月２０日、県医師会館において開

催した。最初に、虎井副委員長（県立中央病

院副院長兼看護局長）より、県立中央病院に

おける医療安全委員会の取組みについて説明

があった後、意見交換を行った。次に、岩垣

県医療指導課長より、鳥取県医療安全支援セ

ンターの相談状況等についての報告、岡本会

長より、日医「医療事故削減戦略システム～

事例から学ぶ医療安全～」の解説があった。

今後は県との合同で医療安全研修会を開催す

る予定である。内容の詳細については、会報

第６５８号に掲載した。

２ 鳥取県医療安全対策協議会

平成２１年９月１１日、県庁において開催され、

宮�常任理事が出席した。主な議事として、

「医療安全支援センターと鳥取県の医療安全

対策」「医療相談窓口の対応状況」「病院の医

療相談窓口」「医療機関の医療事故報告」な

どについて報告があった後、対応に苦慮した

相談受付事例について協議、意見交換が行わ

れた。相談件数は、インフォームドコンセン

トの普及や医療機関の相談窓口の充実により

年々減少している。県内４５病院すべてに医療

相談窓口が設置されており、また、モンス

ターペイシェント対策として、警察OBを採

用し対処している病院があり、医師に安心感

が出ているとのことであった。

医学医術の研究奨励及び生涯教育関係

１．医 学 会
１ 春季医学会（学会長：鳥取県立中央病院長

武田 倬先生）

平成２１年６月１３日（土）午後３時３０分より

鳥取市・鳥取県医師会館において、鳥取県医

師会主催、鳥取県立中央病院・東部医師会共

催により開催した。（出席者５７名）

１）研究発表……２３題

２）特別講演

「頭頸部外科からみた甲状腺治療」

講師 鳥取大学医学部感覚運動医学

講座耳鼻咽喉・頭頸部外科学

分野教授 北野博也先生

また、この学会より、今後の医学会開

催の参考資料とするため、出席者に開催

希望日・学会構成・学会の感想・希望の

テーマ・意見などのアンケート調査を実

施した。（回収２６枚）

春季医学会抄録は、鳥取医学雑誌第３７

巻１・２号へ掲載した。

２ 秋季医学会（学会長：済生会境港総合病院

院長 稲賀 潔先生）

平成２１年１１月１５日（日）午前９時２５分より、

米子市・西部医師会館において、鳥取県医師

会主催、済生会境港総合病院・西部医師会共

催により開催した。（出席者４１名）

１）研究発表……１５題

２）特別講演

「中小医療機関～診療所等における医療

安全の考え方」

講師 京都大学医学部附属病院医療

安全管理室室長

長尾能雅先生

３）アンケート回収 １４枚

秋季医学会抄録は、鳥取医学雑誌第３７巻

３・４号へ掲載した。

２．日本医師会生涯教育制度への参加について
昭和６２年度より本制度として始まった「日医

生涯教育制度」も本年で２２年目となった。内容

は平成２０年度実施要項を踏襲している。

なお、平成２２年度より日本医師会生涯教育制

度実施要綱が改正されることとなった。
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１ 平成２０年度申告状況（一括申告制を採用）

全県：８６．５％（前年度比２．６％増）

（東部８３．２％ 中部８９．１％ 西部８８．４％ 鳥

大８３．３％）

このうち、修了証取得者（評価基準：参加

証明、記録により年間１０単位以上の単位取得

者）は５０３名で、地区医師会経由送付した。

また、平成１８年度から２０年度までの３年連

続して「生涯教育修了証」を取得した方に交

付される日本医師会長の「認定証」交付者は、

１２９名（このうち新規取得者２２名）であった。

２ 生涯教育委員会

１）平成２１年４月１６日、県医師会館において

開催した。平成２０年度事業と都道府県医師

会生涯教育担当理事連絡協議会の報告が

あった後、�平成２１年度春季医学会開催

�平成２０年度日医生涯教育制度 �日医生

涯教育カリキュラム〈２００９〉の活用 �平

成２１年度日医生涯教育講座（案） �平成２１

年度秋季医学会開催 �平成２２年度春季医

学会開催 �日医生涯教育協力講座 	鳥

取県医師会主催による第４回日医「指導医

のための教育ワークショップ」 
医師国

家試験問題の公募、などについて協議、意

見交換を行った。

なお、本会主催による日医「指導医のた

めの教育ワークショップ」を平成２１年１０月

２４・２５日（土・日）県医師会館において開

催することとした。

また、日医より３テーマについて日医生

涯教育協力講座として企画するよう依頼が

あったが、スポンサーのついた企画である

ため、本会として開催することは好ましく

ないとした。

詳細は、会報第６４７号へ掲載した。

２）平成２１年１２月２４日、県医師会館において

開催した。１１月１９日に日医会館において開

催された日医生涯教育担当理事連絡協議会

の報告後、この度改正された平成２２年度日

医生涯教育制度について協議、意見交換を

行った。主な改正点は、�生涯教育カリ

キュラム〈２００９〉の８４のテーマにカリキュ

ラムコードを付与したこと �連続する３

年間で生涯教育カリキュラム〈２００９〉のう

ち３０単位以上、かつ３０カリキュラムコード

以上の取得者に認定証を発行すること �

認定証には有効期限３年間を明記したこと

�１年ごとに発行していた修了証は発行せ

ずに学習単位取得証を発行すること、など

である。

また、栃木県医師会より実施を平成２３年

度からにして頂きたいとの意見が出され、

改めて平成２２年度から実施するかどうかア

ンケートが届いた。本会としては、「平成

２２年度からの実施は日医の組織としての正

式な過程を経て決定されたものであるので、

平成２２年４月から実施するが、カリキュラ

ムコードのつけ方の明確な解説など、細か

い点で改善が必要なものもあること。」「自

己申告を基本にした研修方式を、学ぶ医師

の姿として社会が認識してもらえる力にな

るか疑問であり、またこれまでのような多

くの医師が新制度に参加してくれるか等の

問題点もあり、速やかに検討して欲しいこ

と。」と回答した。

詳細は、会報第６５５号へ掲載した。

３ 「日本医師会生涯教育講座」の開催について

本年度は次のとおり開催した。

２１．６．１３ 鳥取県医師会春季医学会

７．４ 鳥取県医師会定例総会（特別

講演）

７．１２ 第１回鳥取県医師会産業医研

修会

９．２７ 第２回鳥取県医師会産業医研

修会

１０．２４―２５第４回指導医のための教育

ワークショップ

１１．１ 第１回学校医・学校保健研修

会、新任学校医・新任養護教

諭合同研修会

１１．８ 第３回鳥取県医師会産業医研

修会

１１．１５ 鳥取県医師会秋季医学会

２２．２．１１ 第２回鳥取県医師会学校医・

学校保健研修会

４ 第４回日本医師会「指導医のための教育

ワークショップ」（鳥取県医師会主催）開催

について

平成１６年４月より新医師臨床研修制度が発

足したことにより、医学生・研修医を指導す

る会員が指導医としての教育能力を培うこと

を目的として次のとおり開催した。
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日 時 平成２１年１０月２４日（土）

９：００～２５日（日）１６：３０

場 所 鳥取市戎町３１７番地

「鳥取県医師会館」

宿泊先 鳥取市戎町４７１番地

「鳥取シティホテル」

方 法 １泊２日の合宿形式によるワーク

ショップ

参加者 鳥取県医師会員

第１日；２０名 第２日；１９名

２日間修了者１９名に対し、日本医

師会長・厚生労働省医政局長・鳥

取県医師会長連名の修了証を発行

参加費 ５，０００円

ワークショップスタッフ

� ディレクター

武田 倬 鳥取県医師会理事（生

涯教育担当）

渡辺 憲 鳥取県医師会常任理事

（ 〃 ）

重政 千秋 鳥取県医師会理事

（ 〃 ）

宮� 博実 鳥取県医師会常任理事

� チーフタスクフォース

伴 信太郎 名古屋大学医学部附属

病院総合診療部教授

� タスクフォース

向原 茂明 長崎県福祉保健部参事

監

福井 道彦 大津市民病院救急診療

科・集中治療部部長

内田 博 鳥取県立中央病院麻酔

科部長

その他

主 催 鳥取県医師会、鳥取県（鳥取県

委託事業）

日医生涯教育制度取得単位 １０単位

３．鳥取大学及び医学諸団体との連絡強調
１ 鳥取大学経営協議会

１）平成２１年６月１９日、鳥取大学において開

催され、岡本会長が出席した。主な議事と

して、学長選考会議委員の推薦、第２期中

期目標・中期計画の策定、平成２０年度決算

及び業務実績報告、平成２２年度概算要求、

などについて協議、意見交換が行われた。

鳥取大学の運営状況は順調であるとのこと

であった。また、決算剰余金会計予算に係

る決算と法人化に伴う承継剰余金会計予算

に係る決算、平成２０年度資金運用実績、平

成２１年度補正予算、などについて報告が

あった。

２）平成２１年１０月６日、鳥取大学において開

催され岡本会長が出席した。主な議事とし

て、目的積立金（全学分）の執行計画、平

成２１年度第１次学内補正予算、平成２０年度

鳥取大学の財務分析、医学部附属病院の現

状と課題、平成２２年度医学部医学科入学定

員の増員、などについて協議、意見交換が

行われた。鳥取大学の経営状況は大変順調

とのことである。

３）平成２１年１２月８日、鳥取大学において開

催され、岡本会長が出席した。主な議事と

して、平成２１年度第２次学内補正予算（案）、

平成２２年度医学部医学科入学定員の増員、

行政刷新会議「事業仕分け」の動向、など

について報告、協議、意見交換が行われた。

鳥取大学の経営状態は非常に良好とのこと

であった。

４）平成２２年３月２６日、鳥取大学において開

催され、岡本会長が出席した。平成２１年度

計画に係る業務の概要実績と大学の動きに

ついて報告があった後、平成２２年度学内当

初予算配分及び計画、超過勤務手当及び年

次有給休暇等と早期退職制度の取扱い、な

どについて協議、意見交換が行われた。

２ 鳥取大学学長選考会議

１）平成２１年６月１９日、鳥取大学において開

催され、岡本会長が経営協議会に引き続き

出席した。主な議事として、議長の選出、

学長選考会議委員に役員を加えることにつ

いて協議し、外部委員６人と学術委員６人

に加えて４人の理事を承認し、合計１６人で

構成することになった。その他、学長候補

者選考手続きなどについて協議、意見交換

が行われた。

２）平成２２年３月２６日、鳥取大学において開

催され、学長候補者選考手続きの見直しに

ついて協議、意見交換が行われた。

３ 鳥取大学関連管理型病院協議会

１）平成２１年６月９日、鳥大医学部附属病院

において開催され、渡辺常任理事が出席し

た。主な議事として、臨床研修制度の見直
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しに伴う研修プログラムの変更や各病院の

現状等について協議、意見交換が行われた。

平成２２年度より鳥大医学部附属病院初期臨

床研修プログラムが原則として１年目に内

科６ヶ月、救急３ヶ月、２年目に地域医療

１ヶ月、外科・小児・産婦・精神・麻酔か

ら２科選択必修となる。また、卒後初期・

後期臨床研修合同説明会を平成２１年６月１９

日に国際ファミリープラザにおいて開催す

るとのことであった。

２）平成２１年１１月１２日、鳥大医学部附属病院

において開催され、渡辺常任理事が出席し

た。

平成２１年度の鳥取大学関連管理型病院の

研修医マッチング状況は、募集定員６８名に

対して２５名（３６．８％）がマッチングした（う

ち２０人が鳥大出身者、前年度より４人減）。

マッチング者数が少ない原因として卒業生

の人数が少なかったこと、山陰の出身者が

少ないこと、などが挙げられる。医学科５

年次生９０名の面談時アンケートによると、

昨年度に比べて鳥大医学部附属病院及び山

陰地方の一般研修病院で初期臨床研修を希

望する者が増えているとのことであった。

また、鳥大医学部附属病院卒後初期・後期

臨床研修合同説明会が平成２１年１１月２７日

（金）に国際ファミリープラザ（米子市）

において開催される。

４ 鳥取県立病院運営評議会

１）平成２１年８月１１日、県庁において開催さ

れ、岡本会長が出席した。主な議事として、

県立病院改革プランの平成２０年度実績及び

計画の修正と患者満足度調査及び職員満足

度調査の結果に基づき、協議、意見交換が

行われた。特に患者満足度においては県立

中央病院、県立厚生病院ともに一生懸命取

り組んでいるが、患者関係者からの指摘は

厳しいものがあって、勤務医や病院側の過

重労働による疲労も勘案すると私はよく

やっていると思った。

２）平成２２年１月２６日、県庁において開催さ

れ、岡本会長が出席した。県立中央病院と

県立厚生病院の各病院改革プランに沿った

平成２１年度決算や平成２２年度以降の経営改

善計画などが示された。厚生病院は慢性的

な医師・看護師不足に悩むため、平成２２年

度までの経営推計では赤字が見込まれるが、

看護師増員に伴う収益増などを見込み、平

成２３年度には黒字化を目指し、今年７月か

ら「７対１看護」体制の導入計画を表明し

たが、看護師数がぎりぎりで病床制限が必

要になるなど、導入については慎重に検討

するとのことであった。また、中央病院は

８年連続の黒字を達成する見込みで地域医

療支援病院の承認に伴う救急医療の受け入

れ強化や地域連携などプランの実現に堅実

に取組むとのことであった。

５ 鳥大医学部附属病院がんセンター改修竣工

記念式典

平成２１年１１月１２日、鳥大医学部附属病院が

んセンターのがん診療の専門施設が整備され

たことに伴い、改修竣工記念式典が行われ、

吉中理事が会長代理として来賓祝辞を述べて

きた。

６ 鳥取大学創立６０周年記念式典

平成２１年１１月２０日、ホテルニューオータニ

鳥取において開催され、会長代理として谷口

事務局長が出席した。記念式典終了後、倉吉

市出身で関東学院大学文学部教授・元文部省

学術国際局長 長谷川善一氏による記念講演

会「現代社会と大学」が行われた。

４．鳥取医学雑誌の発行について
本年度（平成２１年３・６・９・１２月）発行し

た医学雑誌は第３７巻１・２、３・４号で、収載

論文数は総数２３編（内訳：興味ある症例２編、

総説２編、原著６編、症例報告５編、記録８

編）であった。なお、本年度は１・２号（３月・

６月）、３・４号（９月・１２月）は合併号とし

て発行した。

本年度編集委員会は平成２１年１０月８日県医師

会館において開催した。現在の投稿状況につい

て報告があった後、以前より問題となっていた

今後の発行も含めた投稿論文数の減少対策につ

いて協議、意見交換を行った結果、会長名及び

委員長名で研修病院と総合病院に年間２篇くら

いを義務的に投稿していただくことを病院長に

お願いすること、大学医学部には各教室に年間

１篇くらいを義務的に投稿していただくこと、

各研究会でも会長にお願いして原稿依頼するこ

と、今後は編集委員に西部地区の病院から入っ

ていただくこと、内容及び発行回数は現状のま

までいくこと、などの意見が出され、それぞれ
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実施していくこととなった。よって、平成２２年

１月、各病院長、大学各臨床教室教授、各研究

会会長等へ書面にて依頼した。詳細は、会報第

６５３号に掲載した。

地 域 社 会 活 動 対 策

１．鳥取県臨床検査精度管理事業
１ 委員会

１）平成２２年１月１４日、県医師会館において

県医療政策課にも出席いただき、開催した。

平成２１年度実施報告では、平成２１年９月

１３日に８部門（臨床化学、血液、一般、免

疫血清、生理、微生物、細胞学、輸血）で

実施し、参加施設は６２施設であった。各検

査項目の結果について資料をもとに説明が

あった後、意見交換を行った。また、平成

２１年１２月６日、伯耆しあわせの郷において

報告会を開催した。報告書は平成２２年３月

発刊を予定しており、今年度も別に医師向

けに要点をまとめたものを県医師会報に掲

載予定である。

また、平成２２年度事業に向けての課題と

して、統計学的な値と学会等が提示する臨

床判断値が異なる場合があり、統一につい

ては現在、日臨技において全国で共有でき

る基準範囲の設定へ向けて全国規模の調査

が行われており、平成２２年９月頃に公表予

定とのことであった。詳細は、会報第６５６

号に掲載した。

２ 報告会

平成２１年１２月６日、伯耆しあわせの郷にお

いて県臨床検査技師会との共催で開催し、吉

田理事が会長代理として挨拶を述べてきた。

９月に実施したサーベイの結果について、

臨床化学、一般血清、血液、生理、輸血、細

菌、細胞診、免疫血清の各部門で２会場に分

かれて実績報告及び質疑応答が行われた。今

後の予定は、委員会を平成２２年１月１４日（木）

県医師会館において開催する。また、今年度

も医師向けの報告書を別途会報へ掲載する。

２．特定健診・保健指導への対策
１ 特定健診・特定保健指導について

１）平成２１年度特定健康診査・特定保健指導

委託契約書調印

平成２１年４月２日、県医師会館において、

平成２１年度特定健康診査・特定保健指導委

託契約を鳥取県医師会岡本会長と鳥取県の

代表保険者である「全国健康保険協会鳥取

支部」との間で締結した。特定健診基本健

診委託料は８，０００円である。

３．地域保健活動の推進
１ 喫煙健康被害予防対策の取り組みについて

本会ホームページに「禁煙指導医・講演医」

名簿を掲載したほか、次の通り活動した。

１）禁煙指導対策委員会

平成２２年３月４日、県医師会館において

県福祉保健部及び県教育委員会も交え開催

した。各地区医師会及び鳥取県から、講習

会開催状況や禁煙に対する取り組み等につ

いて報告があった後、今後の活動方針につ

いて協議、意見交換を行った。講習会につ

いては昨年度同様、地区医師会において計

画・開催して頂き、本会より講習会等に係

る諸経費を補助することとした。なお、中

国地方は禁煙タクシー実施率が全国で最悪

であり、不完全禁煙は鳥取県だけであるた

め、鳥取県タクシー協会への申し入れを県

との連名で行うこと、厚労省が「受動喫煙」

から労働者を守るため、平成２２年度から職

場の原則禁煙化に乗り出し、飲食店・交通

機関も規制する、などの報告があった。

詳細は、会報第６５８号へ掲載した。

２）「禁煙指導医・講演医」養成のための講

習会

地区医師会との共催により、次のとおり

開催した。

［東部地区］

日 時 平成２１年７月１１日（土）

午後５時～８時

場 所 東部医師会館

鳥取市富安１―６２

演題及び講師

「動機づけ面接法～禁煙する気

のない人への支援スキル～」

新中川病院内科・禁煙外来

加濃正人先生
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出席者 ３０名

日本禁煙学会認定 ５単位

［中部地区］

日 時 平成２１年７月２４日（金）

午後６時３０分～８時

場 所 中部医師会館

倉吉市旭田町１８

演題及び講師

「受動喫煙対策に関する最新情

報」

・受動喫煙防止法で心筋梗塞が

２０％減少・神奈川県の受動喫

煙防止条例・厚労省、受動喫

煙防止対策のあり方に関する

検討会報告書・医・歯学部の

敷地内禁煙の導入状況・地方

自治体の建物内禁煙

産業医科大学産業生態科学研究

所教授 大和 浩先生

出席者 ２２名

［西部地区］

日 時 平成２１年９月５日（土）

午後７時～９時１０分

場 所 西部医師会館

米子市久米町１３６

演題及び講師

「禁煙外来の実際とその考え

方」

日本禁煙学会認定禁煙専門医・

鳥取市安陪内科医院院長

安陪隆明先生

出席者 ３５名

２ 鳥取県がん征圧大会

平成２１年９月８日、倉吉未来中心において、

「忘れない 年に一度のがん検診」をテーマ

に鳥取県・鳥取県医師会・鳥取県保健事業団

の主催で開催され、岡本会長が挨拶を述べた。

知事表彰では、がん検診受診率向上に精励さ

れ、その功績が著しい市町村、他の市町村の

模範となる優れた取組みを行ったのべ７市町

村に対して、「市町村がん検診知事表彰」が

贈呈された。また、対がん事業功労者として

音田正樹先生（倉吉市）と田村矩章先生（西

伯病院長）、結核予防事業功労者として松木

勉先生（鳥取市立病院）に鳥取県保健事業団

理事長感謝状が贈られた。続いて、特別講演

「肺がんをよく知ろう～肺がんにならない、

負けないために～」（中村廣繁 鳥大医学部

附属病院胸部外科長）、タバコをめぐる最新

情報、がんに関するＱ＆Ａが行われた。

４．糖尿病対策
１）平成１７年１２月１日設置した「鳥取県糖尿病

対策推進会議」を、本年度は、平成２１年１１月

５日、県医師会館において開催した。平成２０

～２１年度の地区医師会及び県医師会の活動状

況について報告があった後、平成２１年度の本

推進会議及び行政の取組みについて協議、意

見交換を行った。平成２１年度の取組みでは、

これまでどおり非専門医を対象とした研修

「鳥取県医師会 日常診療における糖尿病臨

床講座」のプログラム立案と講座の開催を地

区医師会で実施して頂く。（本会は、日医支

援金を地区医師会へ送付）一般啓発事業とし

ては、１１月１４日の世界糖尿病デーに鳥取市の

仁風閣をライトアップすることとなったほか、

例年通り、本会公開健康講座を利用して住民

に対し啓発を行うこととし、平成２１年１１月１９

日、「糖尿病の予防と治療」をテーマに推進

会議委員、鳥取大学医学部保健学科成人・老

人看護学講座成人看護学分野教授 池田匡先

生の講演を行った。

行政の取組みとしては、国に地域医療再生

計画を出しており、その中に医療連携体制の

項目をあげており、４疾病（がん、脳卒中、

急性心筋梗塞、糖尿病）についてクリニカル

パスを作ることを協議する予算も盛り込んで

いる。具体的には来年度以降の事業になるが、

糖尿病については本推進会議でも協議したい

とのことであった。詳細は、会報第６５４号に

掲載した。

この他、「鳥取県糖尿病対策推進会議従事

者講習会」の開催、「糖尿病診療一口メモ」

の鳥取県医師会報への隔月掲載（２３年２月ま

で）等を行ったほか、平成２２年２月７日開催

された「第３回日本糖尿病対策推進会議総会」

には武田担当理事が出席し、詳細は会報第

６５７号に掲載した。

２）鳥取県糖尿病対策推進会議従事者講習会

日 時 平成２１年８月３０日（日）

１４：００～１５：２０

場 所 鳥取県医師会館

鳥取市戎町３１７
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出席者 ４４名（内訳；医師３６名 その他

８名）

講 演 「糖尿病死亡率ワーストワンか

らの脱却を目指して」

徳島大学名誉教授・徳島県医師

会糖尿病対策班班長川島病院名

誉院長 島 健二先生

３）「世界糖尿病デー」in鳥取・仁風閣ブルー

ライトアップ（第１回）

この事業は、糖尿病の予防、治療、療養を

喚起する啓発事業として２００７年より世界各地

と国内各地のランドマークを利用して同時に

行われており、鳥取県では初の取組みとして

次の通り開催した。開催にあたっては、行

政・マスコミ等の後援も得、ポスター（Ｂ２

版；１５０枚）、チラシ（Ａ４版；６，０００枚）を

作成して周知した。運営諸経費は、「世界糖

尿病デー実行委員会」より補助を受けた。

期 日 平成２１年１１月１４日（土）

会 場 鳥取市東町２丁目１２１「仁風閣」

日 程 点灯式（式典）；１７：３０～１８：００

ライトアップ時間；１７：４５～

２１：００

入場者 延べ１８０名

主 催 鳥取県糖尿病対策推進会議・日

本糖尿病学会・日本糖尿病協

会・鳥取県医師会

点灯式における挨拶

鳥取県糖尿病対策推進会議・副

委員長（日本糖尿病協会・副理

事長） 武田 倬先生（鳥取県

立中央病院・院長）

鳥取県糖尿病対策推進会議・委

員 藤井秀樹先生（鳥取県福祉

保健部・医療政策監・次長・健

康政策課長）

鳥取県糖尿病対策推進会議・委

員（日本糖尿病協会・鳥取県支

部長） 池田 匡先生（鳥取大

学医学部保健学科・教授・学科

長）

５．情報ネットワークの推進
１ 鳥取県医師会医療情報研究会（日医ITフェ

ア）

平成２１年８月２３日、県医師会館において開

催し、秋元宏日医総研主任研究員による講演

「レセプトオンライン化の動向と日レセ

（ORCA）の取り組み」と質疑応答、を行っ

た。また、１階ロビーにて、�大共、鳥取県

東部医師協同組合、�ファルコバイオシステ

ムズの３社により日医標準レセプトソフト等

の展示、説明、相談コーナーが設けられた。

２ 日本医師会医療情報システム協議会

平成２２年２月１３～１４日、日医会館において、

「医療のIT化、その先にあるもの―光と影

―」をメインテーマに開催され、地区医師会

の関係者とともに出席した。

１４日は、シンポジウム「医師会事務局の

ペーパーレス化はどこまで可能か」、「危機管

理とIT 新型インフルエンザ」が行われた。

１５日は、シンポジウム「医療のIT化、その

先にあるもの―光と影―」、特別講演「医療

のIT化、その先にあるもの」、日医総研から

の報告「日レセの現状報告」「認証局の本格

的稼働について」などが行われた。

詳細は、会報第６５７号へ掲載した。

３ 第２回全国医師会事務局連絡会（しらぬい）

研修会

平成２１年１１月２１日、大分県医師会館におい

て開催され、幅広い地域の地区医師会、県医

師会事務局の職員が参加した。議事として、

�シンポジウム「事務局業務効率化」、日医

総研主任研究員上野智明氏による記念講演

「日レセ（ORCA）とオンラインレセプト請

求」が行われた後、グループ別フリーディス

カッションが行われた。

４ 鳥取県医師会サーバの選定

平成２１年度でリースの満期を迎える鳥取県

医師会サーバ「Webサーバ」「Fileサーバ」

の選定が第１１回理事会で行われた。三社に見

積もりを依頼し検討した結果、�KOAを導

入業者とすることになった。

６．救急医療・防災対策
１ 高度救命処置研修開催事業について（委託

事業）

平成１６年度より、医師、看護師、救急救命

士等を対象とした「高度救命処置研修開催事

業」を鳥取県から委託された。目的はメディ

カルコントロール協議会の中心となる

JPTEC、ACLSの概念の理解を得て、鳥取県

下のインストラクター・プレインストラク

ター等の養成。
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○JPTEC研修会

１）平成２１年６月２８日（日）：鳥取県東部

広域行政管理組合消防局、参加者数２８人

２）平成２１年９月２７日（日）：鳥取県立倉

吉総合看護専門学校、参加者数１２人

３）平成２１年１２月２０日（日）：鳥取大学医

学部保健学科棟、参加者数２９人

○ACLS研修会

１）平成２２年３月２８日（日）：中部医師会

館、参加者数１２人

２ 小児救急地域医師研修事業（委託事業）

平成２１年度は３地区において開催した。

東部：平成２２年２月８日、受講者数３０人

中部：平成２２年２月１０日、受講者数３２人

西部：平成２２年３月４日、受講者数２１人

３ 鳥取県メディカルコントロール協議会連絡

会

１）平成２１年６月１０日、鳥取中部ふるさと広

域連合消防局において開催され、協議会長

として野島副会長が出席した。主な議事と

して、�エピネフリン製剤の投与 �病院

内CPA患者に対する救急救命士の救急処

置 �低体温のCPA傷病者に対する除細

動 �救急救命士の資格を有する救急隊員

の再教育、について協議、意見交換が行わ

れた。

２）平成２１年１１月２０日、倉吉消防署において

開催され、野島副会長が出席した。主な議

事として、消防と医療の連携の推進につい

て協議が行われ、仕組み及び救急搬送・受

入れの円滑な実施を図るためのルールが必

要であることから、「救急搬送・受入れに

関する協議会の設置」と「救急搬送・受入

れの実施基準の策定」を行うことになった。

「救急搬送・受入れの実施基準の策定」で

は、都道府県が傷病者の搬送・受入れの実

施基準を策定して公表し、�傷病者の状況

に応じた適切な医療の提供が行われる医療

機関のリスト �消防機関が�のリストの

中から搬送先医療機関を選定するための基

準 �消防機関が医療機関に対し傷病者の

状況を伝達するための基準 �搬送先医療

機関が速やかに決定しない場合において傷

病者を受け入れる医療機関を確保するため

に消防機関と医療機関との間で合意を形成

するための基準、を設けることとした。

今後、鳥取県では消防法改正に伴い、

「鳥取県救急・医療連携推進協議会（仮

称）」の名称で委員構成を�診療に関する

学識経験者の団体の推薦する者 �医療機

関の管理者又はその指定する医師 �消防

機関の職員 �都道府県の職員 �学識経

験者その他の都道府県が必要と認める者、

とし、さらに検討していくこととなった。

４ 全国メディカルコントロール協議会連絡会

平成２１年１１月２７日、金沢市において開催さ

れ、野島副会長が出席した。本連絡会は、全

国的なメディカルコントロール体制の充実強

化を図ることを目的として開催されているも

のである。

当日は、第１部を「病院前救護の向上とメ

ディカルコントロール協議会」をテーマに�

「救急救命士の今後の業務のあり方」（厚労

省医政局指導課救急・周産期医療等対策室救

急医療専門官 中野公介氏）、�「大阪府メ

ディカルコントロール協議会の現状と課題」

（杉本壽 大阪府救急業務高度化推進連絡協

議会長・大阪府医師会副会長）、�「石川県

MCの現状と問題点」（稲葉英夫 石川県メ

ディカルコントロール協議会長・金沢大学医

薬保健研究域医学系教授）の講演があった後、

意見交換が行われた。

第２部では、「救急搬送体制におけるメ

ディカルコントロール協議会の役割」をテー

マに�「救急医療の東京ルールの概要」（越

阪部剛 東京都福祉保健局医療政策部救急災

害医療課長）、�「北九州市における機能別

応需体制」（竹村保美 北九州市消防局救急

課長）、�「消防法の一部を改正する法律」（開

出英之 総務省消防庁救急企画室長）の講演

があった後、意見交換が行われた。

５ 山陰救急医学会

平成２１年９月５日、島根県民会館において

開催され、野島副会長が出席した。学会長は、

松江赤十字病院長 秦公平先生。当日は、特

別講演３題�「災害の少ない地域での災害に

対する備え �「救急医療再生に向けて」

�「救急医療崩壊に立ち向かえ�～私の歩ん

できた道」のほか、一般演題（急性期治療、

救急看護、救急活動）の発表などが行われた。

また、正午より開催された評議員会におい

て、次回は県立厚生病院長、次々回は松江市
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立病院長を学会長として開催することと、従

来は医師だけが会員であったが、今年度より

看護師と救急隊員を会員に加えることが決定

した。

６ 鳥取県防災関係機関情報交換会

平成２１年８月１０日、白兎会館において開催

され、野島副会長の代理として事務局が出席

した。本交換会は、現在直面している課題等

について相互に情報を交換し、各機関の防災

対策の相互理解を深めるとともに災害時の初

動体制の強化等を図ることを目的に開催され

ている。

平井鳥取県知事より挨拶があった後、講演

２題�「災害医療と国民保護」（滝川伸輔

内閣官房内閣参事官） �「急性期災害医療

について～日本の現状と鳥取県の課題～」（本

間正人 鳥大医学部救急災害医学科教授）の

後、参加機関による意見交換が行われた。

７ ドクターヘリ運航に係る関係者会議

１）平成２１年１０月２２日、県庁において初めて

開催され、野島副会長が出席した。議事と

して、３府県（兵庫県・京都府・鳥取県）

共同ドクターヘリと鳥取県版ドクターヘリ

の運航について協議、意見交換が行われた。

３府県共同によるドクターヘリは、平成２２

年４月より運航開始予定で、配備場所は公

立豊岡病院、運航範囲は配備場所から半径

約１００�、搬送する病院はドクターヘリの

配備病院と他府県の搬送可能な病院である。

また、３府県共同のドクターヘリが、鳥取

県の西部圏域に到達するには時間と距離の

問題で搬送は不可能であり、医療機器を装

備した消防防災ヘリに医療チーム（鳥大医

学部附属病院救命救急センター医師）が搭

乗するドクターヘリ的活用の体制を検討す

ることとしている。なお、現時点でドク

ターヘリと消防防災ヘリのドクターヘリ的

活用については、鳥取県と東・中・西部各

圏域との連携がまだ充分とれていないので、

今後調整していくために会議を開催する予

定である。

２）平成２２年２月９日、白兎会館において開

催され、野島副会長の代理として事務局が

出席した。はじめに県医療政策課よりドク

ターヘリ運航要領について説明があった。

主な内容は、公立豊岡病院に救急救命機器

を搭載したヘリコプターと医師らを常駐さ

せ、鳥取県東部や兵庫県但馬地域、京都府

丹後地域を１５分間前後で結ぶ。なお、実際

の運航開始は４月後半からとなる見込みで

年間３００回の患者搬送を想定するとのこと

であった。

引き続き、具体的なドクターヘリ要請基

準について説明あった後、質疑応答が行わ

れ、消防局より具体的な運航要請の指示や

施設間搬送時のドクターヘリの要請の可否、

県警本部へ一般道路への着陸協力などにつ

いて確認が行われた。

７．メンタルヘルス・自殺予防対策
１ 鳥取県自殺対策連絡協議会

平成２１年７月１７日、県庁において開催され、

渡辺常任理事が昨年度に引き続き、協議会長

として出席した。

平成２０年度厚労省人口動態統計（住所地を

基に死亡時点で計上）によると県内の自殺者

数は１８３人（昨年度より２５人増）で、率にす

ると全国ワースト５位であった。

平成２３年までの３年間、国の補助で各都道

府県に、地域における自殺対策力の強化を目

的として「地域自殺対策緊急強化基金」が設

置される。本県においては、多重債務問題等

を含めた心の健康相談やいのちの電話通話料

無料化支援、自殺予防関係者の人材育成など

を行うほか、自殺予防リーフレットを全戸に

配布するとともに医療機関や行政機関窓口等

に配備し、来所者に配布する予定である。ま

た、本協議会とは別に自殺対策に関する意見

をより広い分野の関係者から聞くため、意見

交換を行う場を設置するとのことであった。

なお、基金が設立されるのであれば、まず

は自殺の本当の原因をはっきりさせて事業を

行うことが大事であること、かかりつけ医に

対する情報提供を行うことが大切であること、

などの意見が出された。

２ 心といのちを守る県民運動

１）平成２１年１０月２８日、とりぎん文化会館に

おいて開催され、渡辺常任理事が出席した。

自殺者を減らすための支援や普及策につい

て話合いが行われた。昨年の県内自殺者数

が２１２人と過去最悪となったことから、従

来の鳥取県自殺対策連絡協議会（２００６年設

置）に、多重債務や経営問題などを検討す
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る幅広い分野の委員を加えて新たな組織と

して設置された。委員らがリーダーシップ

を取り、自殺を減らす県民運動を地域や職

域に広めていくことにしている。次回は、

具体的な県民運動の進め方や来年度の取組

みを議題として会議を平成２２年１月頃に開

催予定である。

なお、平成２１～２３年度の３年間にわたっ

て、鳥取県自殺対策緊急強化基金事業（対

面型相談支援事業、電話相談支援事業、人

材養成事業、普及啓発事業、強化モデル事

業）が県と市町村において実施されるが、

まずは自殺の本当の原因（例えば貧困など）

を追及してから今後の方針を検討していく

ことが大事ではないか、生活保護者の自殺

率を調べてみてはどうか、などの意見が

あった。

２）平成２２年１月５日、県庁において開催さ

れ、渡辺常任理事が出席した。本会議は自

殺対策協議会を拡大、改組したもので、平

成２０年の県内自殺者数が２１２人と過去最多

になったことから、昨年１０月に第１回の会

議が開催され、委員は行政、医療、学校、

地域住民などの代表から構成されている。

議事として、自殺対策に向けた各団体等

の取組と平成２２年度自殺対策事業、などに

ついて報告、協議、意見交換が行われた。

県から、うつ病対策など平成２２年度予算に

要求中の自殺対策関連事業の説明があった。

委員からは、「相談対応事例集などがある

とよいこと」「重点的に取組む項目を絞る

こと」などの要望が出された。また、県の

平成２２年度自殺対策関連予算額は前年の

１．３倍を超える約５，８００万円で、県から新規

事業となる自殺者の遺族を支援する人材の

養成やフォーラムの開催などについて報告

があった。予算に対し、「行政はあらゆる

ことに対応する必要があるのは分かるが総

花的な印象」との指摘やシステムと人材の

構築を求める意見もあった。

３ かかりつけ医と精神科医との連絡会議

１）平成２１年７月２３日、県医師会館において

開催した。今年度の各地区における「かか

りつけ医のうつ病対応力向上研修事業」と

第１回鳥取県自殺対策連絡協議会（７／１７）

の報告があった後、精神科紹介時の患者へ

の説明事項を盛り込んだ「かかりつけ医と

精神科医との連携マニュアル（案）」につ

いて協議、意見交換を行った。このマニュ

アルには、うつ病の現状、うつ病診療の実

態、自殺者数の現状、うつ病診断自己テス

ト、精神科紹介時の説明事項などが盛り込

まれている。本日行った協議、意見交換の

内容を踏まえてさらに検討を行い、次回の

委員会で最終版を作成することとした。詳

細は、会報第６５０号に掲載した。

２）平成２１年１２月１０日、県医師会館において

開催した。各地区うつ病対応力向上研修の

開催状況及び予定と心といのちを守る県民

運動（１０／２８とりぎん文化会館）について

報告があった後、「かかりつけ医・精神科

医連携マニュアル（仮）」と次年度の委員

会運営等について協議、意見交換を行った。

連携マニュアルと手引きは本年度中の完成

を目指し、関係機関へ配布予定であるので、

研修会や症例検討会等で活用していただき

たい。また、次年度も委託事業は継続予定

である。なお、国の平成２１年度補正予算に

おいて自殺対策緊急強化基金が設置され、

本県においても来年度、自殺予防対策に取

り組むこととしている。詳細は、会報第

６５５号に掲載した。

８．犯罪被害者支援対策
１ 鳥取県犯罪被害者支援連絡協議会総会

平成２１年５月２６日、県庁において開催され、

事務局が出席した。主な議事として、平成２０

年度活動結果報告及び平成２１年度活動計画案、

会則の一部改正、役員の改選、などについて

報告、協議、意見交換が行われた後、講演

「被害者支援センターのあゆみ」（田中完治

とっとり被害者支援センター専務理事）が

あった。

９．感染症対策
１ 感染症対策について

１）感染症危機管理対策委員会

� 平成２１年８月２５日、県医師会館におい

て県福祉保健部（健康政策課・医療指導

課）及び県医薬品卸業協会にも参集いた

だき、実務者会議を開催した。主な議事

として、平成２０年度インフルエンザ総合

対策及び平成２１年度インフルエンザワク

チン予防接種対策、今後の新型インフル
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エンザ対策、などについて報告、協議、

意見交換を行った。詳細は、会報第６５１

号に掲載した。

� 平成２１年１２月３日、ホテルセントパレ

ス倉吉において県福祉保健部及び県教育

委員会にも参集いただき開催した。議事

として、日医、県医師会、県で開催され

た感染症関連会議の報告後、今冬のイン

フルエンザ総合対策及び新型インフルエ

ンザ対策、などについて協議、意見交換

を行った。詳細は、会報第６５７号に掲載

した。

２）新型インフルエンザ対策に関する県との

打合せ会

平成２１年５月１７日、県医師会館において、

新型インフルエンザ患者が神戸市で発見さ

れたことに伴い、本日の理事会後に開催予

定としていたが、急遽開催した。県からは

磯田県福祉保健部長、藤井次長兼健康政策

課長、大口医療政策課長、各福祉保健局代

表者が、医師会からは岡本会長、宮�常任

理事、地区医師会代表者が参集し、資料を

もとに県から「５月１６日に開催された第４

回対策本部会議の概要」「神戸市事例をふ

まえた症例定義（案）」「鳥取県の発熱外来・

入院病床の状況等」について説明があった

後、今後の本県における対応について協議、

意見交換を行った。詳細は、会報第６４８号

に掲載した。

３）鳥取県インフルエンザワクチン対策委員

会及び鳥取県抗インフルエンザウイルス薬

対策委員会

平成２１年９月１５日、県庁において開催さ

れ、天野常任理事及び笠木理事が出席した。

主な議事として、鳥取県におけるインフル

エンザワクチンの供給体制と新型インフル

エンザ流行時における備蓄用抗インフルエ

ンザウイルス薬の安定供給等の取扱いにつ

いて報告、協議、意見交換が行われた。詳

細は、会報第６５２号に掲載した。

４）日本医師会感染症危機管理対策協議会

平成２２年３月１１日、日医会館において開

催され、笠木理事が出席した。報告�新型

インフルエンザＡ（H１N１）対策（正林督

章 厚労省健康局結核感染症課・新型イン

フルエンザ対策推進室長） �各地域の取

り組み（仙台市、豊橋市、沖縄県）及び事

前に都道府県医師会から寄せられた質問を

中心に協議が行われた。詳細は、会報第

６５８号に掲載した。

５）子ども予防接種週間の実施協力について

日本医師会では、昨年同様、２０１０年３月

１日（月）から３月７日（日）までの７日

間、子ども予防接種週間を実施することと

した。各協力医療機関において、種々の予

防接種の相談に応じるとともに、通常の診

療時間に予防接種が受けにくい人たちに対

し、特に、土曜日、日曜日を中心に予防接

種を行う。

このため、本会では地区医師会の協力を

得て、週間中に予防接種の実施が協力可能

な医療機関の取りまとめを行い日医へ報告

したほか、県健康政策課を通して各市町村

にて住民に対する子ども予防接種週間の実

施について情報提供をお願いした。

６）感染症だよりについて

日本医師会感染症危機管理対策室及び鳥

取県等から感染症に関する通知があり次第、

本会会報で会員に周知した。主な内容は、

「麻しん（はしか）排除に向けた取り組み

の推進について」、「予防接種実施規則の一

部を改正する省令の施行等について」、「日

本脳炎ワクチン接種に係るＱ＆Ａ」、「季節

性インフルエンザワクチンの安定供給、接

種等にかかる取扱いについて」、「抗インフ

ルエンザウイルス薬の安定供給等につい

て」等である。

７）新型インフルエンザ対策について

� 日本医師会感染症危機管理対策室及び

鳥取県等から新型インフルエンザに関す

る通知等があり次第、全医療機関あてに

FAXにて周知した。「新型インフルエン

ザ対策（第１４報）」まで情報提供を行っ

ている。

� 新型インフルエンザワクチンの接種に

関する実施要綱に記載されている受託医

療機関の新型インフルエンザワクチン在

庫量調査について、県から実施依頼があ

り、平成２２年１月１２日、２月１２日及び３

月３１日時点で実施した。

２ 鳥取県結核対策委員会

平成２２年３月２５日、県庁において開催され、
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天野常任理事が出席した。平成２１年度の鳥取

県における結核健康診断結果は、小学校・中

学校・県立高校・特別支援学校とも要精密者

のすべてが異常なしであったが、私立高校の

１人が要観察者であった。

児童生徒及び教職員の結核感染時における

対応について協議した結果、小学校・中学校

では、保護者からまず市町村教育委員会と学

校医に報告し、報告を受けた市町村教育委員

会が保健所に報告、そして学校に指導する。

県立高校では、保護者から県教育委員会、保

健所、学校医に報告する。なお、医療機関は

保健所に報告する。また、今後は委員会の名

称を「鳥取県学校結核対策委員会」に変更す

ることが了承された。

３ 鳥取県麻しん対策会議（鳥取会場と米子会

場でのTV会議）

平成２２年３月１０日、県庁と西部総合事務所

においてTV会議が開催され、笠木理事が出

席した。我が国から麻疹削除するには（麻疹

排除の定義）、�麻疹確定例が１年間に人口

１００万人当たり１例未満 �全数報告などの

サーベイランス実施 �予防接種率が９５％以

上 �輸入例に続く集団発生が小規模である

ことなどが挙げられている。平成２１年１２月３１

日現在の鳥取県のMR接種率は、第２期

６９．７％（全国２１位）〈前年同期７２．０％（１０位）〉、

第３期６４．７％（全国３０位）〈前年同時期６８．９％

（２１位）〉、第４期５９．７％（全国３０位）〈前年

同期６３．９％（１９位）〉と低迷している。残り

の期間中に積極的に勧奨接種する方法が検討

協議された。また、全数把握による報告症例

の誤診例が話題になり、麻しんの早期診断確

定のため３種類の検体採取（咽頭拭い液・

尿・血液）による麻しんウイルス遺伝子検査

の重要性が強調された。

１０．県及び関係諸団体への協力
１ 鳥取県公衆衛生協会理事会

平成２１年７月２８日、県医師会館において開

催され、岡本会長（協会長）、渡辺・天野両

常任理事が出席した。主な議事として、平成

２０年度事業報告及び収支決算と平成２１年度事

業計画及び収支予算、第５２回鳥取県公衆衛生

学会の開催、第５５回中国地区公衆衛生学会へ

の派遣、などについて協議、意見交換が行わ

れた。今年度の鳥取県公衆衛生学会は、本来

なら学会形式で行われるが、今回は新型イン

フルエンザ発生に伴い、講演及びシンポジウ

ム形式により、平成２１年８月９日（日）とり

ぎん文化会館において開催される。

２ 鳥取県公衆衛生学会

平成２１年８月９日、とりぎん文化会館にお

いて開催され、シンポジウムのシンポジスト

として笠木理事が出席した。

今年度の鳥取県公衆衛生学会は、本来なら

学会形式で行われるが、今回は新型インフル

エンザ発生により整備ができなかったことか

ら、基調講演「新型インフルエンザについて」

（景山誠二 鳥大医学部教授）と「新型イン

フルエンザ～これまでの取り組みの検証と今

後の流行に備えて～」をテーマにシンポジウ

ムが行われた。また、シンポジウムのなかで

肺炎球菌ワクチン接種の必要性についても述

べた。

３ 鳥取県保健事業団理事会

１）平成２１年５月２６日、事業団本部（鳥取駅

南）において開催され、岡本会長、宮�常

任理事が出席した。主な議事として、平成

２０年度事業報告及び決算、寄附行為の一部

変更、役員の選任及び顧問の委嘱、役職員

給与規程の一部変更、などについて協議、

意見交換が行われた。

また、「人事異動」「資金運用状況」「労

働衛生サービス機能評価認定」について報

告があった。

２）平成２２年３月２日、事業団本部において

開催され、理事長として岡本会長が出席し

た。主な議事として、新公益法人制度に伴

う移行について来年度から取り組むこと、

平成２２年度事業計画案及び予算案、鳥取県

監査委員会監査結果、組織の一部改正、な

どについて報告、協議、意見交換が行われ

た。

４ 結核予防全国大会

平成２２年３月１８・１９日、鳥取市において開

催され、支部長として岡本会長、天野常任理

事が出席した。主催の財団法人結核予防会は、

本県では鳥取県保健事業団に事務所がある。

１８日は、全国支部長会議、全国結核予防婦

人団体連絡協議会理事会及び総会、シンポジ

ウム「どうなる� これからの結核医療」な

どが行われた。１９日は結核予防会総裁である
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秋篠宮妃殿下ご臨席のもと、大会式典、表彰、

来賓祝辞、議事、特別講演「人類と感染症～

新型インフルエンザを中心として～」などが

行われた。全国から多数の参加者があり、非

常に盛会であった。

５ 鳥取県臓器バンク理事会

１）平成２１年５月１４日、県医師会館において

開催され、理事長として岡本会長が出席し

た。議事として、平成２０年度事業報告・収

支決算及び収支差額の処分、平成２１年度収

支予算の変更、監事の選任、などについて

協議、意見交換が行われた。鳥取県臓器バ

ンクは公益法人を目指しているとのことで

あった。

２）平成２２年３月２３日、県医師会館において

開催された。主な議事として、平成２２年度

事業計画及び収支予算、基本財産の運用な

どについて報告、協議、意見交換が行われ

た。

１１．共同利用施設対策
１ 全国医師会共同利用施設臨時総会

平成２１年１２月２０日、日医会館において、

「時代に即応した医師会共同利用施設の地域

展開」をメインテーマに開催され、野島副会

長、池田中部会長が出席した。

当日は、第１部「医師会病院関係」、第２

部「検査・健診センター関係」、第３部「介

護保険関連施設関係」、医師会病院調査結果

報告、医師会共同利用施設と新公益法人制度

（今村日医常任理事）、全体討議が行われた。

２ 中国四国医師会共同利用施設連絡協議会

平成２１年８月２９日、松江市において開催さ

れ、野島副会長、池田中部会長が出席した。

「ストップ地域医療崩壊」をテーマに研究

発表３題�「医師会立共同利用施設の現状と

課題」（狩野稔久 益田地域医療センター医

師会病院院長） �「安来市医師会病院の現

況と今後の問題」（野坂啓介 安来市医師会

病院・関連施設運営委員） �「医師不足に

より危機に直面する阿南医師会中央病院の現

状とその対応策」（福田勝 阿南医師会中央

病院副院長）と特別講演「新型インフルエン

ザ（H１N１）の教訓」（飯沼日医常任理事）が

行われた。

次回（平成２３年度）は鳥取県の当番で開催

するため、引き受け宣言をしてきた。本県で

は中部医師会を中心に運営することとし、日

程及び内容の詳細については、今後検討して

いく。

１２．健康づくり文化の創造推進
鳥取県では、平成２０年４月に平成１３年度に策

定した健康とっとり計画を見直し、「健康づく

り文化創造プラン」と名称を改め、今年度から、

運動、食事、心と体（禁煙等）の３分野を柱と

した「健康づくり文化」の創造に取り組むこと

となった。

１ 鳥取県健康づくり文化創造推進県民会議

１）平成２１年９月１０日、県庁において開催さ

れ、神鳥常任理事が出席した。主な議事と

して、平成２２年度の予算要求及び県民健

康・栄養調査等、ウォーキング立県に向け

た取組、みんなでげんきチャレンジフェス

ティバル、などについて協議、意見交換が

行われた。ウォーキング立県に向けた取組

として、１１月７日（土）米子コンベンショ

ンセンターにおいてシンポジウムが行われ

る。また、元気で歩こう鳥取の事業として

１９市町村でルート等を計画中である。

また、翌９月１１日、県庁において、健康

栄養専門会議が開催され、平成２２年県民健

康・栄養調査の実施について協議、意見交

換が行われた。今回は調査対象となった方

に対して血液検査を実施することとなった。

２）平成２１年１２月２１日、ホテルセントパレス

倉吉において開催され、神鳥常任理事が出

席した。主な議事として、健康づくり文化

創造プラン（こころの健康、循環器病、糖

尿病、たばこ、アルコール）の推進と健康

とっとり計画で定める項目の今後の取扱い

について協議、意見交換が行われた。健康

とっとり計画見直しとして平成２３年度以降、

「こころのケア」は心といのちを守る県民

運動において、「アレルギー性疾患対策」

は健対協公衆衛生活動対策専門委員会にお

いて、「歯の健康」は継続、「がん対策」は

「鳥取県がん対策推進計画」において、「寝

たきり予防」は「介護保険事業支援計画・

老人保健福祉計画」において、それぞれ検

討していくこととなった。

３）平成２２年２月４日、とりぎん文化会館に

おいて開催され、神鳥常任理事が出席した。

主な議事として、「鳥取県の食育の推進」
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「各団体の今年度・来年度の取組」「県民

健康・栄養調査」などについて報告、協議、

意見交換が行われた。平成２２年度は、食育

を暮らしの中に楽しく活かすフォーラムを

開催して、鳥取県の食育の取組を広く県民

の皆様に知らせる。また、県庁内の食育関

連各課は、お互いの情報を共有できるよう

に努めており、平成２１年度から食育推進

ワーキンググループとして、より連携を図

るよう取り組んでいるとのことであった。

４）平成２２年３月２５日、鳥取シティホテルに

おいて開催され、神鳥常任理事が出席した。

主な議事として、「健康づくり文化創造推

進プランの進ちょく状況と今後の進め方」

「健康づくり文化創造・がん撲滅県民

フォーラム（仮称）」などについて協議、

意見交換が行われた。「健康づくり文化創

造・がん撲滅県民フォーラム（仮称）」を

平成２２年９月５日（日）にとりぎん文化会

館において開催する予定である。この度の

フォーラムは、「食」・「運動」などの健康

づくりによる一次予防及びがん検診受診に

よる二次予防の重要性について広く理解し

ていただくための総合的なイベントである。

健 康 診 査 管 理 指 導 事 業

１．がん登録
１ 鳥取県における平成１８年がん罹患・受療状

況標準集計

ａ）罹患集計

厚生労働省がん登録研究班のがん罹患の

標準集計方式に従い平成１８年（２００６年）の

罹患集計を行った。がんの全部位では罹患

総 数４，２０３件（男２，３９７、女１，８０６）で、人

口１０万対粗罹患率は男８３０．５、女５７２．７で

あった。

人口１０万対年齢調整罹患率（標準人口は

６０年日本人モデル人口）は、男４７３．３、女

３１４．８であった。

部位別に見ると、鳥取県における罹患割

合は、男女共に胃が最も高く（男２０．７％、

女１５．６％）、次いで男では肺（１６．２％）、結

腸（１０．３％）、前立腺（１０．１％）が高く、

女では乳房（１５．２％）、結腸（１２．６％）の

順となった（表１）。年齢調整罹患率は、

男では胃９８．５、肺７１．２、結腸５０．４、女では

順位が変わって乳房が７２．６でトップ、次い

で子宮４４．０、胃３９．５の順となった（表１）。

地域別の標準化罹患比（全国値＝１００）

では、東部では男は直腸、結腸、女は肝臓、

表１ 鳥取県における性、主要部位別がん罹患状況―平成１８年（２００６年）―

男 全部位 食道 胃 結腸 直腸 肝臓 胆嚢胆管 膵臓 肺 前立腺 膀胱 リンパ腫

罹 患 数 ２，３９７ １００ ４９５ ２４７ １４２ １８０ ７７ ９３ ３８８ ２４１ ８５ ４５

罹 患 割 合 １００．０ ４．２ ２０．７１０．３ ５．９ ７．５ ３．２ ３．９ １６．２１０．１ ３．５ １．９

粗 罹 患 率 ８３０．５３４．６１７１．５８５．６４９．２６２．４２６．７３２．２１３４．４８３．５２９．５１５．６

調 整 罹 患 率 ４７３．３２０．７ ９８．５５０．４２９．７３８．８１３．１１７．５ ７１．２４２．９１５．６ ９．３

全国推定罹患率 ４００．４１６．４ ７９．７３８．１２３．６３０．２ ９．５１３．９ ５８．１３９．７１２．６１０．８

女 全部位 食道 胃 結腸 直腸 肝臓 胆嚢胆管 膵臓 肺 乳房 子宮 卵巣 膀胱 リンパ腫

罹 患 数 １，８０６ １４ ２８１ ２２８ ７５ １０７ ７４ ７４ １５７ ２７５ １４６ ４０ ３３ ３１

罹 患 割 合 １００．００．８ １５．６１２．６ ４．２ ５．９ ４．１ ４．１ ８．７１５．２ ８．１ ２．２ １．８ １．７

粗 罹 患 率 ５７２．７４．４ ８９．１７２．３２３．８３３．９２３．５２３．５４９．８８７．２４６．３１２．７１０．５ ９．８

調 整 罹 患 率 ３１４．８２．４ ３９．５３３．３１２．５１４．１ ７．２ ９．５２１．５７２．６４４．０ ８．８ ３．０ ３．６

全国推定罹患率 ２６６．２２．２ ３０．１２３．８１０．７１０．３ ７．０ ８．４１９．４６２．０３２．６１０．３ ３．０ ７．６

＊全国推定罹患率は２００４年データを使用

鳥取県医師会報 １０．８ 臨時号

88



結腸、中部では男の肝臓および女の結腸が、

西部では男の結腸、女の直腸、胃が高い罹

患比を示した。（表２）。

ｂ）登録精度

届出精度としてのDCNは、平成１８年

（２００６年）は１８．１％となり昨年より約１．０％

減少し、２０％未満は維持された（表３）。

また、組織診断実施割合は６６．６％で約２％

の増加がみられた。この値は従来の全国値

６６～６８％と比較して随分改善されてきたと

思われる。

ｃ）がん患者の医療機関からの届出状況

平成２１年（２００９年）の届出総数は、４，８１１

件で前年より１１８件の増加であった。地域

別では、東部で１，９６５件、中部で８４９件、西

部で１，９９７件で、前年に比して西部の増加

が顕著であった（表３）

２ 登録精度の向上のための届出勧奨の送付

平成１７年（２００５年）標準集計の登録精度は

DCN＝１９．０％と改善されているが、さらな

る精度向上をめざして、平成２１年（２００９年）

度も前年度に引き続き県内医療機関へ鳥取県

健康対策協議会の会長名およびがん登録対策

専門委員会委員長名で届出勧奨を実施した。

３ 鳥取県におけるがんの生存率および死亡統

計システムの構築

各種生存率分析ができるようにするための

ソフトの開発を行った。

４ 平成２１年（２００９年）度鳥取県がん登録事業

報告書［平成１７年（２００５年）］集計の印刷・

配布

関係協力医療機関やがん登録専門委員の意

見・要望等を取り入れて、報告書の編集を

行った。

５ 第１８回全国がん登録協議会総会研究会

毎年、全国協議会では総会研究会が開催さ

れ、各自治体登録事業主管課を中心に活発な

意見交流がなされてきた。平成２１年度は、会

長：県立がんセンター新潟病院副院長 小松

原秀一先生の主管で、９月４日に新潟県民会

館において開催され、９月３日の実務者研修

会と併せて多くの参加者があり成功裡に終っ

た。メインテーマは「がん検診とがん登録」

であった。

２．胃がん対策
１ 平成２０年度胃がん検診確定調査結果

表２ 鳥取県における地域別標準化罹患比（SIR）の比較 全国＝１００

全部位 胃 結 腸 直 腸 肝 臓 肺 乳 房 子 宮

東 部 １２２．２ １２１．０ １３９．４ １５２．４ １２５．６ １１７．５ ― ―

男 中 部 １２３．２ １２９．７ １０６．５ １１０．５ １５２．３ １３３．９ ― ―

西 部 １０８．２ １１７．８ １２３．７ １０７．４ ９８．５ １１９．１ ― ―

東 部 １２７．０ １４５．４ １４９．８ １０１．３ １５３．４ １０４．７ １３５．４ １４３．２

女 中 部 １０４．１ １１２．３ １２７．０ ７１．１ １１８．６ １０２．２ ９０．５ ８７．９

西 部 １０６．１ １２１．４ １１１．８ １２９．９ １１６．０ １０９．１ ８７．２ １１７．９

表３ 主要医療機関、地域別届出件数の年次推移（１９９２年―２００９年）

１９９２ １９９３ １９９４ １９９５ １９９６ １９９７ １９９８ １９９９ ２０００ ２００１ ２００２ ２００３ ２００４ ２００５ ２００６ ２００７ ２００８ ２００９

主 要 病 院 １，４６９１，３６０１，５９９１，１６７１，３２９１，６９６１，２７３１，３８５１，３３９１，５０５１，７８６２，２２６２，７５１２，３９２２，５６８２，９０８３，３１７３，４６２

大 学 病 院 ３６１ ２４２ ２６１ ３０５ ３５７ ２１５ ２４５ ２６６ ２３３ ２８６ ２０８ ３７５ ３５５ ３０４ ４１９１，１０７ ７０６ ７５１

その他病院・診療所 ６８８ ５９１ ６２１ ６４６ ６６９ ４９３ ５６２ ６０２ ４４０ ５２５ ５３４ ４５９ ５８９ ５９４ ７５９ ７５１ ６７０ ５９８

東 部 １，０２３ ９３３１，０２４ ７６４ ８２７ ９２７ ７８０ ８３４ ７２０ ９６５１，１０４１，５７６１，８６７１，６６７１，８８７２，０２２２，１４６１，９６５

中 部 ４１７ ３３９ ５４７ ４８１ ４８６ ４５１ ４７６ ４６２ ３７９ ４１４ ５２３ ４３６ ４７６ ５１３ ６２８ ４８６ ８４８ ８４９

西 部 １，０７８ ９２１ ９０８ ８７１１，０３９１，０２０ ８２２ ９４７ ９１０ ９３６ ８９６１，０４６１，３５２１，１１０１，２３１２，２５８１，６９９１，９９７

県 全 体 ２，５１８２，１９３２，４８１２，１１８２，３５５２，４０４２，０８０２，２５３２，０１２２，３１６２，５２８３，０６０３，６９５３，２９０３，７４７４，７６６４，６９３４，８１１

HV／I（％）
鳥取県 ５３．７ ５５．７ ５４．４ ４７．６ ４８．６ ４７．５ ４６．３ ４８．３ ５１．０ ５４．７ ５７．９ ５９．２ ６１．８ ６４．９ ６６．６ ― ―

全 国 ６２．０ ６２．６ ６３．１ ６３．０ ６６．０ ６６．９ ６６．９ ６７．９ ６７．９ ６７．６ ６５．４ ６１．８ ６４．３ ― ― ― ―

DCN／I（％）
鳥取県 ２４．５ ２８．９ ２７．５ ２８．２ ２４．８ ３１．９ ３６．５ ３６．２ ３６．３ ３２．９ ２６．１ ２８．３ ２４．０ １９．０ １８．１ ― ―

全 国 ２３．９ ２３．３ ２３．４ ２４．２ ３０．３ ２９．６ ２８．２ ２７．６ ２６．８ ２６．２ ２４．９ ３４．５ ３２．４ ― ― ― ―

主要病院：県中、市立、赤十字、岩美、智頭、厚生、国立、労災、博愛、済生会、西伯、日南、日野
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１）対象者 １８８，１８６人 受診者 ４２，７９９人

受診率 ２２．７％

（Ｘ線 検 診 １８，０９９人 内 視 鏡 検 診

２４，７００人）内視鏡検診 ５７．７％

２）確定がん １５３例 発見率 ０．３５７％ （Ｈ

１９年度 １６２例 ０．３６６％）

�） 発見がん 発見率 早期がん 早 期
がん率

Ｘ―Ｐ ３２例 ０．１８％ ２０例 ６２．５％

Ｇ―Ｃ １２１例 ０．４９％ １００例 ８２．６％

�）精度管理

要精検率 精 検
受診率 発見率

陽性反
応適中
度（％）

集団Ｘ―Ｐ ６．１ ８５．１ ０．１４ ２．４

個 Ｘ―Ｐ １１．３ ７９．９ ０．２６ ２．３

Ｇ―Ｃ ８．９ ０．４９ ５．５

個別検診の要精検率が高く、精検受診

率が低い。がん発見率は高まるが、陽性

反応適中度が下る結果となる。目標値

要精検率 １１．０％↓ 精検受診率９０％↑

�）切除例 １４５例 ESD、EMR ４８例

３３．１％

（平成１９年度１５０例 ５４例 ３６．０％）

２ 平成２１年度胃がん検診実績見込み

１）対象者 １８８，１８６人 受診者 ４４，４３９人

対象者の算定は「市町村事業におけるが

ん検診対象者の算定方法」による数字であ

る。

３ 胃がん検診読影体制について

１）集団検診Ｘ線フィルム読影にばらつきが

ある。「間接Ｘ線写真読影診断基準」の周

知をはかる必要がある。

２）胃がん内視鏡検診精密医療機関の登録

Ｈ２２年５月現在 東部７４ 中部４４ 西部８４

４ 第４０回日本消化器がん検診学会中国四国地

方会 中国四国地方会胃集検の会

（会長 岡本公男県医師会会長）平成２２年

２月６、７日県健康会館で開催された。

１）シンポジウム「消化器がん検診 受診率

５０％をめざして」

スモール・メディアの利用、対面での個

別案内、自己負担額の減免等複数を並行し

て行い効果が上ることが示された。

２）県内の会員の先生方より多数の演題発表

があり盛会であった。

３．子宮がん対策
１ 平成２０年度子宮がん検診実績最終報告

１）子宮頚部がん検診

対象者数（２０歳以上のうち職場等で受診

機会のない者として各市町村が把握してい

る人数）は１３９，２３２人。このうち受診者数

は２４，２０７人で受診率は１７．４％と前年度比

１．３ポイント減少した。

一次検診の結果：要精検者数は８２人、要

請検率は０．３４％。そのうち、精密検査受診

者は７４人で、精検受診率は９０．２％であった。

精密検査結果：がん１１人、がん発見率は

（がん／受診者数）０．０５％。陽性反応適中

度（がん／精検受診者数）は１４．９％であっ

た。異形成は３２人（軽度１５人、高度１７人）

であった。

がんは平成１９年度に比べ、７人増加し、

がん発見率は０．０３ポイント増加した。

２）子宮体部がん検診

子宮がん検診受診者数２４，２０７人のうち、

体部がん検診対象者は６６７人（２．７６％）。一

次検診会場での受診者は５９３人（医療機関

検診５９３人、集団検診０人）で受診率は

８８．９％となった。これに加え一次検診会場

で受診できず医療機関で別途検査した者が

４９人で、受診者の合計は６４２人（受診率

９６．３％）となった。

一次検診の結果：要精検者１３人、要精検

率２．１９％。このうち精密検査を受診してい

るのは１２人、精検受診率は９２．３％であった。

精密検査の結果：子宮体がんは５人で、

がん発見率は０．８４％。子宮内膜増殖症は１

人、また医療機関での別途受診者から子宮

内膜増殖症が３人発見された。

２ 平成２１年度子宮がん検診事業実績見込み及

び平成２２年度計画（案）

平成２１年度実績見込みは、対象者数

１３９，２３２人、受診者数は２６，２１４人である。ま

た平成２２年度は対象者数１３９，２３２人、受診者

数２７，３７０人を予定している。

若年者の受診者が少ないが、異形成が発見

されている。今後はさらに２０歳代の受診者数

を増やすように受診勧奨する必要がある。

３ 平成２０年度子宮がん検診発見がん確定調査

結果

１）子宮頚部がん

平成２０年度は子宮頚部がん１１名で、０期

４例、�a期３例、�b期 以 上４例 で、上
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皮内がんが増加している。�b期以上４例

の検診歴は前年度受診２例、初回受診２例。

異形成は３２人であった。

２）子宮体部がん

平成２０年度は体部がん５例（�a、�b

期２例、�c期以上３例）、内膜増殖症４例

であった。

４ 妊婦検診における子宮頚部がん検診受診状

況のについて

平成２１年２月に県が市町村に照会し集計し

た結果によると、妊婦健康診査受診者数は

４，７８１人で子宮頸部がん検診受診者数は３，９３１

人である。精検者数は１８人で、その内、がん

１名、がん疑い１名が発見されている。

５ 細胞診判定新分類とそれに伴う書式の改正

子宮がん検診の細胞診判定がベセスダシス

テム分類に変更になり、鳥取県では分類の変

更に伴い平成２２年度から実施することになっ

た。一部にHPV検査が導入された。分類変

更に伴い、受診票・精密検査紹介状・実績報

告書様式を改正した。

６ 女性特有のがん検診推進事業

子宮がん検診受診者数を増やすために平成

２１年度は節目の方に無料券を配布し、加えて

休日検診を行った。ともに効果が上がってい

るようであるが、無料券配布は単年度ではな

く継続事業となることを期待する。

７ 協議事項

１）鳥取県子宮がん検診実施に係る手引きの

一部改正について

検診機関は鳥取県健康対策協議会に登録

すること、検診医は日本産婦人科学会会員

または部会長及び委員長が認めたものとす

ること、登録は毎年度行うことなどが主な

改正点である。平成２２年度より実施。

２）細胞診判定不能の取り扱い

採取細胞が極めて少なくまたは高度の変

性などにより細胞診判断が不可能な場合を

「判定不能」とし再検査となる。細胞診検

査機関は鳥取県保健事業団とし、再検査時

の細胞採取料は検診機関の負担、再検査細

胞診検体作成料及び判定料は鳥取県保健事

業団の負担することとなった。

８ 子宮がん検診従事者講習会及び子宮がん検

診症例検討会

日 時：平成２２年２月１４日（日）

場 所：鳥取県健康会館

出席者：５７名（医師３８名、看護師・保健師

８名、検査技師・その他関係者１１

名）

梅澤潤一先生の司会で会が進行。

１）講演「ベセスダシステム運用の実際」

講 師：癌研究会有明病院健診センター所

長 平井康夫先生

座 長：鳥取県生活習慣病検診等管理指導

協議会子宮がん部会長 紀川純三

先生

平井先生によるベセスダシステム新分類

による細胞診判定についての詳細な発表が

あった。活発な議論が交わされ、有意義で

あった。鳥取県では平成２２年度から新分類

になるが、医師はもちろん、検査技師の方

にも熟知する必要がある。

２）症例検討会

鳥取大学医学部産婦人科講師、板持広明

先生の進行により施設検診５例の症例検討

が行われた。

年代別では２０代１例、３０代２例、４０代１

例、５０代１例。内訳は子宮頸部がん３例、

子宮体部がん２例であった。子宮頸部がん

例では３例とも前年度の細胞診がクラス�

で、一年後の検診ではクラス�b（１例）

～クラス	（２例）であった。見直しでは

クラス�はクラス�以上とすべきであると

板持先生より指摘があった。

子宮体部がんは２例とも前年の細胞診は

陰性判定であったが、疑陽性とすべきでは

ないかと指摘があった。今後の課題として、

スクリーナーには更に時間をかけて判定す

るよう要望があった。

４．肺がん対策
１ 平成２０年度肺がん検診実績最終報告

対象者数１８８，１８６人に対して受診者数は

４６，０１５人、受診率は２４．５％で前年度より

３，７９１人、３．８％減少した。このうち要精検者

数は２，０４１人、要精検率は４．４４％で、前年度

より１０１人、０．５４％増加した。精検受診者数

は１，７９９人、精検受診率は８８．１％で、前年度

より１４３人、２．７％増加した。肺がん検診の受

診率は年々減少し、平成２０年度は２５％を下

回った。要精検率と精検受診率は引き続き高

く、その結果、肺がん４１人、がん疑い９４人の
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計１３５人が発見され、肺がん発見率は０．０９％

であった。追跡調査の結果、確定肺がんは５５

人（原発性５２人、転移性３人）で、確定がん

率は０．１２％となり、前年度よりも０．０１％増加

したが、がん疑いのまま確定がんに至らない

ケースも依然として多数あった。陽性反応適

中度は前年度１．８％に比較して、平成２０年度

は２．０％と０．２％増加した。受診率の向上と

年々増加している肺癌疑いの症例を３年間定

期的にフォローしていくことが重要である。

２ 平成２０年度発見肺がん患者追跡調査

原発性肺がん５２人が発見され、発見率は人

口１０万対１１３人であった。全例が胸部Ｘ線の

みで発見されており、平成２０年度は喀痰細胞

診から発見された肺がんはなかった。胸部Ｘ

線のE１判定３９人、E２判定１３人であった。女

性 肺 が ん は３０人（５７．７％）、腺 癌 は３８人

（７３．１％）、臨床病期�期は３７人（７１．２％）、

手術例は３９人（７５．０％）と近年の傾向を反映

していた。腫瘍径は平均２６．１
で、２０
以下

は２４人（４６．２％）であった。車検診と施設検

診の比較を行ったが、要精検率は車検診

４．４％、施設検診４．６％で、施設検診の方が高

く、特に中部地区が１４．４％と高かった。原発

性肺がん５２人のうち車検診は３２人、発見率

０．１０２％、施設検診は２０人、発見率０．１３８％で

あった。

昭和６２年から平成２０年までの２２年間におけ

る発見肺がんは８７８人（発見率１０万対６８人）

であった。発見方法は胸部Ｘ線７８２人、喀痰

細胞診５２人、両者４２人、不明２人で、近年、

喀痰細胞診から発見される肺がんの割合は激

減している。平均年齢は７１．９歳、男性５３２人、

女性３４６人で、近年の傾向として女性肺がん

の増加が著しい。臨床病期は�期が４８７人

（５５．５％）で過半数を占め、５２７人（６０．０％）

に手術が行われた。予後調査では全例（８７８

人）の累積生存率は５生率４５．２％、１０生率

２７．７％であり、手術例では５生率６４．７％、１０

生率４２．５％であった。臨床病期�A期の５生

率は７２．０％、１０生率は４９．４％と良好な結果を

示した。

３ 平成２１年度肺がん検診実績見込み

平成２１年度肺がん検診実績見込みは、検診

対象者数１８８，１８６人のうち、受診者数は

４６，８４０人、受診率は２４．９％となる予定である。

これは平成２０年度と比較して対象者数は同じ、

受診者数は８２５人増加、受診率は０．４％増加す

る見込みである。

４ 平成２１年度肺がん部会・肺がん対策委員会

の実績

１）平成２１年８月２７日（鳥取市）

平成２０年度肺がん検診中間実績、平成２１

年度事業計画についての報告があった。平

成２０年度肺がん医療機関検診読影会の運営

状況についても地区毎に報告があった。近

年、精密検査受診者の中で肺がん疑い症例

が増加していることについては、精密医療

機関において３年間の追跡フォローを行う

こと、この際に肺がんと確定されても検診

発見肺がんには含めないことが確認され、

精密医療機関へ周知徹底することになった。

２）平成２２年２月２０日（鳥取市）

平成２０年度肺がん検診実績最終報告、平

成２１年度実績見込み、平成２２年度事業計画、

肺がん予後調査についての報告があった。

平成２０年度の検診受診率は過去最低であっ

たが、精検受診率は過去最高であった。そ

の中で５２人の原発性肺癌が発見され、近年

の傾向を反映して、女性の腺癌が多く発見

されていた。胸部Ｘ線のE１判定３９人、E２

判定１３人であったが、Ｅ判定以外からも肺

がんが発見されており、これらは検診発見

肺がんとはしないことが確認された。臨床

病期�期は３７人（７１．２％）、手術例は３９人

（７５．０％）と増加傾向であった。腫瘍径は

平均２６．１
、２０
以下は２４人（４６．２％）と

多数であった。車検診と施設検診の比較を

行ったが、要精検率は車検診４．４％、施設

検診４．６％で、施設検診の方が高く、特に

中部地区が１４．４％と高かった。原発性肺が

ん５２人 の う ち 車 検 診 は３２人、発 見 率

０．１０２％、施設検診は２０人、発見率０．１３８％

であった。これまでの予後調査の比較では

施設検診の方が車検診より予後良好の傾向

が出てきており、背景因子として施設検診

には女性が多かったことから、今後さらに

その詳細を検討していくことになった。

３）検診従事者講習会及び症例検討会：平成

２２年２月２０日（鳥取市）

（出席者７７名）

＊肺がん検診の実績報告 中村廣繁先生
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＊講演：「肺がん検診の現状と課題：胸部

CT検診を中心に」

金沢医科大学呼吸器外科 佐川元保先生

＊症例検討会：東部（１例） 鳥取県立中

央病院（陶山久司先生）

中部（１例） 鳥取県立厚生病院（吹野

俊介先生）

西部（２例） 鳥大医 胸部外科（三和

健先生）

５．乳がん対策
１ 集団検診成績報告

平成２０年度の対象者数は１１８，６７６人で、受

診者数は１４，６２４人、１２．３％であった。なお、

２年合わせた平成２０年度の最終受診率は結果

的に２４．０％となった。

要精検者数は１，１３５人、要精検率は７．７６％

で前年度より１．９ポイント減少した。精検受

診者数は１，０５１人、精検受診率は９２．６％と前

年度を０．５４ポイント減少した。この結果、乳

がんが４８人発見され、がん疑いは４人発見さ

れた。発見率は０．３３％、陽性反応適中度は

４．５７％であった。前年度に比して、それぞれ

１１人、０．０９ポイント、０．０６ポイント減少した。

要精検率は全国平均の８％をやや下回って、

マンモグラフィ読影の精度管理が向上したも

のと思われる。地区別でみると東部８．５４％、

西部６．４７％、中部８．５９％と西部が特に低下し

ていた。地区別のがん発見率は、東部０．３２％、

中部０．１３％、西部０．４５％。陽性反応適中度は

それぞれ４．１％、１．６％、７．４％と西部が良好

な成績であった。この成績の違いの原因を考

えると、東部では視触診の要精検例が多く

なっているのに反し、西部ではマンモグラ

フィを見ながら視触診を行っているところも

あり、これらが影響しているのかもしれない。

２ 平成２１年度乳がん検診実績見込み及び２２年

度計画

平成２１年度実績見込みは対象者数１１８，６７６

人、受診者数は１７，８５９人で受診率は１５．０％の

予定である。平成２２年度実施計画では同じく

１１８，６７６人、１８，３９０人、１５．５％で予定している。

３ 平成２０年度乳がん検診発見乳がん患者確定

調査結果

平成２０年度に発見された乳がんまたは乳が

ん疑い５６例について確定調査を行った結果、

５２例（両側１例）が確定乳がんで、良性２例、

調査中１例であった。確定乳がんは５２例中５

例が非浸潤がんであり、マンモグラフィによ

る非触知乳がんの発見が３２例（６１．５％）で

１７．２％の増加であり、乳がん検診の目的であ

る死亡率減少効果が期待されそうである。一

次検診要精検例のうちマンモグラフィで異常

がなく、視触診のみ異常があったものが５例

あり、マンモグラフィの撮影条件や読影等の

検討が必要と思われる。また、初回検診例が

５７．７％と過半数を超えており、非触知乳癌の

増加に貢献しているのかもしれない。

４ 乳がん検診従事者講習会及び症例検討会

平成２１年８月２２日（土）鳥取県西部医師会

館で開催した。鳥取大学医学部器官再生外科

石黒清介先生の司会で、福山市民病院乳腺甲

状腺外科科長 小野亮子先生による「ホルモ

ン感受性乳癌に対する治療」の講演があった。

また、廣岡保明先生の司会で、３例の症例報

告があり、検討がなされた。さらに、石黒清

介先生を講師として、乳がん検診一次検診登

録講習を行い、３名が参加した。

各地区症例検討会は次のとおりであった。

・東部地区は平成２２年３月１日（月）東部

医師会館にて、症例８例、出席者３０名。

・中部地区は平成２２年３月１７日（水）中部

医師会館にて、症例３例、出席者２４名。

・西部地区は平成２２年３月２５日（木）西部

医師会館にて、症例４例、出席者３１名。

６．大腸がん対策
１ 平成２０年度大腸がん検診最終実績報告

平成１８年度から全市町村で１日２個法によ

るがん検診が実施されている。

平成２０年度の対象者数１８８，１８６人のうち、

受診者数は４８，４０９人で、受診率２５．７％であっ

た。対象者数は全市町村で国が示している対

象者の算定方法を取り入れられた結果、平成

１９年度より１２，８１９人増えた。

要精検者数は３，９１２人で、要精検率８．１％、

そのうち精検受診者数は２，８５８人、精検受診

率は７３．１％であった。精密検査の結果、大腸

がんは１３８人で昨年より７人減少した。大腸

がん疑いは５人であった。がん発見率（が

ん／受診者数）は０．２９％で昨年より０．０１ポイ

ント減であった。陽性反応適中度（がん／精

検受診者数）は４．８％であった。

２ 平成２１年度大腸がん検診実績見込み
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地区 回数 読影件数 要内視鏡件数 要内視鏡率％

東 １３（１４） １８（２９） ７（１６） ３８．９（５５．２）

中 １（１） １（１） ０（０） ０．０（０．０）

西 ２８（３７）１１０（１３１） ３０（３８） ２７．３（２９．０）

計 ４２（５２）１２９（１６１） ３７（５４） ２８．９（３３．５）

回数、読影件数は各地区とも大幅に減少してい

る。また、回数、読影件数とも西部が多い。要内

視鏡率は東部で高く西部で低い。（ ）内は平成２０

年度実績。

鳥取県における平成２１年度の大腸がん検診

実績は受診者数５０，５５１人となる見込みである。

平成２０年度と比較して受診者数は約２，１００人

増加の見込みである。

又、地区別の受診者数は下記の通りである。

東部 ２１，１００人（２０，５７２）

中部 ８，５２０人（８，２９３）

西部 ２０，９３１人（１９，５４４）

（ ）内は平成２０年度実績

３ 各地区読影委員会での注腸読影指導会

４ 平成２０年度発見大腸がん確定調査

地域検診４３例、施設検診９７例、計１４０例の

大腸がんが発見され、そのうち９３例（６６．４％）

が早期がんであった。早期がん率は平成１９年

度より４．２ポイント増加した。また、発見が

んのうち７１例（５０．７％）に内視鏡治療が行わ

れ、平成１９年度より４．９ポイント増加した。

全体的に部位、大きさなどの記載漏れが多く

集計が難しいため、できるだけ全項目記入し

て頂くよう徹底をお願いしたい。

逐年検診発見進行がんは１５例あり、平成１９

年度は１６例であった。

５ 大腸がん検診従事者講習会

平成２１年８月２９日（土）

於倉吉交流プラザ 出席者８２名

江府町国民健康保険江尾診療所長 武地幹

夫先生と鳥取大学医学部附属病院第２内科講

師 原田賢一先生を講師に、「コロンモデル

を用いた大腸内視鏡挿入法の実地研修」が

あった。

６ 各地区大腸がん検診読影講習会等

〔東部〕

平成２２年３月５日 於東部医師会館

出席者３３名

「大腸癌診療～最近の話題」

講師 鳥取大学医学部機能病態内科学助

教 河口剛一郎先生

〔中部〕

平成２２年２月２５日 於ホテルセントパレス

倉吉 出席者３１名

「消化管癌の１次および２次予防」

講師 鳥取大学医学部附属病院第２内科

講師 八島一夫先生

〔西部〕

平成２２年３月２３日 於西部医師会館

出席者２６名、症例４例

７．肝臓がん対策
１ 平成２０年度肝臓がん対策事業の実施状況及

び平成２１年度実施見込みについて

１）平成２０年度健康増進事業における肝炎ウ

イルス検査の実施状況について

平成２０年度は１６市町村で実施し、対象者

数１７１，７７５人のうち、受診者数は３，７２５人で

受診率は２．２％であった。平成１９年度に比

べ、対象者数の捉えかたに修正が加えられ

た結果、平成２０年度の対象者数は１００，５７８

人増、受診者数は１，９４７人減、受診率は

５．８％減であった。要精検者数はHBs抗原

のみ陽性者７０人、HCV抗体のみ陽性者２６

人、HBs抗原・HCV抗体ともに陽性者１

人の計９７人で、受診者数の２．６０％であった。

受診者数におけるHBs抗原陽性率は１．９％、

HCV抗体陽性率は０．７％で前年度とほぼ同

様の結果であった。また、要精検者９７人の

うち精検受診者は７３人、精検受診率は

７５．３％で、前年度に比べ１１％増であった。

精検受診者７３人のうち、肝臓がん・肝臓が

ん疑いは０人であった。

平成７年度から平成２０年度の１４年間を集

計すると、平成７～９年度の検診時におい

て市町村から報告があった対象者数

１９２，３１５人に対し、受診者総数は１１１，１００人、

推計受診率は５７．８％であり、そのうちHBs

抗原陽性者は２，７３１人（２．４６％）、HCV抗

体陽性者は３，５２５人（３．１７％）であった。

２）肝臓がん検診により発見された肝炎ウイ

ルス陽性者に対しての定期検査の状況につ

いて（単県事業の肝臓がん対策事業）

平成７年度より開始された鳥取県肝臓が

ん検診により発見された肝炎ウイルス陽性

者に対する定期検査は１３市町村で実施され
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た。定期検査対象者となる「健康指導対象

者」は、Ｂ型肝炎ウイルス陽性者が９１９人、

Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が６４６人であり、

このうち定期検査受診者数はＢ型肝炎ウイ

ルス陽性者が６６７人、Ｃ型肝炎ウイルス陽

性者が５２６人であった。

定期検査の結果、慢性肝炎と診断された

人は、Ｂ型肝炎ウイルス陽性者が１２２人（受

診者数の１８．３％）、Ｃ型肝炎ウイルス陽性

者が２７８人（受診者数の５２．９％）であった。

また、肝硬変と診断された人は、Ｂ型肝炎

ウイルス陽性者が６人（受診者数の０．９％）、

Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が２３人（受診者数

の４．４％）であった。肝臓がんまたは肝臓

がん疑いと診断された人は、Ｂ型肝炎ウイ

ルス陽性者が４人（受診者数の０．５％）、Ｃ

型肝炎ウイルス陽性者が１５人（受診者数の

２．９％）であった。

３）平成２１年度肝臓がん対策事業の実施見込

みについて

平成２１年度の受診予定者数は、国庫事業

の肝炎ウイルス検査（１４市町村実施）５，１３６

人、市町村単独事業（３町実施）１，７２０人

である。

２ 肝臓がん検診発見がん患者追跡調査結果

平成７年度から平成２０年度の肝臓がん検診

発見がん患者の追跡調査では、確定がんは２３

人であった。また平成１０年度から平成２０年度

の定期検査中に発見された確定がんは８２人で

あった。

肝臓がん検診発見がん患者２３人のうち、１８

人は死亡、生存中は５人であった。また、定

期検査中に発見されたがん患者８２人のうち、

４０人は死亡（他病死を含む）、生存中は４２人

であった。

３ 肝臓がん検診従事者講習会及び症例研究会

の開催

平成２２年２月１３日鳥取県西部医師会館に於

いて開催し、山口大学大学院医学系研究科消

化器病態内科学准教授 山�隆弘先生による

「肝細胞癌治療の現状と今後の展望」の講演

に引き続き、各地区より症例を報告し検討を

行った。（出席者９５名）

付記

１ 肝炎インターフェロン医療費助成事業につ

いて

平成２０年３月３１日厚生労働省より「肝炎治

療特別促進事業実施要綱」が示され、イン

ターフェロン治療の医療費について自己負担

額を一部助成する制度が平成２０年４月１日よ

り開始された。これに基づき「鳥取県肝炎治

療特別促進事業実施要綱」及び「鳥取県肝炎

認定審査会設置要綱」を制定、インターフェ

ロン医療費助成事業で県と委託契約を締結し

ている医療機関は１０７医療機関であり、取扱

同意書の提出があった薬局は２１２機関である。

肝炎インターフェロン治療受給者証の交付申

請があった場合、毎月１回開催される「鳥取

県肝炎治療認定審査会」（審査委員３人）に

おいて審査を行い、平成２２年１月末までに

３９０人（約９８％をＣ型慢性肝炎が占める）に

医療費助成受給者証が交付された。

２ 肝疾患診療ネットワークの構築について

「肝炎治療特別促進事業実施要綱」の中で、

都道府県は、肝炎検査の実施状況や治療状況

等の把握、及びかかりつけ医と専門医療機関

との連携強化等を検討する「肝炎対策協議会」

を設置するよう示された。これに基づき鳥取

県肝疾患診療連携拠点病院等の役割を明確に

するために「鳥取県肝臓がん抑制対策評価委

員会設置要綱」を「鳥取県肝炎対策協議会設

置要綱」に改正し、平成２１年１月２２日鳥取県

肝炎対策協議会を開催、鳥取県肝疾患診療連

携拠点病院に鳥取大学医学部附属病院を選定

した。指定期間は、平成２１年４月２４日から平

成２４年４月２３日までとした。「肝疾患診療連

携拠点病院」の主な事業は、肝疾患相談セン

ターの設置、肝疾患診療連携拠点病院等連絡

協議会の設置、肝炎専門医療従事者研修事業、

ホームページ等による肝疾患に関する情報発

信であり、１０／１０の国庫助成がある。

また、二次医療圏に１箇所以上の設置が示

された「肝疾患専門医療機関」の選定につい

ては、「鳥取県肝疾患専門医療機関選定要領」

を作成し、平成２１年９月５日鳥取県肝炎対策

協議会を開催、東部：鳥取県立中央病院・鳥

取赤十字病院・鳥取生協病院・医療法人まつ

だ内科医院、中部：鳥取県立厚生病院・岡山

大学病院三朝医療センター、西部：山陰労災

病院・米子医療センター・博愛病院・西伯病

院の計１０医療機関が選定された。

３ 肝炎対策基本法の施行について
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平成２２年１月１日肝炎対策基本法が試行さ

れた。この法律は、肝炎患者や感染者に対す

る支援を総合的に進めるための基本理念を定

めたもので、ウイルス性肝炎を国内最大級の

慢性感染症と位置付け、薬害肝炎事件及び集

団予防接種の際の注射器の連続使用による肝

炎ウイルス感染について、国の責任を明確に

認めていることが大きなポイントである。そ

のうえで、肝炎対策について基本理念を定め、

国・地方公共団体・医療保険者・国民及び医

師等の責務を明らかにし、肝炎の予防及び早

期発見の推進、肝炎医療の均てん化の促進な

ど、肝炎対策を総合的に推進させることを目

的とされている。

４ 保健所肝炎ウイルス検査及び医療機関委託

無料肝炎検査について

平成２０年１月より保健所における肝炎ウイ

ルス検査は無料化された。また、医療機関委

託の無料肝炎ウイルス検査については、平成

２０年度限りの時限処置であったが、県民の利

便性に配慮し、肝炎ウイルス検査の受診しや

すい体制を確保するため、平成２１年度も継続

実施となった。平成２０年度肝炎無料検査実績

は、保健所ではＢ型肝炎ウイルス検査５１１

件・Ｃ型肝炎ウイルス検査５２６件・合計１，０３７

件、医療機関においてはＢ型肝炎ウイルス検

査４２件・Ｃ型肝炎ウイルス検査４９件・合計９１

件であった。

５ 肝炎インターフェロン治療効果のフォロー

アップ調査について

肝炎インターフェロン治療医療費助成を受

けた患者の治療成績に関わる全国的調査につ

いて、平成２１年９月５日肝臓がん対策専門委

員会において本県も参加することを協議決定、

今後調査開始に向け鳥取県肝疾患診療連携拠

点病院（鳥取大学医学部附属病院）と連携し

検討していくこととなった。

８．若年者心臓検診対策
１ 心電図検診の状況と判読結果

平成２１年度の心電図検診の状況と判読結果

は、実施学校数２５１ヶ所、受診総数は２２，８３４

人（小学校：１０，７７９人、中学校：５，６８０人、

高等学校・高等専門学校：５，８７１人、諸学

校：２１６人、その他：２８８人）であった。その

うち正常範囲が２２，２７７人、要精検が５５７人、

要精検率が２．４％であった。

２ 心臓精密検査結果

県教育委員会へ報告のあった集計では、定

期健康診査受診者数６７，３９９人のうち精密検査

対象者数は１，４３８人（うち新規５９４人）であっ

た。新規対象者の受診率は９５．１２％であった。

精密検査の結果、要医療３人、要観察１２９人、

管理不要１８１人、異常なし２５２人であった。診

断結果は心室性期外収縮５５人、上室性期外収

縮１４人、右脚ブロック７１人、房室ブロック１４

人、QT延長３８人、WPW症候群１５人、ブル

ガタ症候群１人、Ｔ波異常１４人、心室（房）

中隔欠損症１１人、動脈管開存症３人、川崎病

１４人等であった。

３ 学会等の参加

第４２回若年者心疾患対策協議会総会が平成

２２年１月３１日愛媛県医師会（久野梧郎会長）

の主催のもと松山市ひめぎんホールで開催さ

れた。ワークショップ「学校における心臓検

診と生活習慣病予防検診について―愛媛県松

山市の取り組み―」等、若年者の心疾患、生

活習慣病について議論がなされた。

９．母子保健対策
１ 報告事項

１）母子保健指標の推移について

平成２０年の出生者数は４，８７８人で昨年よ

り１３７人減、出生率（人口千対）は８．３であっ

た。乳児死亡率（出生千対）は２．３で全国１０

位の低率で、周産期死亡率（出生千対）は

３．１で全国最小であった。

２）平成２０年度市町村母子保健事業の実施状

況について

平成２０年度妊娠届出数は５，０６５件であっ

た。満２８週以降（８か月以上）の届出は４７

件（０．９％）であった。乳児健診は、受診

実総数１３，８３２人（精検受診者０．７％）であっ

た。１歳６か月児健診受診率は９７．２％（同

２．０％）、３歳児健診は９６．４％（同６．６％）

であった。

３）その他

� 妊娠届出時の妊婦等の喫煙状況

妊婦の４．３％に、同居家族では約４０％

に喫煙歴があり、家族も含めた禁煙の呼

びかけが必要である。

� 平成２０年度５歳児健診（発達相談）

発達相談は４市で実施され、５歳児総

数４，１０３人のうち相談者数１７３人（４．２％）
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で、相談者数は年々増加してきている。

� １９年度より３歳児健診票に追加した項

目�育てにくさ�
「いつもそう思う」は２．０％（昨年２．３）

であった。言語面や行動面で気になる子

どもを持つ保護者の中に�育てにくさ�
を感じる割合が増えている。

� 平成２０年度新生児聴覚検査結果

県内１５医療機関において実施し、医療

機関出生児数４，９３５人に対し検査件数

４，４１１人、実施率８９．４％であった。

２ 検討事項

１）乳幼児健康診査について

「鳥取県乳幼児健康診査マニュアル（平

成１９年度版）」について、アンケート調査

を行った。その結果、マニュアルの認知度、

必要度は何れも高かったが、活用度は６０％

で、内容が膨大で見にくい等の意見があっ

た。来年度、小委員会を設置し見直しを検

討することとした。

２）発達クリニックの見直しについて

県実施の発達クリニックは、保健師等の

市町村関係者を中心とした市町村での取組

みに移管する。

３）児童虐待防止対策について

平成２１年４月から、「乳児家庭全戸訪問

事業」「養育支援訪問事業」が児童福祉法

に位置づけられた。全戸訪問事業は、既に

県内全市町村において実施されている。養

育支援訪問事業は、県内では１１市町村が実

施している。

４）その他

� 子どもの健康と環境に関する全国調査

（エコチル調査）について

環境省の主導により、様々な環境物質

が子どもに与える影響について調べるも

ので、調査は全国１５カ所にユニットセン

ターと呼ばれる機関で行い、鳥取大学医

学部も参加する予定である。

� 子育て王国とっとりプランに（素案）

ついて

鳥取県においては２年連続で出生率が

減少している。これを受け、県では、来

年度から５年間の計画として、「子育て

王国とっとりプラン」を策定し、鳥取県

内での子育てを応援することとしている。

３ 母子保健健診従事者講習会

日 時：平成２２年１月２３日（土）

午後４時～午後５時

場 所：鳥取県健康会館

出席者：３３名

講 演：鳥取県健康対策協議会母子保健対

策専門委員会委員長 神� 晋先

生の座長により、鳥取大学医学部

周産期小児医学准教授 長田郁夫

先生による「早産児・多胎児等ハ

イリスク児の療育支援について」

の講演があった。

１０．疾病構造の地域特性対策
【疾病構造の地域特性対策調査研究】

疾病構造の地域特性対策は以下の５項目につ

いて調査研究を行った。

１ 鳥取県における透析患者の実態調査と腎移

植の推進に関する研究

鳥取大学医学部基盤病態医学講座

器官病理学分野

井藤久雄・他

１）鳥取県における透析医療と腎移植に関す

る現状と諸問題を中国他県と比較しつつ検

討した。

� 透析医療（中国腎不全研究会との共同

研究）

鳥取県の透析医療は腹膜透析施設が少

ないが、患者数の差はなく特定の施設に

腹膜透析患者が集中している現状が示さ

れた。また、透析患者への情報提供が不

十分である可能性が示唆された。

� 腎移植（中国四国臓器移植研究会との

共同研究）

鳥取県では総計６５例が実施されていた。

人口比では９県中第６位であった。但し、

県立中央病院では腎移植を中断しており、

将来的には県東部にも腎移植施設を開設

する必要があろう。

２）腎友会会員（透析患者）へのアンケート

調査

２７．７％が多様な仕事に就いていたが、透

析治療との両立もしくは体調面での不安を

訴えるものが多かった。就労していない理

由としては体調面の不安を訴える者が

４９．４％と最も多かった。４９．６％が長期透析

による合併症を不安視していた。腎移植に
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対する意識としては、２２．７％が腎移植を希

望していた。腎移植に関して欲しい情報は

移植後の免疫抑制、費用、社会復帰までの

期間などがあった。他方、腎移植を希望し

ない理由としては透析が安定している、移

植の費用、医学的問題等があった。

［相談システムの立ち上げ］

透析患者への腎移植に関する情報提供を

目的として、鳥取県内で勤務する腎移植認

定医３名による無料相談システムを平成２２

年１月に立ち上げた。

３）腹膜潅流と血液透析併用の効果

腹膜透析と血液透析週１回の併用を行っ

た４０例の検討では、併用により、腹膜機能

が温存され、腹膜透析期間が延長されるこ

とが示された。

２ 再建術式による胃全摘術後患者の生活の質

（QOL）の比較（Roux―en―Y再建法とパウ

チ・ダブルトラクト再建法の比較試験）

鳥取大学医学部器官制御外科学講座

病態制御外科分野

池口正英・他

胃癌をはじめとする胃疾患に対する胃全摘

術後の再建方法として、Roux―en―Y再建法、

インターポジション再建法、ダブルトラクト

再建法が用いられているが、この中でも

Roux―en―Y再建法は簡便であるため、最も

広く用いられている。しかし、いずれの再建

方法でも、逆流性食道炎、食物の貯留機能低

下に伴う栄養障害、貧血、ダンピング症候群

の発生など様々な合併症が起こることが経験

されている。このため、胃全摘術後には空腸

パウチを含む様々な再建法が工夫されてきた。

しかし、空腸パウチが適切に作製されないと、

逆に食道内への逆流が増加し、パウチの拡張

による食物の停滞感、うっ滞感をひきおこし、

患者の術後QOLを損ないかねない。

ダブルトラクト再建法の十二指腸側にパウ

チを作成するパウチ・ダブルトラクト再建法

を新しく考案し、胃全摘後のパウチ・ダブル

トラクト再建法（PDT群）の有用性を、従

来法のRoux―en―Y再建法（RY群）と比較し

確認した。

２年後の栄養の客観指標をRY群、PDT群

で比較した。両群で有意の差は認められな

かったが、PDTで体重の戻りが良好である

ことが伺われた。また、すべての栄養評価項

目においてPDT群がRY群を凌駕していた。

３ 非アルコール性脂肪性肝疾患の実態と診断

法の開発

鳥取大学医学部統合内科医学講座

機能病態内科学分野

村脇義和・他

最近、我が国でも肥満や糖尿病の増加につ

れて、非アルコール性脂肪性肝疾患（nonal-

coholic fatty liver disease：NAFLD）が増

加してきている。NAFLDのうち炎症と線維

化を伴う脂肪肝炎（nonalcoholic steatohepa-

titis：NASH）は、単純性脂肪肝（simple stea-

tosis：SS）と異なり、肝硬変、肝細胞癌へ

と進展することが知られている。

SSとNASHの鑑別には、肝生検が必要で

あるが、NASHの診断およびその進行度を非

侵襲的に評価する方法が求められている。肝

生検を施行したNAFLD患者を対象に各マー

カーによる線維化進行度の診断能を検討する

とともに、新しいバイオマーカーであるM３０

（１）の有用性についても調べた。

NAFLDの重症度を診断するためのバイオ

マーカーについて多くの検討が行われてきた

が、未だ有用なマーカーは見つかっていない。

今回の我々の検討でも従来より用いられてい

るマーカーでは有用なものはなかった。新し

く報告されたCK―１８の分解産物であるM３０は

SSとNASHの鑑別診断能に優れていた。し

かし、症例数が少ないため、今後症例を増や

して確認する必要がある。また、線維化の診

断においてはAST／血小板が最も有用で

あった。線維化診断においてもM３０は有用な

バイオマーカーとなる可能性があり、今後は

症例数を増やして検討する必要がある。また、

治療によってM３０がどのように変化するか治

療のモニターとなりうるかを今後検討してい

きたい。

４ 鳥取県におけるがん罹患・死亡の地域特性

に関する記述疫学的研究

鳥取大学医学部社会医学講座

環境予防医学分野

岸本拓治・他

昭和４６年に鳥取県がん登録が開始された当

初から、鳥取県における悪性新生物死亡率は

全国でも高い位置を占めていた。２００７年にお
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ける鳥取県の７５歳未満年齢調整がん死亡率が

全国４７都道府県中で第４３位の高率を示したた

め、今回その背景解析を目的として、記述疫

学的に検討した。

７５歳未満年齢調整がん死亡率が高率の背景

について、既存の統計資料から多面的に検討

し、性別では男性の高死亡率、年代別では４０

―５０歳代、部位別では胃、肝臓、大腸の高死

亡率によるところ大であった。また、Join-

pointモデルでほとんどの部位において全国

と比べて罹患率の増加トレンドが高いことや

死亡率との乖離およびがん検診の指標値から

二次予防より一次予防に問題があることが示

唆された。今後は、男性の高死亡率、年代別

では４０―５０歳代、部位別では胃、肝臓、大腸

の高死亡率の背景について明らかにして、生

活習慣改善による一次予防に努めるとともに、

これらを対象にした早期発見・早期治療を目

指した二次予防にも今まで以上に取り組むこ

とが必要である。

５ 鳥取県における喫煙と肺がんの関係に関す

る調査～喫煙と肺年齢の関係からみた高齢者

肺がんの特性～

鳥取大学医学部附属病院胸部外科

中村廣繁・他

近年、肺がんの増加が続いているが、特に

高齢化社会を背景とした高齢者の肺がんが増

加している。高齢者肺がんの治療においては

実年齢よりも生理的年齢が重要であり、日本

呼吸器学会の提唱する肺年齢は有用と考えら

れる。本研究では高齢者肺がんにおける喫煙

と肺年齢の関係を解析して、肺年齢が術式選

択や合併症予測における客観的指標として有

用かどうかを考察した。

高齢者の肺がんを考える場合に喫煙者では

肺年齢は実年齢よりも１０歳以上高くなる傾向

にあり、肺機能低下も高率に生じる。手術手

技では縮小手術が多く選択されたにもかかわ

らず、明らかに術後肺合併症も多く発生しや

すかった。肺年齢は高齢者の肺がん治療を考

える上でも重要であることを十分に認識でき

る結果であったと考えられる。肺年齢は患者

にわかりやすい概念であり、ICや禁煙啓発

にも十分に活用可能と考えられる。

【母子保健調査研究】

１ 早発黄疸をきたし、遺伝子解析を行ったピ

ルビン酸キナーゼ異常症

鳥取大学医学部統合内科医学講座

周産期小児医学分野

神� 晋・他

１）緒言

私達は、出生直後より高ビリルビン血症

をきたし、赤血球の酵素活性測定と遺伝子

解析にて、日本人症例で初めての報告とな

る遺伝子変異をもったピルビン酸キナーゼ

（PK）異常症の１例を経験した。

２）症例

母体は３０歳の初妊初産婦。家族歴・既往

歴に特記すべきこと無し。妊娠３６週２日、

破水のため当院産科入院、２日後に男児を

出産した。児は在胎３６週４日、生下時体重

２，４８５g、身長４４．６cm、アプガースコア１０

点。生後１１時間で皮膚黄染に気付かれ、

TB１１．０�／dlであり早発黄疸の精査のため

NICU入院となった。

身体所見は黄染がみられるのみで、肝脾

腫はない。

検査所見はHb１２g／dL、網状赤血球１４２

‰、AST４４IU／Ｌ、LDH５０８IU／Ｌ、CK５６８

IU／Ｌと溶血性貧血示唆したが、血液型不

適合はなく、直接・間接クームスともに陰

性であった。光線療法で黄疸は軽快するも、

光線療法中止すると黄疸が再燃するため、

断続的な光線療法を必要とした。その間に

徐々に貧血が進行したため、溶血性貧血の

精査を行った。その後、黄疸は徐々に軽快

し、生後３ヶ月までに２回の輸血を要した

が、以降は輸血を行わずに経過観察してい

る。

３）溶血性貧血の検査

遺伝性球状赤血球症を含む膜異常の検査

には異常は認めなかった。しかし、赤血球

の酵素測定にてpyruvate kinase（PK）活

性が、健常対象の１５．０±１．９９IU／g Hbに比

較して１．６７IU／g Hbと有意に低いことが判

明した。PK異常症は常染色体劣性遺伝病

であるため、両親に同意を得た上で東京女

子医科大学に遺伝子検査を依頼した。その

結果、患児のexon１１において、c．１４６８C

＞T（Arg４９０Trp）、c．１５９４C＞T（Arg５３２

Trp）の２つのミスセンス変異を複合ヘテ

ロ接合体として同定した。両親についても
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検索したところ、父はc．１４６８C＞T（Arg

４９０Trp）を、母はc．１５９４C＞T（Arg５３２

Trp）をヘテロ接合体として検出した。患

児は両方を受け継いだ複合ヘテロ接合体で

あることが確認された。

７ヶ月時に遺伝カウンセリングを両親に

行い、常染色体劣性遺伝病であり、両親が

保因者であることを説明した。出生前診断

に関しては、適応はないとした。

４）考察

父のPK遺伝子変異は日本人に最も多く

みられるものであったが、母の遺伝子変異

は外国人症例での報告があるのみで、日本

人としては初めて見出された。

PK異常症は、白人では約２万人に１人

の頻度だが、日本では非常にまれな疾患で

ある。解糖系の障害によりATPの産生が

低下し、赤血球が変形能を失い、脾臓内の

マクロファージに捕捉されるため溶血が起

きると考えられている。臨床症状の程度は

変異酵素の性質により様々であるが、感染

症などのストレスで増悪するため注意が必

要である。治療は輸血を行うよりなく、輸

血依存の場合は摘脾が考慮される。

先天性溶血性貧血のうち、赤血球酵素異

常症の頻度は２．２％と低いが、直接クーム

ス陰性で赤血球形態にも異常が見られない

時はこの疾患を念頭において精査を進める

必要がある。貧血の程度は遺伝性球状赤血

球症より重症であるため、診断と治療が同

時進行となる場合が多い。

５）結語

早発黄疸で発症し、赤血球酵素測定と遺

伝子解析にて、日本人症例で初めての遺伝

子変異をもつPK異常症の１例を経験した。

家族歴に重症黄疸や脾摘などの既往がなく、

原因不明の先天性溶血性貧血に対しては、

本症も念頭に置く必要があると思われる。

１１．公衆衛生活動対策
１ 健康教育事業

１）健康フォーラム

日 時：平成２１年９月２６日（土）

午後２時～４時４０分

会 場：「鳥取県立倉吉体育文化会館 ２

階大研修室」

鳥取県倉吉市山根５２９―２

聴講者：２３６名

１ 「肝がんで命を落とさないために、三

大肝炎を知ろう」

講師：鳥取大学医学部統合内科医学講座

機能病態内科学分野教授

村脇義和先生

２ 「肝がんの診断と治療」

講師：福山市民病院がん診療統括部長

坂口孝作先生

２）日本海新聞健康コラム「保健の窓」に公

開健康講座、健康フォーラムの講演内容を

計２８回掲示した。

３）日本海新聞健康コラム「健康なんでも相

談室鳥取県医師会Ｑ＆Ａ」に一般の方から

の疾病に関する質問と回答を２３回掲載した。

４）鳥取県医師会公開健康講座、生活習慣病

対策セミナー

毎月１回、鳥取県医師会公開健康講座実

施。会場は鳥取県健康会館のほか、倉吉市、

米子市内で１回ずつ開催。なお、鳥取県の

委託事業である「生活習慣病対策セミナー」

については年１２回で、鳥取県医師会公開健

康講座のうち６回を生活習慣病セミナーに

あて、３地区においても２回ずつ同様のセ

ミナーを実施。

２ 地域保健対策

平成２０年度から「学校検尿における２型糖

尿病発生頻度およびフォローアップシステム

の研究」を実施。

平成１７年度から開始された鳥取県東部地区

学童糖尿病検診に於いて、

平成１８年度に２名

（１型：１名、２型：１名）

平成１９年度に２名

（１型：１名、２型：１名）

平成２０年度に１名

（１型：０名、２型：１名）

が、自覚症状が出現する前の時点で糖尿病を

早期発見され早期治療介入されている。

平成２１年度に於いては新規の糖尿病患者は

発見されなかった。

昨年度事業として計画していた定期フォ

ローアップのための糖尿病手帳については、

平成２２年度に糖尿病の診断基準の改定を控え

ており、平成２２年度中に日本糖尿病協会が新

たな糖尿病療養手帳と糖尿病地域連携パスを
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作成するとの情報があるため、それらとの整

合性を確保することが望まれる。診断基準の

改定と糖尿病協会からの情報を踏まえた上で

今後の有効利用についての再検討が必要と思

われる。

本事業開始当初より鳥取県東部医師会が

行ってきた継続的な強い働きかけが功を奏し

て、平成２１年度からは鳥取県東部地区の全市

町村の教育委員会が本事業に参画して頂ける

事となり、平成２２年度以降は鳥取県東部地区

の全ての小学校、中学校の学童が本事業に於

けるフォローアップの対象となる。

これまでは年度毎のデータ解析を行ってき

たが、本事業に於いて２度目の検査になった

学童が平成２０年度に１名、平成２１年度に１名

あり、将来経年的なデータ推移を比較検討す

る必要があると考えられた。そこで患児のプ

ライバシー保護には十分配慮したうえで、今

回患児の情報をデータベース化する事とした。

これによって今後の継続フォローがより確実

になると同時に、もし将来フォロー中の学童

から糖尿病が発症した場合に、経年的に蓄積

されたデータをレトロスペクティブに解析す

る事で、糖尿病の早期発見に結びつく、何ら

かのヒントが得られる事も期待される。

３ 生活習慣病対策事業

１）地区における健康教育

〈東部医師会〉

� 鳥取市市民健康ひろばにて、健康相談

を行った。

� 東部医師会健康スポーツ講演会を平成

２２年３月１８日に開催し、参加者は５７名で

あった。

� 各会員による健康教育講演を１４４回

行った。

〈中部医師会〉

� 「住民健康フォーラム」は、１０月４日

に感染症から身を守ろう―予防接種の話

―をテーマに開催し、参加者は４４名で

あった。

� 各会員による健康教育講演を３１回行っ

た。

〈西部医師会〉

� 健康教育講座を米子市内の公民館で３１

回、境港市で２１回行った。

� 各会員による健康教育講演を５６回行っ

た。また、中海テレビで医師の出演によ

る「健康プラザ」が放送されている。

２）健康相談

鳥取県健康会館において、面談による健

康相談を毎月第１木曜日は精神科、第２及

び第４木曜日は内科、第３木曜日は整形外

科が行っており、７４件の相談があった。

１２．生活習慣病対策
委員会は平成２１年７月３０日と平成２２年２月２７

日の２回開催された。特定健診として始めての

平成２０年度の実施状況ならびに特定保健指導実

績状況について報告がなされた。また、平成２２

年度より慢性腎臓病（CKD）特別対策事業が

実施予定となっており、その具体的実施内容に

ついて協議がなされた。

１ 平成２０年度特定健診実施状況について

被用者保険組合では、対象者９４，８３０人のう

ち受診者数２４，８８４人、受診率２６．２％であった。

市町村国保組合では、対象者１０３，２２１人の

うち受診者数２４，１３７人、受診率２３．４％であっ

た。従来の基本健診（平成１９年度３７．０％）よ

り低い受診率となった。

被用者保険組合および市町村国保組合の合

計では、受診率２４．８％であった。メタボリッ

クシンドロームの該当割合は、男性１９．９％、

女性７．０％、予備軍の該当割合は、男性

１５．８％、女性５．８％であった。

２ 平成２０年度特定保健指導実施状況について

被用者保険組合では、動機付け支援対象者

８０７人、指導実施率３．７２％、積極的支援対象

者１，３９６人、指導実施率６．２３％、両者を合わ

せた実施率は５．３１％であった。

市町村国保組合では、動機付け支援対象者

２，６６０人、指導実施率１６．４７％、積極的支援対

象者７９４人、指導実施率１０．３３％、両者を合わ

せた実施率は１５．０６％であった。

被用者保険組合、市町村国保組合を合わせ

た実施率は、動機付け支援１３．５０％、積極的

支援７．７２％、両者を合わせると１１．２６％で

あった。

３ 市町村国保における特定健診有所見者状況

（福岡県国保連合会集計ソフトによる集計）

受診者数２６，６６９人（国への報告の際の除外

対象者を含む故、国への報告数より多い）の

うち、男性４４．７％、女性１９．４％、計２９．１％に

腹囲所見がみられた。
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メタボリックシンドローム該当者は、男性

２２．２％、女性９．４％、男女合わせて１４．４％で

あった。そのうち血糖＋血圧所見者９．９％、

血糖＋脂質所見者３．２％、血圧＋脂質所見者

２８．９％、３項目所見者１４．２％であった。

メタボ予備軍は、男性１７．１％、女性７．５％、

男女合わせて１１．２％であった。

そのうち血糖所見者２．３％、血圧所見者

３２．２％、脂質所見者９．４％であった。

４ 協議概要

１）特定健診・特定保健指導実施状況の集計

方法について

各保険者の国への実績報告様式は、精度

管理に必要な各検査項目別の異常所見数等

の報告様式となっていない。そこで、従来

の基本健診のような異常者数等の集計を行

う為に、福岡県国保連合会集計ソフトによ

る報告を各保険者に依頼することとした。

２）慢性腎臓病（CKD）特別対策事業につ

いて

平成２２年度から本事業の実施が予定され

ている。実施内容としては、�本委員会に

おいて特定健診データの評価を行い、

CKD対策を検討する、�県民向けとして

「腎臓病対策セミナー」を開催し、広く県

民にCKDについて啓発を行う、�人材育

成の為に、かかりつけ医を対象としての研

修会を実施する、等が考えられている。今

後、腎臓病専門医に本委員会の委員として

加わって頂き、上記について検討していく

こととした。

５ 特定健診従事者講習会

平成２２年２月２７日、鳥取県西部医師会館で

開催された。鳥取大学医学部病態情報内科学

講師の谷口晋一先生による「特定健診・特定

保健指導の実施状況と今後の課題」と題した

講演がなされた。出席者は３５名であった。

１３．地域医療研修及び健康情報対策
【委員会の概要】

本委員会は事前にテーマを確定せず、その時

点での状況に応じて、地域医療にかかわること

や健康情報に関する課題などを検討してきてい

る。

平成２１年度は、地域医療再生計画に基づいて

予算化した平成２２年度事業を中心に、地域医療

にかかわる課題、取り組みについて協議した。

また、平成２１年春に発生した新型インフルエン

ザへの対応を振り返り、今後の課題等について

も意見交換した。

１ 地域医療再生計画に基づいて予算化された

平成２２年度事業について

鳥取県の地域医療再生計画の概要は以下の

とおり

【計画を策定する地域】

東部・中部保健医療圏を基本とする地域

西部保健医療圏を基本とする地域

【計画期間】

平成２２年１月～平成２５年度末

【事業費】

２５億円／地域×２＝５０億円

これらの計画に基づき、予算化された平成

２２年度の主な事業及び意見は次の通り。

１）地域医療連携推進事業

医療機関の役割分担、連携を推進し、一

貫した治療スケジュールを示すことを目指

して４疾病（がん、脳卒中、急性心筋梗塞、

糖尿病）の地域連携クリティカルパスを作

成するための検討会などを開催。

平成２２年度は脳卒中について地区医師会

に委託して作成することを予定。

２）地域医療向上研修会開催支援事業

４疾病６事業（小児医療、周産期医療、

救急医療、災害医療、へき地医療、在宅医

療）に関する研修等の開催を支援。

３）Web型電子カルテシステム構築事業

医療機関の連携を推進する一助として、

医療機関相互で診療情報や画像情報を共有

できるシステムを構築。平成２２年度は実施

に向けた検討を実施。

→【意見】個人情報の管理に十分配慮し、

適正な規模、範囲での実施が必

要ではないか

基金終了後の財源のこともあ

り、システム運営費等の経費を

精査する必要がある。

４）テレビ会議システム構築事業

医療機関等相互での連携、情報交換、協

議等を円滑に行えるよう構築を検討。

→【意見】パソコンに附属したシステムに

限らず、より大規模なシステム

も必要ではないか。

５）鳥取大学医学部の地域医療学講座開設の
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支援

平成２２年度に開設される地域医療学講座

の一部の人件費、研究費等を寄付する。

６）臨時特例医師確保対策奨学金貸与事業

平成２２年度から新たに鳥取大学８名、岡

山、山口大学、各１名の養成枠を設定。

２ 新型インフルエンザ対策について

鳥取県においては関係者や県民の理解、協

力により、感染拡大を最小限にすることがで

き、定点医療機関の報告数でみた場合、全国

の流行より３週間程度遅く、また、そのピー

クも比較的低く抑えることが出来た。さらに、

入院患者は多かったものの、人口比で見て、

重症事例は少なく、医療提供体制がうまく機

能したことによるものと考えられた。

一方、ワクチンについては、供給量が限ら

れ、対象者も順次拡大するという初めての経

験で、現場では少なからず混乱が見られ、供

給方法等については課題が残った。

各種検診登録医療機関数一覧

（平成２２年５月末現在）

◎胃がん検診精密検査医療機関登録件数

東 部 ７４件

中 部 ４４件

西 部 ８４件

計 ２０２件

◎肺がん検診精密検査医療機関登録件数

東 部 ６件

中 部 ６件

西 部 ７件

計 １９件

◎乳がん検診精密検査医療機関登録件数

東 部 ５件

中 部 ２件

西 部 ８件

計 １５件

◎子宮がん検診精密検査医療機関登録件数

東 部 ７件

中 部 ５件

西 部 １０件

計 ２２件

◎大腸がん検診精密検査医療機関登録件数

東 部 ２６件

中 部 ２０件

西 部 ２８件

計 ７４件

◎大腸がん検診注腸Ｘ線検査医療機関登録件数

東 部 １６件

中 部 ３件

西 部 ２０件

計 ３９件

◎肝臓がん検診精密検査医療機関登録件数

東 部 ４８件

中 部 ３４件

西 部 ５２件

計 １３４件

地 域 医 療 対 策

１．医師確保対策・男女共同参画
１ 第５回日本医師会男女共同参画フォーラム

平成２１年７月２５日、札幌市において、「今、

医師の働き方を考える―ともに仕事を継続さ

せるために―」をテーマに開催され、重政理

事、山田七子先生（鳥大医学部）が出席した。

基調講演「私の５０＋（プラス）年史：ある

心臓外科医の生き方」（野尻知里 テルモハー

ト社会長）が行われた後、日医男女共同参画

委員会（女性医師の勤務環境の現況に関する

調査）と日医女性医師支援センター事業につ

いて報告があった。続いて、「今、医師の働

き方を考える―ともに仕事を継続するために

―」をテーマに４名のシンポジストによるシ

ンポジウムが行われ、総合討論の後、「第５

回男女共同参画フォーラム宣言」が採択され

た。来年度は、平成２２年７月２４日（土）鹿児

島市において開催予定である。詳細は、会報

第６５０号に掲載した。

２ 日本医師会女性医師支援センター・シンポ

ジウム

平成２１年５月３０日、日医会館において開催

され、三浦さおり先生（鳥取県立中央病院麻

酔科、３才と５才の二児の母）、坂野真理先

生（倉吉病院精神科、２才児の母）、早川幸

子氏（鳥取大学医学部附属病院病院長特別補

佐）村上勇作氏（鳥取大学医学部附属病院人

事・労務管理専門職）吉田雅人氏（鳥取大学
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医学部附属病院職員係長）が参加した。

１．基調講演〈厚生労働省医政局長 外口

崇〉

２．報告：「女性医師の勤務環境の現況に関

する調査」結果報告〈女性医師支援センター

マネジャー 保坂シゲリ〉

３．シンポジウム

� 医師再就業支援事業の経過〈女性医師

バンクコーディネーター 家守千鶴子〉

� 女性医師バンクを通じて仕事に就いて

〈財団法人東京都保健医療公社豊島病院

産婦人科 出澤未央子〉

� 女性医師バンクの紹介で再研修を始め

て〈社会医療法人社団カレスサッポロ時

計台記念病院 女性総合診療センター

岸 由香〉

� コーディネートをしてみえてきたこと

〈女性医師バンクコーディネーター 秋

葉則子〉

� 今後の女性医師支援〈横浜市立大学大

学院医学研究科生体制御・麻酔科学教授

後藤隆久〉

� 今後の女性医師支援〈自治医科大学小

児科学主任教授 自治医大女性医師支援

センター 桃井真里子〉

詳細は、会報第６４８号に掲載した。

３ 女性医師懇談会

平成２１年４月１６日、県医師会館において、

各地区医師会から勤務医担当理事と女性医師

に参画いただき、初めて開催した。主な議事

として、懇談会を開催した経緯等について報

告があった後、女性医師の医師会活動の参画、

各病院における医師会活動の参画、今後の活

動方針、などについて協議、意見交換を行っ

た。今後は、女性医師に限定せず、若い世代

の勤務医師を対象とした懇談会を開催してい

く方向で検討していくこととした。詳細は、

会報第６４７号に掲載した。

４ 女性医師等相談事業連絡協議会

平成２１年９月３０日、日医会館において開催

され、重政理事が出席した。主な議事として、

�育児・介護休業法の改正 �事例発表 �

来年度の事業の見込み �質疑応答、などが

あり、�事例発表では、青森、岩手、秋田、

茨城、徳島、山口、宮崎の７県医師会から女

性医師相談窓口事業を中心に様々な育児支援

や就業支援の取組みについて報告があった。

詳細は、会報第６５３号に掲載した。

５ 女性医師支援センター事業 中国四国ブ

ロック会議

平成２２年１月２３日、広島市において開催さ

れ、重政理事が出席した。日医女性支援セン

ター事業（設置目的、組織図、女性医師バン

ク運用状況）について報告があった後、各県

から提出された議題に対する回答、日医への

要望・提言が行われた。ほとんどの県で保育

支援事業へ対応しており、鳥取県の調査結果

（１２病院）では院内保育所又は託児所を設置

しているのが１１病院、病児保育所は２病院、

２４時間保育所は３病院であった。また、女性

医師支援に関する講演会、研修会は各県とも

ほぼ同様の開催状況であった。なお、自宅に

いる女性医師への支援について本県では、

「女性医師懇談会」で県内女性医師を把握し、

鳥大医学部附属病院「ワークライフバランス

サポートセンター」を開設し、今後「女性医

師が継続して働ける環境作り」や「女性医師

再就業支援のための方策」等について取組む

なかで県内女性医師状況を把握する予定であ

る。詳細は、会報第６５７号に掲載した。

２．地域医療計画対策
１ 鳥取県医療審議会

１）平成２１年７月２３日、県庁において開催さ

れ、岡本会長、宮�常任理事（医療法人部

会委員長に選任）、井庭理事が出席し、岡

本会長が審議会長に選任された。

審議事項として、地域医療支援病院の指

定の承認について協議が行われ、県立中央

病院が承認された（山陰労災病院、鳥取赤

十字病院に次いで３ヶ所目）。また、国の

基金活用に向けて今秋までに策定する地域

医療再生計画は、東部と西部保健医療圏の

２地域を対象とし、中部圏域については両

地域の計画に課題を関連付けることで合意

した。医師確保対策や救急医療体制の整備

などに取り組み、県全体で計５０億円の基本

配分を目指していく。県は８月上旬にかけ

て医療関係団体や医療機関等にアンケート

を実施し、１０月１６日までに国に５年間の地

域医療再生計画を提出する予定とのことで

あった。

２）平成２１年１０月６日、県庁において開催さ
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れ、岡本会長（審議会長）、宮�常任理事

が出席した。主な議事として、国の基金活

用に向けて策定した東部医療圏と西部医療

圏の地域医療再生計画について審議が行わ

れ、県事務局案が了承された（中部につい

ては東部の計画の中に関連付ける）。県は

８日の県議会常任委員会で報告し、１６日に

国へ再生計画を提出する。国の承認・交付

額決定は来年１月の予定である。

計画では、県内２地域５０億円分の基金獲

得を目指し、平成２１年度から５年間の計画

期間内に病院勤務医１００人を増やすこと、

看護師養成所の定員を２０人増やすこと、な

どの目標が設定された。また、鳥大医学部

への寄附講座の開設や奨学金制度の拡充、

勤務医の処遇改善と離職防止などに取り組

むほか、ITを活用した遠隔医療や地域の

医療機関と基幹病院等の連携体制構築、救

急医療体制の確立などが盛り込まれている。

２ 鳥取県地域医療対策協議会

１）平成２１年７月３０日、県医師会館において

開催され、岡本会長（協議会長）、武田理

事（臨床研修指定病院）、３地区医師会長

が出席した。

主な議事として、国の基金配分（５０億円）

に向けて今秋までに提出が求められている

地域医療再生基金計画案などについて協議、

意見交換が行われた。中部医師会からは地

域医療再生基金の投入地域が東部と西部保

健医療圏の２地域が対象になったことを受

け、中部圏域については両地域の計画に中

部の医療課題を関連づけて欲しい旨、要望

があった。

また、出席者からは、医師不足に対応す

るため、ITを活用した電子カルテの相互

参照や画像・検査データの共有など、県全

体を対象とした医療連携システムの構築を

求める声が多かった。

２）平成２１年９月２９日、県医師会館において

開催され、岡本会長（協議会長）、武田理

事（臨床研修指定病院）、３地区医師会長

が出席した。主な議事として、地域医療再

生計画の策定について協議、意見交換が行

われ、鳥取県内２地域５０億円の基金配分に

向けて国に提出する再生計画案が事務局か

ら示された。このうちITシステムを活用

した医療連携体制の構築費用として２４億円

が含まれている。なお、再生計画は東部と

西部地区の２医療圏で、中部地区は東部に

含まれている。

また、「育む」「つなげる」「支え合う」

をキーワードにし、病院に勤務する医師の

充足率を現状の８６％から９５％に引き上げる

などの目標値が設置された。県からは、

「政権交代によって今後の見通しは不明で

はあるが、地域の医療再生は緊急課題で事

業継続を前提に計画を策定したい」と説明

があり、最終的には、１０月６日（火）開催

の「鳥取県医療審議会」での審議を経て１６

日に計画を提出する予定である。

３ 中国四国「地域医療再生基金」に係る協議

会

平成２１年７月２６日、岡山市において、島根

県医師会（中国四国ブロック担当県）の担当

で急遽開催され、野島副会長、宮�常任理事、

板倉東部会長、池田中部会長、魚谷西部会長、

県及び地区医師会事務局とともに出席した。

まず、内田日医常任理事より、資料に基づ

き、地域医療再生基金の創設について事業の

あらまし、医師会の関わりなどの項目につい

て説明があった後、あらかじめ日医から質問

があった項目に対する各県の回答について、

進捗状況、医師会の関わりの状況などの説明、

それに対する協議、意見交換及び日医からの

コメントなどが行われた。詳細は、会報第

６５０号に掲載した。

３．地域医療連携推進対策
１ 鳥取県がん診療連携拠点病院推薦検討委員

会

１）平成２１年６月１８日、県医師会館において

開催され、岡本会長、野島・富長両副会長、

３地区医師会長が出席し、岡本会長が委員

長に選任された。

主な議事として、がん診療拠点病院の概

要及び指定要件、推薦施設の選定方針など

について協議、意見交換が行われた。地域

拠点病院に東部圏域では３病院（県立中央

病院、鳥取市立病院、鳥取赤十字病院）、

中部圏域では県立厚生病院、西部圏域では

米子医療センターからそれぞれ応募があっ

た。また、中心的な役割を果たす鳥取県が

ん診療連携拠点病院には鳥大医学部附属病
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院から指定更新に向けて応募があった。

今後、各病院の状況調査等を踏まえて８

月を目途に候補先を選定し、１０月末までに

国に推薦する。指定期間は平成２２年４月か

ら４年間で、平成２２年度から緩和ケア提供

の体制整備などを加えた新要件を充足した

上での申請が必要になった。

２）平成２１年８月２５日、県医師会館において

開催され、岡本会長（委員長）、野島・富

長両副会長、各地区医師会長が出席し、現

在指定を受けている５病院を継続して国に

推薦することを決定した。

中心的な役割を果たす「鳥取県がん診療

連携拠点病院」には鳥大医学部附属病院、

「鳥取県地域がん拠点病院」として東部圏

域は県立中央病院、鳥取市立病院、中部圏

域は県立厚生病院、西部圏域は米子医療セ

ンターをそれぞれ県が推薦し、厚労省が審

査し指定する。なお、指定期間は平成２２年

４月から４年間である。

２ 鳥取県がん診療連携協議会

１）平成２１年７月１３日、鳥大医学部附属病院

において開催され、岡本会長、吉中理事が

出席した。都道府県がん診療連携拠点病院

連絡協議会の出席報告後、がん診療連携拠

点病院の指定要件（制度見直しの概要、留

意事項、整備）、緩和ケア研修会、地域連

携クリティカルパス、鳥取県がんフォーラ

ムの開催、などについて協議、意見交換が

行われた。がん診療連携拠点病院の指定要

件は、国立がんセンターの方針に従うこと

になっており、研修会の開催場所など中央

集権的であるため、若干問題があるのでは

ないかと思われる。

２）平成２１年１２月１７日、鳥大医学部附属病院

において開催され、吉中理事が出席した。

主な議事として、平成２１年度鳥取県がん

フォーラムを平成２２年３月２７日（土）に開

催することと鳥取県がん対策推進計画アク

ションプランについて報告があった後、緩

和ケア研修会の開催（案）と地域連携クリ

ティカルパスについて協議、意見交換が行

われた。

４．有床診療所対策
１ 有床診療所に関するアンケートの結果報告

先般、県内６８有床診療所を対象にアンケー

ト調査を行った結果、６０医療機関（回答率

８８．２％）から回答があった。３１医療機関

（５０．８％）から今後も稼動する有床診療所と

して続けるとの回答があり、また、鳥取県有

床診療所連絡協議会（仮称）の設立趣旨につ

いて賛同するのは３３医療機関（５５．０％）、鳥

取県有床診療所連絡協議会（仮称）へ入会し

たいとの回答は１８医療機関（３３．０％）、入会

しないとの回答は１４機関（２３．３％）であった。

以上の結果から、鳥取県医師会として鳥取

県有床診療所連絡協議会（仮称）を設立する

方向で今後、さらに検討していくこととした。

２ 全国有床診療所協議会

平成２１年８月１・２日、熊本市において開

催され、米川理事が出席した。第１日目は役

員会、総会、特別講演等３題�「社会保障の

課題」（西島参議院議員） �「２１世紀の国民

医療と地域医療～医療崩壊から守るみち～」

（唐澤日医会長） �「有床診療所と介護保

険」（三上日医常任理事）が行われ、２日目

は特別講演１題「医療提供体制の現状と課題」

（佐藤厚労省保険局医療課長）と「地域にお

ける有床診療所の役割」をテーマに５名のシ

ンポジストによるシンポジウムが行われた。

３ 都道府県医師会有床診療所担当理事連絡協

議会

平成２１年８月１９日、日医会館において初め

て開催され、米川理事が出席した。議事とし

て、今村定臣日医常任理事より有床診療所を

巡る状況について説明があった後、有床診療

所に関する検討委員会での検討状況と福岡県

と広島県の有床診療所から現状について報告

があり、その後、有床診療所における諸問題

について協議、意見交換が行われた。

日医は、入院基本料全体の底上げについて

は関係者の総意であり、しっかり対応すると

いうことであった。また、低すぎてコスト割

れしているとの訴えが多くあがっている現状

を打破する必要性を指摘した。詳細は、会報

第６５１号に掲載した。

４ 鳥取県有床診療所協議会設立発起人会

平成２１年１１月２８日、県医師会館において開

催した。主な議事として、本協議会設立まで

の経過報告（中国四国の設置状況、アンケー

ト結果）、規約案、役員選任候補案、会員の

募集、などについて協議、意見交換を行った。
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役員については発起人全員を役員とし、県医

師会長を顧問、幹事及び監事は県医師会の担

当役員とした。今後の予定では、平成２２年度

５月に設立総会を開催し、会費は１０，０００円

（全国会費７，０００円、県会費３，０００円）とする。

詳細は、会報第６５４号に掲載した。

また、有床診療所については、１月１９日

（火）開催される日医会長会議において岡本

会長より、「有床診療所の積極的活用への課

題」について質問し、日医の見解、今後の対

応について伺うことにしている。

５ 全国有床診療所連絡協議会中国四国ブロッ

ク会役員会・総会

平成２２年１月１７日、岡山市において開催さ

れ、米川理事、池田光之先生（東部医師会）

が出席した。

総会の前に開催された役員会において、会

則の変更が行われて各県の負担金が１０万円か

ら８万円となったこと、全国有床診療所協議

会役員に岡山県の井戸先生を副会長に推薦す

ること、次回総会は平成２３年１月１６日に岡山

県医師会館において開催されること、第２３回

全国有床診療所連絡協議会は平成２２年７月３１

日と８月１日に岡山市において開催されるこ

と、などが決定した。引き続き、特別講演�

「平成２２年度診療報酬改定に向けて―この１

年間の全国有床診療所連絡協議会の活動より

―」（葉梨之紀 全国有床診療所連絡協議会

次期会長） �「『生命輝かそう有床診療所連

絡協議会中国四国ブロック』～低医療費政策

を乗り越えて～（一地方病院のささやかな試

み）」（邉見公雄 中央社会保険医療協議会委

員・全国自治体病院協議会会長・赤穂市民病

院名誉院長）が行われた。

社 会 保 障 医 療 対 策

１．医療保険制度対策
１ 鳥取県後期高齢者医療懇話会

１）平成２１年５月１２日、湯梨浜町役場東郷庁

舎において開催され、天野常任理事が出席

した。平成２０年度の鳥取県における後期高

齢者の現状は、月平均で受給者数８３．２５３人、

医療費６１，１０１円であった。老人医療費（平

成１９年度）と後期高齢者医療費（平成２０年

度）を比較してみると約３億円減少してい

る。また、後期高齢者健康診査実施状況は

健診受診率２１．１５％（詳細項目を実施した

者１３．４９％、健康診査と生活機能検査との

同時実施６６．５３％、特定高齢者２２．４３％）で

あった。

平成２０年度の保険料収納状況では普通徴

収（納付者又は口座振替で納付）が段々と

減少していき、２月分の徴収では９０．０２％

であった。保険料滞納者に対しては、まず

短期被保険者証の交付により納付交渉の機

会を図るとともに、悪質な滞納者について

は滞納処分や資格証明書の交付も視野に入

れるなどの対応により、保険料の収納確保

を目指すこととなった。具体的には平成２１

年７月の更新時（有効期間は８月から）に

該当者に対して有効期限３ヶ月の短期証を

一律交付し、１０月の更新以降は３ヶ月、も

しくは６ヶ月の短期証を状況に応じて交付

する。なお、「災害、病気、事業の休廃止、

失業等があったことにより、保険料を納付

することが出来ないと認められる場合」と

「現に診療等を受けている又は受ける予定

のある被保険者については、仮に資格証明

書を交付した場合、医療費の全額を一時的

に負担することが困難となると認められる

時」は、資格証明書を交付しないこととし

た。

２）平成２１年１０月２３日、湯梨浜町役場東郷庁

舎において開催され、天野常任理事が出席

した。平成２０年度後期高齢者医療制度の実

施状況は、被保険者数８３，３２５人（うち障害

認定者２，８４８人）、医療給付費５５，９４１，９９１千

円、保険料収納状況４，０９５，４８３千円（収納

率９９．２８％）であった。また、現行の後期

高齢者医療における鳥取県の給付状況（一

部負担金を含む）は、平成２０年度で一人当

たりの医療費は８０９，５０５円（全国８５３，３９１円）

で、全国と比較すると第２７位で平成１９年度

と同順位であった。

平成２０年度から開始した後期高齢者の特

定健診は、被保険者全員を対象として特定
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健診と同項目、同基準での健診を行ってい

る（ただし、腹囲測定は行わない）。広域

連合での直接実施は困難であるため、平成

２０～２１年度は市町村に委託し、特定健診や

生活機能評価など、住民への健診と併せて

行っており、平成２２～２３年度も同様に引き

続き特定健診と同基準で行うこととなった。

また、高齢者がより健康的な生活を送る

ための知識・教養を深めることを目的に高

齢者健康づくり推進大会が各地区で行われ

る。内容は、講演「元気で長生きをめざし

て」（加藤敏明 鳥大医学部准教授）と実

演「一緒に楽しもうご当地体操」である。

３）平成２２年１月１８日、湯梨浜町役場東郷庁

舎において開催され、天野常任理事が出席

した。現在、政府は、後期高齢者医療制度

について現行制度の廃止時期を平成２４年度

末とし、平成２５年度から新制度へ移行する

方向で検討に入っており、約１年かけて制

度改革大綱を定め、平成２３年度に関連法案

を国会へ提出する考えである。なお、老人

保健制度に戻さない最大の理由は、運営主

体が都道府県ごとの広域連合から市町村に

戻り事務作業や制度運営に係る経費が膨大

になるなど、市町村などから反対意見が出

ているためである。

平成２２～２３年度の保険料を一人当たり平

均年６９，１３６円（現行６９，９１２円）とする試算

値が示された。後期高齢者医療制度の保険

料は２年ごとに見直すことになっており、

１０年度の見直しでは、後期高齢者医療給付

費準備基金を８億円取り崩すことにより、

保険料の均等割額が４０，７７３円（現行４１，５９２

円）、所得割率が７．７１％（７．７５％）となっ

た。なお、鳥取県後期高齢者医療広域連合

事務局は今回の試算値を最終案とし、２月

に開かれる同連合議会に提案する。

２．介護保険制度対策
１ 第４期介護保険事業支援計画及び老人福祉

計画策定・推進委員会

１）平成２１年１０月１６日、中部総合事務所にお

いて開催され、渡辺常任理事が出席した。

主な議事として、第４期計画に基づく平成

２１年度の取組み及び進捗状況と介護基盤の

緊急整備に伴う今後の方向性について協議、

意見交換が行われた。介護拠点等の緊急整

備に係る鳥取県の対応方針は、在宅生活が

困難な在宅待機者の状況及び居宅介護支援

事業所への調査結果による利用者のニーズ

把握結果、市町村が今後実施する地域密着

型施設の整備状況、国の参酌標準等を踏ま

え、下記のとおり対応することとなった。

◆広域型施設（定員３０人以上の大規模施設）

在宅生活が困難な在宅待機者の状況、

圏域内での施設整備見込み、国の参酌標

準等から判断して妥当と認められ、かつ、

周辺市町の同意がある場合に限り、施設

整備を認める。

◆地域密着型施設（定員２９人以下の小規模

施設）

待機者の状況等から施設整備の必要性

が認められ、国の参酌標準を満たす一部

の市町（特に鳥取市）については、当該

市町の意向を十分に尊重し、施設整備を

認める。

２）平成２２年２月２３日、県庁において開催さ

れ、渡辺常任理事が出席した。主な議事と

して、介護拠点等の緊急整備に係る鳥取県

の対応方針について協議、意見交換が行わ

れ、今後も地域密着型による介護施策の推

進を原則とするものの、東部圏域において

は、特例として広域型の特別養護老人ホー

ム７０床分の整備枠を確保することとした

（既存施設の増床又は新設の別は問わな

い）。

また、県が実施する社会福祉法人指導監

査の充実や法人自ら実施する運営適正化及

び透明性確保の取組みの推進策について、

平成２２年度以降の実施方針を検討するため、

鳥取県社会福祉法人指導監査適正化検討委

員会が設置された。

３．社会保障医療対策
１ 第５３回社会保険指導者講習会

平成２１年８月２０・２１日の２日間、日本医師

会館において、「がん診療update」をテーマ

に日医と厚労省の共催で開催され、県内の地

域がん診療拠点病院からということで、富長

副会長、東部：山下鳥取市立病院副院長、中

部：秋藤県立厚生病院内科部長、西部：山本

米子医療センター副院長が出席した。

２日間に亘って１０名の講師により「がん診

療」に関しての講演があり、更に厚労省によ
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る最近の医療情勢についての解説の後、最後

に日医により総括がなされた。今後は、各地

区医師会で伝達講習を行う。詳細は、会報第

６５１号に掲載した。

２ 社会保障部委員会総会

平成２２年１月３０日、鳥取市、ホテルニュー

オータニ鳥取において開催した。

医療保険関係の諸会議報告と支払基金・国

保連合会・労災保険審査委員会からそれぞれ

審査の現況と保険医療機関への注意点につい

て報告があった後、平成２１年１１月、各地区医

師会より県下の医療機関を対象に、支払基金

及び国保連合会への審査に対する要望事項の

アンケートを行い、寄せられた１３件の意見に

ついて県医師会及び支払基金・国保連合会の

審査委員より回答・意見が述べられた後、協

議、意見交換を行った。

また、平成２２年度より委員会の名称を変更

し、委員構成について見直しを行うことと

なった。その他、平成２０年度に実施された個

別指導において指摘された事項の�まとめ�
として中国四国厚生局鳥取事務所から届いた

もの（社会保障部便りに掲載）から疑問に思っ

た事項の抜粋について確認を行った。詳細は、

会報第６５７号に掲載した。

３ 社会保障部委員会の名称及び構成等につい

て

平成２２年度より、本会社会保障部委員会の

名称を「医療保険委員会」とし、委員構成を

案として県医師会６名、４地区医師会からの

推薦者２名ずつの８名、計１４名とした。また、

基金・国保・労災審査委員、県医師会役員並

びに地区医師会長及び地区医師会長推薦委員

で構成し、年１回開催している「社会保障部

委員会総会」は廃止して、「保険審査連絡委

員会（仮称）」を設置し、委員構成を県医師

会６名、各地区医師会長、基金・国保審査委

員各３～４名とした。今後、詳細をさらに検

討することとした。

４ 社会保障部常任委員会

平成２１年１０月２２日、県医師会館において開

催した。健保・生保の指導計画打合会と日医

及び中国四国ブロック医療保険関係諸会議の

報告後、協議事項として、「総会の日程等」

「審査における基金―国保間の話合結果の周

知」「審査委員の定年制」「個別指導における

指摘事項」「社会保障部委員会のあり方」「会

員からの要望事項」などについて協議、意見

交換を行った。

審査委員の定年制については、一般的に国

や県の審議会委員などは「就任後１０年限り、

年齢７０歳超は再任不可」となっており、同様

の取扱として欲しいとの要望について、一般

審査委員は原則この流れで来ているが、基金

では近年内科系（特に消化器）が不足してき

ており、また常勤審査委員についてはご理解

をいただきたい、とのことであった。

また、現在本委員会は、「社会保障部委員

会」という名称であるが、ほとんどが医療保

険についての内容であり、「医療保険委員会」

としてはどうかとの意見があり、本会理事会

へ諮り承認を得ることとした。詳細は、会報

第６５３号に掲載した。

５ 「社会保険通信」「社会保障部だより」のあ

り方について

現在本会から地区医師会経由で会員へ周知

している「社会保険通信」は薬価基準（新薬、

経過措置品目）、新しい検査の保険適用など

の情報を掲載しており、「社会保障部だより」

は個別指導の指摘事項、社会保障部委員会総

会で協議したＱ＆Ａなどを掲載している。こ

れらの医療保険に関する情報は他県では医師

会報に掲載して会員へ周知している県が多い。

また、医薬品情報はメーカーMR、卸売会社

等から医療機関へ情報提供されており、日医

雑誌にも掲載されている。

以上のことから、「社会保険通信」と「社

会保障部だより」の今後のあり方について協

議した結果、「社会保険通信」は会員へ周知

する項目だけを会報へ掲載して詳細について

は日医雑誌及び厚労省HPをご覧いただくこ

と、「社会保障部だより」については当面、

現在と同様に本会で発行し会員へ周知するこ

ととし、今後は会報に掲載することも考慮し

ながら、さらに検討していくこととした。

６ 点数改正打合せ会・点数改正説明会

１）平成２２年３月１１日、県医師会館において、

中国四国厚生局鳥取事務所、県（医療指導

課、健康政策課、子育て支援総室）、国保

連合会に参集いただき、各地区医師会での

説明会に備えるための打合会を開催した。

なお、質疑応答は当日行わず、質問等があ

鳥取県医師会報 １０．８ 臨時号

109



れば、後日、県医師会事務局へ送付してい

ただくこととした。

２）各地区医師会において開催された点数改

正説明会に次のとおり役員が出席し、この

度改正された診療報酬の概略について説明

をした。

◇東部３月１６日

とりぎん文化会館〈吉田理事〉

◇中部３月２４日

倉吉未来中心〈天野常任理事〉

◇西部３月１７日

米子市文化ホール〈富長副会長〉

現在、医療機関からの質問等をとりまと

めているところである。質問に対する回答

及び注意事項を県医師会報に掲載する予定

であるので、ご覧いただきたい。また、外

来診療における診療報酬改定のポイント

（地域医療貢献加算、明細書発行体制等加

算、外来迅速検体検査管理加算）について

全医療機関宛に早急に周知することとした。

４．県及び関係団体との連絡強調
１ 中国地方社会保険医療協議会総会

平成２１年１０月２１日、広島市において初めて

開催され、岡本会長が出席した。医師、歯科

医師及び薬剤師を代表する委員として再任さ

れた。

主な議事として、協議会長の選挙が行われ、

河原和郎氏（西日本法律事務所）が再選され

た。また、ジェネリック医薬品については、

医師側も医療費が高くならないことを十分に

認識しながら使用していると回答しておいた。

２ 鳥取県社会福祉審議会

平成２１年１０月８日、とりぎん文化会館にお

いて開催され、吉田理事が出席し、副委員長

に指名された。本審議会は、各福祉事業に関

する事項を調査し、知事の諮問に対して答申

を行い、関係行政機関への意見も具申するこ

とにより、県民の福祉向上に寄与することを

目的に設置され、医師会としては身体障害者

手帳の障害程度を医学的に判定するなど特別

の事項を調査するために臨時委員として７名

の医師を推薦し、心身障害福祉専門分科会の

指定医師等審査部会において審査を行ってい

る。

また、平成２２年４月から身体障害者の対象

範囲を拡大し、新たに肝臓機能障害について

身体障害者手帳の対象とするとともに、自立

支援医療の対象に「肝臓」を加えるよう厚労

省により政省令の改正が行われる予定である。

３ 国保連合会との懇談会

平成２１年７月２日、県医師会館において開

催した。主な議事として、国保連合会の現状

（組織、審査支払状況、特定健診処理状況

等）について説明があった後、医師会からの

提出議題について国保連合会から回答があり、

意見交換、質疑応答を行った。また、平成２０

年度における再審査部会の処理状況では、医

療機関の申出件数は６６３件で復活したのが３２２

件（４８．５％）、保険者の申出件数は２８，００７件

で査定されたのが１８，１９０件（６５％）であった。

詳細は、会報第６４９号に掲載した。

医 政 対 策

１．日医との連携
１ 日医代議員会

１）平成２１年１０月２５日、日医会館において開

催され、岡本会長、魚谷県医代議員会議長

が出席した。代議員総数３５４人中３５０人の出

席であった。

冒頭、唐澤日医会長より所信表明が行わ

れ、続いて本年４月以降の会務報告後、議

事に入り、第１号議案「平成２０年度日医一

般会計決算」、第２号議案「平成２０年度医

賠責特約保険事業特別会計決算」、第３号

議案「平成２０年度治験促進センター事業特

別会計決算」、第４号議案「平成２０年度医

師再就業支援事業特別会計決算」、第５号

議案「日医会費賦課徴収規定一部改正」、

第６号議案「日医会費賦課徴収」まで一括

上程された。提出された議題は内容に応じ

て決算委員会、予算委員会に審議が付託さ

れ、それぞれ委員会での承認を経て本会議

で報告された。また、議長提案による財務

委員会の設置が承認された。

引き続き、代表質問７題、個人質問１４題
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の計２１題の質問に対して、それぞれ担当役

員から答弁があった。内容の詳細について

は、日医ニュースに掲載されるのでご覧い

ただきたい。

２ 都道府県医師会長協議会

第１回：平成２１年６月１６日、日医会館にお

いて開催され、岡本会長が出席した。協議で

は、各県医師会及び日医から提出された議題

「新型インフルエンザ（H１N１）対策」「日医

の総合医認定制度創設」「勤務医の入会しや

すい日医にするために」「レセプトオンライ

ン請求（日医）」「医療安全調査委員会設置法

案（仮称）に関するアンケート調査結果報告

（日医）」「地域医療再生基金（日医）」など

について、日医執行部からそれぞれ回答と説

明があり、討論がなされた。内容の詳細につ

いては、日医ニュースに掲載されるのでご覧

いただきたい。

第２回：平成２１年９月１５日、日医会館にお

いて開催され、岡本会長が出席した。協議で

は、各県医師会及び日医から提出された８議

題について、日医執行部からそれぞれ回答が

あり、討論がなされた。鳥取県からは、「特

定健診の拡充」について質問を提出した。

また、大阪府と滋賀県から、集団的個別指

導について議題が提出されたが、本理事会に

おいて、鳥取県における指導の実施方法につ

いて協議を行った結果、鳥取県における個別

指導は主に高点数を対象に実施されているが、

全医療機関が何らかの指導を受ける機会が

あった方がいいのではないかという意見が多

かった。内容の詳細については、日医ニュー

スに掲載されるのでご覧いただきたい。

第３回：平成２２年１月１９日、日医会館にお

いて開催され、岡本会長が出席した。各県医

師会並びに日医から提出された８議題につい

て、日医執行部からそれぞれ回答、説明があ

り、討論がなされた。なお、鳥取県からは、

「有床診療所の積極的活用への課題」につい

て質問を提出し、日医の見解を伺った。内容

の詳細については、後日日医ニュースに掲載

されるのでご覧いただきたい。

３ 医療政策シンポジウム

平成２２年２月５日、日医会館において、

「国のありかたを考える―平時の国家安全保

障として医療」をテーマに開催され、野島副

会長、渡辺常任理事、明穂理事、清水監事が

出席した。

当日は、特別講演「社会的共通資本として

の医療」（宇沢弘文 日本学士院会員、東京

大学名誉教授）が行われ、日本の医療を支え

る日医の役割に大きな期待を寄せていると表

明された。引き続き、講演�「人間の安全保

障と健康～我が国のグローバルヘルスへの貢

献～」（武見敬三 東海大学教授、日本国際

交流センター・シニア・フェロー、長崎大学

客員教授） �「日本国家のあり方と医療」（佐

藤優 元外交官、文筆家）と「世界の中の日

本と社会保障のあり方」をテーマにパネル

ディスカッションが行われた。武見教授は、

「今後は国民の声が存在感を増す。世論がど

う収斂するか、そこに日本の未来がある」と

の見方を示され、佐藤氏は、「中間組織」と

しての日医の重要性を指摘し、政党との関係

について日医は「『政治にコミットしない』

という政治判断を行うべき」と提案された。

４ 都道府県医師会社会保険担当理事連絡協議

会

平成２２年３月４日、日医会館において開催

され、富長副会長、天野常任理事、吉田理事

が出席した。藤原日医常任理事より、点数改

定の経緯について解説があった後、平成２２年

４月からの診療報酬の具体的な改定内容につ

いて説明があった。その後、中医協委員の安

達秀樹委員（京都府医師会副会長）より、「中

医協委員就任の経緯と今回改定の意義」につ

いてコメントがあった。詳細は、会報第６５８

号に掲載した。

５ 日医税制担当理事連絡協議会

平成２２年１１月１２日、日医会館において開催

され、明穂理事が出席した。議事として、

「平成２２年度税制改正要望�税制要望項目

�医療機関に関わる税制問題 �税制要望の

進め方」と「医療法人の事業承継税制・移行

税制」について説明及び解説があった後、消

費税や事業税の問題などについて質疑応答が

行われた。医療機関の公益性に応じた措置と

して、診療報酬に係る事業税の非課税措置等

現行制度の存続については引き続き日医の課

題として取り組んでいく。一方、医療機関に

対する各種減免措置等については、日医とし

て情報提供等の支援を行うが、地方自治体の
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「課税自主権」そのもの（地方税法ではなく

地方自治体の独自の判断に基づく措置）とし

て働きかけるべきものであることから、都道

府県医師会あるいは郡市区医師会が取り組ん

でいただく必要がある。また、今後日医では

税制担当のメーリングリストを開設する予定

とのことであった。詳細は、会報第６５４号に

掲載した。

６ 日本医師会がん対策推進協議会

平成２１年７月１２日、日医会館において開催

され、吉中理事が出席した。基調講演「わが

国のがん対策―個人として、国として―」（垣

添国立がんセンター名誉院長／日本対がん協

会長）、報告�行政の立場から（前田厚労省

健康局総務課がん対策推進室長） �医師会

の立場から（内田日医常任理事）が行われた

後、質疑応答があった。

がん検診事業の充実強化のため、平成２１年

度予算で地方交付税として１，２９４億円に倍増

され、更に女性特有のがん対策支援事業とし

て２１６億円が予算化された。

７ 医療と医政研究会

平成２１年９月１４日、帝国ホテルにおいて東

京都医師会の主催で開催され、岡本会長が出

席した。唐澤日医会長より、講演「国民医療

の文化的役割～これからの超高齢社会と国民

福祉～」があった。当日は、都内の地区医師

会長のほか、都医の呼び掛けに応じた２１都道

府県医師会長、１４大都市医師会から約２８０人

が出席した。また、唐澤日医会長より次期日

医会長選挙への出馬表明があった。

２．中国四国医師会連合との連携
１ 中四国医師会連合出席諸会議

２１．６．６ 中国四国医師会長会議［松江市・

ホテル一畑］

６．６ 中国四国医師会連合常任委員会

［松江市・ホテル一畑］

６．６ 中国四国医師会連合分科会［松江

市・ホテル一畑］

６．７ 中国四国医師会連合総会［松江

市・ホテル一畑］

９．１１ 中国四国医師会事務局長会議［松

江市・玉造グランドホテル長生

閣］

１０．３ 中国四国医師会連合常任委員会

［宇部市・宇部全日空ホテル］

１０．３ 中国四国医師会連合各種研究会

［宇部市・宇部全日空ホテル］

１０．４ 中国四国医師会連合医学会総会

［宇部市・宇部全日空ホテル］

１０．２０ 中国四国医師会連合常任委員会

（中国四国医師会会長会議）［日

医］

１０．２５ 中国四国医師会連合連絡会［日医］

２２．１．２４ 中国四国医師会長会議［岡山

市・ホテルグランヴィア岡山］

３．３１ 中国四国医師会連合常任委員会

［東京ドームホテル］

２ 平成２１年度中国四国医師会連合総会―島根

県医師会担当

［６月６日（土）］

� 医師会長会議・常任委員会

� 分科会

〈第１分科会〉：医療保険・介護保険・男女

共同参画・勤務医

〈第２分科会〉：特定健診・特定保健指導、

救急、感染症、労災・自賠

責

〈第３分科会〉：医師及び医療関係者確保問

題、生涯教育

［６月７日（日）］

総 会（分科会報告・議事）

特別講演�「超高齢者社会の国民医療を求

めて～医療崩壊から地域医療を守る～」

日本医師会会長 唐澤人

特別講演�「出雲の魅力」斐川町立荒神谷

博物館

館長 藤岡大拙

詳細は、会報第６４９号へ掲載した。

３ 第４３回中国四国医師会連合医学会

［１０月３日（土）］―島根県医師会担当

� 常任委員会

� 各種研究会

○医療保険・介護保険研究会

○地域医療・その他研究会

［１０月４日（日）］―山口県医師会担当

� 医学会総会

� 特別講演�

「国民福祉と医療を支えるために～超高齢

社会を超えるみち～」

日本医師会会長 唐 澤人先生

特別講演�
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「みすゞさんのうれしいまなざし―まなざ

しを変えると見えてくるもの―」

金子みすゞ記念館館長 矢崎節夫氏

詳細は、会報第６５３号へ掲載した。

４ 中国四国医師会救急担当理事連絡会議

平成２１年１２月２３日、岡山市において島根県

医師会の担当で開催され、野島副会長、米川

理事が出席した。

議事として、日医救急災害対策委員会報告

があった後、�消防法改正に伴うメディカル

コントロール協議会のあり方並びに各県の対

応 �中国四国医師会連合における災害時の

連携体制 �年末年始の救急医療体制、につ

いて協議、意見交換が行われた。�について

は、大規模災害時の相互支援体制について既

に行政において中国四国９県で応援協定が結

ばれているが、その中に医師会救急医療班を

位置付けていただくよう、中国四国各県知事

へ要望するものである。協議の結果、各県へ

持ち帰り、提出についての賛否を協議するこ

ととなった。詳細は、会報第６５５号に掲載し

た。

後日、島根県医師会より、「中国四国医師

会における災害医療救護相互支援体制につい

て（要望）」の各県知事宛提出することにつ

いて問い合わせがあり、協議した結果、中国

四国医師会連合委員長名での各県知事あて要

望書を提出することに反対する旨、島根県医

師会へ回答することとした。

３．県及び関係団体との連携
１ 第６１回医療懇話会

平成２２年１月７日、県医師会館において、

県病院局及び県福祉保健部に参集いただき開

催した。県医師会から、「新型インフルエン

ザ対策」「定期予防接種の全県広域化」「鳥取

県の医師・看護師不足の現状と対策」「ドク

ターヘリの準備状況」など５項目について県

に質問形式で議題を提出し、その議題に対す

る県の回答及び協議、意見交換を行った。そ

のなかで高齢者の新型インフルエンザワクチ

ン接種について、医療機関によっては一定の

予約数が見込めず、ワクチンがだぶつくこと

も予想されることから、県が中心となって高

齢者に接種勧奨を進めて欲しいとの意見が

あった。また、６５歳以上の高齢者で季節性は

１，０００円の自己負担で予防接種できるが、新

型は３，６００円のため敬遠されるので、何らか

の公的補助や啓発が必要ではないかとの意見

もあった。詳細は、会報第６５６号に掲載した。

２ 鳥取県教育委員会との連絡協議会

平成２１年１１月１２日、白兎会館において開催

され、岡本会長以下学校保健関係役員が出席

し、双方から提出された７議題�新型インフ

ルエンザ �心や性等の健康問題の取組 �

特別支援学校における教育の在り方の検討

�平成２２年度医療的ケアが必要な幼児児童生

徒学習支援事業 �学校での新型インフルエ

ンザ対策 �本年４月に県医師会より提出し

た要望書「麻しん風しん混合ワクチン（MR

ワクチン）接種促進についてのお願い」につ

いて �平成２１年度第２回学校医・学校保健

研修会・県学校保健会研修会のテーマ、につ

いて協議、意見交換を行った。

県教育委員会における新型インフルエンザ

の対応では、休業等の基準として複数（２人）

の感染者が発生した時、ひとまず３日間程度

学級閉鎖するよう要請するが、校長の判断に

より集団感染のおそれが少ない時は学級閉鎖

を行わないということであった。また、現在

出席停止を解除する場合は原則として医師に

よる「登校許可書」を提出することとなって

いる。この度文科省より「治癒証明書を取得

させる意義はない」との通知が出されたが、

このまま市町村へ出しても学校は混乱するの

ではないかということから、基本は文科省の

意向通りとしながらも登校許可がない場合、

学校長は自宅療養解除の要件である「解熱後

２日間の経過かつ発症した翌日から７日間」

を出席停止の期間として指示するよう要請し

ているとのことであった。

新型インフルエンザワクチン接種について

国では小児へのワクチン接種時期の前倒し等

を求めていることから、本会としても小児へ

の接種時期を前倒して実施できるよう県及び

県教育委員会に要望している。今般、県福祉

保健部長より小学生（特に１～３年生）のワ

クチン接種機会及びワクチン（バイアル１０

ml）の有効活用等を目的としたワクチンの

集団接種について通知があった。

現在、本県では学校欠席者情報収集システ

ムが県立学校、市町村、私立・国立学校にお

いて稼動しているが、県教育委員会より、学
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校医でない医師がみることのできる「学校欠

席者情報収集システム鳥取県一般医師公開用

（ https:／／ school . ９５３８６２ . net ／ tottori ／

ishikoukai／）」「ID：００００１、PW：doctors」

について連絡があった。詳細は、会報第６５４

号に掲載した。

なお、本会として学校医に対し、「小学生

への新型インフルエンザワクチンの集団接

種」について、小学校から学校医をされてい

る先生に集団接種について相談があった場合

には業務に支障のない範囲でご協力いただく

旨、通知することとした。

３ 県民のための健康情報サービス委員会

１）平成２１年７月２４日、県立図書館において

開催され、明穂理事が出席した。これまで

の取組みと利用状況などについて報告が

あった後、健康情報サービス講演会、県立

図書館の医学関係資料の選書・配架、県立

図書館と各機関との連携、患者・県民が求

めている情報、などについて協議、意見交

換が行われた。今年度の健康情報サービス

講演会は、８月２３日（月）県立図書館にお

いて、「自分らしく生きるということ―尊

厳ある生と死を考える―」をテーマに開催

される。

２）平成２２年１月１９日、県立図書館において

開催され、明穂理事が出席した。今年度の

取組みと蔵書統計、利用状況、レファレン

ス事例について報告があった後、来年度の

県立図書館健康情報サービス関連事業とし

て、回想法講座、ダウン症闘病記講演会、

メンタルヘルスに関する講演会開催の取組

み、利用者への医療・健康情報提供の方法

（インターネットによる情報提供、病気の

段階による必要な情報）、当館と各機関と

の連携、などについて協議、意見交換が行

われた。今後は、がん闘病記に限らず、い

ろいろな病気に取り掛かっていくことと、

「図書館海援隊」として外部機関に対する

支援を募っていくこと、病気になる前の未

病の段階で取り組んでいくとのことであっ

た。

４．国際交流の推進
鳥取県国際交流財団理事会

平成２２年３月２４日、ホテルモナーク鳥取に

おいて開催され、神鳥常任理事が出席した。

主な議事として、平成２１年度収支予算の補正、

平成２２年度事業計画及び収支予算、などにつ

いて協議、意見交換が行われた。平成２２年度

の事業の柱は、�地域の国際化・多文化共生

推進事業 �海外移住・海外技術協力支援事

業 �管理部門（法人会計）である。その他、

役員の選任や公益財団法人認定までのスケ

ジュールが検討された。

医 療 経 済 対 策

１．医業経営対策
１ 医師会活動説明会

１）平成２１年７月１２日、とりぎん文化会館に

おいて開催し、吉田理事が説明をした。新

規集団指導の終了後、新規指定医療機関及

び研修医を対象に開催した。パワーポイン

トを用いて、「地域における医療と医師会

活動」「医療安全・医事紛争対策」を中心

に説明した。なお、参加対象者全員が出席

され、特に県立中央病院の研修医の受講態

度が大変熱心であった。

２）平成２１年８月２日、米子市文化ホールに

おいて開催し、富長副会長が説明をした。

中国四国厚生局による保険医療機関の新規

集団指導に引き続き、新規医療機関開設者

及び研修医を対象に開催し、「地域におけ

る医療と医師会活動」「医療安全・医事紛

争対策」を中心に説明した。研修医の参加

があまりにも少なく、何らかの対策が必要

だと思われた。

２．看護職員対策
１ 准看護師養成事業に対する県補助金

今年度の准看護師養成事業に対する県補助

金は下記のとおり各学校に交付される予定で

ある。

鳥取看専 ９，０１０，０００円

倉吉看専 ９，７８６，０００円

米子看専 ８，９８３，０００円

２ 看護高等専修学校卒業生の表彰

本年３月、鳥取・倉吉・米子の各看護高等
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専修学校の卒業式にはそれぞれ関係役員が出

席、祝辞を述べた。また、成績優秀な卒業生

１名に対し、県医師会長表彰として表彰状と

記念品を贈った。

３ 鳥取県准看護師試験委員会

１）平成２１年９月１０日、県庁において開催さ

れ、天野常任理事、明穂・米川両理事が出

席した。平成２０年度の鳥取県准看護師試験

は１９７人（県内１０６人、県外９１人）が受験し、

全員が合格した。また、試験結果について

の口頭開示は７件であった。

平成２１年度鳥取県准看護師試験は平成２２

年２月１０日（水）に県立倉吉体育文化会館

において実施される（合格発表は３月１１日）。

中国５県で試験問題１５０問を作成すること

となり、鳥取県は２８問作成することとなっ

た。

なお、新型インフルエンザ等の感染者が

多数発生した場合の試験日程の取扱いにつ

いては、現段階では新型インフルエンザは

季節性インフルエンザと同様に取り扱う事

とし、試験の中止、延期は行わないが、国

の対応方針等を確認し、対応を変更する場

合があるということであった。

２）平成２２年３月４日、県庁において開催さ

れ、米川両理事が出席した。平成２１年度の

鳥取県会場における准看護師試験結果は、

受験者１７７人で１７４人が合格した（県内受験

者は全員合格、他県と比較して全体的に高

得点）。なお、鳥取県からの出題の中で不

適切問題が２題あり、全員正解としたため

に合格者が１人増え、１７５人となった。

平成２２年度准看護師試験は、平成２３年２

月１８日（金）県立倉吉体育文化会館におい

て開催する。次回の試験委員会は試験問題

の作成及び校正に時間の余裕を持たせるた

め、８月に開催する予定である。

４ 鳥取県看護職員確保対策連絡協議会

１）平成２２年１０月２２日、看護研修センターに

おいて開催され、明穂理事が出席した。平

成２１年度の鳥取県看護職員確保対策事業と

ナースセンター事業の実施状況について報

告があった後、鳥取県看護職員確保対策と

して潜在看護職員県内病院再就業促進と看

護職員離職防止・定着促進について協議、

意見交換が行われた。また、短期間正社員

制度があるので利用していただきたいこと

を医師会で周知して欲しいとのことであっ

た。

２）平成２２年３月４日、看護研修センターに

おいて開催され、明穂理事が出席した。議

事として、第７次看護職員需給見通しの策

定について協議、意見交換が行われ、鳥取

県においても実態調査をもとに策定を行い、

今後の看護職員確保対策の検討を行う上で

の参考とすることとした。調査内容は、施

設の概況、看護職員就業状況、看護職員配

置計画、看護職員確保に関する情報、など

である。

５ 医師会立看護高等専修学校連絡協議会

平成２１年１２月２４日、県医師会館において県

医療政策課、各看護高等専修学校長、教務主

任に出席いただき、開催した。

県医療政策課より、准看護師試験の日程等、

県内看護学校の入学及び就業状況、県内看護

職員の就業状況等、第７次需給見通しの実施、

看護師確保対策等の概要、などについて説明

があった。主な内容は、�平成２０年度実施状

況は受験生１９７名（県内１０６、県外９１）で全員

合格であったこと �平成２１年度の准看護師

試験日は平成２２年２月１０日（水）に倉吉体育

文化会館において実施され、合格発表は３月

１２日（金）であること �県内の看護師養成

学校の平成２１年度入学者数は医師会立看護高

等専修学校９９名、鳥取大学及び３年課程など

全県で３５０名であること �県内看護職員の

就業状況は増加していること、などであった。

各看護高等専修学校の運営状況等の報告で

は、�オープンキャンパスを実施したところ

予想を上回る参加者があったこと �応募者

に社会人や国立大学卒業生、４０歳代、有子者

など多様であること �給与面・責任などか

ら教員の確保が困難であること �子育て支

援としての補助金の給付対象の女子学生がい

ること、などであった。詳細は、会報第６５５

号に掲載した。

６ 鳥取県看護協会総会

平成２１年６月２８日、看護研修センターにお

いて開催され、明穂理事が会長代理として来

賓挨拶を述べてきた。なお、任期満了に伴い、

平成２１年度より露木節子氏が看護協会長に就

任された。
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７ 鳥取県看護師養成のあり方に関する懇話会

１）平成２１年７月１６日、県庁において初めて

開催され、渡辺常任理事、武田理事（鳥取

県立鳥取看護専門学校長）が出席し、渡辺

常任理事は座長に選出された。本懇話会の

設置目的は、質の高い看護師を養成し、鳥

取県内への定着を促進するため、看護師養

成のあり方について幅広い分野の意見を聴

取し、県の施策等に反映することである。

今後は、高校生及び保護者、医療機関や

保健福祉施設を対象としたアンケート調査、

インタビュー調査、分野別意見交換会、他

県の状況調査を実施し、その結果を踏まえ

て第２回目を開催する。その後、パブリッ

クコメント（患者の意見）を求め、第３回

目を開催する。なお、鳥取県医師会として

は本懇話会のなかで准看護師養成について

も協議していただきたい旨、伝えることと

した。

２）平成２１年１０月７日、県庁において開催さ

れ、渡辺常任理事（座長）、武田理事（鳥

取看護専門学校長）が出席した。

主な議事として、各種アンケート調査等

の実施結果と質の高い看護師確保に向けた

看護師養成のあり方に関する今後の方向性

について協議、意見交換が行われた。アン

ケート調査は、県内の高校生や看護学生、

病院等を対象に実施され、国公立志向が強

いものの県立の看護大学への進学を第１志

望とする生徒は２割程度にとどまっていた。

将来看護師を目指す高校生では４年制大学

の希望者が半数を超えた。経済的負担の側

面から国公立大学志向が強かったが、この

うち県立看護大学への進学を第１志望とす

る生徒は２３％にとどまり、県は「県立看護

大学に学生を集めるには教育内容、経済的

負担等で鳥大や専門学校との違いや特色を

打ち出せなければ厳しいのではないか」と

分析された。

次回懇話会は１１月に開催され、看護師の

あり方に関する今後の方向性についての最

終的な意見交換が行われる予定である。な

お、県医師会として本懇話会の中で准看護

師養成対策についても要望を述べることと

した。

３）平成２２年１月１８日、県庁において開催さ

れ、渡辺常任理事が出席した。本懇話会は、

深刻化する看護師不足を背景に質の高い看

護師養成と県内定着を促進する方策につい

て各方面の幅広い意見を聞き、県の施策に

反映させるのが目的である。

主な議事として、看護師養成のあり方に

関する今後の方向性について、県立看護大

学設立と鳥大医学部保健学科看護学専攻の

定員及び地域枠のあり方、専門学校（３年

課程）のあり方、などについて協議、意見

交換が行われた。鳥取県看護協会などが要

望し、検討課題の一つになっていた県立看

護大学設置について協議された結果、現実

的に困難とする意見が相次いだ。県は懇話

会で出された意見を踏まえ、２月中にも県

の方針としてまとめる。

その他、看護教育現場と臨床看護現場の

交流による基礎教育や指導体制の構築、離

職しない環境づくりと復帰支援、魅力のあ

る病院づくりやステップアップできる環境

（認定看護師養成）、准看護師養成、につ

いて意見が出された。

８ 日本看護学会―成人看護�―学術集会

平成２２年９月３―４日、とりぎん文化会館

において、「人生の主人公を支える―看護の

連鎖、生きる、暮らす・楽しむ」をテーマに

開催された標記学術集会の開会式に岡本会長

が出席し、来賓祝辞を述べてきた。

広 報 活 動 の 充 実

１．県医師会報の発行
県医師会報は本会広報の主力をなすものであ

り、県医師会報の充実を目途に広報活動の強化

に努めた。編集方針は、情報の伝達、執行部の

意見開陳のほか、随筆等発表の場としている。

本年３月１５日までの発行回数は、第６４６号か

ら第６５７号の１２回と臨時号３回の計１５回であっ

た。毎月の発行部数は１，６００部で、全会員のほ

か日医及び各都道府県医師会、関係機関等へ送

付した。

鳥取県医師会報 １０．８ 臨時号

116



２．「広報委員会」「会報編集委員会」合同委
員会
平成２１年６月２５日、県医師会館において開催

した。平成２０年度広報関係事業報告、都道府県

医師会広報担当理事連絡協議会出席報告の他、

対内・対外広報、報道各社支局長との懇談会な

どの対外広報の取り組み、会報編集などの対内

広報の取り組みについて協議、意見交換を行っ

た。詳細については、会報第６４９号に掲載した。

３．鳥取県医師会メーリングリストについて
本会では、地域における医師会情報・医療情

報の共有と会員同士の親睦を目的に次の６つの

メーリングリストを運営している。

１．総合メーリングリスト（一般的な話題）

２．連絡用メーリングリスト（医師会からの連

絡など）

３．緊急用メーリングリスト（医師会のサーバ

が使えない緊急時に用いるもの）

４．パソコンメーリングリスト（パソコン等の

情報関係の話題）

５．ORCAメーリングリスト（ORCAに関連し

た話題）

６．学校医メーリングリスト（学校保健等の話

題）

４．鳥取県医師会ホームページ
平成９年１１月に開設し、対外的（一般の頁）

かつ対内的（会員用の頁）に情報提供を行って

いる。一般の頁では、公開健康講座の案内、県

医からのお知らせ等を掲載し、会員用の頁では、

データ化された県医会報などの情報を会員に提

供している。

５．報道関係など対外広報との連絡
１ 土曜会（報道各社支局長）との懇談会

平成２１年１０月１日、県医師会館において、

対外広報の強化のための取り組みとして報道

関係者との懇談会を開催した。当日は、県医

師会より新型インフルエンザ対策についての

説明を行った後、報道各社より事前にいただ

いた質問を元に活発な意見交換が行われ、有

意義な懇談会になった。詳細については、会

報第６５２号に掲載した。

６．県民健康教育
昭和５５年９月より日本海新聞に掲載している

「保健の窓」は１，１１７回となった。また、平成

６年２月より日本海新聞に掲載している「健康

なんでも相談室『鳥取県医師会Ｑ＆Ａ』」は４８２

回となった。

１ 健康フォーラム２００９開催について

例年日本海新聞社と共催で開催している

「健康フォーラム」を、本年度は次のとおり

開催した。（聴講者２３６名）なお、「健康セミ

ナー」との通算では２４回目となる。

日 時 平成２１年９月２６日（土）

午後２時～４時４０分

会 場 「鳥取県立倉吉体育文化会館２階大

研修室」

鳥取県倉吉市山根

講演および講師

１．「肝がんで命を落とさないために、三

大肝炎を知ろう」

鳥取大学医学部統合内科医学講座

機能病態内科学分野教授

村脇義和先生

２．「肝がんの診断と治療」

福山市民病院がん診療統括部長

坂口孝作先生

２．鳥取県医師会公開健康講座・健康医療相談
平成３年４月、鳥取県健康会館竣工に伴いひ

ろく県民の健康教育を図るため、同年５月１６日

より毎月１回、第３木曜日の午後２時から３時

３０分まで（講演１時間・質疑応答３０分）鳥取県

健康会館において「鳥取県医師会公開健康講座」

を開催している。但し、このうち２回は昨年度

同様、米子・倉吉でそれぞれ１回開催した。

なお、本講座は、平成７年度より鳥取県立生

涯学習センターが行う「とっとり県民カレッ

ジ・健康スポーツコース」の連携講座として協

力している。

公開健康講座の広報については日本海新聞

「保健の窓」欄を利用して周知したほか、日医

白クマ通信、各新聞社等へもPRしている。

また、毎月１～４の各木曜日の午後１時間３０

分から１時間実施している面談による健康医療

相談については、第１週：精神科、第２・４

週：内科、第３週：整形外科として実施した。

「本年度開催した公開健康講座」

第２０８回 平成２１年４月２５日 於米子市

「サプリメントについて考える～上手な利用

法と注意点～」

鳥取大学医学部病態解析医学講座薬物治療

学分野教授 長谷川純一先生

第２０９回 平成２１年５月２１日
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「人工万能細胞と再生医療～医療がどうかわ

るのか？～」

鳥取大学大学院医学系研究科機能再生医科

学専攻遺伝子再生医療学講座遺伝子医療学

部門教授 汐田 剛史先生

第２１０回 平成２１年６月１８日

「脳腫瘍に対するガンマナイフ治療―特に転

移性脳腫瘍を中心に―」

高島病院脳神経外科医長ガンマナイフセン

ター長 岡本久代先生

第２１１回 平成２１年７月１６日

「臨床検査結果の読み方」

鳥取県立中央病院病理診断科部長兼臨床検

査科部長 中本 周先生

第２１２回 平成２１年８月２０日

「新しいキズの治療 キズはもっと楽にカン

タンに治しましょう」

鳥取県立中央病院皮膚科医長

河上真巳先生

第２１３回 平成２１年９月１７日

「多様化する現代のうつ病～その予防と治療

をめぐって～」

鳥取県医師会常任理事 渡辺 憲先生

第２１４回 平成２１年１０月１５日

「ロコモティブシンドローム～運動習慣を身

につけて寝たきりを防ぎましょう～」

鳥取県立中央病院整形外科部長

山本哲章先生

第２１５回 平成２１年１１月１９日

「糖尿病の予防と治療」

鳥取大学医学部保健学科成人・老人看護学

講座成人看護学分野教授 池田 匡先生

第２１６回 平成２１年１２月１７日於倉吉市

「腰部脊柱管狭窄症について―歩行が難儀に

なる腰の病気―」

鳥取県中部医師会立三朝温泉病院院長

森尾泰夫先生

第２１７回 平成２２年１月２１日

「いびきは、心と体の危険信号！―小児から

中高年までの診断基準と治療について―」

鳥取大学医学部感覚運動医学講座耳鼻咽

喉・頭頸部外科学分野助教 樋上 茂先生

第２１８回 平成２２年２月１８日

「生活習慣病予防のために～健康診断結果の

見方と活かし方～」

鳥取県医師会理事 吉田眞人先生

第２１９回 平成２２年３月１８日

「忘れない 年に一度のがん検診～鳥取県に

おける胃内視鏡検診の現況について～」

鳥取県医師会理事 吉中正人先生

部 会 活 動 の 強 化

１．母体保護法指定医部会
１ 指定医師数

平成２２年３月末日現在、指定医師数は３８名

（東部１３名、中部９名、西部１４名、鳥大２

名）で、昨年同期と同様である。本年度の新

規指定は、１名であった。

２ 家族計画・母体保護法指導者講習会

平成２１年１２月５日、日医会館において開催

され、井庭理事が出席した。唐澤日医会長に

よる講演「２１世紀の国民医療を求めて―超少

子高齢化社会の地域医療―」が行われ、シン

ポジウムは「産婦人科医療をめぐる諸問題」

をテーマに、４人のシンポジストから、「人

工妊娠中絶の同意書をめぐる問題について」

「若年者の人工妊娠中絶と避妊教育につい

て」「中期人工妊娠中絶における出産一時金

のあり方」「公益法人制度改革に伴う母体保

護法指定医認定問題について」の発表が行わ

れた。詳細は、会報第６５４号に掲載した。

２．学校医部会
１ 学校医部会運営委員会

平成２１年５月１４日、県医師会館において開

催した。「平成２０年度学校医部会事業」「日医

学校医講習会」「日医母子保健講習会」など

について報告があった後、「平成２１年度研修

会開催テーマ等」「日医・中国四国・県教委

との連絡協議会の出席者及び提出議題」「麻

しん風しん混合ワクチン（MRワクチン）接

種率の向上」（２１．４．１０付、鳥医発第５０号に

て、鳥取県教育長に対しMRワクチン接種促

進の依頼文書を発送）などについて協議、意

見交換を行った。

研修会では、昨年度同様に新任の学校医・

養護教諭を対象にした研修・意見交換を行う
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こと、新型インフルエンザについてディス

カッションする場を設ける等とし、講演内容

によっては抄録を会報に掲載して周知するこ

ととした。

なお、「学校生活管理指導表（アレルギー

疾患用）」記入に際しての文書料の扱いは原

則として診断書と同等の扱いとし、文書料が

必要であると学校に周知されているが、学校

現場から、料金が必要であれば受診勧奨でき

ないので無料にして欲しいとの意見が県教育

委員会に出された。このため、主治医が学校

医の医療機関を相手先として「診療情報提供

料」として保険請求できるのではないか問い

合わせてみるなど、今後よりよい方策を検討

していくこととなった。詳細は、会報第６４８

号に掲載した。

なお、学校保健法等の一部を改正する法律

（平成２０年法律７３号）が平成２０年６月１８日公

布され、平成２１年４月１日から施行された。

これにより、法律の題名が「学校保健法」か

ら「学校保健安全法」となった。

２ 鳥取県医師会学校医・学校保健研修会

１）平成２１年１１月１日（日）米子市・日本海

ふれあいホールにおいて開催した。

出席者 ７７名（内訳；医師５８名 学校関係

者１７名 その他２）

〈学校医・学校保健研修会〉

特別講演 「―ちょっと変わっている子を

「障害」としないために―」

鳥取大学医学部附属脳幹性疾患研究施設

脳神経小児科部門教授 大野耕策先生

講 演 「新型インフルエンザについて」

鳥取県医師会常任理事 天野道麿先生

〈新任学校医・新任養護教諭合同研修会〉

「学校保健と学校医」

鳥取県医師会理事 笠木正明先生

「学校医と連携して学校保健を推進するた

めに」

鳥取県教育委員会事務局体育保健課健康

教育係指導主事 西尾美由紀氏

質疑応答と意見交換

２）平成２２年２月１１日（木・祝）倉吉市倉吉

交流プラザ視聴覚ホールにおいて鳥取県学

校保健会と共催にて開催した。

出席者 ９８名（内訳；医師３４名 学校保健

会６４名）

〈パネルディスカッション〉

「学校における新型（A／H１N１）インフル

エンザ対応から見えてきたこと」

コーディネーター 鳥取県医師会理事

笠木正明先生

パネリスト

医師会から

石谷暢男先生（東部医師会）、松田

隆先生（中部医師会）、瀬口正史先

生（西部医師会）

学校管理職から

米子西高等学校副校長 山根孝正氏

養護教諭部会から

鳥取県学校保健会養護教諭部会長・

鳥取市立南中学校養護教諭

田總朋子氏

市町村教育委員会から

琴浦町教育委員会事務局教育総務課

課長補佐 岡本敏明氏

鳥取県福祉保健部から

鳥取県福祉保健部健康政策課参事

石田 茂氏

鳥取県教育委員会から

鳥取県教育委員会事務局体育保健課

健康教育係指導主事 西尾美由紀氏

３ 中国四国学校保健担当理事連絡会議

平成２１年１１月１３日、広島県医師会担当によ

りリーガロイヤルホテル広島・広島市におい

て開催され、天野常任理事、笠木理事が出席

した。日医からは内田常任理事が出席され、

各県より提出された１０議題について討議が行

われた。

新型インフルエンザに関しての議題が鳥取

県を含め４県から提出された。インフルエン

ザによる休業期間は鳥取県が３日間（ひとま

ず）、島根、岡山、広島は４日間、山口５日

間、四国の４県が７日間となっている。治癒

証明書については原則不必要であるが、治癒

証明書がいらないとなると中高校生でずる休

みをする生徒があること、新型インフルエン

ザの予防接種に関して集団的個別接種（学校

医の医院、学校の近くの医院で接種する）も

考慮しないといけないという意見もあった。

また、学校欠席者情報システムを活用する

ことによりインフルエンザ等の感染症の発症

に対して迅速に対応できるが、中国四国でこ
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のシステムを導入しているのは、島根県、香

川県、鳥取県であった。次回は平成２２年８月

２２日（日）山口市において開催される。

なお、広島県医師会担当にて、「第４０回全

国学校保健・学校医大会」が開催されたため、

本年度中国地区学校医大会は開催されなかっ

た。詳細は、会報第６５４号に掲載した。

４ 第４０回全国学校保健・学校医大会

平成２１年１１月１４日、広島市・リーガロイヤ

ルホテル広島において、日医主催、広島県医

師会の担当で「地域ぐるみで支え合おう 子

どもの健康と安全」をメインテーマに開催さ

れ、岡本会長、天野常任理事、地区医師会代

表者が出席した。午前中に、５分科会『から

だ・こころ』�生活習慣病 �学校健診・実

態調査 �こころ・健康教育、『耳鼻咽喉科』

『眼科』での研究発表、午後から都道府県医

師会連絡会議、表彰式、シンポジウム「学校

現場における救急体制―学校で子どもが突然

倒れたら―」、特別講演「乱世が生んだ美―

桃山の武将茶人 上田宗箇」などが行われた。

来年度は、群馬県医師会の担当で平成２２年１１

月２０日（土）に開催される。詳細は、会報第

６５４号に掲載した。

５ 日医学校保健講習会

平成２２年２月２０日、日医会館において開催

され、笠木理事、地区医師会代表者が出席し

た。

午前中に３題の講演「最近の学校健康教育

行政の課題について」「学校における感染症

対策―新型インフルエンザについて」「小児

の視力の発達」が行われた。午後より講演１

題「性の健康教育―小中学生への性教育、い

つまでにどこまでを」と、４人のシンポジス

トによる「犯罪被害から子どもを守る」のシ

ンポジウムが行われた。参加者は２４１名。

従来の「学校医講習会」の名称が、今年度

（平成２１年度）より「学校保健講習会」と変

更となった。今後は、各地区医師会において

伝達講習を行う。詳細については、会報第

６５８号に掲載した。

６ 日医母子保健講習会

平成２２年２月２１日、日医会館において、

「子ども支援日本医師会宣言の実現を目指し

て―４」をメインテーマに開催され、笠木理

事、地区医師会代表者等が出席した。

午前中に２題の講演「現代における子ども

の貧困」「ヒトはどこへ向かうのか―遺伝進

化と文化進化」が行われた。午後にシンポジ

ウム「妊娠から育児までの継続的支援」をテー

マに、４人のシンポジストによる講演と行政

の立場からの指定発言・討議が行われた。参

加者は２９５名であった。詳細については、会

報第６５８号に掲載した。

７ 鳥取県医師会・鳥取県教育委員会連絡協議

会

平成２１年１１月１２日、鳥取市・白兎会館にお

いて開催し、岡本会長以下学校保健関係役員

が出席し、双方から提出された７議題�新型

インフルエンザ �心や性等の健康問題の取

組 �特別支援学校における教育の在り方の

検討 �平成２２年度医療的ケアが必要な幼児

児童生徒学習支援事業 �学校での新型イン

フルエンザ対策 �本年４月に県医師会より

提出した要望書「麻しん風しん混合ワクチン

（MRワクチン）接種促進についてのお願い」

について �平成２１年度第２回学校医・学校

保健研修会・県学校保健会研修会のテーマ、

について協議、意見交換を行った。

県教育委員会における新型インフルエンザ

の対応では、休業等の基準として複数（２人）

の感染者が発生した時、ひとまず３日間程度

学級閉鎖するよう要請するが、校長の判断に

より集団感染のおそれが少ない時は学級閉鎖

を行わないということであった。また、現在

出席停止を解除する場合は原則として医師に

よる「登校許可書」を提出することとなって

いる。文科省より「治癒証明書を取得させる

意義はない」との通知が出されたが、このま

ま市町村へ出しても学校は混乱するのではな

いかということから、基本は文科省の意向通

りとしながらも登校許可がない場合、学校長

は自宅療養解除の要件である「解熱後２日間

の経過かつ発症した翌日から７日間」を出席

停止の期間として指示するよう要請している

とのことであった。

新型インフルエンザワクチン接種について

国では小児へのワクチン接種時期の前倒し等

を求めていることから、本会としても小児へ

の接種時期を前倒して実施できるよう県及び

県教育委員会に要望している。今般、県福祉

保健部長より小学生（特に１～３年生）のワ
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クチン接種機会及びワクチン（バイアル１０

ml）の有効活用等を目的としたワクチンの

集団接種について通知があった。

現在、本県では学校欠席者情報収集システ

ムが県立学校、市町村、私立・国立学校にお

いて稼動しているが、県教育委員会より、学

校医でない医師がみることのできる「学校欠

席者情報収集システム鳥取県一般医師公開用

（https:／／school.９５３８６２.net／tottori／ishikoukai／）」

「ID：００００１、PW：doctors」について連絡

があった。

また、本会として学校医に対し、「小学生

への新型インフルエンザワクチンの集団接

種」について、小学校から学校医をされてい

る先生に集団接種について相談があった場合

には、業務に支障のない範囲でご協力いただ

く旨、通知することとした。詳細は、会報第

６５４号に掲載した。

８ 「学校医アンケート」の実施について

平成２２年２月１１日倉吉交流プラザにおいて

「第２回学校医・学校保健研修会」を行った

が、当日のパネルディスカッション「学校に

おける新型（A／H１N１）インフルエンザ対応

から見えてきたこと」の参考資料とするため、

平成２２年１月２６日付けにて学校医２２２名に次

の通りアンケート調査を実施した。回収率＝

９６（回答）／２２２（発送）＝４３．２％

集計結果は、会報第６５７号に掲載した。

３．産業医部会
１ 日医認定産業医

平成２年度より発足した「日本医師会認定

産業医制度」による認定産業医は、平成２２年

３月末現在３８１名（東部：１４５名、中部：６３名、

西部：１５６名、鳥大：１７名）である。なお、

平成２１年度の更新者は４３名（東部：１５名、中

部：６名、西部：１９名、鳥大：３名）であっ

た。

２ 産業医部会運営委員会

平成２１年５月７日、県医師会館において開

催し、平成２０年度事業報告、平成２１度事業計

画などについて協議、意見交換を行った。詳

細は、会報第６４８号へ掲載した。

平成２１年９月１０日、「第３１回産業保健活動

推進全国会議」が日医会館において開催され、

吉田理事が出席した。詳細は、会報第６５２号

へ掲載した。

３ 産業医研修会

〔第１回〕【基礎研修（実地・後期）＆生涯

研修（更新・実地・専門）：５単位】

日 時 平成２１年７月１２日（日）

場 所 鳥取県医師会館

出席者 １１７名（県内：１１０名、県外：７名）

［認定産業医１０６名、未認定産業医１１名］

〔内容〕

� 『最近の労働安全衛生対策について～メ

ンタルヘルス対策を中心に～』

鳥取労働局労働基準部安全衛生課

高村亜紀子課長

� 『勤労者のメンタルヘルス～うつ病の早

期発見と援助』

鳥取県医師会常任理事 渡辺 憲先生

� 『職場の新型インフルエンザ対策につい

て』

鳥取県医師会常任理事 天野道麿先生

� 『女性勤労者の健康管理について』

鳥取県立中央病院産婦人科医長

大畠順恵先生

� ビデオ（質疑応答を含む）

『メタボリックシンドロームを予防する

ボディデザイン体操』

『防ごう！メタボリックシンドローム―

内臓脂肪をやっつけろ―』

〔第２回〕【基礎研修（実地・後期）＆生涯

研修（更新・実地・専門）：５単位】

日 時 平成２１年９月２７日（日）

場 所 西部医師会館

出席者 １１４名（県内：１１１名、県外：３名）

［認定産業医１０５名、未認定産業医９名］

〔内容〕

� 『最近の労働安全衛生対策について～メ

ンタルヘルス対策を中心に～』

鳥取労働局労働基準部安全衛生課

高村亜紀子課長

� 『職場の新型インフルエンザ対策につい

て』

鳥取県医師会理事 笠木正明先生

� 『勤労者のメンタルヘルス対策について』

鳥取大学医学部精神行動医学分野教授

中込和幸先生

� 『女性勤労者における健康上の問題点』

博愛病院病院参与 伊藤隆志先生

� ビデオ（質疑応答を含む）
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『メタボリックシンドロームを予防する

ボディデザイン体操』

『防ごう！メタボリックシンドローム―

内臓脂肪をやっつけろ―』

〔第３回〕【基礎研修（実地・後期）＆生涯

研修（更新・実地・専門）：５単位】

日 時 平成２１年１１月８日（日）

場 所 まなびタウンとうはく

出席者 ３４名（県内：３３名、県外：１名）

［認定産業医３０名、未認定産業医４名］

〔内容〕

� 『最近の労働安全衛生対策について～メ

ンタルヘルス対策を中心に～』

鳥取労働局労働基準部安全衛生課

高村亜紀子課長

� 『職場の新型インフルエンザ対策につい

て』

鳥取県医師会常任理事 天野道麿先生

� 『勤労者のメンタルヘルス～うつ病の早

期発見と援助』

鳥取県医師会常任理事 渡辺 憲先生

� 『女性勤労者の健康管理について』

島根産業保健推進センター相談員松江記

念病院健康支援センター顧問

春木宥子先生

� ビデオ（質疑応答を含む）

『メタボリックシンドロームを予防する

ボディデザイン体操』

『防ごう！メタボリックシンドローム―

内臓脂肪をやっつけろ―』

［その他］

� 東部地域産業保健センター産業医研修会

【基礎（後期）＆生涯（専門）：１単位】

日 時 平成２１年１１月３０日（月）

場 所 東部医師会館

出席者 ４０名［認定産業医３９名、未認定産業

医１名］

［内容］

『産業保健と医療観察法』

鳥取医療センター医長 土井 清先生

４ 鳥取県産業保健協議会

平成２１年１０月８日、鳥取市・ホテルモナー

ク鳥取において県医師会産業医部会運営委

員・地域産業保健センター・県福祉保健部・

鳥取労働局・鳥取産業保健推進センターなど

関係者が参集し、新型インフルエンザ対策に

かかる産業保健における課題について、労働

衛生行政の現状及び労災補償の現状等につい

て、また、県医師会より産業医部会の２０年度

事業報告と２１年度事業計画、産業保健活動推

進全国会議出席報告を行い、協議、意見交換

を行った。詳細は、会報第６４１号へ掲載した。

５ 第４１回産業医学講習会

平成２１年６月２５～２７日、日医会館において

開催された。

６ 第３７回鳥取県産業安全衛生大会

平成２１年７月２日、米子市文化ホールにお

いて開催され、米川理事が会長代理として出

席した。席上、永年産業医功労により花園直

人先生（米子市）、三好三七夫先生（米子市）

に鳥取県医師会長表彰を授与した。

大会では各企業から活動事例発表、特別講

演などが行われた。

７ 鳥取産業保健推進センター

センター主催、県医師会共催による産業医

研修会を下記のとおり各地区で開催し、本会

から日医認定産業医制度指定研修会として申

請し、承認を受けている。

○実地研修（職場巡視）【基礎研修（実地）＆

生涯研修（実地）：２単位】

� 日 時 平成２１年１２月１７日（木）

場 所 オムロン倉吉株式会社

出席者 １８名［認定産業医１５名、未認定

産業医３名］

� 日 時 平成２１年１月２２日（木）

場 所 リコーマイクロエレクトロニク

ス�

出席者 １０名［認定産業医７名、未認定

産業医３名］

○実地研修（化学物質リスクアセスメント演習

―健康障害防止用）

【基礎研修（実地）＆生涯研修（実地）：２

単位】

� 日 時 平成２２年３月１１日（木）

場 所 鳥取産業保健推進センター

出席者 ９名［認定産業医７名、未認定

産業医２名］

� 日 時 平成２２年３月１８日（木）

場 所 米子コンベンションセンター

出席者 １９名［認定産業医１８名、未認定

産業医１名］

○産業医等へのメンタルヘルス対策及び過重労
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働による健康障害防止対策に係る研修会

【基礎（後期）＆生涯（更新）：３．５単位】

日 時 平成２１年１２月６日（日）

場 所 鳥取県医師会館

出席者 １１名［認定産業医１１名］

［内容］

� 労働安全衛生法における過重労働による

健康障害防止対策

鳥取大学医学部健康政策医学分野教授

黒沢洋一先生

� 労働安全衛生法における長時間労働者に

対する医師による面接指導等の手法

鳥取大学医学部健康政策医学分野教授

黒沢洋一先生

� 労働安全衛生法におけるメンタルヘルス

対策

鳥取県医師会常任理事 渡辺 憲先生

○母性健康管理研修会【基礎研修（後期）＆生

涯研修（更新・専門）：３単位】

日 時 平成２１年１２月１０日（木）

午後１時３０分～５時

場 所 鳥取県医師会館 鳥取市戎町

出席者 １４名［認定産業医１２名、未認定

産業医２名］

［内容］

� 「管内の働く女性の現状」「男女雇用機会

均等法における母性健康管理の措置」「労

働基準法における母性保護規定」

鳥取労働局雇用均等室 小出ヤイ室長

� 「母子保健の理念・妊娠中の症状等に対

応する措置」

鳥取労働局母性健康管理指導医

鳥取赤十字病院産婦人科部長

竹内 薫先生

� 「職場における妊産婦の健康管理と産業

医等産業保健スタッフ等の役割」

すてっぷ産業医事務所長 長井聡里先生

○精神科医等に対する産業保健に関する研修会

【基礎（後期）＆生涯（専門）：３単位】

日 時 平成２１年１２月１３日（日）

場 所 米子コンベンションセンター

出席者 ２名［認定産業医１名、未認定

産業医１名］

［内容］

� 産業保健概論、並びに労働安全衛生法に

おけるメンタルヘルス対策及び過重労働に

よる健康障害防止対策

鳥取産業保健推進センターカウンセリン

グ相談員 芦村 浩氏

� 職場復帰支援等メンタルヘルス対策の事

例検討

鳥取大学医学部精神行動医学分野教授

中込和幸先生

４．スポーツ医部会
平成３年度より発足した日本医師会認定健康

スポーツ医は、平成２２年３月末現在７７名である。

１ 健康スポーツ医学講習会

〔日本医師会主催〕於日本医師会館

前期：平成２１年１０月１７日・１８日

後期：平成２１年１１月２１日・２２日

この他、�日本体育協会公認スポーツドク

ター養成講習会受講者の推薦依頼があったの

で、受講希望のあった会員を報告した。

２ 健康スポーツ医学再研修会

１）〔鳥取臨床スポーツ医学研究会主催〕取

得単位１単位

期 日：平成２１年４月４日

場 所：米子市・米子全日空ホテル

２）〔鳥取県東部医師会主催〕取得単位１単

位

期 日：平成２２年３月１８日

場 所：鳥取市・鳥取県東部医師会館

５．労災指定医部会
１ 労災保険指定医療機関研修会

平成２２年３月２７日、ホテルサンルート米子

において鳥取県臨床整形外科医会との共催で

開催した。講演２題�「過労死（脳・心臓疾

患）の労災認定のしくみ」（畷 芳孝 労災

保険情報センター鳥取事務所長）、�「腰痛

症治療と最新ガイドライン」（森尾泰夫 中

部医師会立三朝温泉病院長）と質疑応答を

行った。

６．勤務医部会
１ 全国医師会勤務医部会連絡協議会

平成２１年１１月２８日、松江市において、「今

こそ目指そう 医療崩壊から医療再生へ」を

メインテーマに開催され、渡辺日医勤務医委

員会副委員長、武田理事が出席した。

午前は、特別講演�「日本の医療を守るた

めに―今こそ医師の大同団結を―」（唐澤日

医会長）、�「社会が医療に求めるもの」（郷

原信郎 名城大学教授・コンプライアンス研
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究センター長）などが行われた。

午後からは、日医勤務医委員会報告、島根

県医師会勤務医アンケート調査報告、特別講

演�「生命輝かそう日本の勤務医」―低医療

費政策を乗り越えて―（安全で快適な医療を

目指す一地方病院の試み）」（邉見公雄 全国

自治体病院協議会長）、シンポジウム「勤務

医をめぐる諸問題」が行われ、最後に「島根

宣言」が採択され、閉会した。次期担当県は

栃木県医師会である。

なお、採択された「島根宣言」では、勤務

医に対する緊急な施策が必要だとして、次の

６項目「今までの医療費抑制政策を転換し、

医療福祉への予算の増額を行うこと」「OECD

平均水準になるまで医師の増員を行うこと」

「これから増えてくる女性医師が働き続けら

れるような支援体制の整備」「勤務医の待遇

改善をはかり、勤務医を増やすことによって、

地域医療を存続させること」「大学病院と地

域医療を担う病院、診療所等が連携し、良き

地域医療医を育てる」「地域住民との充分な

相互理解のもとに、安全で安心な医療を提供

する」の実現を要望している。

２ 都道府県医師会勤務医担当理事連絡協議会

平成２１年１２月４日、日医会館において開催

され、渡辺日医勤務医委員会副委員長、武田

理事が出席した。当日は、全国医師会勤務医

部会連絡協議会（１１／２８松江市で開催）につ

いて本年度担当の島根県医師会からの実施報

告と平成２２年度担当の栃木県医師会から挨拶

があった後、今村日医常任理事より、「勤務

医の健康支援に関するプロジェクト委員会」

の活動報告が行われた。「医療再生へ進むべ

き道」をテーマとした協議では、３県医師会

（神奈川県、山口県、福岡県）から勤務医活

動報告があった後、各都道府県医師会からあ

らかじめ寄せられていた意見や要望について

意見交換が行われた。詳細は、会報第６５５号

に掲載した。

７．病院部会
１ 鳥取県病院協会定期総会

平成２１年６月１７日、ホテルセントパレス倉

吉において開催され、会長代理として野島副

会長が挨拶を述べた。主な議事として、平成

２０年度事業報告及び決算の承認、平成２１年度

事業計画案及び予算案、などについて報告、

協議が行われた。

８．自賠責部会
１ 鳥取県自動車保険医療連絡協議会

平成２１年１０月２９日、県医師会館において、

鳥取自賠責損害調査事務所と鳥取地区損害

サービス分科会に参集いただき、開催した。

近年、大きな問題はなかったが、この度、西

部の医療機関より質問が寄せられたことから、

会員へ自動車保険医療費に関する諸問題につ

いてアンケートを実施し、その事例について

協議、意見交換を行った。詳細は、会報第

６５３号に掲載した。

会 員 福 祉 対 策

１．共済制度の継続運営
県医師会共済会は、昭和４８年１０月発足、３６年

６カ月を経過し、真に本会会員福祉事業の中核

として、果たしている役割は極めて大きなもの

がある。

平成２１年１２月末現在の共済会会員は次のとお

りである。

共済会会員数 開業会員３７２名、同一家族会

員４８名、勤務会員２０名、会費免除会員７８名、計

５１８名で、昨年同期に比し勤務会員１名減、会

費免除会員１０名減である。そのうち、正額会員

３３３名（６４％）、半額会員１０７名（２１％）、免除会

員７８名（１５％）である。

また、平成２２年３月末現在の共済会給付状況

は次のとおりである。

共済会給付状況

病気療養見舞金 ９，４６２，０００円（１８件）

弔 慰 金 ５，０００，０００円（１０件）

配偶者弔慰金 ５０，０００円（１件）

共済会積立金

普 通 預 金 １２７，０７０，０００円

なお、平成２２年３月６日開催の第１８１回定例

代議員会において、共済会を解散する議案につ

いて原案通り可決され、平成２２年３月３１日を

もって解散することとなった。

今後の対応としては、
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融 資 期 間
協力貯蓄
融資利率

勤務会員協力
貯蓄融資利率

１ 年 以 内 １．６８０％ ２．０３０％

１年超３年以内 １．７８０％ ２．１３０％

３年超５年以内 １．８８０％ ２．２３０％

５年超１０年以内 ２．０８０％ ２．４３０％

１０年超１５年以内 ２．２８０％ ２．６３０％

１５年超２０年以内 ２．４８０％ ２．８３０％

２０年超２５年以内 ２．６８０％ ３．０３０％

� 会費徴収は平成２２年３月分までとする。

� 給付対象は平成２２年３月３１日までとする。

ただし、３月３１日現在入院中であって、引

き続き入院又は自宅療養の場合は、規定の

とおり病気療養見舞金を給付する。

� 給付申請期限は平成２２年９月３０日までと

する。

� 残余財産については、会員の掛け金総額

に係数を乗じた金額を還付する。ただし、

個々の会員がすでに給付を受けた金額を控

除する。

２．協力貯蓄の推進
１ 協力貯蓄の運営状況

協力貯蓄は、平成２０年５月より第１０次の積

立（平成２５年４月まで）を開始している。

平成２２年３月末現在会員数は、東部７９名、

中部２１名、西部５３名、計１５３名である。

融資利率は、短期プライムレート及びそれ

に連動する新長期プライムレートを基準にし

ている。

３．勤務医協力貯蓄の推進
１ 勤務会員協力貯蓄の運営状況

勤務会員協力貯蓄は、平成１７年５月より第

８次の積立（平成２２年４月まで）を開始して

いる。平成２２年３月末現在加入会員数は、東

部５１名、中部１７名、西部３２名、大学１５名、計

１１５名である。

融資利率は、協力貯蓄と同じく、短期プラ

イムレート及びそれに連動する新長期プライ

ムレートを基準にしている。

４．医事紛争対策
１ 医事紛争処理委員会

平成２２年３月２０日、県医師会館において開

催した。議事として、「中国四国医師会医事

紛争・医療安全研究会」「都道府県医師会医

事紛争担当理事連絡協議会」の出席報告後、

県内の医事紛争の処理状況について協議、意

見交換を行った。平成２１年度の状況は、新規

受付３件、解決済７件（示談６件、和解１件）、

応訴中４件（調停中１件、裁判中３件）、折

衝中７件（継続分６件、新規分１件）、年度

末未解決分１１件などとなっている。なお、長

期間進展のない事例については弁護士の意見

を聞いたうえで、「立ち消え解決」とするこ

とを確認した。詳細は、会報第６５８号へ掲載

した。

２ 中国四国医師会連合医事紛争・医療安全研

究会

平成２１年６月６日、島根県医師会担当によ

り、松江市のホテル一畑においてブロック会

議の分科会として開催された。日医から木下

常任理事をコメンテーターにお迎えして、各

県からの提出議題９題及び日医への要望・提

言５題について討論が行われた。中でも主に

議論されたのは、「医療安全調査委員会（案）

設置に向けて」と「新裁判制度で医療訴訟が

増えるのではないか」という２点であった。

詳細は、会報第６４９号へ掲載した。

３ 都道府県医師会医事紛争担当理事連絡協議

会

平成２１年１２月１７日、日医会館において開催

され、井庭理事が出席した。日医医賠責保険

の運営に関する経過報告と都道府県医師会か

らの医療事故紛争対策と活動状況の報告（佐

賀県、秋田県）があった後、都道府県医師会

からの質問及び要望に対する日医の見解や回

答が示された。その後、木下日医常任理事よ

り、「新しい死因究明制度の法制化を目指し

て」と題して説明があった。

保険法改正に伴う日医医賠責制度への影響

として、従来、保険金は被保険者（医師）へ

支払っていたが、改定後は原則保険会社から

被害者に直接支払うことになる（従来通りの

場合は別に対応が必要）。なお、日医医賠責

保険で被保険者が死亡した場合の特則及び会

員脱退した場合の延長期間を５年以内から１０

年以内に延長するよう改定するということで

あった。詳細は、会報第６５５号へ掲載した。

４ 日本医師会医療事故防止研修会

平成２１年１２月１３日、日医会館において開催

され、宮�常任理事、地区医師会代表者が出

席した。当日は、講演５題�医療事故削減戦
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第一 １３１件 日本 １６６件

グループ ７２１件 富国 ２９件

損保ジャパン １９４件 三井 ５３件

明治安田 ４１件 住友 ４３件

Ｔ＆Ｄフィナンシャル １７件 退職共済 ３２件

略システムの概要 �アナフィラキシー

ショックへの対応 �タイムアウト導入の効

果 �個人で行う医療安全対策～医療安全行

動指針～ �地域で行う医療安全対策～県医

師会レベルで動かすしくみ～、の後、「医療

事故削減戦略システムの実践に向けて」を

テーマに総合討論が行われた。なお、後日、

冊子「医療事故削減戦略システム」は、日医

雑誌とともに日医会員等に配布される。詳細

は、会報第６５５号へ掲載した。

５．日医医師賠償責任保険
日医医師賠償責任保険（１００万～１億円補償）

は、昭和４８年７月から発足し、現在１４１名の勤

務会員も加入しているが、現行の日医医賠責保

険でカバーできない部分について、日医Ａ会員

が任意で加入できる「日医医賠責特約保険（１

億超～２億円補償）」が平成１３年度より創設さ

れた。平成２１年７月１日～平成２２年７月１日ま

での期間の加入者は、１７７名である。

６．損保ジャパン医師賠償責任保険加入会員
平成２２年３月末日現在、医師賠償責任保険加

入会員数は５３５名で、地区別に示すと次のとお

りである。総数は、昨年より８名の減である。

東部２１２名 中部９１名 西部２０７名 大学２５名

計５３５名

７．日本医師会医師年金の加入
平成２１年１２月末現在、本県会員の医師年金加

入者は１３７名で、加入者数を地区別に示すと次

のとおりである。

東部５４名 中部２２名 西部６０名 鳥大１名

計１３７名

この他に年金受給者は

東部６４名 中部２７名 西部６４名 鳥大１名

計１５６名

８．日本医師従業員国民年金基金
日医が設立母体となり、平成３年４月創設、

同年５月１４日設立認可を得て発足し、本県加入

総数６２名である。（平成２２年３月３１日現在）

９．生命保険加入代理店の業務
第一、日本、明治安田、住友、富国、Ｔ＆Ｄ

フィナンシャル、損保ジャパン、三井の８社と

契約を締結存続し、会員福祉向上に努めている。

平成２２年３月末日現在、各社の契約件数は次の

とおりである。

１０．鳥取県医療機関厚生年金基金への対応
１）加入者数

平成５年４月１日に発足した「鳥取県医療

機関厚生年金基金」について、加入者数は

４，４３０名、加入事業所は１２６である。（平成２２

年３月３１日現在）

２）理事会・代議員会について

○平成２１年８月２７日、ホテルモナーク鳥取にお

いて開催され、神鳥・渡辺両常任理事、池田

中部会長、魚谷西部会長が出席した。

議事として、事業概要について報告があり、

平成２０年度末現在、加入事業所数は１３０（対

前年比－８）、加入員数は４，６０３名（対前年比

－４１１）であった。次に審議事項に入り、平

成２０年度決算では掛金収入は約９億６，４００万

円で、支出の主なものは年金給付費約２億

３００万円、一時金給付費約１億５，６００万円等で

運用損失が約１９億円あり、トータルでは約１５

億円の繰越不足金となったほか、中部の３病

院の脱退願いについて協議され、色々な意見

はあったが、最終的には承認となった。

今後は、今のように新規に加入する事業所

がなく脱退が増えて加入員が減るばかりでは

将来に不安があるため、どのような時点で掛

金を上げる必要が出てくるか、基金の上乗せ

額を退職金の内枠に入れている医療機関の実

態などを「基金運用委員会」で早急に検討す

ることとなった。

○平成２２年３月１８日、ウェルシティ鳥取におい

て開催された。神鳥常任理事が出席した。

平成２１年１２月末現在の加入事業所数は１２６

（対前年比－４、加入１、脱退４、診療廃止

１）、加入員数は４，４２８名（対前年比－１８０）

である。

また、過去２回行われた資産運用委員会の

検討結果では、今後は中国やインドなど新興

国の株の購入も視野に入れており、全国の他

の基金に比して平成２０年２月から債権の比率
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を高めた運用をしたために運用損がやや押さ

えられた。今後の基金解散の方向性を探るた

め、基金加入事業所がどの程度職員退職金の

内枠として当てしているかアンケート調査を

した結果、回答のあった事業所の過半数が退

職金の一部としていることが分かった。当基

金の今後について、給付減額、解散など色々

な選択肢の検討を行ったが、現況では解散要

件を満たしていないとのことから、資産と負

債の状況がどのように推移していくか短期か

ら長期の経営分析をする必要があり、年金

ALMを行ってもらうことになった。

１１．図書斡旋
２０１０年医師日記を希望会員に斡旋した。
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支
出

の
部

科
目

現
計
予
算
額

決
算

額
差

異

１
．
事
業
活
動
支
出

１
．
事
業
費

（
３３
．５
７
％
）

１
．
医
学
向
上
費

２
．
地
域
社
会
活
動
費

３
．
社
会
保
障
対
策
費

４
．
医
政
対
策
費

５
．
医
療
経
済
対
策
費

６
．
広
報
活
動
費

７
．
部
会
費

８
．
福
祉
対
策
費

９
．
地
区
医
師
会
連
絡
費

１０
．
諸
支
出
金

６４
，０
００
，０
００

１０
，３
００
，０
００

１２
，４
７９
，０
００

５
，３
４０
，０
００

４
，７
５０
，０
００

２
，０
７０
，０
００

１０
，９
００
，０
００

７
，４
９１
，０
００

３
，２
００
，０
００

５
，９
７０
，０
００

１
，５
００
，０
００

４６
，０
３２
，６
７０

７
，１
０１
，９
７７

１０
，２
５９
，７
９７

２
，５
７４
，８
４６

１
，９
５４
，６
８２

１
，５
３６
，７
８５

９
，６
６１
，７
５０

５
，２
１８
，０
５６

２
，８
１７
，９
９２

４
，９
０６
，７
８５ ０

－
１７
，９
６７
，３
３０

－
３
，１
９８
，０
２３

－
２
，２
１９
，２
０３

－
２
，７
６５
，１
５４

－
２
，７
９５
，３
１８

－
５３
３
，２
１５

－
１
，２
３８
，２
５０

－
２
，２
７２
，９
４４

－
３８
２
，０
０８

－
１
，０
６３
，２
１５

－
１
，５
００
，０
００

２
．
管
理
費

（
６３
．１
６
％
）

１
．
事
務
費

２
．
会
議
費

３
．
負
担
金

４
．
会
館
管
理
運
営
費

８９
，０
５２
，１
００

７３
，１
３７
，０
００

９
，４
２０
，０
００

１
，２
１３
，１
００

５
，２
８２
，０
００

８６
，６
０４
，０
７２

７２
，１
４１
，９
２３

９
，０
７３
，３
４４

１
，２
１３
，１
００

４
，１
７５
，７
０５

－
２
，４
４８
，０
２８

－
９９
５
，０
７７

－
３４
６
，６
５６ ０

－
１
，１
０６
，２
９５

２
．
投
資
活
動
支
出

１
．
特
定
資
産
支
出
（
３
．２
７
％
）

４
，４
９０
，０
００

４
，４
８０
，０
００

－
１０
，０
００

３
．
財
務
活
動
支
出

４
．
予
備
費
支
出

１
．
予
備
費

（
０
％
）

２３
，０
５３
，９
００

０
－
２３
，０
５３
，９
００

当
期
支
出
合
計
（
Ｃ
）
１８
０
，５
９６
，０
００

１３
７
，１
１６
，７
４２

－
４３
，４
７９
，２
５８

当
期
収
支
差
額
（
Ａ
－
Ｃ
）
－
１６
，０
００
，０
００

３１
，６
０４
，９
４８

４７
，６
０４
，９
４８

次
期
繰
越
収
支
差
額
（
Ｂ
－
Ｃ
）

０
４１
，５
２１
，３
０７

４１
，５
２１
，３
０７

第
１
号
議
案
平
成
２１
年
度
鳥
取
県
医
師
会
一
般
会
計
収
支
決
算
承
認
に
つ
い
て

平
成
２１
年
度
鳥
取
県
医
師
会
一
般
会
計
収
支
決
算
書
〔
総
括
〕

（
単
位
：
円
）

収
入

の
部

科
目

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

１
．
事
業
活
動
収
入

１
．
会

費
（
４４
．４
６
％
）

８０
，８
６５
，０
００

７９
，４
２６
，４
００

－
１
，４
３８
，６
００

２
．
入
会
金

（
２
．５
２
％
）

５
，０
００
，０
００

４
，５
００
，０
００

－
５０
０
，０
００

３
．
負
担
金

（
１
．３
０
％
）

２
，３
１１
，０
００

２
，３
１３
，６
００

２
，６
００

４
．
補
助
金

（
８
．０
１
％
）

１２
，４
０３
，０
００

１４
，３
０１
，１
５２

１
，８
９８
，１
５２

５
．
寄
付
金

（
０
％
）

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

６
．
雑
収
入

（
５
．５
５
％
）

８
，７
２６
，０
００

９
，９
０９
，５
３８

１
，１
８３
，５
３８

７
．
繰
入
金

（
７
．７
２
％
）

１２
，６
００
，０
００

１３
，８
００
，０
００

１
，２
００
，０
００

２
．
投
資
活
動
収
入

１
．
特
定
預
金
取
崩
収
入（
２４
．８
９
％
）

４２
，６
８１
，０
００

４４
，４
７１
，０
００

１
，７
９０
，０
００

３
．
財
務
活
動
収
入

当
期
収
入
合
計
（
Ａ
）

１６
４
，５
９６
，０
００

１６
８
，７
２１
，６
９０

４
，１
２５
，６
９０

前
期
繰
越
収
支
差
額
（
５
．５
５
％
）

１６
，０
００
，０
００

９
，９
１６
，３
５９

－
６
，０
８３
，６
４１

収
入

合
計
（
Ｂ
）

１８
０
，５
９６
，０
００

１７
８
，６
３８
，０
４９

－
１
，９
５７
，９
５１
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平
成
２１
年
度
鳥
取
県
医
師
会
一
般
会
計
収
支
決
算
書

（
単
位
：
円
）

科
目

当
初
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

��
事
業
活
動
収
支
の
部

１
．
事
業
活
動
収
入

１
．
会

費
８０
，８
６５
，０
００

７９
，４
２６
，４
００

－
１
，４
３８
，６
００

１
．
会
費

収
入

（
４４
．４
６
％
）

８０
，８
６５
，０
００

７９
，４
２６
，４
００

－
１
，４
３８
，６
００

１
．
会
費

収
入

７８
，４
５４
，０
００

７７
，０
３９
，０
００

－
１
，４
１５
，０
００

�
均
等
割
会
費
収
入

７８
，４
５４
，０
００

７７
，０
３９
，０
００

－
１
，４
１５
，０
００

２
．
特
別
会
費
収
入

２
，４
１１
，０
００

２
，３
８７
，４
００

－
２３
，６
００

�
医
事
紛
争
処
理
委
員
会
会
費

７９
５
，０
００

７９
７
，４
００

２
，４
００

東
部
２９
８
，８
００
円
、
中
部
１４
４
，０
００
円
、
西
部
３５
４
，６
００
円

�
学
校
医
部
会
会
費

６８
４
，０
００

６６
０
，０
００

－
２４
，０
００

東
部
２７
３
，０
００
円
、
中
部
１１
４
，０
００
円
、
西
部
２６
４
，０
００
円
、
大
学
９
，０
００
円

�
産
業
医
部
会
会
費

９３
２
，０
００

９３
０
，０
００

－
２
，０
００

東
部
３４
２
，０
００
円
、
中
部
１６
４
，０
００
円
、
西
部
３８
８
，０
００
円
、
大
学
３６
，０
００
円

２
．
入
会
金
収
入

５
，０
００
，０
００

４
，５
００
，０
００

－
５０
０
，０
００

１
．
入
会
金
収
入

（
２
．５
２
％
）

５
，０
００
，０
００

４
，５
００
，０
００

－
５０
０
，０
００

９
名

１
．
入
会
金
収
入

５
，０
００
，０
００

４
，５
００
，０
００

－
５０
０
，０
００

３
．
負

担
金

２
，３
１１
，０
００

２
，３
１３
，６
００

２
，６
００

１
．
負
担
金
収
入

（
１
．３
０
％
）

２
，３
１１
，０
００

２
，３
１３
，６
００

２
，６
００

１
．
社
会
保
険
通
信
負
担
金

４５
１
，０
００

４５
３
，６
００

２
，６
００

２
．
会
館
維
持
負
担
金

１
，８
６０
，０
００

１
，８
６０
，０
００

０
医
師
国
保
組
合

１
，２
６０
，０
００
円

損
保
ジ
ャ
パ
ン
代
理
店
北
陽
サ
ー
ビ
ス

６０
０
，０
００
円

４
．
補

助
金

１２
，４
０３
，０
００

１４
，３
０１
，１
５２

１
，８
９８
，１
５２

１
．
補
助
金
等
収
入

（
８
．０
１
％
）

１２
，４
０３
，０
００

１４
，３
０１
，１
５２

１
，８
９８
，１
５２
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科
目

当
初
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

１
．
日
医
補
助
金

５
，８
３１
，０
００

６
，４
５３
，２
５０

６２
２
，２
５０

都
道
府
県
医
師
会
助
成
費

２
，６
６１
，０
００
円

生
涯
教
育
助
成
費

１
，１
８２
，２
５０
円

勤
務
医
活
動
助
成
費

５０
０
，０
００
円

年
金
普
及
推
進
運
動
助
成
費

１０
０
，０
００
円

医
師
会
立
准
看
護
師
養
成
所
助
成
金

４５
０
，０
００
円

医
賠
責
特
約
保
険
制
度
運
営
経
費

５６
０
，０
００
円

糖
尿
病
対
策
地
域
支
援
費

４５
０
，０
００
円

予
防
接
種
対
策
地
域
支
援
費

２５
０
，０
００
円

指
導
医
の
た
め
の
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
補
助
金

３０
０
，０
００
円

２
．
県
委
託
金
・
補
助
金

４
，１
００
，０
００

５
，６
５６
，７
５２

１
，５
５６
，７
５２

特
別
医
療
費
助
成
事
業
協
力
費

２
，５
００
，０
００
円

臨
床
検
査
精
度
管
理
推
進
事
業
補
助
金

５１
９
，１
６６
円

高
度
救
命
処
置
研
修
開
催
事
業
補
助
金

６３
６
，３
８４
円

小
児
救
急
地
域
医
師
研
修
事
業
委
託
金

４０
９
，８
９３
円

う
つ
病
予
防
対
策
事
業
委
託
金

４２
６
，３
０９
円

臨
床
研
修
指
導
医
講
習
会
開
催
事
業
委
託
金

１
，１
６５
，０
００
円

３
．
産
業
医
研
修
委
託
金

２
，４
７２
，０
００

２
，１
９１
，１
５０

－
２８
０
，８
５０

産
業
医
研
修
委
託
金

１
，９
９１
，１
５０
円

産
業
医
研
修
連
絡
協
議
会

２０
０
，０
００
円

５
．
寄

付
金

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

１
．
寄

付
金

（
０
％
）

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

１
．
寄

付
金

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

６
．
雑

収
入

８
，７
２６
，０
００

９
，９
０９
，５
３８

１
，１
８３
，５
３８

１
．
雑

収
入

（
５
．５
５
％
）

８
，７
２６
，０
００

９
，９
０９
，５
３８

１
，１
８３
，５
３８

１
．
受
取

利
息

１２
０
，０
００

１５
３
，７
７７

３３
，７
７７

普
通
預
金
利
息
１２
，０
７２
円

積
立
金
利
息
１４
１
，７
０５
円
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科
目

当
初
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

２
．
雑

収
入

６
，６
７６
，０
００

７
，６
５７
，８
２１

９８
１
，８
２１

医
師
賠
償
保
険
人
件
費
負
担
金

１
，９
２０
，０
００
円

健
対
協
人
件
費
負
担
金

２
，３
１６
，０
００
円

健
対
協
会
報
印
刷
代
負
担
金

９５
３
，３
６７
円

健
対
協
電
話
・
コ
ピ
ー
代
負
担
金

６５
７
，５
９４
円

労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー
協
力
費

６９
０
，０
００
円

会
員
名
簿
、
会
報
代

８４
，０
００
円

医
学
雑
誌
別
刷
他
個
人
負
担
分

１９
８
，０
００
円

産
業
医
研
修
会
県
外
受
講
者
受
講
料

３９
，０
００
円

労
災
保
険
診
療
指
定
医
療
機
関
研
修
会
助
成
金

４０
０
，０
００
円

世
界
糖
尿
病
デ
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
助
成
金

３０
０
，０
００
円

そ
の
他

９９
，８
６０
円

３
．
広
告
・
手
数
料
他
収
入

１
，９
３０
，０
００

２
，０
９７
，９
４０

１６
７
，９
４０

会
場
使
用
料

５３
，５
４０
円

母
体
保
護
法
指
定
手
数
料

４０
，０
００
円

会
報
・
医
学
雑
誌
・
会
員
名
簿
広
告
料

１
，４
８９
，４
００
円

日
医
認
定
産
業
医
・
ス
ポ
ー
ツ
医
申
請
手
数
料

５１
５
，０
００
円

７
．
繰

入
金

１２
，６
００
，０
００

１３
，８
００
，０
００

１
，２
００
，０
００

１
．
繰

入
金

（
７
．７
２
％
）

１２
，６
００
，０
００

１３
，８
００
，０
００

１
，２
００
，０
００

１
．
生
命
保
険
取
扱
特
別
会
計
繰
入
金
収
入

１２
，６
００
，０
００

１３
，８
００
，０
００

１
，２
００
，０
００

事
業
活
動
収
入
計

１２
１
，９
１５
，０
００

１２
４
，２
５０
，６
９０

２
，３
３５
，６
９０
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（
単
位
：
円
）

科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

２
．
事
業
活
動
支
出

１
．
事
業
費
（
３３
．５
７
％
）
６４
，０
００
，０
００

０
０

６４
，０
００
，０
００

４６
，０
３２
，６
７０
－
１７
，９
６７
，３
３０

１
．
医
学
向
上
費

（
５
．１
８
％
）
１０
，３
００
，０
００

０
０

１０
，３
００
，０
００

７
，１
０１
，９
７７

－
３
，１
９８
，０
２３

１
．
医
学
会
費

３
，９
５０
，０
００

０
０

３
，９
５０
，０
００

３
，４
４５
，７
２５

－
５０
４
，２
７５

医
学
会
費

９６
５
，２
４５
円

生
涯
教
育
講
座
地
区
委
託
金

１
，０
００
，０
００
円

生
涯
教
育
費

２２
０
，２
８４
円

鳥
取
医
学
賞

５３
，４
７３
円

指
導
医
の
た
め
の
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
経
費
１
，２
０６
，７
２３
円

２
．
中
国
四
国
医
師

会
医
学
会
費

１
，９
５０
，０
００

０
０

１
，９
５０
，０
００

１
，８
１０
，１
２０

－
１３
９
，８
８０
旅
費
（
山
口
）

１
，４
４４
，３
２０
円

諸
費

３６
５
，８
００
円

３
．
鳥
取
医
学

雑
誌
発
行
費

４
，４
００
，０
００

０
０

４
，４
００
，０
００

１
，８
４６
，１
３２

－
２
，５
５３
，８
６８

印
刷
費

１
，４
１４
，９
９０
円

送
料

３８
，８
０７
円

総
説
論
文
執
筆
謝
礼

６０
，０
００
円

委
員
会
費

３３
２
，３
３５
円

２
．
地
域
社
会
活
動
費

（
７
．４
８
％
）
１２
，４
７９
，０
００

０
０

１２
，４
７９
，０
００

１０
，２
５９
，７
９７

－
２
，２
１９
，２
０３

１
．
地
域
社
会

対
策

費
２
，２
５０
，０
００

０
０

２
，２
５０
，０
００

２
，２
１２
，９
６９

－
３７
，０
３１

健
康
対
策
協
議
会
補
助
金

１
，３
００
，０
００
円

禁
煙
指
導
対
策
委
員
会

３６
，９
００
円

禁
煙
指
導
対
策
地
区
補
助
金

３０
０
，０
００
円

世
界
禁
煙
デ
ー
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
地
区
医
師
会
補
助
金
１５
０
，０
００
円

か
か
り
つ
け
医
と
精
神
科
医
と
の
連
携
会
議
１３
４
，５
８９
円

か
か
り
つ
け
医
と
精
神
科
医
と
の
連
携
マ
ニ
ュ
ア
ル
印
刷
費
２８
９
，８
００
円

送
料

１
，６
８０
円

２
．
調
査
研
究
費

２
，４
０５
，０
００

－
１９
６
，０
０９

０
２
，２
０８
，９
９１

１
，７
１５
，５
１８

－
４９
３
，４
７３

資
料
整
備
費

６４
，７
００
円

臨
床
検
査
精
度
管
理
費

９５
７
，４
５２
円

臨
床
検
査
精
度
管
理
委
員
会

１３
８
，９
６６
円

メ
デ
ィ
フ
ァ
ク
ス
購
読
料

５５
４
，４
００
円
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科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

３
．
糖
尿
病
対
策
費

６０
０
，０
００

１９
６
，０
０９

０
７９
６
，０
０９

７９
６
，０
０９

０

糖
尿
病
対
策
推
進
会
議

３０
，３
４０
円

糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
従
事
者
講
習
会
１７
８
，９
３６
円

糖
尿
病
対
策
地
区
医
師
会
助
成
金

２４
０
，０
００
円

世
界
糖
尿
病
デ
ー
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
経
費
３４
６
，７
３３
円

４
．
救
急
・
防
災

対
策

費
１
，５
７２
，０
００

０
０

１
，５
７２
，０
００

１
，２
０５
，８
４０

－
３６
６
，１
６０

日
本
救
急
医
学
会
中
国
四
国
地
方
会
費
等

３０
，７
００
円

高
度
救
命
処
置
研
修
開
催
経
費

６３
６
，３
８４
円

小
児
救
急
医
師
確
保
等
調
整
事
業
費

４０
９
，８
９３
円

衛
星
・
災
害
時
優
先
携
帯
電
話
代

１０
９
，３
３３
円

ラ
イ
フ
パ
ッ
ク
交
換
用
キ
ッ
ト
購
入
代
１５
，７
５０
円

送
料

３
，７
８０
円

５
．
情
報
シ
ス
テ
ム

対
策

費
４
，２
０２
，０
００

－
４８
１
，３
７３

０
３
，７
２０
，６
２７

３
，０
８９
，６
９２

－
６３
０
，９
３５

情
報
シ
ス
テ
ム
運
営
管
理
費

２
，５
８１
，８
８１
円

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
ソ
フ
ト
サ
ポ
ー
ト
料
２５
２
，０
００
円

日
医
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
協
議
会

１４
３
，６
４０
円

医
療
情
報
研
究
会

１１
２
，１
７１
円

６
．
感
染
症
対
策
費

６５
０
，０
００

４８
１
，３
７３

０
１
，１
３１
，３
７３

１
，１
３１
，３
７３

０

感
染
症
危
機
管
理
対
策
委
員
会

１１
１
，９
８２
円

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
会
議

７６
，０
１６
円

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
費

７８
２
，２
７８
円

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
地
区
医
師
会
交
付
金

１５
０
，０
００
円

送
料

１１
，０
９７
円

７
．
特
定
健
診
・

保
健
指
導

対
策

費
８０
０
，０
００

８０
０
，０
００

１０
８
，３
９６

－
６９
１
，６
０４
送
料

１０
８
，３
９６
円

３
．
社
会
保
障
対
策
費

（
１
．８
８
％
）

５
，３
４０
，０
００

０
０

５
，３
４０
，０
００

２
，５
７４
，８
４６

－
２
，７
６５
，１
５４

１
．
社
会
保
障
医
療

対
策

費
２４
０
，０
００

０
０

２４
０
，０
００

１２
０
，０
００

－
１２
０
，０
００
健
保
・
生
保
立
会
旅
費
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科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

２
．
社
会
保
障
部
費

３
，５
００
，０
００

０
０

３
，５
００
，０
００

２
，２
２０
，６
４９

－
１
，２
７９
，３
５１

社
会
保
障
部
委
員
会
総
会

１
，１
２３
，７
２０
円

社
会
保
障
部
常
任
委
員
会

１８
８
，４
９３
円

社
会
保
険
指
導
者
講
習
会

１２
３
，６
６０
円

国
保
連
合
会
と
の
懇
談
会

１３
７
，３
０９
円

点
数
改
正
打
合
会

６１
，０
２０
円

診
療
報
酬
改
定
関
係
費（
印
刷
費
・
送
料
）
５８
６
，４
４７
円

３
．
介
護
保
険

対
策

費
３０
０
，０
００

０
０

３０
０
，０
００

０
－
３０
０
，０
００

４
．
社
会
保
険

通
信
発
行
費

１
，３
００
，０
００

０
０

１
，３
００
，０
００

２３
４
，１
９７

－
１
，０
６５
，８
０３
印
刷
費
２２
４
，４
３７
円

送
料
９
，７
６０
円

４
．
医
政
対
策
費

（
１
．４
２
％
）

４
，７
５０
，０
００

０
０

４
，７
５０
，０
００

１
，９
５４
，６
８２

－
２
，７
９５
，３
１８

１
．
医
政
関
係
費

１
，４
００
，０
００

０
０

１
，４
００
，０
００

５５
４
，４
４６

－
８４
５
，５
５４
医
療
懇
話
会

１８
３
，２
４０
円

三
師
会

２３
３
，８
８０
円

県
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会

１３
７
，３
２６
円

２
．

診
療
情
報
提

供
・
自
浄
作
用

活
性
化
・
医
療

安
全
対
策
費

１
，２
５０
，０
００

０
０

１
，２
５０
，０
００

１３
６
，４
６４

－
１
，１
１３
，５
３６
医
療
安
全
対
策
委
員
会

１３
６
，４
６４
円

３
．
個
人
情
報

保
護
対
策
費

１０
０
，０
００

０
０

１０
０
，０
００

０
－
１０
０
，０
００

４
．
会
長
交
際
費

８０
０
，０
００

０
０

８０
０
，０
００

５５
７
，６
６１

－
２４
２
，３
３９

５
．
県
医
交
際
費

１
，２
００
，０
００

０
０

１
，２
００
，０
００

７０
６
，１
１１

－
４９
３
，８
８９

５
．
医
療
経
済
対
策
費

（
１
．１
２
％
）

２
，０
７０
，０
００

０
０

２
，０
７０
，０
００

１
，５
３６
，７
８５

－
５３
３
，２
１５
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科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

１
．
経
営
対
策
費

６０
０
，０
００

３４
，１
０６

０
６３
４
，１
０６

６３
４
，１
０６

０

医
師
会
活
動
説
明
会

６９
，５
００
円

中
四
国
医
師
会
共
同
利
用
施
設
等
連
絡
協
議
会
９０
，７
００
円

全
国
有
床
診
療
所
連
絡
協
議
会
総
会

１６
０
，１
００
円

全
国
有
床
診
療
所
連
絡
協
議
会
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
総
会
６５
，７
００
円

有
床
診
療
所
協
議
会
設
立
発
起
人
会

２０
９
，６
２１
円

送
料

３８
，４
８５
円

２
．
医
事
紛
争

対
策

費
１
，４
７０
，０
００

－
３４
，１
０６

０
１
，４
３５
，８
９４

９０
２
，６
７９

－
５３
３
，２
１５
医
事
紛
争
処
理
委
員
会

１１
６
，０
１３
円

弁
護
士
顧
問
料

６６
６
，６
６６
円

日
医
医
療
事
故
防
止
研
修
会
地
区
助
成
金
１２
０
，０
００
円

６
．
広
報
活
動
費

（
７
．０
５
％
）
１０
，９
００
，０
００

０
０

１０
，９
００
，０
００

９
，６
６１
，７
５０

－
１
，２
３８
，２
５０

１
．
会

報
費

９
，９
００
，０
００

０
０

９
，９
００
，０
００

９
，１
１８
，０
３４

－
７８
１
，９
６６
印
刷
費
７
，７
０２
，１
７０
円

送
料
１
，３
５５
，８
６４
円

編
集
費

６０
，０
００
円

２
．
広
報
宣
伝
費

１
，０
００
，０
００

０
０

１
，０
００
，０
００

５４
３
，７
１６

－
４５
６
，２
８４

健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
経
費

１２
３
，６
６４
円

広
報
・
会
報
編
集
委
員
会
合
同
委
員
会
２１
１
，５
３６
円

報
道
各
社
支
局
長
と
の
懇
談
会

１８
８
，６
９６
円

送
料

１９
，８
２０
円

７
．
部
会
費（
３
．８
１
％
）

７
，４
９１
，０
００

０
０

７
，４
９１
，０
００

５
，２
１８
，０
５６

－
２
，２
７２
，９
４４

１
．
母
体
保
護
法

指
定
医
部
会

３０
０
，０
００

０
０

３０
０
，０
００

１３
４
，４
６０

－
１６
５
，５
４０
母
体
保
護
法
指
定
助
成
金

１０
０
，０
００
円

母
体
保
護
法
設
備
指
定
変
更
施
設
調
査
２５
，２
２０
円

送
料

９
，２
４０
円

２
．
学
校
医
部
会

２
，０
４１
，０
００

０
０

２
，０
４１
，０
００

１
，８
５８
，３
６５

－
１８
２
，６
３５

全
国
学
校
保
健
学
校
医
大
会

３３
２
，６
００
円

日
医
学
校
医
講
習
会

１４
１
，６
４０
円

日
本
学
校
保
健
会
会
報

２３
３
，０
００
円

学
校
保
健
会
負
担
金

８０
，０
００
円

学
校
医
部
会
運
営
委
員
会

１３
５
，７
１６
円

学
校
医
・
学
校
保
健
研
修
会

４８
７
，４
６８
円

地
区
医
師
会
補
助
金

４０
５
，０
００
円

送
料
他

４２
，９
４１
円
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科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

３
．
健
康
ス
ポ
ー
ツ

医
部

会
３０
０
，０
００

０
０

３０
０
，０
００

４３
，４
５１

－
２５
６
，５
４９
送
料

４３
，４
５１
円

４
．
労
災
・
自
賠
責

部
会

８０
０
，０
００

０
０

８０
０
，０
００

３７
０
，５
３０

－
４２
９
，４
７０
労
災
保
険
診
療
指
定
医
療
機
関
研
修
会
３１
４
，８
２９
円

自
動
車
保
険
医
療
連
絡
協
議
会

４９
，０
６１
円

送
料

６
，６
４０
円

５
．
産
業
医
部
会

３
，１
５０
，０
００

０
０

３
，１
５０
，０
００

２
，６
６４
，９
１０

－
４８
５
，０
９０

産
業
医
研
修
会

１
，６
８４
，９
８９
円

産
業
医
部
会
運
営
委
員
会

２３
０
，４
１６
円

産
業
保
健
協
議
会

３４
１
，２
６６
円

産
業
安
全
衛
生
大
会

１０
６
，０
００
円

産
業
保
健
活
動
全
国
会
議

３４
，７
６０
円

送
料
他

２６
７
，４
７９
円

６
．
病
院
連
絡
会
議

２０
０
，０
００

０
０

２０
０
，０
００

１０
０
，０
００

－
１０
０
，０
００
病
院
協
会
補
助
金

１０
０
，０
００
円

７
．
勤
務
医
部
会

７０
０
，０
００

０
０

７０
０
，０
００

４６
，３
４０

－
６５
３
，６
６０
全
国
医
師
会
勤
務
医
部
会
連
絡
協
議
会
４６
，３
４０
円

８
．
福
祉
対
策
費

（
２
．０
５
％
）

３
，２
００
，０
００

０
０

３
，２
００
，０
００

２
，８
１７
，９
９２

－
３８
２
，０
０８

１
．
福
祉
事
業
費

１
，９
００
，０
００

－
７５
，７
９４

０
１
，８
２４
，２
０６

１
，６
４２
，１
９８

－
１８
２
，０
０８
女
性
医
師
の
懇
談
会

１８
９
，２
００
円

会
員
名
簿
印
刷
代

１
，３
９２
，３
００
円

送
料

６０
，６
９８
円

２
．
表
彰
弔
慰
費

１
，１
００
，０
００

７５
，７
９４

０
１
，１
７５
，７
９４

１
，１
７５
，７
９４

０
表
彰
費
６７
１
，４
４４
円

弔
慰
費
５０
４
，３
５０
円

３
．
協
力
貯
蓄

運
営

費
２０
０
，０
００

０
０

２０
０
，０
００

０
－
２０
０
，０
００

９
．
地
区
医
師
会

連
絡
費
（
３
．５
８
％
）

５
，９
７０
，０
００

０
０

５
，９
７０
，０
００

４
，９
０６
，７
８５

－
１
，０
６３
，２
１５

１
．
連
絡
協
議
会
費

１
，６
００
，０
００

０
０

１
，６
００
，０
００

５３
６
，７
８５

－
１
，０
６３
，２
１５

地
区
医
師
会
長
懇
談
会

１８
７
，３
１６
円

看
護
高
等
専
修
学
校
連
絡
協
議
会

１５
０
，５
５８
円

看
護
高
等
専
修
学
校
表
彰
者
記
念
品
代
他
４８
，９
１１
円

地
区
連
絡
費

１５
０
，０
００
円
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科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

２
．
地
区
医
師
会

補
助

金
１
，８
５０
，０
００

０
０

１
，８
５０
，０
００

１
，８
５０
，０
００

０
東
部
５５
０
，０
００
円
、
中
部
５５
０
，０
００
円

西
部
５５
０
，０
００
円
、
大
学
２０
０
，０
００
円

３
．
地
区
医
師
会

交
付

金
１
，２
８０
，０
００

０
０

１
，２
８０
，０
００

１
，２
８０
，０
００

０
東
部
４５
０
，０
００
円
、
中
部
２５
０
，０
００
円

西
部
４５
０
，０
００
円
、
大
学
１３
０
，０
００
円

４
．
事
務
費
交
付
金

１
，２
４０
，０
００

０
０

１
，２
４０
，０
００

１
，２
４０
，０
００

０
東
部
４８
０
，０
００
円
、
中
部
２０
０
，０
００
円

西
部
５０
０
，０
００
円
、
大
学
６０
，０
００
円

１
０
．
諸
支

出
金

（
０
％
）

１
，５
００
，０
００

０
０

１
，５
００
，０
００

０
－
１
，５
００
，０
００

１
．
特
別
事
業
費

１
，０
００
，０
００

０
０

１
，０
００
，０
００

０
－
１
，０
００
，０
００

２
．
そ
の
他
支
出
金

５０
０
，０
００

０
０

５０
０
，０
００

０
－
５０
０
，０
００

２
．
管
理
費
（
６３
．１
６
％
）
８９
，０
２４
，０
００

０
２８
，１
００

８９
，０
５２
，１
００

８６
，６
０４
，０
７２

－
２
，４
４８
，０
２８

１
．
事

務
費

（
５
２
．６
１
％
）
７３
，１
３７
，０
００

０
０

７３
，１
３７
，０
００

７２
，１
４１
，９
２３

－
９９
５
，０
７７

１
．
報

酬
８
，２
３６
，０
００

１
，８
１０
，０
００

０
１０
，０
４６
，０
００

１０
，０
４５
，５
００

－
５０
０

�
役
員
報
酬

８
，２
２６
，０
００

０
０

８
，２
２６
，０
００

８
，２
２５
，５
００

－
５０
０
役
員
報
酬

７
，６
９０
，０
００
円

顧
問
税
理
士
報
酬

３７
８
，０
００
円

収
益
事
業
申
告
書
作
成
報
酬

１５
７
，５
００
円

�
退
任
役
員

慰
労

金
１０
，０
００

１
，８
１０
，０
００

０
１
，８
２０
，０
００

１
，８
２０
，０
００

０
５
名

２
．
給

与
３６
，８
７３
，０
００

２６
２
，４
００

０
３７
，１
３５
，４
００

３７
，１
２４
，８
００

－
１０
，６
００

�
給

料
２４
，３
５７
，０
００

０
０

２４
，３
５７
，０
００

２４
，３
５６
，４
００

－
６０
０

�
職
員
手
当

１２
，５
０６
，０
００

２６
２
，４
００

０
１２
，７
６８
，４
００

１２
，７
６８
，４
００

０

�
退

職
金

１０
，０
００

０
０

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

３
．
旅

費
６
，０
００
，０
００

－
１
，０
５８
，０
９０

０
４
，９
４１
，９
１０

４
，９
４１
，９
１０

０
役
員
旅
費

２
，５
９５
，９
００
円

職
員
旅
費

２
，３
４６
，０
１０
円
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科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

４
．
一
般
事
務
費

４
，１
９２
，０
００

１３
８
，０
２９

０
４
，３
３０
，０
２９

４
，３
３０
，０
２９

０

役
務
費

１
，２
３１
，８
２７
円

需
要
費

２
，５
８９
，９
２８
円

パ
ソ
コ
ン
購
入
代

１７
６
，４
００
円

法
人
会
計
シ
ス
テ
ム
レ
ン
タ
ル
料

１５
１
，２
００
円

会
費
等
領
収
書
印
刷
費
・
送
料

１８
０
，６
７４
円

５
．
交

通
費

１
，３
００
，０
００

０
０

１
，３
００
，０
００

１
，２
２７
，５
９０

－
７２
，４
１０

６
．
共

済
費

６
，８
８６
，０
００

－
３８
１
，４
２１

０
６
，５
０４
，５
７９

６
，５
０４
，５
７９

０

健
保
厚
生
年
金
保
険
料

４
，９
７１
，３
９６
円

労
働
保
険
料

３７
１
，５
８３
円

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金

５７
６
，０
００
円

役
員
傷
害
保
険
料

５８
５
，６
００
円

７
．
福
利
厚
生
費

５５
０
，０
００

－
４０
０
，４
２９

０
１４
９
，５
７１

５９
，５
４５

－
９０
，０
２６
職
員
健
康
診
断
費
用

５９
，５
４５
円

８
．
光
熱
水
費

３
，０
００
，０
００

０
０

３
，０
００
，０
００

２
，８
３６
，１
７０

－
１６
３
，８
３０

電
気
代

２
，０
６０
，１
４８
円

水
道
代

２０
１
，０
６２
円

ガ
ス
代

３３
，０
３４
円

灯
油
代

５４
１
，９
２６
円

９
．
公

課
費

６
，１
００
，０
００

－
３７
０
，４
８９

０
５
，７
２９
，５
１１

５
，０
７１
，８
００

－
６５
７
，７
１１
固
定
資
産
税

４
，４
１９
，９
００
円

収
益
事
業
に
係
る
税
金

６５
１
，９
００
円

２
．
会
議
費（
６
．６
２
％
）

９
，４
２０
，０
００

０
０

９
，４
２０
，０
００

９
，０
７３
，３
４４

－
３４
６
，６
５６

１
．
総

会
費

８０
０
，０
００

－
２６
５
，８
２４

０
５３
４
，１
７６

５３
４
，１
７６

０

２
．
代
議
員
会
費

２
，５
００
，０
００

６０
５
，２
８０

０
３
，１
０５
，２
８０

３
，１
０５
，２
８０

０
旅
費
（
３
回
）

１
，５
７５
，１
４０
円

諸
費
（
３
回
）

１
，２
１３
，１
００
円

印
刷
費
・
送
料

３１
７
，０
４０
円

３
．
理
事
会
費

５
，４
７０
，０
００

０
０

５
，４
７０
，０
００

５
，３
２２
，３
０４

－
１４
７
，６
９６
常
任
理
事
会
（
１１
回
）

１
，２
３９
，２
１３
円

理
事
会
（
１２
回
）

４
，０
８３
，０
９１
円

４
．
監
事
会
費

２０
０
，０
００

０
０

２０
０
，０
００

１１
１
，５
８４

－
８８
，４
１６

５
．
委
員
会
費

４５
０
，０
００

－
３３
９
，４
５６

０
１１
０
，５
４４

０
－
１１
０
，５
４４
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科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

３
．
負
担
金（
０
．８
８
％
）

１
，１
８５
，０
００

０
２８
，１
００

１
，２
１３
，１
００

１
，２
１３
，１
００

０

１
．
中
国
四
国
医
師

会
連
合
負
担
金

９８
５
，０
００

２１
，８
００

２８
，１
００

１
，０
３４
，９
００

１
，０
３４
，９
００

０
中
国
四
国
医
師
会
連
合
総
会
負
担
金（
松
江
）
８７
７
，４
００
円

中
国
四
国
医
師
会
連
合
常
任
委
員
会
他
負
担
金
１５
７
，５
００
円

２
．
関
係
団
体

負
担

金
２０
０
，０
００

－
２１
，８
００

０
１７
８
，２
００

１７
８
，２
００

０

４
．
会
館
管
理
運
営
費

（
３
．０
５
％
）

５
，２
８２
，０
００

０
０

５
，２
８２
，０
００

４
，１
７５
，７
０５

－
１
，１
０６
，２
９５

１
．
維
持
管
理
費

４
，２
８２
，０
００

０
０

４
，２
８２
，０
００

４
，１
７２
，５
５５

－
１０
９
，４
４５

会
館
清
掃
料

１
，２
０５
，４
００
円

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
保
守
料

７５
６
，０
００
円

警
備
保
障
料

５０
４
，０
００
円

空
調
設
備
保
守
点
検
料

９０
３
，０
００
円

電
気
関
係
保
安
監
理
手
数
料

１８
３
，９
８０
円

自
動
火
災
報
知
設
備
保
守
点
検
料

１５
７
，５
００
円

火
災
保
険
料

１５
５
，１
００
円

オ
イ
ル
タ
ン
ク
管
理
料

６３
，０
００
円

そ
の
他
の
管
理
料
等

２４
４
，５
７５
円

２
．
管
理
運
営
費

１
，０
００
，０
００

０
０

１
，０
００
，０
００

３
，１
５０

－
９９
６
，８
５０
事
務
所
湯
沸
し
器
修
理
代

３
，１
５０
円

事
業
活
動
支
出
計
１５
３
，０
２４
，０
００

０
２８
，１
００

１５
３
，０
５２
，１
００

１３
２
，６
３６
，７
４２
－
２０
，４
１５
，３
５８

事
業
活
動
収
支
差
額
－
３１
，１
０９
，０
００

０
－
２８
，１
００
－
３１
，１
３７
，１
００

－
８
，３
８６
，０
５２

２２
，７
５１
，０
４８
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（
単
位
：
円
）

科
目

当
初
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

��
投
資
活
動
収
支
の
部

１
．
投
資
活
動
収
入

１
．
特
定
預
金
取
崩
収
入

４２
，６
８１
，０
００

４４
，４
７１
，０
００

１
，７
９０
，０
００

１
．
特
定
預
金
取
崩
収
入
（
２４
．８
９
％
）

４２
，６
８１
，０
００

４４
，４
７１
，０
００

１
，７
９０
，０
００

１
．
緊
急
事
業
積
立
金
取
崩
収
入

４２
，６
５１
，０
００

４２
，６
５１
，０
００

０

２
．
役
員
退
職
慰
労
金
積
立
金
取
崩
収
入

１０
，０
００

１
，８
２０
，０
００

１
，８
１０
，０
００

３
．
職
員
退
職
積
立
金
取
崩
収
入

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

４
．
医
事
紛
争
処
理
積
立
金
取
崩
収
入

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

投
資
活
動
収
入
計

４２
，６
８１
，０
００

４４
，４
７１
，０
００

１
，７
９０
，０
００

（
単
位
：
円
）

科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

２
．
投
資
活
動
支
出

１
．
特
定
資
産
支
出

（
３
．２
７
％
）

４
，４
９０
，０
００

０
０

４
，４
９０
，０
００

４
，４
８０
，０
００

－
１０
，０
００

１
．
特
定
預
金
支
出

４
，４
９０
，０
００

０
０

４
，４
９０
，０
００

４
，４
８０
，０
００

－
１０
，０
００

１
．
緊
急
事
業

積
立

金
０

０
０

０
０

０

２
．
役
員
退
職

慰
労
金
積
立
金

７１
０
，０
００

０
０

７１
０
，０
００

７１
０
，０
００

０
（
別
途
積
立
金
３
，９
５０
，０
００
円
）

３
．
職
員
退
職

給
与
積
立
金

３
，７
７０
，０
００

０
０

３
，７
７０
，０
００

３
，７
７０
，０
００

０
（
別
途
積
立
金
６１
，１
５９
，１
７９
円
）

４
．
医
事
紛
争
処
理

積
立

金
１０
，０
００

０
０

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００
（
別
途
積
立
金
４
，８
００
，０
００
円
）
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科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

投
資
活
動
支
出
計

４
，４
９０
，０
００

０
０

４
，４
９０
，０
００

４
，４
８０
，０
００

－
１０
，０
００

投
資
活
動
収
支
差
額

３８
，１
９１
，０
００

０
０

３８
，１
９１
，０
００

３９
，９
９１
，０
００

１
，８
００
，０
００

（
単
位
：
円
）

科
目

当
初
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

��
財
務
活
動
収
支
の
部

１
．
財
務
活
動
収
入

財
務
活
動
収
入
計

０
０

０

（
単
位
：
円
）

科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

２
．
財
務
活
動
支
出

財
務
活
動
支
出
計

０
０

０
０

０
０

財
務
活
動
収
支
差
額

０
０

０
０

０
０

��
予
備
費
支
出

１
．
予

備
費（
０
％
）
２３
，０
８２
，０
００

０
－
２８
，１
００

２３
，０
５３
，９
００

０
－
２３
，０
５３
，９
００

１
．
予

備
費

２３
，０
８２
，０
００

０
－
２８
，１
００

２３
，０
５３
，９
００

０
－
２３
，０
５３
，９
００

１
．
予

備
費

２３
，０
８２
，０
００

０
－
２８
，１
００

２３
，０
５３
，９
００

０
－
２３
，０
５３
，９
００

当
期
収
支
差
額
－
１６
，０
００
，０
００

０
０
－
１６
，０
００
，０
００

３１
，６
０４
，９
４８

４７
，６
０４
，９
４８

前
期
繰
越
収
支
差
額
（
５
．５
５
％
）
１６
，０
００
，０
００

０
０

１６
，０
００
，０
００

９
，９
１６
，３
５９

－
６
，０
８３
，６
４１

次
期
繰
越
収
支
差
額

０
０

４１
，５
２１
，３
０７

４１
，５
２１
，３
０７
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平成２１年度鳥取県医師会会費納入明細書

� 均等割会費

（単位：円）

地区医師会名 平成２１年２月１日現在
会費額（予算額） 調 定 額 収 入 済 額 未 収 額 当初予算額に対する

増 減

東 部 医 師 会 ２９，２１０，０００ ２８，５７３，０００ ２８，５７３，０００ ０ －６３７，０００

中 部 医 師 会 １３，０２２，０００ １２，８０４，０００ １２，８０４，０００ ０ －２１８，０００

西 部 医 師 会 ３４，７４２，０００ ３４，４２６，０００ ３４，４２６，０００ ０ －３１６，０００

鳥大医学部医師会 １，４８０，０００ １，２３６，０００ １，２３６，０００ ０ －２４４，０００

計 ７８，４５４，０００ ７７，０３９，０００ ７７，０３９，０００ ０ －１，４１５，０００
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第
２
号
議
案
平
成
２１
年
度
鳥
取
県
医
師
会
共
済
会
収
支
決
算
承
認
に
つ
い
て

平
成
２１
年
度
鳥
取
県
医
師
会
共
済
会
収
支
決
算
書

（
単
位
：
円
）

科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

��
事
業
活
動
収
支
の
部

１
．
事
業
活
動
収
入

１
．
会
費
収
入

１
．
会

費
１３
，８
０６
，０
００

０
１３
，８
０６
，０
００

１３
，８
９１
，５
００

８５
，５
００

� � �

東
部
５
，２
３５
，０
００
円

中
部
２
，０
４０
，０
００
円

西
部
６
，５
０８
，５
００
円

大
学

１０
８
，０
００
円

２
．
基
本
財
産
運
用
収
入

１
．
財
産
収
入

５
，０
００

０
５
，０
００

５１
，２
３９

４６
，２
３９

積
立
金
利
息

３
．
雑

収
入

１
．
雑

収
入

３
，５
０１
，０
００

０
３
，５
０１
，０
００

８２
１
，３
０７

－
２
，６
７９
，６
９３

普
通
預
金
利
息

１
，３
０７
円

積
立
金
取
崩
金
８２
０
，０
００
円

事
業
活
動
収
入
計

１７
，３
１２
，０
００

０
１７
，３
１２
，０
００

１４
，７
６４
，０
４６

－
２
，５
４７
，９
５４

２
．
事
業
活
動
支
出

１
．
事
業
費
支
出

１８
，１
７０
，０
００

０
１８
，１
７０
，０
００

１５
，５
９３
，０
００

－
２
，５
７７
，０
００

１
．
病
気
療
養
見
舞
金

１２
，２
４０
，０
００

－
１
，０
００
，０
００

１１
，２
４０
，０
００

９
，５
４３
，０
００

－
１
，６
９７
，０
００

入
院
１７
件

居
宅
９
件

２
．
弔

慰
金

５
，０
００
，０
００

１
，０
００
，０
００

６
，０
００
，０
００

６
，０
００
，０
００

０
５０
０
，０
００
円
（
１２
件
）

３
．
配
偶
者
弔
慰
金

１０
０
，０
００

０
１０
０
，０
００

５０
，０
００

－
５０
，０
００

１
件

４
．
退
会
慰
労
金

３３
０
，０
００

３３
０
，０
００

０
－
３３
０
，０
００

５
．
災
害
見
舞
金

５０
０
，０
００

５０
０
，０
００

０
－
５０
０
，０
００

２
．
管
理
費
支
出

４３
０
，０
００

０
４３
０
，０
００

７５
，８
６７

－
３５
４
，１
３３

１
．
一
般
事
務
費

３０
，０
００

２２
，０
７４

５２
，０
７４

５２
，０
７４

０
口
座
振
込
・
振
替
手
数
料
、
送
料

２
．
委
員
会
費

４０
０
，０
００

－
２２
，０
７４

３７
７
，９
２６

２３
，７
９３

－
３５
４
，１
３３

事
業
活
動
支
出
計

１８
，６
００
，０
００

０
１８
，６
００
，０
００

１５
，６
６８
，８
６７

－
２
，９
３１
，１
３３

鳥取県医師会報 １０．８ 臨時号

143



科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

事
業
活
動
収
支
差
額

－
１
，２
８８
，０
００

０
－
１
，２
８８
，０
００

－
９０
４
，８
２１

３８
３
，１
７９

��
投
資
活
動
収
支
の
部

１
．
投
資
活
動
収
入

投
資
活
動
収
入
計

０
０

０
０

０

２
．
投
資
活
動
支
出

１
．
特
定
資
産
取
得
支
出

１
．
積

立
金

１
，０
００

０
１
，０
００

０
－
１
，０
００

（
別
途
積
立
金
１２
６
，２
５０
，０
００
円
）

投
資
活
動
支
出
計

１
，０
００

０
１
，０
００

０
－
１
，０
００

投
資
活
動
収
支
差
額

－
１
，０
００

０
－
１
，０
００

０
１
，０
００

��
財
務
活
動
収
支
の
部

１
．
財
務
活
動
収
入

財
務
活
動
収
入
計

０
０

０
０

０

２
．
財
務
活
動
支
出

財
務
活
動
支
出
計

０
０

０
０

０

財
務
活
動
収
支
差
額

０
０

０
０

０

��
予
備
費
支
出

１
．
予

備
費

１
．
予

備
費

７１
１
，０
００

０
７１
１
，０
００

０
－
７１
１
，０
００

当
期
収
支
差
額

－
２
，０
００
，０
００

０
－
２
，０
００
，０
００

－
９０
４
，８
２１

１
，０
９５
，１
７９

前
期
繰
越
収
支
差
額

２
，０
００
，０
００

０
２
，０
００
，０
００

９１
２
，６
９３

－
１
，０
８７
，３
０７

次
期
繰
越
収
支
差
額

０
０

０
７
，８
７２

７
，８
７２
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過
去
２０
年
に
お
け
る
共
済
会
給
付
状
況
一
覧

〔
単
位
；
円
〕

年 度

病
気
療
養
見
舞
金

弔
慰

金
配
偶
者
弔
慰
金

退
会
慰
労
金

喜
寿
米
寿
白
寿

災
害
見
舞
金

給
付
総
合
計

件 数
入

院
件 数

居
宅

件 数
金

額
件 数

金
額

件 数
金

額
件 数

金
額

件 数
金

額

２
１８

１１
，９
５５
，０
００

１３
１
，０
９８
，０
００

１４
７
，０
００
，０
００

３
１５
０
，０
００

２
２６
８
，３
４０

６
６０
，０
００

２
５０
０
，０
００

２１
，０
３１
，３
４０

３
２０

１６
，２
００
，０
００

１５
１
，５
００
，０
００

１０
５
，１
００
，０
００

１
５０
，０
００

１
１２
５
，８
８０

６
９８
，５
８５

―
―

２３
，０
７４
，４
６５

４
２１

１２
，０
１５
，０
００

１０
７３
２
，０
００

９
４
，５
５０
，０
００

２
１０
０
，０
００

３
５１
０
，０
８０

５
４９
，４
４０

―
―

１７
，９
５６
，５
２０

５
１１

６
，７
５０
，０
００

７
６５
４
，０
００

１２
６
，２
００
，０
００

１
５０
，０
００

１
１９
６
，６
７０

６
６６
，５
３８

１
５０
０
，０
００

１４
，４
１７
，２
０８

６
１０

９
，５
２５
，０
００

７
１
，０
６５
，０
００

８
４
，０
５０
，０
００

１
５０
，０
００

３
５２
０
，９
００

５
７０
，０
４０

―
―

１５
，２
８０
，９
４０

７
１２

８
，１
６０
，０
００

７
１
，１
９１
，０
００

４
２
，０
００
，０
００

４
１９
０
，０
００

２
１７
０
，０
００

７
１０
０
，０
００

―
―

１１
，８
１１
，０
００

８
７

６
，０
７５
，０
００

２
２１
０
，０
００

９
４
，６
００
，０
００

５
２５
０
，０
００

１
１４
０
，０
００

８
２２
０
，０
００

―
―

１１
，４
９５
，０
００

９
２１

１０
，８
１５
，０
００

７
９７
２
，０
００

８
４
，０
００
，０
００

１
５０
，０
００

２
４８
２
，５
００

７
１３
５
，０
００

１
５０
，０
００

１６
，５
０４
，５
００

１０
１６

１０
，３
５０
，０
００

６
５４
０
，０
００

１０
５
，２
００
，０
００

１
５０
，０
００

３
５１
８
，３
４０

７
２０
５
，８
００

―
―

１６
，８
６４
，１
４０

１１
１４

９
，５
５５
，０
００

８
９２
１
，０
００

１０
５
，２
００
，０
００

―
―

―
―

１０
２１
９
，５
００

―
―

１５
，８
９５
，５
００

１２
１６

７
，６
８０
，０
００

５
３０
０
，０
００

４
２
，０
００
，０
００

２
１０
０
，０
００

―
―

１１
２５
２
，５
００

８１
１２
，６
２０
，０
００

２２
，９
５２
，５
００

１３
１５

７
，３
３５
，０
００

８
６０
６
，０
００

５
２
，５
００
，０
００

―
―

３
４１
９
，９
４０

９
２６
３
，０
００

―
―

１１
，１
２３
，９
４０

１４
２３

１５
，３
７５
，０
００

１１
５１
３
，０
００

１０
５
，０
００
，０
００

２
１０
０
，０
００

２
３６
０
，０
００

２１
５１
０
，０
００

―
―

２１
，８
５８
，０
００

１５
１７

５
，８
０５
，０
００

６
３５
４
，０
００

８
３
，９
５０
，０
００

３
１５
０
，０
００

３
７１
２
，５
１０

３１
７１
４
，０
００

―
―

１１
，６
８５
，５
１０

１６
２０

１４
，８
２０
，０
００

１１
１
，４
６４
，０
００

１１
５
，５
００
，０
００

１
５０
，０
００

３
６２
６
，６
７０

―
―

―
―

２２
，４
６０
，６
７０

１７
１６

７
，０
９５
，０
００

４
５４
３
，０
００

６
３
，０
００
，０
００

４
２０
０
，０
００

―
―

―
―

―
―

１０
，８
３８
，０
００

１８
１７

７
，２
９０
，０
００

６
７３
２
，０
００

１０
４
，８
００
，０
００

１
５０
，０
００

３
８２
０
，８
４０

―
―

―
―

１３
，６
９２
，８
４０

１９
２６

１２
，９
００
，０
００

１４
１
，２
０６
，０
００

１３
６
，５
００
，０
００

３
１２
０
，０
００

３
５８
５
，０
００

―
―

１
５０
０
，０
００

２１
，８
１１
，０
００

２０
１４

８
，４
３０
，０
００

４
８７
，０
００

８
４
，３
００
，０
００

１
５０
，０
００

３
５３
５
，０
１０

―
―

―
―

１３
，４
０２
，０
１０

２１
１７

８
，４
１５
，０
００

９
１
，１
２８
，０
００

１２
６
，０
００
，０
００

１
５０
，０
００

―
―

―
―

―
―

１５
，５
９３
，０
００

鳥取県医師会報 １０．８ 臨時号

145



第３号議案 平成２１年度鳥取県医師会会館修繕積立金会計収支決算承認について

平成２１年度鳥取県医師会会館修繕積立金会計収支決算書

（単位：円）

科 目 当初予算額 決 算 額 差 異 摘 要

�� 事業活動収支の部

１．事業活動収入

１．会 費 収 入

１．積 立 金 １０，０５６，０００ ９，９９８，０００ －５８，０００ 東部 ３，７００，０００円

中部 １，７２２，０００円

西部 ４，５７６，０００円

２．雑 収 入

１．雑 収 入 １，０００ １９，９４６ １８，９４６ 普通預金利息

事業活動収入計 １０，０５７，０００ １０，０１７，９４６ －３９，０５４

２．事業活動支出

１．管理費支出

１．諸 経 費 １０，０００ ８４０ －９，１６０ 口座振込手数料

２．修 繕 費 ５６，７０６，０００ ６１８，６６０ －５６，０８７，３４０ ワイヤレスマイク設備一式取替代

２８２，６６０円

会館冷却塔修繕工事代

３３６，０００円

事業活動支出計 ５６，７１６，０００ ６１９，５００ －５６，０９６，５００

事業活動収支差額 －４６，６５９，０００ ９，３９８，４４６ ５６，０５７，４４６

�� 投資活動収支の部

１．投資活動収入

投資活動収入計 ０ ０ ０

２．投資活動支出

投資活動支出計 ０ ０ ０

投資活動収支差額 ０ ０ ０

�� 財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計 ０ ０ ０

２．財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０

�� 予備費支出 ０ ０ ０

当期収支差額 －４６，６５９，０００ ９，３９８，４４６ ５６，０５７，４４６

前期繰越収支差額 ４６，６５９，０００ ４６，６８７，４６１ ２８，４６１

次期繰越収支差額 ０ ５６，０８５，９０７ ５６，０８５，９０７

鳥取県医師会報 １０．８ 臨時号

146



第４号議案 平成２１年度鳥取県医師会生命保険取扱特別会計収支決算承認について

平成２１年度鳥取県医師会生命保険取扱特別会計収支決算書

（単位：円）

科 目 当初予算額 決 算 額 差 異 摘 要

�� 事業活動収支の部

１．事業活動収入

１．事 業 収 入

１．団体事務費
１２，９６０，０００ １４，２１７，４３９ １，２５７，４３９ 第一生命他９社

２．雑 収 入

１．雑 収 入
３０，０００ ４，９２６ －２５，０７４ 普通預金利息

事業活動収入計 １２，９９０，０００ １４，２２２，３６５ １，２３２，３６５

２．事業活動支出

１．事業費支出

１．一般事務費
４００，０００ ３８１，０５５ －１８，９４５ 口座振込・振替手数料、送料

２．他会計への繰入金支出

１．繰 出 金
１２，６００，０００ １３，８００，０００ １，２００，０００ 一般会計へ

事業活動支出計 １３，０００，０００ １４，１８１，０５５ １，１８１，０５５

事業活動収支差額 －１０，０００ ４１，３１０ ５１，３１０

�� 投資活動収支の部

１．投資活動収入

投資活動収入計 ０ ０ ０

２．投資活動支出

投資活動支出計 ０ ０ ０

投資活動収支差額 ０ ０ ０

�� 財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計 ０ ０ ０

２．財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０

�� 予備費支出

１．予 備 費

１．予 備 費
２２０，０００ ０ －２２０，０００

当期収支差額 －２３０，０００ ４１，３１０ ２７１，３１０

前期繰越収支差額 ２３０，０００ ３０３，５３４ ７３，５３４

次期繰越収支差額 ０ ３４４，８４４ ３４４，８４４

※配当金については、毎年かなりの変動があるが、全額会員への配当金となるため計上していない。
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参 考

平成２１年度鳥取県医師会（一般・特別会計）収支決算書総括表

（単位：円）

科 目 合 計 一般会計
特 別 会 計

内部取引消去
共済会 会館修繕積立金 生命保険

�� 事業活動収支の部

１．事業活動収入

１．会費収入 １０３，３１５，９００ ７９，４２６，４００ １３，８９１，５００ ９，９９８，０００

２．入会金収入 ４，５００，０００ ４，５００，０００

３．負担金収入 ２，３１３，６００ ２，３１３，６００

４．補助金等収入 １４，３０１，１５２ １４，３０１，１５２

５．寄付金 ０ ０

６．雑収入 １０，７５５，７１７ ９，９０９，５３８ ８２１，３０７ １９，９４６ ４，９２６

７．繰入金 ０ １３，８００，０００ －１３，８００，０００

８．財産収入 ５１，２３９ ５１，２３９

９．団体事務費 １４，２１７，４３９ １４，２１７，４３９

事業活動収入計 １４９，４５５，０４７ １２４，２５０，６９０ １４，７６４，０４６ １０，０１７，９４６ １４，２２２，３６５－１３，８００，０００

２．事業活動支出

１．事業費 ６２，００６，７２５ ４６，０３２，６７０ １５，５９３，０００ ３８１，０５５

２．管理費 ８７，２９９，４３９ ８６，６０４，０７２ ７５，８６７ ６１９，５００

３．繰出金 ０ １３，８００，０００－１３，８００，０００

事業活動支出計 １４９，３０６，１６４ １３２，６３６，７４２ １５，６６８，８６７ ６１９，５００ １４，１８１，０５５－１３，８００，０００

事業活動収支差額 １４８，８８３ －８，３８６，０５２ －９０４，８２１ ９，３９８，４４６ ４１，３１０

�� 投資活動収支の部

１．投資活動収入

１．特定預金取崩収入 ４４，４７１，０００ ４４，４７１，０００

投資活動収入計 ４４，４７１，０００ ４４，４７１，０００ ０ ０ ０

２．投資活動支出

１．特定資産支出 ４，４８０，０００ ４，４８０，０００

投資活動支出計 ４，４８０，０００ ４，４８０，０００ ０ ０ ０

投資活動収支差額 ３９，９９１，０００ ３９，９９１，０００ ０ ０ ０

�� 財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計 ０ ０ ０ ０ ０

２．財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０ ０ ０

�� 予備費支出

１．予備費 ０ ０ ０ ０

当期収支差額 ４０，１３９，８８３ ３１，６０４，９４８ －９０４，８２１ ９，３９８，４４６ ４１，３１０

前期繰越収支差額 ５７，８２０，０４７ ９，９１６，３５９ ９１２，６９３ ４６，６８７，４６１ ３０３，５３４

次期繰越収支差額 ９７，９５９，９３０ ４１，５２１，３０７ ７，８７２ ５６，０８５，９０７ ３４４，８４４
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会 計 監 査 報 告 書

平成２１年度一般会計、特別会計収支決算書並びに財産目録について、関係諸帳簿等を照合し慎重に監査

した結果、適正であることを認めます。

平成２２年６月１７日

監 事 新 田 辰 雄 �

監 事 石 井 敏 雄 �

鳥取県医師会長 岡 本 公 男 殿
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第５号議案 平成２２年度鳥取県医師会会費減免申請承認について

平成２２年度鳥取県医師会会費減免申請一覧（追加分）

申請理由

地区
高 齢 傷 病 研 修 医 不慮の災害 そ の 他

特別の事由 計 減 免 総 額

東 部 ０ ０ １４ ０ ０ １４ １５３，０００

中 部 ０ ０ １ ０ ０ １ １１，０００

西 部 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

大 学 ０ ０ ４ ０ ０ ４ ４７，０００

計 ０ ０ １９ ０ ０ １９ ２１１，０００

会費減免申請の詳細

【研修医】

所 属
医師会

会員
種別 氏 名 所 属 病 院 所 属

医師会
会員
種別 氏 名 所 属 病 院

東 部 Ｂ 前 田 祐 哉 鳥取県立中央病院 東 部 Ｂ 太 田 貴 士 鳥取赤十字病院

〃 Ｂ 茗 荷 宏 昭 〃 〃 Ｂ 川 畑 秀 雄 〃

〃 Ｂ 若 原 恵 子 〃 〃 Ｂ 小 松 宏 彰 鳥 取 生 協 病 院

〃 Ｂ 山 下 ひとみ 〃 〃 Ｂ 阿 部 純 子 鳥取県立中央病院

〃 Ｂ 大 岡 尚 実 〃 中 部 Ｂ 中 山 明香里 鳥取県立厚生病院

〃 Ｂ 後 藤 寛 之 〃 鳥取大学 Ｂ 岡 田 健 作 鳥取大学医学部附属病院

〃 Ｂ 平 川 絵莉子 〃 〃 Ｂ 東 幸 弘 〃

〃 Ｂ 岸 真 文 〃 〃 Ｂ 松 本 顕 佑 〃

〃 Ｂ 菊 浦 沙 織 〃 〃 Ｂ 細 田 康 平 〃

〃 Ｂ 大 野 貴 志 〃
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第６号議案 平成２２年度鳥取県地域産業保健センター収支予算（案）について

平成２２年度鳥取県地域産業保健センター収支予算

（単位：円）

科 目 当初予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

�� 事業活動収支の部

１．事業活動収入

１．事 業 収 入

１．委 託 金
１７，３１３，０３０ ０ １７，３１３，０３０ 鳥取労働局

２．雑 収 入

１．雑 収 入
０ ０ ０

事業活動収入計 １７，３１３，０３０ ０ １７，３１３，０３０

２．事業活動支出

１．事業費支出

１．諸 謝 金 １１，３１３，６００ ０ １１，３１３，６００ コーディネーター、医師・講師等

２．旅 費 ５５０，０００ ０ ５５０，０００ コーディネーター、医師・講師等

３．庁 費 ４，６２５，０００ ０ ４，６２５，０００

４．消費税相当額 ８２４，４３０ ０ ８２４，４３０

事業活動支出計 １７，３１３，０３０ ０ １７，３１３，０３０

事業活動収支差額 ０ ０ ０

�� 投資活動収支の部

１．投資活動収入

投資活動収入計 ０ ０ ０

２．投資活動支出

投資活動支出計 ０ ０ ０

投資活動収支差額 ０ ０ ０

�� 財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計 ０ ０ ０

２．財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０

�� 予備費支出

１．予 備 費

１．予 備 費
０ ０ ０

当期収支差額 ０ ０ ０

前期繰越収支差額 ０ ０ ０

次期繰越収支差額 ０ ０ ０
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正
味
財
産
増
減
計
算
書
（
総
括
表
）

平
成
２１
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
２２
年
３
月
３１
日
ま
で

（
単
位
：
円
）

科
目

一
般
会
計

共
済
会
会
計

会
館
修
繕
積
立
金
会
計

生
命
保
険
会
計

内
部
取
引
消
去

合
計

�
一
般
正
味
財
産
増
減
の
部

１
．
経
常
増
減
の
部

�
経
常
収
益

�
基
本
財
産
運
用
益

財
産
収
入

０
５１
，２
３９

０
０

０
５１
，２
３９

基
本
財
産
運
用
益
計

０
５１
，２
３９

０
０

０
５１
，２
３９

�
特
定
資
産
運
用
益

特
定
資
産
運
用
益
計

０
０

０
０

０
０

�
受
取
入
会
金

受
取
入
会
金

４
，５
００
，０
００

０
０

０
０

４
，５
００
，０
００

受
取
入
会
金
計

４
，５
００
，０
００

０
０

０
０

４
，５
００
，０
００

�
受
取
会
費

受
取
会
費

７７
，０
３９
，０
００

１３
，８
９１
，５
００

０
０

０
９０
，９
３０
，５
００

特
別
受
取
会
費

２
，３
８７
，４
００

０
０

０
０

２
，３
８７
，４
００

積
立
金
収
入

０
０

９
，９
９８
，０
００

０
０

９
，９
９８
，０
００

受
取
会
費
計

７９
，４
２６
，４
００

１３
，８
９１
，５
００

９
，９
９８
，０
００

０
０

１０
３
，３
１５
，９
００

�
事
業
収
益

団
体
事
務
費
収
益

０
０

０
１４
，２
１７
，４
３９

０
１４
，２
１７
，４
３９

事
業
収
益
計

０
０

０
１４
，２
１７
，４
３９

０
１４
，２
１７
，４
３９

�
受
取
補
助
金
等

日
医
補
助
金

６
，４
５３
，２
５０

０
０

０
０

６
，４
５３
，２
５０

県
委
託
金
・
補
助
金

５
，６
５６
，７
５２

０
０

０
０

５
，６
５６
，７
５２

産
業
医
研
修
委
託
金

２
，１
９１
，１
５０

０
０

０
０

２
，１
９１
，１
５０

受
取
補
助
金
等
計

１４
，３
０１
，１
５２

０
０

０
０

１４
，３
０１
，１
５２
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科
目

一
般
会
計

共
済
会
会
計

会
館
修
繕
積
立
金
会
計

生
命
保
険
会
計

内
部
取
引
消
去

合
計

�
受
取
負
担
金

社
会
保
険
通
信
負
担
金

４５
３
，６
００

０
０

０
０

４５
３
，６
００

会
館
維
持
負
担
金

１
，８
６０
，０
００

０
０

０
０

１
，８
６０
，０
００

受
取
負
担
金
計

２
，３
１３
，６
００

０
０

０
０

２
，３
１３
，６
００

	
受
取
寄
付
金

受
取
寄
付
金
計

０
０

０
０

０
０



雑
収
益

受
取
利
息

１５
３
，７
７７

０
０

４
，９
２６

０
１５
８
，７
０３

広
告
・
手
数
料
他
収
益

２
，０
９７
，９
４０

０
０

０
０

２
，０
９７
，９
４０

雑
収
益

７
，６
５７
，８
２１

８２
１
，３
０７

１９
，９
４６

０
０

８
，４
９９
，０
７４

雑
収
益
計

９
，９
０９
，５
３８

８２
１
，３
０７

１９
，９
４６

４
，９
２６

０
１０
，７
５５
，７
１７

�
他
会
計
か
ら
の
繰
入
額

他
会
計
か
ら
の
繰
入
額

１３
，８
００
，０
００

０
０

０
１３
，８
００
，０
００

０

他
会
計
か
ら
の
繰
入
額
計

１３
，８
００
，０
００

０
０

０
１３
，８
００
，０
００

０

経
常
収
益
計

１２
４
，２
５０
，６
９０

１４
，７
６４
，０
４６

１０
，０
１７
，９
４６

１４
，２
２２
，３
６５

１３
，８
００
，０
００

１４
９
，４
５５
，０
４７

�
経
常
費
用

�
事
業
費

医
学
向
上
費

７
，１
０１
，９
７７

０
０

０
０

７
，１
０１
，９
７７

地
域
社
会
活
動
費

１０
，２
５９
，７
９７

０
０

０
０

１０
，２
５９
，７
９７

社
会
保
障
対
策
費

２
，５
７４
，８
４６

０
０

０
０

２
，５
７４
，８
４６

医
政
対
策
費

１
，９
５４
，６
８２

０
０

０
０

１
，９
５４
，６
８２

医
療
経
済
対
策
費

１
，５
３６
，７
８５

０
０

０
０

１
，５
３６
，７
８５

広
報
活
動
費

９
，６
６１
，７
５０

０
０

０
０

９
，６
６１
，７
５０

部
会
費

５
，２
１８
，０
５６

０
０

０
０

５
，２
１８
，０
５６

福
祉
対
策
費

２
，８
１７
，９
９２

０
０

０
０

２
，８
１７
，９
９２

地
区
医
師
会
連
絡
費

４
，９
０６
，７
８５

０
０

０
０

４
，９
０６
，７
８５

諸
支
出
金

０
０

０
０

０
０

病
気
療
養
見
舞
金

９
，５
４３
，０
００

９
，５
４３
，０
００

弔
慰
金

６
，０
００
，０
００

６
，０
００
，０
００
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科
目

一
般
会
計

共
済
会
会
計

会
館
修
繕
積
立
金
会
計

生
命
保
険
会
計

内
部
取
引
消
去

合
計

配
偶
者
弔
慰
金

５０
，０
００

５０
，０
００

退
会
慰
労
金

０
０

修
繕
費

６１
８
，６
６０

６１
８
，６
６０

通
信
費

１０
８
，２
２６

１０
８
，２
２６

口
座
振
替
手
数
料

２７
２
，８
２９

２７
２
，８
２９

事
業
費
計

４６
，０
３２
，６
７０

１５
，５
９３
，０
００

６１
８
，６
６０

３８
１
，０
５５

０
６２
，６
２５
，３
８５

�
管
理
費

報
酬

８
，２
２５
，５
００

０
０

０
０

８
，２
２５
，５
００

給
与

２４
，３
５６
，４
００

０
０

０
０

２４
，３
５６
，４
００

職
員
手
当

１２
，７
６８
，４
００

０
０

０
０

１２
，７
６８
，４
００

退
職
金

１
，８
２０
，０
００

０
０

０
０

１
，８
２０
，０
００

共
済
費

６
，５
０４
，５
７９

０
０

０
０

６
，５
０４
，５
７９

旅
費

４
，９
４１
，９
１０

２３
，７
９３

０
０

０
４
，９
６５
，７
０３

一
般
事
務
費

４
，３
３０
，０
２９

５２
，０
７４

０
０

０
４
，３
８２
，１
０３

交
通
費

１
，２
２７
，５
９０

０
０

０
０

１
，２
２７
，５
９０

光
熱
水
費

２
，８
３６
，１
７０

０
０

０
０

２
，８
３６
，１
７０

建
物
減
価
償
却
費

２９
，４
１８

０
１２
，０
０４
，７
７９

０
０

１２
，０
３４
，１
９７

構
築
物
減
価
償
却
費

２２
，３
８２

０
２３
２
，９
８１

０
０

２５
５
，３
６３

什
器
備
品
減
価
償
却
費

４８
４
，１
０６

０
４４
５
，０
４１

０
０

９２
９
，１
４７

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
減
価
償
却
費

２７
９
，６
２５

０
０

０
０

２７
９
，６
２５

公
課
金

５
，０
７１
，８
００

０
０

０
０

５
，０
７１
，８
００

総
会
費

５３
４
，１
７６

０
０

０
０

５３
４
，１
７６

代
議
員
会
費

３
，１
０５
，２
８０

０
０

０
０

３
，１
０５
，２
８０

理
事
会
費

５
，３
２２
，３
０４

０
０

０
０

５
，３
２２
，３
０４

監
事
会
費

１１
１
，５
８４

０
０

０
０

１１
１
，５
８４

中
国
四
国
医
師
会
連
合
負
担
金

１
，０
３４
，９
００

０
０

０
０

１
，０
３４
，９
００

関
係
団
体
負
担
金

１７
８
，２
００

０
０

０
０

１７
８
，２
００

会
館
維
持
管
理
費

４
，１
７２
，５
５５

０
０

０
０

４
，１
７２
，５
５５

会
館
管
理
運
営
費

３
，１
５０

０
０

０
０

３
，１
５０

福
利
厚
生
費

５９
，５
４５

０
０

０
０

５９
，５
４５

諸
経
費

０
０

８４
０

０
０

８４
０
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科
目

一
般
会
計

共
済
会
会
計

会
館
修
繕
積
立
金
会
計

生
命
保
険
会
計

内
部
取
引
消
去

合
計

管
理
費
計

８７
，４
１９
，６
０３

７５
，８
６７

１２
，６
８３
，６
４１

０
０

１０
０
，１
７９
，１
１１

�
他
会
計
へ
の
繰
出
額

他
会
計
へ
の
繰
出
額

０
０

０
１３
，８
００
，０
００

１３
，８
００
，０
００

０

他
会
計
へ
の
繰
出
額
計

０
０

０
１３
，８
００
，０
００

１３
，８
００
，０
００

０

経
常
費
用
計

１３
３
，４
５２
，２
７３

１５
，６
６８
，８
６７

１３
，３
０２
，３
０１

１４
，１
８１
，０
５５

１３
，８
００
，０
００

１６
２
，８
０４
，４
９６

当
期
経
常
増
減
額

△
９
，２
０１
，５
８３

△
９０
４
，８
２１

△
３
，２
８４
，３
５５

４１
，３
１０

０
△
１３
，３
４９
，４
４９

２
．
経
常
外
増
減
の
部

�
経
常
外
収
益

経
常
外
収
益
計

０
０

０
０

０
０

�
経
常
外
費
用

経
常
外
費
用
計

０
０

０
０

０
０

当
期
経
常
外
増
減
額

０
０

０
０

０
０

税
引
前
当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額

△
９
，２
０１
，５
８３

△
９０
４
，８
２１

△
３
，２
８４
，３
５５

４１
，３
１０

０
△
１３
，３
４９
，４
４９

当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額

△
９
，２
０１
，５
８３

△
９０
４
，８
２１

△
３
，２
８４
，３
５５

４１
，３
１０

０
△
１３
，３
４９
，４
４９

一
般
正
味
財
産
期
首
残
高

３４
２
，６
９３
，０
０１

１２
７
，９
８２
，６
９３

２８
２
，７
３３
，２
５４

３０
３
，５
３４

０
７５
３
，７
１２
，４
８２

一
般
正
味
財
産
期
末
残
高

３３
３
，４
９１
，４
１８

１２
７
，０
７７
，８
７２

２７
９
，４
４８
，８
９９

３４
４
，８
４４

０
７４
０
，３
６３
，０
３３

�
指
定
正
味
財
産
増
減
の
部

当
期
指
定
正
味
財
産
増
減
額

０
０

０
０

０
０

指
定
正
味
財
産
期
首
残
高

０
０

０
０

０
０

指
定
正
味
財
産
期
末
残
高

０
０

０
０

０
０

�
正
味
財
産
期
末
残
高

３３
３
，４
９１
，４
１８

１２
７
，０
７７
，８
７２

２７
９
，４
４８
，８
９９

３４
４
，８
４４

０
７４
０
，３
６３
，０
３３
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正味財産増減計算書（一般会計）

平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
� 経常収益
� 受取入会金
受取入会金 ４，５００，０００ １１，０００，０００ △６，５００，０００

受取入会金計 ４，５００，０００ １１，０００，０００ △６，５００，０００

� 受取会費 ０
受取会費 ７７，０３９，０００ ７７，６２９，０００ △５９０，０００
特別受取会費 ２，３８７，４００ ２，４０９，４００ △２２，０００

受取会費計 ７９，４２６，４００ ８０，０３８，４００ △６１２，０００

� 受取補助金等 ０
日医補助金 ６，４５３，２５０ ６，９７７，５９０ △５２４，３４０
県委託金 ５，６５６，７５２ ４，３８９，７５９ １，２６６，９９３
産業医研修委託金 ２，１９１，１５０ ２，４７２，０００ △２８０，８５０

受取補助金等計 １４，３０１，１５２ １３，８３９，３４９ ４６１，８０３

� 受取負担金 ０
社会保険通信負担金 ４５３，６００ ４５１，２００ ２，４００
会館維持負担金 １，８６０，０００ １，８６０，０００ ０

受取負担金計 ２，３１３，６００ ２，３１１，２００ ２，４００

� 雑収益 ０
受取利息 １５３，７７７ ２８０，５９０ △１２６，８１３
広告・手数料他収益 ２，０９７，９４０ ２，２１４，８００ △１１６，８６０
雑収益 ７，６５７，８２１ ７，０３２，３５５ ６２５，４６６

雑収益計 ９，９０９，５３８ ９，５２７，７４５ ３８１，７９３

� 他会計からの繰入額 ０
他会計からの繰入額 １３，８００，０００ １４，３００，０００ △５００，０００

他会計からの繰入額計 １３，８００，０００ １４，３００，０００ △５００，０００

経常収益計 １２４，２５０，６９０ １３１，０１６，６９４ △６，７６６，００４

� 経常費用
� 事業費
医学向上費 ７，１０１，９７７ ５，７８２，５９８ １，３１９，３７９
地域社会活動費 １０，２５９，７９７ ９，９６３，５６３ ２９６，２３４
社会保障対策費 ２，５７４，８４６ ４，９３５，６８５ △２，３６０，８３９
医政対策費 １，９５４，６８２ ２，７６２，５６１ △８０７，８７９
医療経済対策費 １，５３６，７８５ １，１０２，９２２ ４３３，８６３
広報活動費 ９，６６１，７５０ １０，８５７，４５７ △１，１９５，７０７
部会費 ５，２１８，０５６ ７，３２３，６１４ △２，１０５，５５８
福祉対策費 ２，８１７，９９２ ２，０５４，４６５ ７６３，５２７
地区医師会連絡費 ４，９０６，７８５ ４，７７８，２１４ １２８，５７１
諸支出金 ０ ５７７，５２３ △５７７，５２３

事業費計 ４６，０３２，６７０ ５０，１３８，６０２ △４，１０５，９３２

� 管理費
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科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

報酬 ８，２２５，５００ ８，２２５，５００ ０
給与 ２４，３５６，４００ ２３，９５９，２００ ３９７，２００
職員手当 １２，７６８，４００ １２，１８９，８３０ ５７８，５７０
退職金 １，８２０，０００ ０ １，８２０，０００
共済費 ６，５０４，５７９ ６，３９５，５２２ １０９，０５７
旅費 ４，９４１，９１０ ４，６９４，７２０ ２４７，１９０
一般事務費 ４，３３０，０２９ ３，９１３，０６３ ４１６，９６６
交通費 １，２２７，５９０ １，１６３，１３０ ６４，４６０
光熱水費 ２，８３６，１７０ ３，１１４，７１１ △２７８，５４１
建物減価償却費 ２９，４１８ ３１，６０４ △２，１８６
構築物減価償却費 ２２，３８２ ２３，６３５ △１，２５３
什器備品減価償却費 ４８４，１０６ ８３３，１５０ △３４９，０４４
ソフトウェア減価償却費 ２７９，６２５ ２７９，６２５ ０
公課金 ５，０７１，８００ ５，２６８，０００ △１９６，２００
総会費 ５３４，１７６ ４７９，０９９ ５５，０７７
代議員会費 ３，１０５，２８０ ２，４５５，５５４ ６４９，７２６
理事会費 ５，３２２，３０４ ４，９５１，４８６ ３７０，８１８
監事会費 １１１，５８４ １２８，１４６ △１６，５６２
中国四国医師会連合負担金 １，０３４，９００ ９２３，５００ １１１，４００
関係団体負担金 １７８，２００ ４８０，２００ △３０２，０００
会館維持管理費 ４，１７２，５５５ ４，０４６，２４９ １２６，３０６
会館管理運営費 ３，１５０ １８７，９５０ △１８４，８００
福利厚生費 ５９，５４５ ５４，６１８ ４，９２７

管理費計 ８７，４１９，６０３ ８３，７９８，４９２ ３，６２１，１１１

経常費用計 １３３，４５２，２７３ １３３，９３７，０９４ △４８４，８２１

当期経常増減額 △９，２０１，５８３ △２，９２０，４００ △６，２８１，１８３

２．経常外増減の部 ０

� 経常外収益 ０
経常外収益計 ０ ０ ０

� 経常外費用 ０

� その他の経常外費用 ０
退職給付引当金繰入額 ０ ０ ０

その他の経常外費用計 ０ ０ ０

経常外費用計 ０ ０ ０

当期経常外増減額 ０ ０ ０

税引前当期一般正味財産増減額 △９，２０１，５８３ △２，９２０，４００ △６，２８１，１８３

当期一般正味財産増減額 △９，２０１，５８３ △２，９２０，４００ △６，２８１，１８３

一般正味財産期首残高 ３４２，６９３，００１ ３４５，６１３，４０１ △２，９２０，４００

一般正味財産期末残高 ３３３，４９１，４１８ ３４２，６９３，００１ △９，２０１，５８３

� 指定正味財産増減の部 ０

当期指定正味財産増減額 ０ ０ ０

指定正味財産期首残高 ０ ０ ０

指定正味財産期末残高 ０ ０ ０

� 正味財産期末残高 ３３３，４９１，４１８ ３４２，６９３，００１ △９，２０１，５８３
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正味財産増減計算書（共済会会計）

平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
� 経常収益
� 基本財産運用益
財産収入 ５１，２３９ ２１３，４４７ △１６２，２０８

� 受取会費
受取会費 １３，８９１，５００ １３，９００，５００ △９，０００

� 雑収益
雑収益 ８２１，３０７ ５，０４６ ８１６，２６１

経常収益計 １４，７６４，０４６ １４，１１８，９９３ ６４５，０５３

� 経常費用
� 事業費
病気療養見舞金 ９，５４３，０００ ８，５１７，０００ １，０２６，０００
弔慰金 ６，０００，０００ ４，３００，０００ １，７００，０００
配偶者弔慰金 ５０，０００ ５０，０００ ０
退会慰労金 ０ ５３５，０１０ △５３５，０１０

事業費計 １５，５９３，０００ １３，４０２，０１０ ２，１９０，９９０

� 管理費
委員会費 ２３，７９３ １３９，８７９ △１１６，０８６
一般事務費 ５２，０７４ １２，０６４ ４０，０１０

管理費計 ７５，８６７ １５１，９４３ △７６，０７６

経常費用計 １５，６６８，８６７ １３，５５３，９５３ ２，１１４，９１４

当期経常増減額 △９０４，８２１ ５６５，０４０ △１，４６９，８６１

２．経常外増減の部
� 経常外収益

経常外収益計 ０ ０ ０

� 経常外費用

経常外費用計 ０ ０ ０

当期経常外増減額 ０ ０ ０

税引前当期一般正味財産増減額 △９０４，８２１ ５６５，０４０ △１，４６９，８６１

当期一般正味財産増減額 △９０４，８２１ ５６５，０４０ △１，４６９，８６１

一般正味財産期首残高 １２７，９８２，６９３ １２７，４１７，６５３ ５６５，０４０

一般正味財産期末残高 １２７，０７７，８７２ １２７，９８２，６９３ △９０４，８２１

� 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 ０ ０ ０

指定正味財産期首残高 ０ ０ ０

指定正味財産期末残高 ０ ０ ０

� 正味財産期末残高 １２７，０７７，８７２ １２７，９８２，６９３ △９０４，８２１
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正味財産増減計算書（会館修繕積立金会計）

平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
� 経常収益
� 受取会費
積立金収入 ９，９９８，０００ １０，１１２，０００ △１１４，０００

� 雑収益
雑収益 １９，９４６ ６５，９１８ △４５，９７２

経常収益計 １０，０１７，９４６ １０，１７７，９１８ △１５９，９７２

� 経常費用
� 事業費
修繕費 ６１８，６６０ ０ ６１８，６６０

事業費計 ６１８，６６０ ０ ６１８，６６０

� 管理費
建物減価償却費 １２，００４，７７９ １２，７６１，４６１ △７５６，６８２
構築物減価償却費 ２３２，９８１ ２５４，０２９ △２１，０４８
什器備品減価償却費 ４４５，０４１ ５０３，４８４ △５８，４４３
諸経費 ８４０ ０ ８４０

管理費計 １２，６８３，６４１ １３，５１８，９７４ △８３５，３３３

経常費用計 １３，３０２，３０１ １３，５１８，９７４ △２１６，６７３

当期経常増減額 △３，２８４，３５５ △３，３４１，０５６ ５６，７０１

２．経常外増減の部
� 経常外収益

経常外収益計 ０ ０ ０

� 経常外費用

経常外費用計 ０ ０ ０

当期経常外増減額 ０ ０ ０

税引前当期一般正味財産増減額 △３，２８４，３５５ △３，３４１，０５６ ５６，７０１

当期一般正味財産増減額 △３，２８４，３５５ △３，３４１，０５６ ５６，７０１

一般正味財産期首残高 ２８２，７３３，２５４ ２８６，０７４，３１０ △３，３４１，０５６

一般正味財産期末残高 ２７９，４４８，８９９ ２８２，７３３，２５４ △３，２８４，３５５

� 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 ０ ０ ０

指定正味財産期首残高 ０ ０ ０

指定正味財産期末残高 ０ ０ ０

� 正味財産期末残高 ２７９，４４８，８９９ ２８２，７３３，２５４ △３，２８４，３５５
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正味財産増減計算書（生命保険会計）

平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
� 経常収益
� 事業収益
団体事務費収益 １４，２１７，４３９ １４，８１６，７１１ △５９９，２７２

� 雑収益
受取利息 ４，９２６ ２８，４４６ △２３，５２０

経常収益計 １４，２２２，３６５ １４，８４５，１５７ △６２２，７９２

� 経常費用
� 事業費
通信費 １０８，２２６ １０９，９７０ △１，７４４
口座振替手数料 ２７２，８２９ ２７６，１３０ △３，３０１

事業費計 ３８１，０５５ ３８６，１００ △５，０４５

� 他会計への繰出額
他会計への繰出額 １３，８００，０００ １４，３００，０００ △５００，０００

経常費用計 １４，１８１，０５５ １４，６８６，１００ △５０５，０４５

当期経常増減額 ４１，３１０ １５９，０５７ △１１７，７４７

２．経常外増減の部
� 経常外収益

経常外収益計 ０ ０ ０

� 経常外費用

経常外費用計 ０ ０ ０

当期経常外増減額 ０ ０ ０

税引前当期一般正味財産増減額 ４１，３１０ １５９，０５７ △１１７，７４７

当期一般正味財産増減額 ４１，３１０ １５９，０５７ △１１７，７４７

一般正味財産期首残高 ３０３，５３４ １４４，４７７ １５９，０５７

一般正味財産期末残高 ３４４，８４４ ３０３，５３４ ４１，３１０

� 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 ０ ０ ０

指定正味財産期首残高 ０ ０ ０

指定正味財産期末残高 ０ ０ ０

� 正味財産期末残高 ３４４，８４４ ３０３，５３４ ４１，３１０
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貸
借
対
照
表
（
総
括
表
）

平
成
２２
年
３
月
３１
日
現
在

（
単
位
：
円
）

科
目

一
般

会
計

共
済
会
会
計

会
館
修
繕
積
立
金
会
計

生
命
保
険
会
計

合
計

�
資
産
の
部

１
．
流
動
資
産

現
金
預
金

２６
，９
７２
，５
９０

２６
９
，７
１２

５６
，０
８５
，９
０７

３４
４
，８
４４

８３
，６
７３
，０
５３

未
収
金

９
，４
２３
，５
２７

８２
０
，０
００

０
０

１０
，２
４３
，５
２７

流
動
資
産
合
計

３６
，３
９６
，１
１７

１
，０
８９
，７
１２

５６
，０
８５
，９
０７

３４
４
，８
４４

９３
，９
１６
，５
８０

２
．
固
定
資
産

�
基
本
財
産 基
本
財
産
合
計

０
０

０
０

０
�

特
定
資
産

退
職
給
付
引
当
資
産

６５
，１
０９
，１
７９

０
０

０
６５
，１
０９
，１
７９

医
事
紛
争
積
立
資
産

４
，８
００
，０
００

０
０

０
４
，８
００
，０
００

緊
急
事
業
積
立
金

０
０

０
０

０
共
済
会
積
立
資
産

０
１２
７
，０
７０
，０
００

０
０

１２
７
，０
７０
，０
００

特
定
資
産
合
計

６９
，９
０９
，１
７９

１２
７
，０
７０
，０
００

０
０

１９
６
，９
７９
，１
７９

�
そ
の
他
固
定
資
産

建
物

１
，０
８５
，８
０８

０
６０
９
，２
５０
，７
８０

０
６１
０
，３
３６
，５
８８

構
築
物

１
，０
００
，０
００

０
１８
，６
８７
，３
３１

０
１９
，６
８７
，３
３１

什
器
備
品

６
，４
７０
，４
１５

０
４８
，５
１１
，５
５２

０
５４
，９
８１
，９
６７

土
地

２７
３
，５
２２
，３
５０

０
０

０
２７
３
，５
２２
，３
５０

減
価
償
却
累
計
額

△
６
，９
５３
，７
１２

０
△
４５
３
，０
８６
，６
７１

０
△
４６
０
，０
４０
，３
８３

無
形
固
定
資
産
償
却
累
計
額

△
２
，６
７６
，６
２５

０
０

０
△
２
，６
７６
，６
２５

投
資
有
価
証
券

１０
，０
００
，０
００

０
０

０
１０
，０
００
，０
００

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

３
，２
６１
，８
７５

０
０

０
３
，２
６１
，８
７５

そ
の
他
固
定
資
産
合
計

２８
５
，７
１０
，１
１１

０
２２
３
，３
６２
，９
９２

０
５０
９
，０
７３
，１
０３

固
定
資
産
合
計

３５
５
，６
１９
，２
９０

１２
７
，０
７０
，０
００

２２
３
，３
６２
，９
９２

０
７０
６
，０
５２
，２
８２

資
産
合
計

３９
２
，０
１５
，４
０７

１２
８
，１
５９
，７
１２

２７
９
，４
４８
，８
９９

３４
４
，８
４４

７９
９
，９
６８
，８
６２

�
負
債
の
部

１
．
流
動
負
債

未
払
金

４
，８
７４
，８
１０

１
，０
８１
，８
４０

０
０

５
，９
５６
，６
５０

仮
受
金

０
０

０
０

０
流
動
負
債
合
計

４
，８
７４
，８
１０

１
，０
８１
，８
４０

０
０

５
，９
５６
，６
５０

２
．
固
定
負
債

退
職
給
付
引
当
金

５３
，６
４９
，１
７９

０
０

０
５３
，６
４９
，１
７９

固
定
負
債
合
計

５３
，６
４９
，１
７９

０
０

０
５３
，６
４９
，１
７９

負
債
合
計

５８
，５
２３
，９
８９

１
，０
８１
，８
４０

０
０

５９
，６
０５
，８
２９

�
正
味
財
産
の
部

１
．
指
定
正
味
財
産

２
．
一
般
正
味
財
産

３３
３
，４
９１
，４
１８

１２
７
，０
７７
，８
７２

２７
９
，４
４８
，８
９９

３４
４
，８
４４

７４
０
，３
６３
，０
３３

正
味
財
産
合
計

３３
３
，４
９１
，４
１８

１２
７
，０
７７
，８
７２

２７
９
，４
４８
，８
９９

３４
４
，８
４４

７４
０
，３
６３
，０
３３

負
債
及
び
正
味
財
産
合
計

３９
２
，０
１５
，４
０７

１２
８
，１
５９
，７
１２

２７
９
，４
４８
，８
９９

３４
４
，８
４４

７９
９
，９
６８
，８
６２
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貸借対照表（一般会計）

平成２２年３月３１日現在

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 資産の部

１．流動資産

現金預金 ２６，９７２，５９０ １３，９１４，３２３ １３，０５８，２６７

未 収 金 ９，４２３，５２７ １０，１７３，７５９ △７５０，２３２

流動資産合計 ３６，３９６，１１７ ２４，０８８，０８２ １２，３０８，０３５

２．固定資産

� 基本財産

基本財産合計 ０ ０ ０

� 特定資産

退職給付引当資産 ６５，１０９，１７９ ６２，４４９，１７９ ２，６６０，０００

医事紛争積立資産 ４，８００，０００ ４，８００，０００ ０

緊急事業積立金 ０ ２２，６５１，０００ △２２，６５１，０００

特定資産合計 ６９，９０９，１７９ ８９，９００，１７９ △１９，９９１，０００

� その他固定資産

建 物 １，０８５，８０８ １，０８５，８０８ ０

構 築 物 １，０００，０００ １，０００，０００ ０

什器備品 ６，４７０，４１５ ６，４７０，４１５ ０

土 地 ２７３，５２２，３５０ ２７３，５２２，３５０ ０

減価償却累計額 △６，９５３，７１２ △６，４１７，８０６ △５３５，９０６

無形固定資産償却累計額 △２，６７６，６２５ △２，３９７，０００ △２７９，６２５

投資有価証券 １０，０００，０００ ２０，０００，０００ △１０，０００，０００

コンピュータソフトウエア ３，２６１，８７５ ３，２６１，８７５ ０

その他固定資産合計 ２８５，７１０，１１１ ２９６，５２５，６４２ △１０，８１５，５３１

固定資産合計 ３５５，６１９，２９０ ３８６，４２５，８２１ △３０，８０６，５３１

資産合計 ３９２，０１５，４０７ ４１０，５１３，９０３ △１８，４９８，４９６

� 負債の部

１．流動負債

未 払 金 ４，８７４，８１０ ４，１７１，７２３ ７０３，０８７

仮 受 金 ０ １０，０００，０００ △１０，０００，０００

流動負債合計 ４，８７４，８１０ １４，１７１，７２３ △９，２９６，９１３

２．固定負債

退職給付引当金 ５３，６４９，１７９ ５３，６４９，１７９ ０

固定負債合計 ５３，６４９，１７９ ５３，６４９，１７９ ０

負債合計 ５８，５２３，９８９ ６７，８２０，９０２ △９，２９６，９１３

� 正味財産の部

１．指定正味財産

２．一般正味財産 ３３３，４９１，４１８ ３４２，６９３，００１ △９，２０１，５８３

正味財産合計 ３３３，４９１，４１８ ３４２，６９３，００１ △９，２０１，５８３

負債及び正味財産合計 ３９２，０１５，４０７ ４１０，５１３，９０３ △１８，４９８，４９６
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貸借対照表（共済会会計）

平成２２年３月３１日現在

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 資産の部

１．流動資産

現金預金 ２６９，７１２ ３，４９２，０８３ △３，２２２，３７１

未 収 金 ８２０，０００ ０ ８２０，０００

流動資産合計 １，０８９，７１２ ３，４９２，０８３ △２，４０２，３７１

２．固定資産

� 基本財産

基本財産合計 ０ ０ ０

� 特定資産

共済会積立資産 １２７，０７０，０００ １２７，０７０，０００ ０

特定資産合計 １２７，０７０，０００ １２７，０７０，０００ ０

� その他固定資産

その他固定資産合計 ０ ０ ０

固定資産合計 １２７，０７０，０００ １２７，０７０，０００ ０

資産合計 １２８，１５９，７１２ １３０，５６２，０８３ △２，４０２，３７１

� 負債の部

１．流動負債

未 払 金 １，０８１，８４０ ２，５７９，３９０ △１，４９７，５５０

流動負債合計 １，０８１，８４０ ２，５７９，３９０ △１，４９７，５５０

２．固定負債

固定負債合計 ０ ０ ０

負債合計 １，０８１，８４０ ２，５７９，３９０ △１，４９７，５５０

� 正味財産の部

１．指定正味財産

２．一般正味財産 １２７，０７７，８７２ １２７，９８２，６９３ △９０４，８２１

正味財産合計 １２７，０７７，８７２ １２７，９８２，６９３ △９０４，８２１

負債及び正味財産合計 １２８，１５９，７１２ １３０，５６２，０８３ △２，４０２，３７１
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貸借対照表（会館修繕積立金会計）

平成２２年３月３１日現在

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 資産の部

１．流動資産

現金預金 ５６，０８５，９０７ ４６，６８７，４６１ ９，３９８，４４６

流動資産合計 ５６，０８５，９０７ ４６，６８７，４６１ ９，３９８，４４６

２．固定資産

� 基本財産

基本財産合計 ０ ０ ０

� 特定資産

特定資産合計 ０ ０ ０

� その他固定資産

建 物 ６０９，２５０，７８０ ６０９，２５０，７８０ ０

構 築 物 １８，６８７，３３１ １８，６８７，３３１ ０

什器備品 ４８，５１１，５５２ ４８，５１１，５５２ ０

減価償却累計額 △４５３，０８６，６７１ △４４０，４０３，８７０ △１２，６８２，８０１

その他固定資産合計 ２２３，３６２，９９２ ２３６，０４５，７９３ △１２，６８２，８０１

固定資産合計 ２２３，３６２，９９２ ２３６，０４５，７９３ △１２，６８２，８０１

資産合計 ２７９，４４８，８９９ ２８２，７３３，２５４ △３，２８４，３５５

� 負債の部

１．流動負債

流動負債合計 ０ ０ ０

２．固定負債

固定負債合計 ０ ０ ０

負債合計 ０ ０ ０

� 正味財産の部

１．指定正味財産

２．一般正味財産 ２７９，４４８，８９９ ２８２，７３３，２５４ △３，２８４，３５５

正味財産合計 ２７９，４４８，８９９ ２８２，７３３，２５４ △３，２８４，３５５

負債及び正味財産合計 ２７９，４４８，８９９ ２８２，７３３，２５４ △３，２８４，３５５
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貸借対照表（生命保険会計）

平成２２年３月３１日現在

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 資産の部

１．流動資産

現金預金 ３４４，８４４ ３０３，５３４ ４１，３１０

流動資産合計 ３４４，８４４ ３０３，５３４ ４１，３１０

２．固定資産

� 基本財産

基本財産合計 ０ ０ ０

� 特定資産

特定資産合計 ０ ０ ０

� その他固定資産

その他固定資産合計 ０ ０ ０

固定資産合計 ０ ０ ０

資産合計 ３４４，８４４ ３０３，５３４ ４１，３１０

� 負債の部

１．流動負債

預 り 金 ０ ０ ０

流動負債合計 ０ ０ ０

２．固定負債

固定負債合計 ０ ０ ０

負債合計 ０ ０ ０

� 正味財産の部

１．指定正味財産

２．一般正味財産 ３４４，８４４ ３０３，５３４ ４１，３１０

正味財産合計 ３４４，８４４ ３０３，５３４ ４１，３１０

負債及び正味財産合計 ３４４，８４４ ３０３，５３４ ４１，３１０
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財 産 目 録
平成２２年３月３１日

資産の部 （単位；円）

科 目 内 訳 金 額

�．流動資産 ９３，９１６，５８０

１．預 金 ８３，６７３，０５３

鳥取銀行・本店 普通預金（一般会計） ２６，９７２，５９０

山陰合同銀行・鳥取営業部 普通預金（一般会計）

鳥取銀行・本店 普通預金（共済会会計） ２６９，７１２

山陰合同銀行・鳥取営業部 普通預金（共済会会計）

鳥取銀行・本店 普通預金（会館修繕積立金会計） ５６，０８５，９０７

山陰合同銀行・鳥取営業部 普通預金（会館修繕積立金会計）

鳥取銀行・本店 普通預金（生命保険会計） ３４４，８４４

２．未収入金 １０，２４３，５２７

〔一般会計〕 ９，４２３，５２７

均等割・所得割会費収入 ３，７１６，０００

産業医部会会費 １４，０００

社会保険通信負担金 ２３０，４００

日医補助金 １１２，０００

県委託金・補助金 ４，４９１，７５２

雑 収 入 ６７０，１７５

広告手数料 他収入 １８９，２００

〔共済会会計〕 ８２０，０００

雑 収 入 ８２０，０００

�．固定資産 ７０６，０５２，２８２

１．有形固定資産 ４９８，４８７，８５３

� 建 物 鳥取市戎町３１７番地 ６１０，３３６，５８８

鉄筋コンクリート４階建一部５階建

健康会館

建築面積８６６．９４� 延床面積２，０９１．８４�

建 物 ４６３，１１９，７８０

付属設備 １４７，２１６，８０８

� 構 築 物 １９，６８７，３３１

舗装工事 ６，３６２，６７１

花 壇 ８，０２９，３５５

ブロック塀 ３，７６０，１４９

擁 壁 他 １，５３５，１５６

� 器具備品 ５４，９８１，９６７

１階研修センター連結イス ９，２２５，０００

１階研修センター舞台吊物装置 ５，５００，０００

２階理事会室会議テーブル・イス ５，８２７，２００

２階常任理事会室会議テーブル・イス ４，０３０，４００

３階資料室平行移動書庫 １，２１６，０００

３階研修室テーブル・チェアー １，１６０，０００

４階図書室移動棚コンパックルーム ３，６３５，１６０
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科 目 内 訳 金 額

４階集会室テーブル １，３１４，０００

４階集会室チェアー １，２９６，０００

４階集会室ウォール １，２６６，９００

ハートシムACLSトレーニングシステム ２，４８６，９２５

研修室備品他 １８，０２４，３８２

� 土 地 ２７３，５２２，３５０

鳥取市戎町３１７番地

宅地 １，９５７．３７� ２７３，５２２，３５０

� 減価償却累計額 －４６０，０４０，３８３

建 物 －２５５，４７５，６８１

付属設備 －１３４，９２６，８９７

構 築 物 －１７，７１９，８２５

器具備品 －５１，９１７，９８０

２．無形固定資産 １０，５８５，２５０

� コンピュータソフトウェア ３，２６１，８７５

控除システム等 １，５１７，２５０

法人会計システム指導料・会員情報管理システム設計料 ７４９，７５０

ホームページ管理ソフト ９９４，８７５

� 減価償却累計額 －２，６７６，６２５

� 投資有価証券 鳥取県公募公債（５年債） １０，０００，０００

３．特定資産 １９６，９７９，１７９

� 緊急事業積立金 鳥取銀行・本店 普通預金 ０

� 医事紛争積立金 鳥取銀行・本店 普通預金 ４，８００，０００

� 役員退職積立金 鳥取銀行・本店 普通預金 ３，９５０，０００

� 職員退職積立金 鳥取銀行・本店 普通預金 ６１，１５９，１７９

山陰合同銀行・鳥取営業部 普通預金

中央三井信託銀行・鳥取支店 普通預金

� 共済会積立金 山陰合同銀行・鳥取営業部 普通預金 ５６，８１０，０００

中央三井信託銀行・鳥取支店 普通預金 ７０，２６０，０００

資 産 合 計 ７９９，９６８，８６２
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負債の部 （単位；円）

科 目 内 訳 金 額

�．流動負債 ５，９５６，６５０

１．未 払 金 ５，９５６，６５０

〔一般会計〕 ４，８７４，８１０

鳥取医学雑誌発行費 ７８８，８３５

地域社会対策費 ２８９，８００

調査研究費 －７２０

情報システム対策費 ２０８，５３０

救急・防災対策費 ４４０，５５３

会長交際費 －１７，０８９

県医交際費 ４０，０００

会 報 費 ５，４６０

母体保護法指定医部会 ８４０

労災・自賠責部会 ２０９，９６０

産業医部会 ５，０００

表彰弔慰費 ３０，５００

地区医師会交付金 １，２８０，０００

給 与 職員手当 １１０，７８０

旅 費 １０，６４０

共 済 費 ３５６，３１３

光熱水費 ８３，５３８

理事会費 ２６７，９７０

公 課 費 ６５１，９００

中国四国医師会連合負担金 １１２，０００

〔共済会会計〕 １，０８１，８４０

一般事務費 ８４０

病気療養見舞金 ８１，０００

弔 慰 金 １，０００，０００

�．固定負債 ５３，６４９，１７９

１．退職給与引当金 ５３，６４９，１７９

負 債 合 計 ５９，６０５，８２９

差 引 正 味 財 産 ７４０，３６３，０３３
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